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刊 行 の 辞

大月市長 西 室 覚

岩殿山についての「総合学術調査」の結果が、このようなかたちで発刊されるようになったことは、誠に

大きなよろこびであります。

三年間にわたって研究調査にあたられた委員各位、および、この研究調査にご協力いただいた多くの皆様

に、心から感謝と敬意を申し上げます。

岩殿山は、私どもの大月市においては、国指定の名勝「猿橋」や重要文化財「星野家住宅」などとともに、

大切な文化財の一つであります。

この山は、麓にあった修験道の円通寺や中世の小山田氏および武田氏の山城などに関連して、古くから歴

史に登場していた山であります。また、地理的には、武蔵や相模と甲斐とを結ぶ交通路に沿い、同時に富士

山あるいは御殿場、東海地方への道と秩父方面への分岐点にあたる交通の要衝であって、その景観は、古来

よりこの近くを行き交う人々から注目されてきました。特にここ数年は、市内にある他の山々とともに、都

市圏からの、自然を愛するたくさんの日帰り登山客を迎え入れている山でもあります。

今回、山梨県からの岩殿山の史跡指定を契機に、歴史や自然を総合しての学術調査が計画され、このよう

な報告書が出来ましたことは、学術的にはもちろん、私ども大月市民にとりましても、喜ばしい限りであり

ます。

私は、先人が残してくれた歴史や文化、美しい自然への一層の理解と愛着というものは、本市の目指す「自

然と共生する環境調和都市」の創造に、なくてはならぬ、とても大事なものであると考えております。

今後、国際化と情報化が進めば進むほど、こうしたことの重要性はますます高まるものと思っています。自

分がよって立つ文化の理解なしには、国際化、情報化の進んだ社会において、根無し草となって自己を見失

う危険があります。また、21世紀の重要な課題として、異なった文化の相互理解や寛容があげられています

が、自分たちの歴史や文化、また身近な自然への理解と愛着なしには、他の異なった文化への理解も寛容も

期待できないと思われます。

今回の調査研究には、大月市や山梨県の地域文化や自然への理解を深め、文化面での地域づくりを前進さ

せるものとして、大きな意義を感じています。この報告書が、今後各方面で広く活用されることを心から願

い、発刊に寄せることばとさせていただきます。

平成 10年 3月



は じ め に

岩殿山総合学術調査会

会 長 清 雲 俊 元

平成 7年 10月 に岩殿山総合学術調査会が発足し、各分野の先生方の調査、研究が精力的に進められ、この

たび、その成果を報告書にまとめることができた。

これまで岩殿山、岩殿城といえば、戦国期に郡内を領した河ヽ山田氏の本城としての見方が通説とされてきた

が、この城の実体は山城であり発掘調査も行ったが遺構は狭小な山上のことで、城の築城の時期や築城者に

ついても詳らかでない。一般にいわれてきた小山田氏の本城としての位置づけも具体的史料が皆無で伝承に

終わった。むしろ天正 9年 (1581)3月 20日 の武田家印判状 (大野家文書)に「岩殿令在城」とあり、武田

氏が国中の諸士に当城の在呑ならびに普請役にあたらせている史料から武田氏の支配下にあった城郭で、東

方の相模、武蔵に対しての国境防備の城ではなかったか、今回の総合調査によってその性格付けができたよ

うに思う。

また、岩殿山の歴史を概観する中で、最も重要なのは円通寺をめぐる宗教的聖地としての岩殿山である。永

正17年 (1520)の棟札によれば、大同元年 (806)の建立であり、全盛期には三重塔、七社権現、常楽院、大

坊、観音堂、不動堂などの伽藍が配された古利であった。現在真蔵院に遺されている数々の文化財から往古

が偲ばれ、一つには平安末期から室町期にかけての熊野信仰の郡内における拠点であり、もう一つは天台系

修験、本山派の郡内における中心的寺院であったことである。近世に入り本末制度が確立する中で、常楽院、

大坊が七社権現の別当となり、また郡内地方の山伏支配頭となった。しかしこのころから往古から続いてき

た熊野信仰が衰退し、聖護院を中心とする木末関係を結び、岩殿の信仰形態も大きく変わっていった。

更に江戸末期から明治初頭にかけて廃仏毀釈運動が起こり、明治元年に出された神仏分離令と明治 5年の

修験廃上の布告によって岩殿山の宗教形態は、当時すでに真言宗であった真蔵院を除いて全て消滅したので

ある。

こうした岩殿山の歴史を辿るだけでも容易ではないが、そうした宗教的聖地が、戦国期に武田氏、小山田

氏の城郭として、どのようにかかわったのか、性格付けに各分野の先生方が大変に苦慮された。

最後に、この報告書作成にいたるまで、ご指導、ご協力を賜わった関係機関各位の方々、並びにお忙 しい

中をご寄稿いただきました先生方に厚く謝意を表したい。



例    言

1、 本書は、山梨県大月市賑岡町に所在する県史跡岩殿城跡及び旧円通寺並びに岩殿山の自然に関する総合

学術調査報告書である。

2、 学術調査は、平成 7年 (1995)度から平成 9年度の3ヶ 年をかけて実施した。調査は、大月市教育委員

会から委託をうけた「岩殿山総合学術調査会 (会長・清雲俊元)」 が行い、考古学、城郭史、文献史学、民

俗学、建築史、都市史、仏教彫刻史、地球科学、植物学、動物学等の各分野から検討を重ねた。

3、 本書は、第 1編を序編、第 2編を岩殿城の研究編、第 3編を旧円通寺の研究編、第 4編を岩殿山の地形・

地質、植物分布、動物生態等の自然編、第 5編を総括、および別編資料編の6部構成とし、各調査員が執

筆した。文責を明らかにするために、執筆者名を明記した。なお、用語等について、極力統一につとめた

が、執筆者が多数に及ぶために、一部調整されない点もある。また、出土遺物中、近世および近
。現代陶

磁器に関しては森本伊知郎氏に鑑定及び執筆を依頼した。

4、 総合学術調査にあたっては、次の調査及び業務を以下の機関に委託した。

岩殿山全体測量 (株)シ ン技術コンサル

年代測定    (財 )九州環境管理協会

炭化種実同定  (株)パ レオ・ラボ

5、 本書の編集は、主として宮澤富美恵氏が担当し、出土遺構及び遺物の実測作業等については大月市教育

委員会と帝京大学山梨文化財研究所で行った。

6、 本総合学術調査に関わった各種資史料類、図面等は、大月市教育委員会で保管している。

7、 本総合学術調査の実施にあたっては、大月市教育委員会をはじめ、多くの方々及び関係機関のご指導、ご

協力を賜った。ここにご芳名を記し、謝意を表する (順不同・敬称略)。

小俣晴信 笠井 昇 口野道男 清水芳之 内藤好文 中村和夫 藤澤良祐 北条明直 北条にぎみ

森本伊知郎

山梨県教育委員会 山梨県埋蔵文化財センター 全福寺 帝京大学山梨文化財研究所

(発掘調査参加者)

(東京大学学生)

秋葉多聞 笹田朋孝 深町友宏 松尾聡子

(都留文科大学学生)

青柳 恒 奥田文乃 落合豪史 梶谷泰子 神林啓介 土屋一未 内藤千愛 船場昌子 山崎泰徳

(一般)

加藤良三 宮野 昭 佐藤友紀 幡野力也 藤本 聡 井上久子 奥野久代 小田桐秀子 川井しげみ

権藤みどり 佐藤洋美 杉本洋子 須藤由美子 藤本しおり 丸山尚子
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第 1編

第 1章 調査に至る経緯

岩殿山は大月駅の北東、桂川を隔てた対岸に位置し、標高 637mと 低い山であるが、山の中腹から山頂部

にかけて存在する「鏡岩」は岩肌を露出し厳然とそびえ立つ威容がひときわ目立ち、人々に広 く知られてい

る山である。また、大月市民の憩いの場 。大月のシンボルとして愛され、市内はもとより県内外からも多く

の登山客に親しまれている山でもある。

岩殿城跡としては、F甲陽軍鑑』の「駿1可に久能、甲州郡内にゆわ殿、信濃にあがつま三処の名城を信玄公

御覧じ立られ候は、御篭城有るべきとの事なり」という一節から、関東 3名城のひとつに数えられ、古くか

ら天下の名城と称せられていることでも有名である。従って多くの市民は「城」というイメージから近世の

天守閣を有する城を連想し、郡内領主であった小山田氏の居城であったと信じている。

しかし、『山梨県の中世城館跡』(昭和 61年 :山梨県教育委員会)に「大月市3-5岩殿城」として掲載され

たところによれば、『甲陽軍鑑』や『甲斐国志』には「小山田氏の要害」と記述されているが、「郭の規模から、

必ずしも十分ではない。この城は桂川流域の山頂部に多くある峰火台の中継点であったと考えられる。」と報

告されている。

また、岩殿山麓にあったとされる円通寺についても諸説があるが、岩殿山そのものが古代から山岳修験道

場として利用されており、城としての歴史以前に岩殿山とは切り離すことのできない歴史があることは、あ

まり認識されていない状況である。

更に、明治以降、郡内の名山であり観光資源として利用されるようになったことから、利用客のための環

境整備が行われており、昔のままの姿がどの程度保たれているのか、実態は不明瞭である。

何れにしろ、岩殿山を取り巻く歴史的研究については、古文献等を基に論拠とする事柄の検証がなされな

いまま論ぜられている実態であるため、発掘調査等を含めた客観的な調査を待たなければその史実等は明ら

かにできないところである。

昭和60年山梨県は、山梨の歴史文化を紹介するために、大月市が山梨の玄関口としての意義を持ち、国や

県指定の文化財の集中している地域であることから、「やまなしの歴史文化公園 猿橋。岩殿 (猿橋から葛野・

強瀬・岩殿山西側の築坂一帯)」 の名で歴史文化公園として指定した。

その後、観光開発などによる景観の破壊はくいとめられることになったが、中央自動車道計画による岩殿

トンネルの開通、その影響と思われる南側山腹の崩壊、大月市が実施した岩殿中段開発によって、山裾の景

観は大きく変貌してきている。

このような状況の下、本市では、平成7年 3月「大月市第5次総合計画」を策定し、この計画「第4章 創
造的で心豊かな人と文化のまちづくり」の中に、市民共有の貴重な財産である文化財を次世代に引き継いで

いくため、「文化遺産の県全と活用を図る」施策の一つとして「岩殿山全山の総合学術調査の実施」を位置づ

けるとともに平成 7年 4月 には、「大月市指定文化財 (史跡)」 に↓旨定した。

また、同年6月 には、「山梨県指定文化財 (史跡)」 に指定され、これを契機として岩殿山及びその周辺地域

の古文書、古絵画、記録、建築、彫刻、伝承、発掘、地質、動物生息、植物分布等について総合的な学術調

査を実施するため、平成 7年 10月 に岩殿山総合学術調査会が発足し、本格的な調査を行ったものである。

(大月市教育委員会)
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第 2章 調査経過

岩殿山の学術調査は、すでに述べたように、平成 7年度 (1995年 度)か ら平成 9年度の 3ケ年計画で、考

古学、文献史学、城郭史、民俗学、建築史、都市史、仏教彫刻史、地形・地質、植物、動物等の諸分野から

総合的に実施し、多くの成果を得ることができた。その内容は、以下章を追って報告するが、ここでは 3年

間にわたる調査の経過の大要を記したい。

岩殿山の総合学術調査は、きわめて多岐にわたっている。第一には、岩殿山山頂付近に築城された岩殿城

の調査研究である。これは、考古学による発掘調査を含めたさまざまな分野から城郭の規模、形態、築城及

び廃城年代の把握、経営主体の究明、城下の検討、さらには岩殿城にまつわる伝説・伝承類などの調査を行

い、岩殿城の歴史性を幅広 く解明することに主眼をおいた。また、規模や構造の把握のために城域全体の測

量調査も実施した。

第二には、岩殿山に鎮座 し、中部 。関東を中心に全国に教線を広げていた旧円通寺の調査である。この調

査も、まず旧円通寺の規模や寺域の復元、開創年代などの基礎的な課題を追究しつつ、その宗教史的意義な

どについて解明することを目的とした。そのために、文献史学や考古学のほか、とくに建築史、仏教彫刻史

などの諸分野からの調査研究も精力的に行い、さまざまな角度から検討を重ねてきた。

第三には、地形。地質、植物の分布状況、動物生息状態などの岩殿山に関する自然環境の調査研究である。

岩殿山をめぐる歴史性とあわせてこれら自然環境をも詳細に把握しながら、これからの文化財保護行政や史

跡等の保存 。整備に資することを目的としたのである。

以上に述べた岩殿山に関する総合的な調査研究を実施するために、「岩殿山総合学術調査会 (会長・清雲俊

元)」 を組織し、各分野ごとの調査研究に万全を期することにした。調査会組織と各年次ごとの調査研究の概

要については、以下のとお りである。

調査会組織

会 長 清雲俊元

副会長 谷ロー夫

会 員 出月洋文  保坂康夫  田中 収  依田正直  小林 岳 星野三郎  長幡照雄
鈴木美良  湯沢正典  杉本正文  福田正人

なお、岩殿城跡及び旧円通寺関係の学術調査は多岐にわたるために、人文系の調査は調査会のなかに研究

分野ごとに専門の調査員をおき、より精級な調査を進めることになった。調査員は以下のとおりである。

清雲俊元  谷ロー夫  秋山 敬  出月洋文  井上 豊  伊藤裕久  数野雅彦  川瀬由照
信藤祐仁  鈴木麻里子 鈴木美良  長幡照雄  萩原三雄  畑 大介  保坂康夫  堀内 亨
星野三郎  山下孝司  人巻典志夫 渡辺 晃  渡辺正男  渡辺洋子  杉木正文  福田正人
第 1年次調査

1年次 (平成 7年度)イよ、調査会の発足と調査体制の整備充実、及び調査研究方法等の検討を行いながら、

予備的な調査などが主であったが、以下の事業を具体的に実施した。

1、 岩殿城跡に関する資史料の調査

(1)岩殿城跡の踏査

縄張図及び測量図作成のための予備踏査

強瀬集落中村家所蔵の文書及び絵画史料の踏査、整理作業

旧円通寺別当の大坊所蔵の絵画史料調査
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(2)強瀬集落調査

岩殿城の城下集落の可能性をもつ強瀬集落の予備調査

2、 旧円通寺関係の調査の実施

(1)修験道関係文書調査

中村家文書調査

旧円通寺寺域内の確認調査

(2)旧円通寺関係の研究史の整理作業

(3)旧円通寺蔵仏像等の調査

3、 岩殿山の自然環境調査

地形・地質、植物分布、動物生態調査は随時調査

主な調査日程は次のとおりである。

平成 7年 10月 3日  委嘱状交付、役員選出

学術調査の経過報告及び事業説明

今後の調査計画及び日程

11月 15日  旧円通寺関係調査

平成 8年 2月 13日  同上及び強瀬中村家所蔵文書調査

3月 6日  文化庁調査官視察
3月 13日  岩殿山総合学術調査会開催

総合学術調査の概要報告

岩殿城研究史について (報告)

旧円通寺研究史について (報告)

第 2年次調査

2年次 (平成 8年度)は、岩殿城跡に対する試掘調査を実施し、さらに当城の全容把握のための測量図の

作成を行うなど具体的な調査活動に入った。古文書調査、仏像調査、絵画史料、古建築の調査など全般にわ

たる調査も行われた。また、岩殿山全山を対象に地質学、動物学、植物学等の立場から自然分野の調査活動

も随時展開された。実施された調査内容は、以下のとおりである。

1、 岩殿城跡に関する資史料の調査

(1)岩殿城現地の調査と全容把握のための測量図の作成

①測量図作成

航空測量及び現地詳細測量によってほぼ完成

②試掘調査の実施

岩殿城跡の中心部分にトレンチを設定し、遺構の確認調査を行った。その結果、試掘対象面積は

少なかったが、16世紀を中心とする陶磁器類がまとまって検出され、当城の築城時期を含めた年代

的位置づけが明らかとなった。また、これらの出土遺物から当城が臨時性の強い城郭ではなく、恒

常的に存在した拠を点的城郭であることが明確となった。

③強瀬中村家所蔵の絵図及び文書等の継続調査

絵図中に岩殿城にかかわる遺構群の記載があり、分析を重ねた。

④旧円通寺別当の大坊等が所蔵している絵画史料の継続調査

(2)強瀬及び岩殿集落の歴史復元作業

岩殿城の城下集落の可能性がある強瀬及び岩殿集落に関して絵図や検地帳等の分析、現地踏査などか
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ら少なくても江戸前期には遡ることが予測され、さらに継続的な調査を実施。

2、 旧円通寺関係の調査の実施

(1)修験道関係文書調査

中村家及び旧円通寺塔頭寺院文書の調査

(2)旧円通寺寺域内の確認調査

絵画史料等によって建築史的立場から寺域復元を検討。旧円通寺三重塔の建築部材として遺存してい

る木材の科学分析によって、おおむね鎌倉期の所産と判明、建築年代の推定資料として重要な成果となった。

(3)旧 円通寺関係の研究史の整理作業

(4)旧 円通寺蔵仏像等の調査

現在、真蔵院境内の収蔵庫に安置されている十一面観音等の調査を実施し、11世紀の在地の仏師作や

12世紀頃の中央作などを確認。旧円通寺の創建年代や創建者をめぐって重要な問題を提起した。

3、 岩殿山の自然環境調査

各分野ごとに随時調査を実施

主な調査日程は次のとおりである。

平成 8年 7月 24日  北条家古文書及び絵画史料調査
真蔵院仏像調査

8月 20日  強瀬中村家、岩殿区及び北条家所蔵の絵図類、古文書等の調査
9月 10日  岩殿城、七社権現、強瀬集落等の現地調査及び試掘箇所の検討
10月 2日  岩殿城跡試掘調査の検討
12月 2日 ～平成 9年 1月 23日   岩殿城跡試掘調査

平成 9年 2月 20日  浅利中村家所蔵文書調査及び金山金山調査
3月 25日  各調査分野からの中間報告

今後の調査日程の検討

第 3年次調査

3年次 (平成 9年度)は、岩殿城総合学術調査の最終年度であり、各分野別の調査活動の一層の充実を期

するとともに、最終報告書作成にむけて調査成果のまとめを行った。また、考古学調査は、岩殿城跡の試掘

調査をさらに継続するとともに、旧円通寺跡や城下集落推定地での試掘調査も新たに実施した。

主な調査日程は次のとおりである。

平成 9年 6月 11日 岩殿城の測量図について最終的検討
6月 25日 岩殿山総合学術調査会開催

(1)各分野別調査の進捗状況について

(2)今後の調査日程について

(3)総合学術調査報告書の刊行について

9月 10日 岩殿城跡及び旧円通寺関係遺跡の試掘箇所の検討
城下集落推定地の試掘調査について検討

～ 11号 :`: 
岩殿城跡及び旧円通寺関係遺跡並びに城下集落推定地の試掘調査

12月 16日 岩殿山総合学術調査会開催
調査報告の検討

(萩原三雄 )
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第 2編 岩殿城の研究

第 1 逮早 岩殿城の研究略史

第 1節 小 山田氏要害説

岩殿城については、これまでに確認された一次的な文献資料が極めて少ないことから、築城から廃城に至

る経緯や経営主体者、あるいは担った機能など、不明な部分が余りに多い。しかし、その立地と縄張りから、

戦国時代に郡内地方の城郭群の中でも要となる位置を占めていたことは、容易に推定される。

これを裏付けるように、武田氏滅亡後の甲斐国支配を小田原北条氏と争った徳川家康は、天正10年 (1582)

12月 に甲斐・信濃の領有体制を固めるべく、次の命令を発したことが記録されている。

「鳥居彦右衛門元忠 。平岩七之助親吉に甲斐国の守禦を命ぜられ、元忠をして岩殿城に甲斐国都留郡にあり

居らしめ給ひ、郡内を同国同郡賜りて軍功を賞せらる」

(『朝野旧聞哀藁』天正 10年 12月 11日 条、東照宮御事蹟第 168。 169)

即ち、甲斐に鳥居彦右衛門元忠 。平岩七之助親吉の 2名 を配置し、郡内領を元忠に与えて岩殿城を中心と

した支配体制を整備したのである。郡内領主と称せられた小山田氏が、都留の谷村を本拠にしていたにもか

かわらず、岩殿城が君【内領支配の拠点として選定されたところに、本地域における岩殿城の史的位置を見て

とることができるのである。

岩殿城については、永らく小山田氏の要害偏吉城)とする説が一般的であった。その根拠となったのは、江

戸時代後期の文化年間に編纂された地誌『甲斐国志』の次の記述である。

「小山田氏ノ比ハ此山上二士多ク在番セシナルベシ、軍鑑二駿河二久能、甲州郡内二岩殿、上州二吾妻、

三所ノ名城 トアリ、武田家ヨリモ香兵ヲ加へ置キシヤラン、 (中略)河 山ヽ田ハ中津森又谷村エアリ、此山

ヲバ要害二構エタリ、行程凡三里」

『甲斐国志Jが岩殿城を小山田氏の要害とし、武田氏からも番兵の派遣があったと断定した要因は明らかで

ないが、F甲斐国志』の編纂に先立ち、天明3年 (1783)に刊行された萩原元克の『甲斐名勝志』でも岩殿城

を小山田氏の城として捉えていることから、この頃には小山田氏要害説が定着していたものと推定される。

小山田氏要害説の成立に大きな影響を与えたものとして、『理慶尼記』の存在があげられよう。この書は、勝

沼信友の息女で、武田信玄のいとこに当たる理慶尼が、武田勝頼の最期を和歌をまじえて綴ったものといわ

れ、次の記述がある。

「こ にゝ国人小山田と申せし人、ははの尼公を人質にとられまひらせ、それかへさんがはかりことに仰せ

は、さこそ侍へども、御身をまたく、もりたまへ、みつからか在所、都留の郡、岩殿山と申は、およそ

天下そむき候とも、一持もつべき山にてあり。そこへ御こし、しかるべきと、申されければ、勝頼聞こ

しめされ……」

小山田信茂が勝頼に岩殿城への篭城を勧めたとする有名な一節であるが、「みつからか在所」とあることか

ら、岩殿城を信茂支配下の城郭とする解釈が生まれたものと考えられる。しかし、『理慶尼記』は、岩殿城を

小山田氏の城と特定したわけではない。「自らの所領である都留郡に所在する岩殿山は、天下を敵に回しても

耐えられる」との信茂の言を引用するに過ぎず、また、本書については、理慶尼に仮託して著された近世の
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小説とする見解も提示されており、史料的価値そのものが危ぶまれている。

しかしながら、小山田氏要害説はさしたる批判もないままに1978年発行の F大月市史通史篇』に踏襲され

た。執筆にあたったなかざわ。しんきち氏は、「小山田氏は谷村に居館を移すとともに、大月の岩殿山に山城

(要害城)を構築した。まさに武田氏の関閣が崎館にたいする要害山の備えを、郡内に引きうつしたといえよ

う」「軍事施設としての山城の構築が要求され、岩殿山が要害の地としてえらばれたにちがいない。山城の歴

史は南北朝内乱の初期からはじまったが、戦国期には領域内の村々を支配するためにも城を構えることが不

可欠となったのである。小山田氏も所領支配の拠点として岩殿山の経営にのり出したものとおもわれる」と

述べて詰城としての性格を強調し、本城 (詰城)築城の歴史的意義を付加することによって、小山田氏要害

説を強化したのである。

第 2節 武田氏築城 。経営説の提起

江戸時代に早くも定説化した小山田氏要害説に対し、1980年代からの城郭研究の急速な進展や新史料の発

見により、武田氏築城 。経営説が提起され、今日の有力説となっている。

その萌芽となったのは、日本城郭協会による「岩殿山見学会」の開催で、このとき行われた意見交換の内

容が、小林利久氏により「岩殿城址行」として F甲斐路』13号 (山梨郷土研究会、1967年 )に収録されてい

る。これによれば、岩殿城の見直しに関して提示された考えは次のようなものであった。

①谷村館の詰城とするには距離が 12kmと 遠く、武田氏が相模との境目の城として築城したのではない

か 。

②情報伝達を目的に武田氏が領国内に構築した峰火台の一つで、大月周辺及び以東の中心的な役割を果

たしていた。

①は佐藤禅光氏の意見であり、谷村館と岩殿城を居館と詰城のセット関係で捉えることに異を唱えたこと

は、城郭研究の立場から容易に首肯できよう。②は植竹氏の説で、機能を峰火台に限定したことには問題が

あるが、谷村路と後の甲州街道の分岐点に所在することを重視し、この一帯の中心的な役割を担う城 (峰火

台)と して位置づけたことは重要である。

山梨県における本格的な城郭研究の第一歩となったのは、1980年の『日本城郭大系 8 長野・山梨』(新人
物往来社)の刊行である。岩殿城の執筆にあたった室伏徹氏は、現地調査を踏まえて縄張り図を作成し、東

西約 300mに も及ぶ遺構群の存在を明らかにした。また、『甲斐国志』の小山田氏要害説を否定し、相模 。武

蔵方面からの侵攻に備えて武田氏が築いた城郭との見解を示している。

1982年 には、次に掲げる文書が人王子市の大野家に伝来していることが報告された (須藤茂樹「武田氏と

郡内領に関する一史料」『甲斐路』第 46号、山梨郷土研究会)。

定

落合の新左衛門  大師の縫殿右衛問  小笠原の助右衛門
小笠原の源及郎  百々の四郎右衛門  今宿の新五左衛門

寺邊 孫右衛門  徳行 助右衛門 曽根の新七郎 黒駒の新左衛門
右拾人岩殿令二在城一、御呑御普請等無二疎略一相勤之由候条、

郷次之御普請役被レ成二御赦免 候́間、自分之用所可レ被二申付一之由、

所レ被二仰出一也、

"如
レ件、

天正九年辛巳三月十日

土屋右衛門尉奉之
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(竜朱印)

荻原豊前

F新編甲州古文書』3(角川書店、1969年 )な ど既刊の史料集にも、写本をもとに翻刻されてはいたが、原本

が確認されたことで、その重要性が再認識されるところとなった。

ここに見える地名は、甲府盆地の一円に広がるものであり、これらの郷村から招集された荻原豊前守の寄

子。同心が、岩殿城の在香と普請を勤めたことが分かる。竜朱印が押されていることから命令を下したのは

武田勝頼であり、岩殿城が天正9年段階において武田氏直轄の城郭であったことは疑いない。荻原豊前守は

武田氏家臣で、小人頭十人の内、横日付衆に列せられている (『甲斐国志』人物部)。

本史料から、武田氏の劣勢が顕著となって他国との緊張関係が高まった天正 9年当初に、甲斐国防衛の一

翼を担う拠点として、岩殿城が武田氏直属の荻原豊前守により4妖築されたことが確認されるが、築城時期や

築城主体者まで明らかとなった訳ではない。刻ヽ山田氏詰城説は、居館との距離関係から否定されるものの、小

山田氏が築城し、ある段階まで使用していた可能性は、なお捨て切れないのである。

柴辻俊六氏は、小山田氏発給文書の分布から、小山田氏の勢力範囲が都留市と富士五湖周辺に限られ、大

月市以北に及んでいないことを指摘している (「 /1ヽ山田氏の郡内領支配」『郡内研究』第 2号 1988年 )。 しか

し、永正17年 (1520)の 七社権現修造の際の奉加人のなかには、「当郡主護平 1/1ヽ山田)信有」の名が見え、

永禄 11年 (1568)に は、小山田信茂が「戸張七掛」を七社権現へ奉納している (以上『甲斐国志』巻 90)。 天

文19年 (1550)に は、自らの病気平癒を祈る小山田信有が、桂林寺 (都留市金井)の住持に、岩殿山円通寺

の大般若経の転読を命じている (真蔵院所蔵大般若経巻367裏書)。 また、大月市駒橋には小山田氏被官であ

る丹後氏の屋敷跡や小山田出羽守妾帰宅跡が伝承されている。こうしたことを合わせ考えると、武田氏の領

国経営体制が未成熟な段階において、岩殿城を小山田氏が築城 。経営したことは想像に難くない。

第 3節 岩殿城研究の深化

史料の少ない岩殿城の経営主体・機能・性格について、初めて本格的な考察を行い、「『甲斐国志』以来の通

説としてその枠を越えずに追随する歴史研究のあり方と姿勢」に厳しく見直しを迫ったのは、萩原三雄氏で

ある。『山梨県考古学論集Ⅱ』(山梨県考古学協会、1986年 )に所収された「岩殿城の史的一考察」がそれで、

研究史の検討を主体に小山田氏の支配領域、岩殿城の立地と築城時期、甲州街道筋の城郭分布と防衛体制、経

営主体者といった諸視角から、小山田氏本城説に鋭い批判を加えている。

とりわけ、『甲陽軍鑑』や享保年間に著された『甲州噺』には岩殿城と小山田氏の関係が触れられていず、先

に挙げた天明 3年 (1783年 )発行の F甲斐名勝志』以降に小山田氏本城説が流布され、通説となった状況を

捉えた点は、注目に値しよう。

結論として萩原氏は、「府中要害城を破棄してしまった天正10年の段階においては、韮崎新府城に続く国内

第二の城郭であり、その占地的特徴は篭城に最も適した城であったとする見解すら提起可能ではないだろう

か。したがって岩殿城は、対相模方面の警国の要的な役割と、小山田氏に姑する日付的任務を帯びて戦国大

名甲斐武田氏直轄の重要な支城として経営されていたと考えられる」と述べるとともに、築城時期について

「岩殿城をとりまく多くの城館址群の有機的成立とその要的存在をながめるとき、武田信虎が領国を統一し戦

国大名に脱皮した永正年間以降であると認めてよい」と自説を展開している。

萩原説はあくまで武田氏による築城と直轄経営を主張するものであるが、その裏づけとして武田氏権力の

発展段階を緻密な史料分析によって追究していく必要があろう。

1987年発行の『図説中世城郭事典』(新人物往来社)では、人巻孝夫氏が岩殿城を執筆し、武田氏直轄説を

―
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継承している。人巻氏の研究で注目すべき点は、登坂ルートの検討から岩殿山南西中腹にある岩殿公園付近

を大手口を守る小郭として捉え、岩殿山から北に続く尾根上の「築坂」と呼ばれる場所に城門・番所といっ

た施設の存在を推定していることである。これにより、岩殿山全体に遺構が広がっている可能性が指摘され

るようになり、今回の総合学術調査でもこれまで未確認であった小郭がいくつか発見された。

以上、述べてきたように、岩殿城についてはかつての小山田氏要害説が否定され、武田氏経営説が有力と

なっている。しかし、築城時期の解明は史料的制約から難しく、発掘調査の結果を慎重に検討していかなけ

ればならない。

城下集落や当時の道筋の解明も今回の学術調査で緒についたばかりである。また、前述のように天正10年

12月段階で鳥居彦右衛門が岩殿在城を命じられた経過があり、複雑な虎口をもつ大倉砦 (上野原町)やコン

パクトながら堅固な備えをみせる駒宮砦 (大月市)も この地域に存在し、武田氏減亡後に修築された可能性

もあることから、天正10年以降の対北条氏・対徳川氏を晩んだ防衛機能の役割をも検討していく必要があろ

う。課題は多いが、こうした研究の蓄積をとおして郡内地方の地域構造が明らかとなり、武田氏領国支配体

制の解明にも寄与できるものと考えている。 (数野雅彦)
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第 2章 岩殿城の歴史環境

1.山梨県内の中世城館分布調査

県内の中世城館の分布調査は、昭和 10年以前に史跡指定を前提に、長坂町深草館
。身延町波木井氏館など

十数箇所の現地調査が行われた。これに先だつ昭和 3年に新聞記者の小泉義幸氏が踏査して山梨日日新聞に

連載した「峰火台巡り」は、昭和53年 に「峰火台を訪ねて」と題されて出版されたが、約 50カ 所の峰火台の

昭和初年の姿を知るうえで極めて貴重である。戦後の調査は、昭和44年に刊行された『甲府城総合調査報告

書」で、『甲斐国志』に記載されている城館を中心に主要な城館の一覧表が作成された。ほぼ同時期に行われ

た福井県一乗谷浅倉氏館跡の調査に大きな影響を受け、昭和48年から着手された国史跡勝沼氏館跡の調査を

契機に中世城館への研究が進み、昭和51年 に290カ 所の一覧表が、その翌年に中世城館の分布図が発表され

た。昭和53年から『日本城郭大系』執筆に伴う分布調査により、約330カ 所の所在が確認された。その後、昭

和58年から3年間山梨県中世城館の分布調査が行われ、430カ 所に増加したが、平成3年に刊行された『定本

山梨県の城』には460カ 所の所在が確認されている。

このような数度の調査で確認されている中世城館460カ 所余りの内訳は、守護
。国人領主の館や土豪層の屋

敷などが約 300カ 所、これらに付属すると考えられる詰め城 (要害)が 15カ 所程度、天正壬午 (1582)年に

起こった徳川と後北条との戦いで4多築・築城された砦や陣城などが10カ 所程度、峰火台や鐘撞き堂などの伝

承がある小規模城郭が130カ 所余りである。これら館・屋敷類と峰火台伝承を有する小規模城郭の全県下での

割合は、30i13であるが、甲府盆地を中心とした地域と急流の河川流域とではその比率が異なり、岩殿城が

ある桂川流域 (大月市 。上野原町)は 1■ と特に小規模城郭が多く、桂川両岸に小規模城郭が集中する傾向

が著しい。

2.桂川流域の中世城館

桂川下流域に点在する城館の半数が小規模城郭であり、そのほとんどが峰火台・鐘撞き堂伝承を有してい

る。これら小規模城郭を全て峰火台と断定することには問題もあろうが、具体的には以下のとおりである。桂

川両岸に集中する地域を、岩殿城を中心に上流と下流に分けると、下流域 (東狽1)では、南東 2 kmに駒橋

の城山、 3kmに猿橋の城山、その 4km下流に斧窪の御前山、さらに2km下流に綱之上御前山、北東 3km

に古城がある。綱之上御前山から東 4 kmに四方津の御前山、その北 2 kmに 長峰砦、東に 2 kmで牧野砦、

南東 2～ 3 kmに栃穴御前山と鶴島御前山がある。鶴島御前山より東に進むと甲斐相模国境の小仏峠に至る

が、このように4 kmを越えない範囲で両岸に規則的に点在している。

一方西側には岩殿城から3kmに花咲鐘撞堂があるが、ここから笹子峠降火台まで13kmあ り、この間の峰

火台は確認されていない。桂川上流に当たる南西側に点在する城館は都留市の谷村の蜂火台までは岩殿城か

ら7kmの距離がある。谷村からは、南西に 4 kmで都留市の古渡城山峰火台、南西に 9kmで河口湖町の天

上山峰火台がある。さらに南東に 4 kmで吉田の城山へとつながる。

このように、峰火台相互の距離は4 km前後が基本と考えられるため、笹子峠までの間には 3カ 所、谷村

までの間にも 1カ 所、古渡城山から天上山までの間にも1カ 所の峰火台が想定できる。

3.岩殿城の歴史

岩殿城の役割は、その縄張もさることながら周辺に点在する小規模城郭との関係を中心に考えることが必

要である。既に述べたように、甲斐相模・甲斐武蔵の国境からの情報は、北からは駒宮を経て、東からは桂

川を胡って岩殿城に伝えられる。ここから、西に進めば笹子峠を越えて甲府盆地へ、また桂川を胡ると小山

田氏の居館へと伝達されるのである。その意味で、この城の機能は、情報の処理と伝達という二つの機能を

-13-



有していたことが考えられる。同様な性格を有する城をあげると、北巨摩郡須玉町の若神子城であろう。こ

の城は、その立地から信州佐久郡からの情報が、須玉川流域と塩川流域からそれぞれ伝達された場所であろ

う。また、信州攻略に向かう武田軍は、この城の城下の若神子に陣所を設けていたことが『高白斎記』から

窺える。若神子城と同様に F高白斎記』の中に「本須御陣所」。「谷戸御陣所」との記述があり、対応する遺

構は西入代郡上九一色村の本栖の城山・北巨摩郡大泉村の国史跡谷戸城跡である。谷戸城には諏訪郡と佐久

郡の情報が伝達され、本栖の城山は駿1丁国境からの情報を甲府盆地に伝達する重要な中継点である。これら、

若神子城 。本栖城山・谷戸城は、山梨県内でも比較的大きな縄張であったり、石積みを用いていたりと特色

が認められる一方で、戦国時代の城主について明確な史料なり伝承はないと言える。しかし岩殿城は、『甲斐

国志』の記述から郡内領主であった小山田氏の詰め城として築かれたとの見方が支配的となっていた。

近年の歴史学・考古学・城郭研究の発展によって疑問視されはじめた小山田要害説について萩原三雄氏は、

「岩殿城の史的一考察」で、天正九年三月廿日付け荻原豊前宛の勝頼朱印状に「右拾人岩殿令在城、御香御普

請等無疎略相勤之由候条」とあること、また『甲陽軍鑑』に「岩 (ゆわ)どの」として登場するが、小山田
氏の居城との記述はないことを明らかにした。さらに、小山田氏の発給文書の分布からその勢力範囲が大月

以北に及んでないとする柴辻俊六氏が行った研究成果などを踏まえて、「対相模方面の警固の要的な役割と、

小山田氏に対する日付的な任務を帯びて戦国大名甲斐武田氏直轄の重要な枝城として経営されていたと考え

るべきである。」と述べ、小山田氏の詰め城であると100年以上も言われつづけていた岩殿城が、武田氏の管

理下に置かれていたことを明らかにした。

この指摘は、他の 3城も武田氏直轄経営の城と考えることも、さらに、岩殿城下に相模攻略の陣所が存在

したことも推測させることになろう。                        (人 巻典志夫)
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第 3章 岩殿城の縄張

地表面から把握できる岩殿城の遺構は、岩殿山の頂上部分を中心に、その南側の九山(岩殿公園)付近、北

狽I斜面、西側の築坂付近等にもみられるが、ここでは山頂付近のみについてみていきたい。第1図は今回の

調査の一環で作成した地形測量図に基づく縄張図であり、測量図では表現できない微妙な地形を縄張の視点

から取り込んでいる。

第2図は主要な遺構に番号を付けたもので、これを基に縄張を説明したい。東側の尾根筋を登るとまず①

の堀切に突き当たる。この堀切には土橋は設けられておらず、さらに尾根上を西に進むと堀切②に至る。堀

切②は堀切①に比べ大規模で、堀底に土橋が施され、『甲斐国志』はこの2つの堀切を「一ノ堀・ニノ堀」と

呼んでいる。

堀切②の西側には東西50m、 南北15mほ どの郭があり、最高地点にあたるため主郭と考えられ、『国志』が

「本城」と呼んでいる場所であろう。現在は放送関係の中継施設があり、往時の状況は把握しがたい。郭の北

西側には平面楕円形の高まりがみられ、看板によると「峰火台」とされるが、西側からの入り口近くに位置

し、その地点が俸火台としてふさわしいか、峰火台の施設が台状であるかも含めて検討する必要がある。郭

③の西北端は細長く突起し、その先には狭小な郭④があり、その東側において郭③に入る虎口が形成されて

いたと推測される。

⑤は西側に向けて下る尾根上の削平地で、郭の類とみることもできようが、荒れている状態であり、判然

としない。⑤の西端には直角に南下する道が造られ、その西側は土塁状となり、東側には郭⑥が位置する。郭

⑥の東端には削り残しの小規模な土塁が設けられている。

郭⑦は小さな段をもって東西2つに分かれ、東側の郭の南狽Iは高まりをもち現在通路となっているが、か

つては土塁であった可能性がある。西側の郭の西端は二股に分かれ、その間において道が下るが、往時の虎

□形態を反映しているものと推測される。③は低い段をもっていくつかの狭小な郭群を形成し、その南側に

は低い土塁が位置する。

郭③は南側に向けてなだらかに下り、東端は七社権現へ向う山道とつながり、南西側で郭⑩と連結してい

る。郭③⑩は一般に「蔵屋敷」と呼ばれている。郭⑩は東側に向けて傾斜しているものの、この城域では最

も広い郭である。その東端において葛折りの道を下ると井戸Oに至る。郭⑩の南西側の高所に郭⑫・○が位

置し、現在郭⑫には東屋、郭⑬には石碑が設けられている。⑭は郭⑩と連続し、郭@。 ○の南側をめぐる帯

状の削平地であり、西側部分は斜めに下り、その南側の⑮は自然の高まりであるが土塁状である。⑩は郭⑩

の西側と進結する尾根上の削平地で、⑩と郭⑩の西側は細長く「馬場」と呼ばれている。⑩の西端は岩場を

擦り抜けるように山道が下り、南側中腹の九山へと続いている。①の南下方には通路に沿って狭小な郭⑫～

①が設けられ、郭⑫のすぐ下の岩間の通路には「揚城戸跡」、郭⑩の脇には「番所跡」の看板がある。郭⑩の

西下方にも小さな郭⑩があり、郭⑩⑩はともに地形に従い傾斜している。

岩殿城は山頂を改変し造営されているが、自然地形を生かした縄張がなされ、最高地点である郭③と次に

高い郭○の2つのピークと、その鞍部である郭③⑩によって大きくは構成されている。浅野家の「諸国古城

之図」(広島市立中央図書館・浅野文庫蔵)をみると、郭③が「本城」、①が「馬冷場 (水ノ手)」、郭⑩の西

側から④にかけてが「馬場」で、その南側に「大手」がみえ、大手から下る道は浅利宿に通じ、その反対側

の「観音堂」を経由する道は岩殿宿に通じている。図の作者は浅利宿から入る道を主要な進入路とし、その

対局にあたる郭③を本城としているため、城は大きくは南西側から北東側に向けて構成されていると考えて

いる。郭③が最高地点であるためそのような構成になるのは当然のことと考えられるが、この城は西側、つ
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第 2図 各施設番号図

まり国中側に向いて大手を開いていることになる。岩殿城の性格については、当初は小山田氏の本城といっ

た見方がされていたが、その後八巻孝夫氏や萩原三雄氏によって、武田氏直轄の城という位置づけがされて

きている。さらには天正10年 (1582)の武田氏滅亡後の甲斐国領有をめぐる徳川氏と後北条氏の争いの際は、

この地域は一時的に後北条氏により制圧されており、その段階での城の改変も想定され、それら岩殿城を取

り巻く情勢も視野にいれてこの城の縄張や構成を再度考える必要がある。

郭③の東側背後には大きな堀切①②が位置し、主郭とその背後の堀切の組合せは武田氏の本拠である瑯閲

ケ崎館後方の要害城やその近くの熊城でもみられる。堀切②の土橋から直接竪堀にする手法は、武田氏の山

城に多いことを入巻孝夫氏は指摘しているが、この部分は確かに武田氏的である。

城を北側から登る場合、所々に崖や小郭はあるが、尾根上の道を進むと難なく城内に入ることができる一

方、南側は自然の岸壁であり、視覚的にも堅固さを誇っている。よってこの城は、南側に向けて存在を誇示

しているものと考えられ、南側を通る主要幹線道路や桂川流路に姑する抑えの目的を兼ねて築かれたものと

考えられる。郭⑦③には南側に土塁の痕跡があり、それらも南側に対する防御の意識のあらわれと推測され

る。

岩殿山の南東側山麓にはかつて円通寺の伽藍が存在し、そこから山頂へ登る道は現在でも七社権現の前面

を通っており、築城以前においても山頂へ至る信仰の道が存在したと考えられる。往時の道筋は厳密には把

握できないが、現在のこの道筋には阻塞類はみられず、城の中枢である郭⑨へと通じている。円通寺は中世

において本山派に属する修験寺院で、岩殿山全域はおそらく行場となり聖域であったと推測される。ここに

戦国大名が築城を始める際、戦略的な好条件を備えるという立地的・地形的な面のみではなく、聖地に築城

する意図もくみ取る必要があろう。飯村均氏は山城ができる「場Jと して聖地が選ばれるケースに注目し、視
(4)

覚面 。精神面において民衆掌握の一つの手法であった可能性を指摘している。岩殿城の縄張・構成は立地条

件を最大限に生かし、前提となる円通寺の信仰空間を取り込む形で築かれている点に特徴があるといえる。
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言主

(1)八巻孝夫「岩殿城」『図説中世城郭事典』第二巻、新人物往来社、1987。

(2)萩原三雄「岩殿城の史的一考察」『山梨考古学論集』Ⅱ、山梨県考古学協会、1989。

(3)註 (1)に 同じ。

(4)飯村均「山城と聖地のスケッチ」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』第 5集、1994。

(畑 大介 )
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第 4 章 岩殿城の考古学調査

第 1節 試掘調査の日程と方法

「岩殿山頂」というと厳密には、現在電波中継塔が建っている東側の高まりであるが、一般的には通称「鏡

岩」と呼ばれる大岩壁上の高まり (乃木将軍歌碑が建っている部分)を も含めていわれることが多い。つま

り、通常山頂部といつている部分には標高610m前後の西側と635mほ どの東側との2つのピークが存在して

いる。

『甲斐国志』では山頂部の地名として、「一ノ堀」「ニノ堀」「本城」「馬場」「大門口」「蔵屋敷」「亀ヵ池」「揚木戸門」

などを挙げているが、現在遺構として存在が確認できるものは 2つの壕 (一ノ堀 。ニノ堀)と 湧水池 (亀ヵ

池)のみで、他は地形や伝承により比定されているにすぎない。

今回の試掘調査は「蔵屋敦」と伝えられている 2つのピークの鞍部にあたる標高605m前後の低い部分と、

場所が半J然としている「亀ヵ池」を候補地とし、平成 8年度の調査として第 3図に示す 1～ 3の 3カ 所を試

掘調査することとした。年度当初は8月 頃に着手する予定だったが、他の緊急発掘に対応していたため、調

査の事務手続きも大幅に遅れ、着手可能となったのは11月下旬になってからであった。林務事務所からは、

発掘に際して一般登山者の安全の確保と立木の伐採を一切行わないことで承諾を得ることができた。

調査は12月 2日 に着手し、 1～ 3の調査箇所はそれぞれ第 1調査区、第 2調査区、第 3調査区と呼称する

こととし、年末年始の休みをはさみ 1月 23日 に終了した。

平成 8年度の調査の結果、第 3調査区から多くの遺物が出上したため、平成 9年度の山頂部の調査におい

ては第 3調査区の周辺を拡張することとし、第 4調査区 (第 3調査区の 2次調査)と して調査を実施した。

以下、各調査区ごとに具体的な調査経過や確認状況について説明する。

1.第 1調査区 (第 4図 )

調査箇所として選定した場所は、鞍部の中で最も低い部分で、尾根のやや南東にあたる。第 2調査区の亀ヵ

池に向かって傾斜角が増大する斜面の上方は岩殿山頂の中でも最大の平坦面で、幾筋もある登山道が交差し

ている場所である。

広い平lH面であることから何らかの造成や建築物の痕跡、あるいは亀ヵ池の上部であることから取水のた

めの施設などを想定し、登山道を避けた場所に等高線に並行する方向にトレンチを設定した。トレンチは16

×lmで長辺の方向は磁北より東へ 12° 振れた方向となる。

地形的には谷頭にあたり、表土が流失しやすい場所と考えていたが、表土除去作業にかかると40cmほ ど掘

り下げても地山に達せず、しかも砂利などを含まない地味の肥えた土層であった。山頂の発掘というよりは

里の耕作地を掘っている感覚である。さらに掘り進むと、浅くて45cm、 深くて65cmの 深さに関東ローム層

の地積が認められた。岩殿山頂はいわゆる「岩殿礫岩」の岩盤の上に若子の腐植土が堆積している程度と想

像していたので、良好に堆積したロームの地山が広がっていたことは驚きであった。

地山までの土層は、上部 10cmほ どが黒色の腐植土で以下ローム面までは一様に撹乱を受けた暗褐色土で

あった。暗褐色土中には版築など人工的な整地面は認められなかったが、それを取り除くといきなリローム

面が現われるありかたは明らかに人の手が加えられていると判断できる。なお、現地形の最も低い箇所がト

レンチの南北中央に位置するように設定したが、地山の最低位面は現在よりやや南寄りにあったことがわか

る。

ローム面上を精査すると、幾つかの溝状の落ち込みが確認された。確認面からの深さは一定ではなく、浅
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第3図 山頂部試掘調査位置図 (1～ 3=平成 8年、 4=平成 9年 )
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いものは17cm(7)、 深いもので61cm(4)である。幅も45か ら65cmを測ることができるが、いずれも全体

を確認できたものはない。1は撹乱と考えられるので別として、 2・ 6～ 8は掘り込みの西端が確認できた。

これらからみてそれぞれの掘り込みの平面形は角の九い長方形で、側面はほぼ垂直に立ち上がり、両端は斜

めに立ち上がっているようである。5は唯一、北東と南西コーナーの丸みの一部が確認された掘り込みであ

るが、長辺の長さは140cmほ どと推測できる。また、長軸の方向につい

ては、 3～ 8は等高線に直交する方向に、それ以外は等高線に並行する

方向に掘られている。

このような特徴を持つ掘り込みは、通常、耕作地での発掘調査時によ

く見受けられ、耕作物の貯蔵あるいは深耕を要する作物の耕作痕と考え

られる。これが耕作痕であるか否かは後述することとして岩殿城あるい

は山岳修験関係の遺構とは考えがたい。

掘り込み内からの遺物の出土はなく、表土除去の際に数点の陶磁器が

出上したほか、縄文時代早期の条痕文系の土器片 1点、平安時代の甲斐

型奏の破片 1点が出上した。

2.第 2調査区 (第 5図 )
『甲斐国志』にある「亀ヵ池」である。『甲斐国志』には「池ニツ常二水

ヲ湛エテ干天ニモ不涸亀ヵ池卜名ツクーハ用水一ハ馬洗水ナリト云俸フ」

とあり、 2つの池をあわせて「亀ヵ池」といつている。

現在も池は 2つある。上方を用水、下方を馬洗い水に想定することは

常識的に理解できるが、いつのまにか上方の池は「亀力池」、下方は「馬

洗池」と呼ばれるようになってしまった。

ここの地形は、南東に面した斜面の一部が崩れ落ちたような、橋り鉢

状の形状を呈していることから、岩盤が透過性の低い性質であれば、水

が溜まるのもうなずける形状ではある。

平成 6年に県考古学協会のメンバーが踏査した際に、上方の池の周辺

から常滑の陶器片 2点が採集されており、池の中にはかなりの遺物が沈

んでいるものと期待されていた。

今回の調査は、石積みで構築されている上方の池の構築方法及び使用

年代の把握等を目的に調査に着手した。

池の水を掻い出し中の泥を除去し、約 lm掘 った段階で人頭大以上の

礫岩が幾つも現われ、それ以上の掘削を拒むかのように入り組んでいた。

それまでの段階で、ガラス瓶の破片やプラスチツク製の玩具などが出土

しただけだったこともあり、急邊トレンチを設定し、石積みを取り除き

ながらの構造確認調査に移行することにした。

池は観光用に整備され、周囲を柵で囲つたり、石積みも十数年前に改

修されたものだと聞いていた。よくみると石積みの隙間はコンクリート

でふさがれ、オーバーフロー対策として配水管も設置されるなど、かな

り手が加えられていることが明瞭であった。そのため、石積みをすべて

外してしまっては調査後の復旧が困難であると判断し、西壁が池の中央

を通るように、南北10m、 幅 lmの トレンチを設定し、石積み部分は断

♀   伊

第 4図 第 1調査区実測図
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第5図 第2調査区実測図



面の測量に必要な、人が通れる最小限の石のみ外

すことにした。

石積みの上部は岩殿山中にはない、丸みを帯び

た川原石で、改修の際に下から運ばれてきたもの

と思われる。南側の4段目・5段 日以下、および池

の中に落ち込んでいる石の多くは岩殿山に産する

「岩殿山礫岩」塊で、本来使われていた石積みの石

を利用したものであろう。

中に落ち込んでいた石を取り除くと底面が確認

できた。南側は底面の立ち上がりの延長上に石が

積み上げられているのに対し、北狽Jでは立ち上が

りが確認できなかったため、現石積みの裏側の埋

番号 色 調 特 徴

1 黒   色 表土 (腐植土)

黒 褐 色 ローム主体の流れ込み上で小礫が混じる

暗 褐 色 小礫集中層

4 暗 褐 色 酸化した赤褐色土が混入し粘性強い

5 暗 褐 色 黄灰色粘質上を多量に混入

暗灰褐色 粘質土

7 橙 褐 色 酸化した凝灰質角礫を含む粘性土

8 暗青灰色 水により粘土化 ?

8' 暗青灰色 8層 に似るが混入物が少ない

第 1表 第 2調査区土層説明

土を除去したことろ、立ち上がりと壁際の石積みの一部が確認できた。

石積み上部からの深さは135cm、 底径 (石積みの内側)は 115cm、 北側に確認された立ち上がりまでの底

径は240cmで ある。

水量については実験的に、作業終了時に中の水をすべて汲み出して帰ることを2回ほど試行した。 2回 と

も翌朝作業を開始するまでの間 (16時間ほど)に中が満杯になり、すでに排水日から流れ出ていた。少なく

とも一晩で 1,200ゼ 以上の水を集めていることになる。

トレンチ法に切替えてからも遺物の出土は少なく、数点の陶磁器が出土しただけであった。

3.第 3。 第 4調査区 (第 6図 )
登山道の交差する鞍部から分かれて北東に向かう道は、尾根の上を通り東の頂上へ至る。第 3調査区はそ

の頂上へ向かう尾根の南裾部にある平坦地である。この平坦地は山頂の上で最も広い場所で、尾根の裾を削

り取っているようにもみえる人工的な色合いを強く感じる地形でもある。

現在の登山道が、どの程度昔の道筋に沿っているか定かではないが、第 3調査区から15mほ ど北東に離れ

た場所にも平坦地があり、道はこの平坦地の南縁を10mほ ど東に向かったところで直角に北に曲がり、さら

に東へ曲がる「山の手」になっている。このことから、当時のままのルートがかなり残されている可能性が

ある。第 3調査区を北へ回避するように回り込む道も、平坦地を造り出すために裾を削られた尾根の肩部が

北側へ後退した結果であると考えられる。

第 3調査区は平成 8年に調査し、良好な遺物の出土があったため、さらに平成 9年度に隣接地を第 4調査

区として調査した。第 6図は両調査区を合わせて示したものであり、南北 。東西の「十」字のトレンチが平

成 8年度、東西 トレンチの北壁に接した長方形の区画が平成 9年度の調査区域である。

第 4調査区にあたる部分には、松食虫の被害があった松の薫蒸のため、伐採された多量の幹や枝が積み上

げられていた。そのため、それを避けた位置に、21× 2mの東西トレンチ、それに直交する14× 2mの南北

トレンチを設定し、第 3調査区の調査を開始した。

表土としては黒色土 (腐植土)が 10cm前後堆積しており、南北 トレンチでは地表下30cm以内にローム層

の地山が確認できた。東西トレンチは西側ではローム層が認められるが、東側からは砂利層が現われるなど、

東西で埋上の様相が異なっていた。しかも厳寒期のため、連日土壌が 5cm以上も凍てつき、深さを調節しな

がら掘ることができず、版築工法などで突き固められた部分があったとしても、それを認識することはでき

なかった。ようやく砂利層を取り除いたところ、硬くて平坦な面が確認できたのでそれ以上掘り下げること

をひかえたが、西側から掘り進んでくる確認面とは高さも土層も異なり、同一面をとらえることが困難であっ

-23-



m

第6図 第 3・ 4調査区実測図・遺物分布図
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た。そのため、底面を掘 り抜 く覚悟でサブ トレンチを設定し断面を観察したところ、底面と思われる部分以

上の土層には、焼土や炭化物片が多量に混入しており、取 り除くことができる層であることがわかった。以

後、焼土混 じりの土層を取 り除く過程で陶器片が出上し、最終的に43点の遺物が出土した。

遺構としては、東西―南北 トレンチが交差するあたりに、第 1調査区で確認されたような隅の丸い長方形

の掘 り込み (1)と 、径 100cm、 深さ40cmほ どの九い穴 (2)が重複して確認された。丸い穴については、

調査区内に単独で確認されたもので、この周辺から江戸期～昭和 (戦後)にかけての年代の異なる古銭が出

土している。

他に小穴が数箇所に確認されたが、空缶などのゴミを埋めたものや、植物の根あるいは小動物の活動によ

る撹乱と考えられ、遺構である可能性があるものは図示したものだけである。なお、東西 トレンチの遺物集

中箇所の底面は周辺に比べ皿状に低 くなっていた。

出土した遺物は帝京大学山梨文化財研究所に運ばれ、分析の結果、瀬戸祖母懐の茶壼の破片がかなりの割

合で含まれていることが明らかになった。

上記の調査結果により、平成 9年度の山頂部の調査地として、第 3調査区の周辺をさらに拡張調査するこ

とが決められた (第 4調査区)。 9月 17日 に調査着手することができたが、この場所は虫害にあった松の幹

や枝が集積されている場所で、まずこれを移動することから始められた。登山道やこれから掘る調査区内の

排土置場を確保するために、遠 くに移動する必要があり、かなりの時間を要した。

第 4調査区は、 5× 8mの長方形に設定し、尾根の裾際の造成の有無、遺物分布状況や遺構の有無の確認

を目指した。時期的に気候もよく、昨年の状況を参考に掘 り進むことができたので表土除去作業は順調に進

んだ。下底面を追ってゆくと西側はローム層の平坦部が尾根の裾際まで続いているのに姑し、東側には「岩

殿礫岩」からなる岩盤 (基盤)が現われた。第 3調査区の調査時に認められた東西の土層の違いは、東側部

分が岩盤に近いためであったことがわかった。岩を覆っている土を取 り除くと、岩盤の一部にテラス状に整

形されている場所が確認できた。テラスの幅は40～ 80cmあ り、東側壁面には深さ14cmの楕円形の穴 (11)

が穿たれている。また、壁面に沿って、この穴から始まる、幅35cm、 深さ 3～ 5cmの滞が造 り出されてい

る。溝の先は南へ廷び、調査区外へ続いているようだが、テラスがその先まで続かないと推測されるので、溝

はテラスの先端で終わっているものと考えられる。今思えば溝の先端を確認できなかったことは残念である。

テラス上の北東コーナーにはもう 1つの円形の穴 (12)があり、深さは 14cmで ある。

岩盤を削 り取って造 り出されているテラス上には、以上、 2つの穴、溝、床面、壁面などが人為的な痕跡

として認められた。また、これらが明らかに人為的であると認められるのに対し、岩盤上には他にも穴のよ

うに見える小さな裂痕が認められた。岩殿山中に露出した「岩殿礫岩」にはしばしばそのような裂痕がみら

れるので、これらについては判断しがたい。テラスの先端は本来の傾斜のまま土中に潜 り込んでいる。

調査区南西部に広がるロームの地山部分には、第 3調査区に確認された遺物集中箇所の隣接地から次々に

陶器片が出上した。遺物が出土する範囲を精査すると、径 4mほ どの掘 り込みの一部が確認され、内部は焼

土や炭化物片を含む暗褐色土で埋められていた。遺構 として調査を進めるうちにさらに遺物が出土し、やが

て床面が確認された。床面はかなり凸凹があり、中央部が最も低 く、確認面からの深さは15cmである。壁面

は、西側で立ち上がりが確認できたが、東側では床面が徐々に高くなり明確な立ち上がりは確認できない。第

3調査区調査時に遺物集中箇所の床面が低 くなっていたことを考え合わせると、この掘 り込みは円形の竪穴

状遺構 と言えよう。竪穴の内外には幾つかの穴 (3～ 10)が確認されたが、位置や規模が不規則であり、こ

の竪穴に伴うものかどうか判然としない。強いて言えば、小さな穴である 7～ 10は、南にまわり込むと想定

される壁面に沿って位置しているようにも見えるが、他の部分の壁面沿いにそのような小穴が確認されない

ことから無理がある。
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他には、図中13で示す箇所に、長径 37cm、 短径 26cm、 厚さ 9cmの上面が平坦な卵形の自然石 (花筒岩 )
が置かれていた。置かれていたとするのは、岩殿山中に産する石ではないことと、また、位置的には岩盤の

テラスの西側先端であるが、この部分の港 り際の岩盤を、石がおさまりやすいように削り取っているからで

ある。したがってこの石は何らかの理由で、この場所に置かれるべくして置かれたという感が強い。この石

の北側に隣接して、径10cm、 長さ30cm程の炭化材が出土していることから、柱などの礎石とも考えられる

が、調査区内には対応すべき石の存在は認められなかった。

出上位置が明確な遺物は74点出土した。第 3調査区の遺物と合わせて117点 となる。また、陶磁器片以外

にも粒状物の炭化集塊が 2点出土している。

遺物の分布状況をみると、密集している部分は明らかに竪穴状遺構の範囲に重なるが、全体的には竪穴を

中心としつつも遺構外にも広がっているといえよう。竪穴の内部が焼土や炭化物片を含む暗褐色土で埋めら

れていたことは前記したが、遺物の分布範囲は、竪穴を確認する前から認められた同様の土層の拡散範囲と

ほぼ一致するようである。

第 2節  出土遺物

(杉本正文)

出土遺物は第 3～第 4調査区を中心に検出されており、限られた発掘調査面積であったがバラエテイーに

富んでいる。瀬戸・美濃産の天目茶碗、皿、四耳壼、各種染付、常滑産の奏、志戸呂産の皿などの国産の陶

磁器のほか、輸入陶磁の明の染付、さらに銭貨を初めとする金属製品や茶臼、成化種実などもあり、日常什

器のほか茶の湯に関わるものも多い。中世の遺物からとり上げる。

1.中世の遺物

(¬ )陶 磁器 (第 7図 -1～ 10)
1は、回径1lcm、 高台径約 5cm前後の天目茶碗である。第 3～ 4調査区出土。体部下方はほぼ直線的で、

回唇部は直立、端部は短 く外折する。高台は欠損しているが、周辺に錆釉が施されている。瀬戸・美濃産、大

窯 2段階で16世紀前半代。 2は、日径 10.4cm、 器高2.lcmの小皿である。第 3～ 4調査区出土①体がやや九

みをもって立ち上がる。削 り込み高台で、灰釉をかけているが、高台内は無釉である。上志戸呂系で大窯 4

段階、16世紀後半の所産。被熟されている。 3は、回径約 9.5cm、 器高 2.2cmを 測る端反皿である。第 3～

4調査区出土。体部下方はやや九みをもち、日縁部は緩やかに外反する。断面三角形の高台をもつ。瀬戸・美

濃産で、大窯 1段階、16世紀前半。 4は、高台径約 6 cmほ どの皿底部、断面三角形の高台をもつ。鉄釉が

全面施釉されている。第 3～ 4調査区出土。瀬戸・美濃産、大窯 3段階で16世紀中、後半の所産。 5は、指

鉢の体部片である。胎土には細礫を含む。内外面に錆釉が施されている。同じく第 3～ 4調査区から出土し

ている。瀬戸・美濃産で大窯 1段階か。 6は、日径約12cmほ どの広 く開いた胴部をもつ染付碗である。第 3

～ 4調査区出土。胴部に芭蕉葉文、日縁部には波濤文が描かれる。コバル トの発色は悪い。漆による補修痕

がある。小野分類の染付碗 C tt。 福建津州窯系の所産と推定される。16世紀前半。 7は、かわらけの回縁部

片である。第 3～ 4調査区出土。

8は、常滑産の発である。第 3～ 4調査区出土。口径約32cmほ どで、頚部と胴下半部の一部が残る。回縁

部の縁帯が外側に伸び、「 T」 形状を呈す。14世紀前半の所産。 9も 常滑産の奏である。山頂の通称馬洗池と

呼ばれている井戸周辺で表採されたものである。日径約38cmほ どの口縁部片で、縁帯は広くなり頚部に密着

している。15世紀後半の所産。10は 、瀬戸・美濃産の四耳壼である。第 3～ 4調査区出土。口径約 12.6cm、

器高約40cm。 肩部が張 り体部が全体的に丸みをもち、頚部は直立しながら外反、回縁端部は玉縁状に肥厚す

る。肩部に横耳が 4ヶ 所につく。外面には鉄釉が施される。被熟されている。16世紀の所産。 (萩原三雄 )
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(2)銭貨と金属製品 (第 8図 -1、 第8図 -2～ 9、 第 9図 -1～ 9)

第 1調査区中央付近からは鉄製品が 1点出土している(第 8図 -1)。 破損し旧形をとどめていないが、平

面形が若千弧状に湾曲しており、厚さは3 mm弱で、用途 。時期等は不明である。

銭貨は第 1。 2調査区では検出されなかったが、第 3調査区で 6点、第 4調査区で 2点出上した。第8図

の2～ 7が第 3調査区、8・ 9が第 4調査区で、まず第 3調査区の銭貨からみていきたい。 2は劣化が進み、

上が「景」、下が「元」で右がはっきりしない。「景徳元賓」もしくは「景前元賓」の可能性が高いが、字の感

じからおそらく「景徳元賓」(初鋳年1004年)であろう。 3は真書の「皇宋通賓」(初鋳年1038年)である。 4

と5は調査区の東西 トレンチ東側の陶器片等の遺物集中出土地点近くから検出され、レベル的にも陶器片等

と遜色はない。 4は真書の「熙寧元賓」(初鋳年1068年 )、 5は象書の「元流通賓」(初鋳年1086年 )である。 6

は著しく歪んでおり、銭種は把握できない。比較的薄く劣化が進み模鋳銭の可能性もあろう。 7は昭和10年

の「五銭」である。

第 4調査区の 8は、竪穴状遺構の西側の際から出上した真書の「皇宋通賓」(初鋳年1038年)である。 9は

竪穴状遺構の北東側の斜面の裾から出土している。破損し劣化が著しいが「景市元賓」(初鋳年1034年)と 読

める。

第 3・ 4調査区出土の渡来銭のうち、判読できるものはすべて初鋳が11世紀代の北宋銭であった。中世後

期あるいは末期の遺跡からは明銭の「洪武通賓」(初鋳年1368年)や「永築通賓」(初鋳年1408年)が検出され

るケースが多いが、この調査区からは確認されていない。

次に第 3・ 4調査区の金属製品についてみてみたい。第9図のうち 1～ 8が第 3調査区、 9が第 4調査区

から出土した。 1～ 7は鉄製品で、 1は 2つの部分からなり接点は明確には接合しないが、同一個体と考え

られる。食事用のナイフに似た形態をもち比較的新しい遺物であろうか。 2～ 6は角釘で 2や 4の頭部は直

角あるいは鋭角に折り曲げられた状態である。 7は釘と呼ぶには細く、用途不明である。 8は細長い円錐形

を呈す中空の銅製品で、長軸にそって直線的な細い変色部分があるため、銅版を丸めここで接いで作った可

能性がある。用途は特定できない。鉄釘をはじめとする金属製品の多くは陶器片が集中する調査区の東側地

点から出土しており、図示していないがこの地点からは4cm大ほどの鉄津が 2点検出されている。 9は第 4

調査区西端出土の鉄釘であり、この調査区からも鉄津が 2点出土した。調査区西端のものは7cm大、竪穴状

遺構西端のもの (同)は 4 cm大である。

さて、この第 3・ 4調査区の地点はどのような場であったのか。鉄釘は建築物等を想起させ、鉄津は近く

で鍛冶がおこなわれたことを推測させる。焼土・炭化物を覆土中に多く含む竪穴状遺構やピット群、礎石と

も思われる石などの状況や、陶器類の器種構成などを含めて検討する必要がある。      (畑  大介)

(3)石製品 (第 9図 -10～ 15)

10～ 12は砥石である。10は長さ5.5cmほ どの変則な五角形を呈したもので、五面と頂部に使用された跡が

ある。砂岩製。llは残存長 9cmの凝灰岩製の砥石片で火を受けている。12も 凝灰岩製で、約 5cm× 4 cm

の大きさの砥石片である。13～ 15は、茶臼である。いずれも第 3～ 4調査区出土で玄武岩製である。13は下

臼の受皿の一部分でこの部分の径は約26cmと推定される。14も 同じだが、径は約42cmと 大きい。受皿部分

に漆の痕跡がみられる。15も 下臼片であるが、受皿と下臼面が残る。臼面から底面の高さは約 7.5cm。 溝は

摩減して見当らない。

(4)土製品等 (第 7図 -11、 12)

11は土製の紡錘車で直径4.lcm、 孔の周囲には漆が付着している。12は、土師質の硯の脚の一部か。年代

は不明。                                      (萩 原三雄)
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(5)炭化種実 (図版 8)

① 試料

第4調査区より、炭化塊 (10× 10cm程度)が出土した。試料Aは、この炭化塊の取り上げ時およびその

後のクリーエングで一部が細かくなったものを水洗して採取された種実である。試料Bは、破損せずに残っ

た元の民化塊そのものである。この試料 A、 Bについて炭化種実の同定および粒数を計数した。

② 結果
・試料A すべてアワであつた。大半が単粒であったが、 3～ 20粒程度が集合した小さな塊が少し見られた。

単粒は4,664粒、小さな塊はおよそ400粒であり、合計 5,000粒程度である。

・試料B 表面の観察では、すべてアワであり、おそらくアワの集合であると思われる。もしすべてがアワ

であるとすれば、試料Aの任意のアワ100粒の重さが0.05gで あり、試料Bの塊は5。12gであるので、およ

そ 10,000粒のアワの塊であると思われる。

③ アワの形態記載
アワ Setaria italica Beauv.炭化胚乳

卵形で片凸レンズ形、尖端部はやや平坦である。腹面基部には細長い幅の狭いへそがあり、背面の胚部分

の長さは果長の2/3程度。出土したものの中には穎が焼けただれて張り付いているものもしばしばみられた。

参考文献

吉崎昌一「北海道恵庭市柏木川H遺跡の植物遺体」104-113『猫木川11遺跡』1990

(新山雅広)

2.近世及び近 。現代の陶磁器 (図版 9)

1は肥前、瀬戸・美濃以外の産地の製品とみられる陶胎染付の皿である。胎土は淡褐色で、釉の表面に貫

入が多く見られる。 2は瀬戸・美濃系の染付皿である。 3・ 4・ 5。 8・ 9は小郭である。 3は内面に剥離

するが上絵付で家屋図などを描く。 4は端反りの器形で白磁、 5は高台径の小さい白磁である。 8は内面に

染付で文字を記しており、残存部分では「かつ…正…」という文字が読みとれる。現代の製品であろう。 9

は褐色の下絵付で破線を描く。 6は外面にゴム版で施文された酸化コバルトによる染付碗で、流水文と紅葉

がおそらく6単位施される。復元法量は回径8.2cm× 器高4.8cm× 高台径3.2cmである。 7も ゴム版による染

付碗である。当地点は近代以降の製品がほとんどで、器種としては小不が多く認められる。

第2表 岩殿城跡出土近世、近 。現代陶磁器 (すべて第 1調査区より出土)

No 材質 器種・種別 技法 。文様・装飾等 産  地 製 作 年 代 備  考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

皿

皿

小郭

小郭
小郭

碗

碗
小郭
小郭

陶胎染付・貫入多

染付

内面上絵付家屋図

白磁

白磁
ゴム版流水・紅葉文
ゴム版

内面染付「かつ。正」
楊伍維線支

明

戸

明

明

明

戸

戸

明

明

不

瀬

不

不

不

瀬

瀬

不

不

美濃系

美濃系

美濃系

19世紀前半以降
19世紀前半
19世紀前半以降
19世紀前半以降
19世紀前半以降

大正末～昭和初期

大正末～昭和初期

近 。現代
近 。現代

上絵付剥離

(森本伊知郎)

第 3節 試掘調査か ら得 られた成果 と課題

1.第 1調査区

広い山頂鞍部の中で、幅 lmの トレンチはあまりにも規模が小さすぎた感がある。そこから得られた成果
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は決して多 くはないが、表土が予想外に厚かったこと

や、ローム層の良好な堆積状態を確認することができ

た。

また、人為的な痕跡としては、幾つかの溝状 (隅の九

い長方形)の掘 り込みを確認できたが、これについては

城郭の構築や修験には直接的に関係はないものと思われ

る。同様の遺構は、一般の耕作地等に立地する平安時代

の集落跡を発掘する際に、住居址より新しく、最近の耕

作痕よりは確実に古い穴として頻繁に見受けられるもの

で、中世から近世の時期の、古い農耕の痕跡と考えてい

る。第 1調査区で確認された穴も、形態や深さ、等高線

に並行あるいは直交して複数存在するなどの共通点があ

ること、また、この場所が非常に地味の肥えた農耕の適

地であることから、農耕の痕跡であると考えられる。

岩殿山周辺にも山頂まで耕地として利用していた例が

あり、岩殿山の北西に対面する通称「峰山」では昭和40

年代頃まで、山頂を含む一面が畑地であった。岩殿山で

も、中央自動車道の新設工事以前は中腹の岩壁以下の傾

斜面が耕地として利用されていた。しかし大正年間に撮

影された岩殿山の写真には畑が写っていないことから、

太平洋戦争前後の時期に耕地が開発されたものと推測さ

第 10図  池構築変遷模式図

れる。このことから、山頂部もその頃耕作がなされたと考えることもできるが、それ以前である可能性も含

め、敢えて時期については不明としておきたい。

その理由としては、 1)掘 り込みの形態などの特徴からは、上記の「古い時期の農耕」の痕跡と考えられ
る。 2)中腹以上の、礫岩が露出する地形の中では唯―の耕作可能地帯であるが、山裾の耕地とは位置的に

離れており、広いと言っても700∬ ほどの場所に耕作地を求めたかどうか、また表面からlm以上の深耕を

要する作物をわざわざ山頂に作付けしたとは考えにくいことが挙げられる。

2.第 2調査区
調査された池の構造は、最近修復された構造ということになる。しかし、石積みを取り去り、壁面を断ち

割ったことにより、古い池の規模などが明瞭になった。

十数年あるいは二十年以上前に行われたとされる池の改修は、石積みが崩壊したために、あるいは老朽化

に姑する補強のために行われたものであろう。池の中の水と泥を掻い出した時点で、石積みの下部および底

部に落ち込んでいる石のみが「岩殿山礫岩」であったことにより、改修時に使用した石は麓から運ばれたも

のであることが推測できる。逆に言えば下部の石は改4歩前から存在していたと言えよう。上部はすべて川原

石、中間は入り混じり、下部は礫岩で石積みされている現状からは、崩れていない下部の石はそのままに、再

利用できる石と運ばれた石を上に積んで改4少 した様子がうかがえる。底には崩壊した状態のまま礫岩が残

されていたが、実用のためではなく観光目的の改修であったため放置されたのであろう。

断面にかかる石を外し裏側の埋土を除去したときに、北側の壁面の立ち上がりと、その内側に崩れかけた

礫岩の石積みが現れ、改4分前の古い池の掘り込みが確認された。南側は本来の壁面を利用し、北側のみ規模

を小さくして改4分されたものであることがわかった。
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その経過を模式図に表すと第 10図のようになり、次の 1～ 3の経過がたどれる。

(1)古い池があった状態。石積みの内側の底径はおよそ 210cm。

(2)故意または老朽化により石積みが崩壊し、中に落ち込む。

(3)北壁を埋め、新しい壁面を造りながらその内側に石を積んだ。南壁側は旧壁面を利用し、残った石積み

の上に石を積み上げ、内側の底径 (長軸上)115cmほ どの一回り小さい池として改4妖 された。

「岩殿城址行」に「昔は三倍も広 く、深さも倍はあり (中略)と 野尻氏が語ってくれた」とあるが、直径が

lmも 異なればうなずける話ではある。ただし、底部の深さについては過去および現在を通して、掘 り込み

の痕跡はなく、地表面が崩壊などにより低 くなったことを想定しなければ考えられない。

水量については第 1節に記したが、掘 りあがった壁面を観察していると、地形上高位部にあたる北西側壁

面のどこからともなく水が染み出ている様子がみられた。これを池として利用するには底部や壁面からの流

失量以上の水量を確保するか、浸透による流失をできるだけ防ぐことが必要である。第 5図の断面図に示す

8層は青灰色の粘質土層である。泥にまみれて観察が困難なこともあり、意図的に貼 り付けられたものか、底

部の岩盤が水性作用で粘土化したものかは明確でないが、水の流失を妨げる機能を果たしているようである。

3。 第 3・ 4調査区

両調査区からは、数箇所の人為的な痕跡と陶器片などの遺物が確認できた (第 6図 )。 1は第 1調査区に確

認された溝状 (隅の九い長方形)の遺構と同じ形態であり、同様の機能が考えられる。第 1調査区の項で記

したように農耕の痕跡であれば、耕地はこの付近まで広

がっていたことになろう。

2は調査区内で確認された穴の中では最大で単独で確

認されたものである。柱穴などの機能も想定されるが、調

査区域内には対応する穴は確認されていない。また、こ

の周辺から古銭が出土したことから、祠などが祀られて

いた可能性もあるが、それと2の穴との関連は不明である。

第 3調査区調査時点ではその存在が不明確だった竪穴

状遺構は、第 4調査区の調査時に円形の掘り込みとして

確認された遺構である。竪穴内部を中心に多数の陶器片

が出土したが、その分布は、竪穴内部および竪穴の周囲

に広がる焼土。炭化物片混じりの土層の範囲と異なる。こ

のことから、出土した陶器片は、竪穴に伴出するという

より、竪穴を埋めている土層に、焼土や炭化物片ととも

に混入している状況と言える。中世における山頂での遺

構で、本例のような円形の掘り込みを有する類例を得ず、

遺構の機能は明確にできないが、以上の検出状況からは、

竪穴廃絶後に人為的に埋められた様相がうかがえる。ま

た分析の結果、出土した陶器片が二次的に被熱している

ことから、廃絶の要因として火災などが想定できる。

竪穴状遺構から出土した粒状物の炭化塊は分析の結果、

アワ(栗 )であることが判明した。このアワは集塊となっ

て発見されたことから、調理後のものである可能性があ

るが、分析では触れられていない。いずれにせよアワを
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残したまま廃絶したことは確かで、出火が突発的なものだったことを思わせる。

この竪穴状遺構と第 4調査区北東部に確認した岩盤のテラスとの時間的前後関係を示す資料は得られなかっ

たので、確認の状況から推測してみたい。

テラスの床面と竪穴状遺構の確認面にはレベル差があり、テラスの床面の方が数cm高い。この差は、竪穴

状遺構を埋めている焼土混じりの土層の分で、これを除去して竪穴状遺構を確認したものである。調査当時

この土層は、単純に床面上の埋土として考えられ、遺物も多量に出土することから「取 り除くことができる

土層」として掘り進み、結果的に竪穴状遺構を確認したのであるが、上記のように竪穴状遺構が人為的に埋

められたと考えるに至った今、改めて考えると、焼土混じりの土層を確認したレベルは、テラスの床面と同

一の平面であったと推測される。つまり、焼土の混じりの土層を除去した時点で確認された竪穴状遺構と、そ

れを埋めた土層の上面と同レベルのテラスには構築時期に時間差があると考えられる。この変遷を模式図に

示すと第11図のようになる。

(1)円形の竪穴状遺構が機能していた時期 (性格や構造は不明)。

(2)竪穴状遺構が廃絶し、竪穴内部および周辺が埋められる (埋め込んだ土には焼土・炭化物片・陶器片な

どが混じることから、廃絶の要因として火災や放火など火に関する事項が想定される)。

(3)その後 (直後かあるいは時間差があるのか不明)、 より広い平坦面の必要が生じ、尾根裾を切り落として

の造成が行われた。その際、一部に岩盤が露出したが、これを削って有用な面積を確保した。

という経過が想定される。したがってこのテラスは、テラスを造ることを目的としたものではなく、広い造

成面の一部であると理解しておきたい。岩盤に掘られた穴や溝の存在から、この平坦地には何らかの施設が

存在していたものと思われる。

調査区北側にある、東西に延びる尾根の形状が不自然であることから、人の手が加えられていることが推

測されていたが、テラスの面の造成時に岩盤を削ってまで平坦面を造り出している状況からも、人為的に尾

根を切り崩していることは確かである。さらに竪穴状遺構が構築された時点で、既に平坦面が存在していた

ことから推測して、竪穴状遺構構築以前に尾根の形状変更工事がなされていた可能性が高いと考えられる。

以上、調査の成果として明らかになったことや推測されることについて触れてきたが、確認された遺構が

城郭または修験あるいはそれ以外の行為の結果なのか (竪穴状遺構については、アワの炭化塊が出土してい

ることから、山岳4多験関連の遺構ではないと考えられる)、 機能や性格を明確にできる確証は得られなかった。

しかし、今まで伝説的に語られてきた岩殿山頂に、遺構が存在し、大規模な造成が行われた痕跡があること

が明らかになった。岩殿山頂には広大な未調査区域があり、今後今回のような学術的な調査が実施されるこ

とによって、多くの事実が解明されることが充分に期待できる。

今後の課題として、『甲斐国志』などにある地名の比定や機能の検証、山頂部における修験道の痕跡の確認

など、残された課題は多い。ここでは特に地名の比定について、現在問題のあると思われる事項について触

れておきたい。

岩殿城域内の地名について、『甲斐国志』巻之五十四古蹟部十六ノ下都留郡郡内領 〔岩殿城跡〕には「岩殿

権現ノ祠」「一ノ堀」「ニノ堀」「本城」「馬場」「大門口」「蔵屋敷」「亀ヵ池」「揚木戸門」「花見ヵ窪」「出丸」がとりあげ

られている。また、浅野家文書の F岩殿城図』には、「観音堂」「宮」「本城」「馬冷場」「馬場」「大手」とある。こ

れらが書かれたのが江戸時代であるから、どれほど正確に戦国期の地名が伝えられているかは疑間であるが、

少なくとも江戸時代にはそのように呼称されていたと思われる。

現在、山頂には「揚城戸跡」「香所跡」「馬場跡」「馬屋」「蔵屋敦跡」「空追」「峰火台」「亀ヵ池」「馬洗池」「本丸跡」

の表示板が立てられ、横にある説明板にはこの他に「ニノ丸」「三ノ九」「兵舎」「物見台」「大手門」という名称

が記されている。これらは村絵図などに記されている地名を基に場所を特定したものであろうが、「堀」や
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「池」など、遺構が残るものはともかく、根拠が示されないまま場所が比定されたり、正面という意味の「大

手」に「門」があったことになっている。このような実態とともに、必要以上に美化されて紹介されるため、

「天守閣を備えた居城」があつたと思い込んでいる人はかなり多い。

今後、岩殿山の実態を解明してゆく上でも、それぞれの名称を整理し、明確な検証を行いながら研究を進

めてゆく必要があるものと感じている。

言主

(1)小林利久「岩殿城址行」 1967『甲斐路』13号

第 4節 その他の調査

岩殿山頂及び山麓では、今回の学術調査以外にも発掘調査が行われた経過がある。ここでは補足資料とし

て、現在までに実施された調査の概要を記しておきたい。

1,中 段開発 (第 12図-1)

岩殿山の南東側山腹には東西に1,100mほ ど連なる尾根がある。この尾根は、葛野川と桂川に挟まれつつ、

合流点手前まで続 く標高 430～ 450m(麓 との比高差約 80m)ほ どの小山塊である。

平成元年、大月市土地開発公社はこの尾根の主要地方道大月奥多摩線 (現国道139号線)以東の部分162,000

¢ 欲 |十

(1:中段開発、 2

(杉本正文)
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第 12図  その他の発掘調査実施位置図
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どを宅地として造成する計画 (現ゆりヶ丘)を策定した。

山梨県教育委員会から開発予定地内の遺構の有無について確認するよう指導を受けた大月市教育委員会は、

同年 5月 に現地踏査と小規模な発掘調査を実施した。

踏査では、尾根の最東端付近に尾根を切ったような空壕状の痕跡が確認された。これが人工的なものであ

るかどうかは不明であるが、計画区域外であったので、それ以上の調査は行わなかった。尾根の上にはこれ

以外に、目視によって遺構と確認できるものは確認されなかった。

その他の遺構の存在を確認するために、小規模な試掘調査を行うことにした。調査対象箇所は、次の 2カ

所を選定した。

1-A地点は、強瀬・岩殿集落を結ぶ峠道の頂部、切り通しのやや西側にある小ピークで、最も展望の利
く平坦地である。 2× 6mの トレンチを設定して発掘調査を行った。地山は地形なりの馬の背状の形状で、深

さは20～ 30cmであった。地山は火山岩からなり、表面の無数の複雑な亀裂と、亀裂中に土砂が潜り込んで

いる様子が観察でき、地質学上の藤野木一愛川構造線に沿った複雑な軟弱な地盤の一端がみられたが、人工

的な痕跡は確認されなかった。

B地点は標高438mで、計画区域内の最高位地点である。面積はさほど広くはないが、「金昆羅大権現」「天

狗大権現」を祀る祠があり、信仰の場所でもあることから調査対象とし、 2× 4mの トレンチを設定した。表
土は薄く、深さ10cmほ どで地山が確認できた。地山層は赤褐色や橙褐色・責褐色の火山岩を主体とした層と

砂礫混じりの褐色土が複雑に混じっていた。地山を掘り抜いたような人工的な痕跡は認めれなかった。

2 丸山公園 (第 12図-2、 第13図 )
南面する鏡岩岩壁の下方は急斜面の崖錘地形となっている。その南面に lヵ 所だけ南方へ突き出した小山

があり、通称「丸山」と呼ばれている。「丸山」という呼称がいつ頃から使われたものか定かでないが、古絵

図などにはここを丸山と呼んでいた確証はないようである。

九山からは、鏡岩にさえぎられる北面以外、特に南東から南西方向の展望がよいことから、近年になり丸

山を含む周辺一帯は、桜などの樹木が植栽され、頂部にはあずま屋が建てられるなど「丸山公園」として整

備され、市民の憩いの場として、また山頂を目指す登山者の休憩場所として活用されていた。

平成 6年、大月市はこの九山公園の新たな整備の一環として、九山頂部への展望館建設を画策した。主管

課である商工観光課は、市教委・県教委との協議の末、まず九山公園全体を対象とする発掘調査を実施し、調

査の結果により展望館建設の場所、意匠等を検討することで合意し、同年 7月 11日 に調査に着手した。調査

方法は、桜を除く周辺の植栽物を除去した後、頂部中央から4区画に分割し、 1区画ごとに表土を剥ぎ、土

層堆積状態や人為的な痕跡を確認することとした。

頂部には表土がほとんど認められなかった。明らかに人工的に削平されており、削平以来そのままの状態

で利用されてきたものと思われる。肩から裾にかけての傾斜面には15～ 20cm前後の表土が貼りつくように

覆っていた。表土を取り去った九山は安山岩などの火山岩からなる岩体で、土砂などを盛って構築したもの

ではないことが明確になった。土層は次の 3層に分層できた。 0層―あずま屋の柱の基礎埋め込み部 (撹乱)、

1層―責褐色ローム塊、 2層―サツキが植栽されていた表土であり、基本的には、すべてが時期の異なる撹

乱層であった。

斜面には、九山への登り下りのための擬木を打ち込んだ跡が、南北に確認されただけである。

頂部には、あずま屋の基礎の撹乱以外に、数箇所の小さな穴が確認できた。これらの多くは不定形で、基

盤の亀裂痕であると思われるが、人為的と考えられる穴も数箇所に認められた。また、どちらとも言えない

不確定な形状のものも存在している。人為的と考えられるものも配置などに規則性がなく、機能や性格は不

明であるが、あずま屋の構築以外の目的で何らかの施設があった可能性がある。
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第13図 丸山完掘実測図 (● =樹木、○三外灯)
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裾部の北側には長径 320cm、 短径 265cmの楕円形の穴が確認され

た。九山の周辺ではこの部分だけにロームの堆積が認められ、この

ロームを掘 り込んだ穴である。覆土からはジュースの空缶やビニール

袋などが出てきたり、壁面に重機の爪痕が残ることから、新しいもの

であることがわかる。頂部西側の肩部に認められた 1層 は、平坦部の

面積を広げるための貼 り付けられた土層であると考えられるが、その

供給源はこの穴であったと推察される。

反対狽1の南裾には石積みが存在した。これは擬木の穴列に沿って積

まれていることからも、南側登 り回の傾斜を緩 くするために積まれた

新しいものであることが分かる。

岩肌を剥き出しにした丸山は、北側の傾斜が緩 く、南はやや急傾斜

である。全体としては均整の取れた、円錐の上部を取 り去ったような

形状をしていることが明らかになった。この形状は、自然に残された

地形を利用しながら、頂部の平坦部はもちろん、肩から裾にかけての

部分も人為的に取 り崩し、形を整えたものと言えよう。残念ながらそ

第 14図  A地 点完掘状況

の時期を決定付ける伴出遺物はないが、富士山の眺望が利 くことから、山岳信仰関係の遺構である可能性も

ある。また、裾部北側の平坦な鞍部も含めた一帯が、岩殿城の構えの一部として、特に山頂からの連絡の中

継地として機能していた可能性は高いと考えられる。

3.大 月市防災無線中継局舎改良予定地 (第 12図-3、 第 15図 )
岩殿山東側の山頂には、約 300∬の平坦地があるが、現在この面積のほとんどが電波中継アンテナの鉄塔

用地として利用されており、大月市の防災無線中継局舎やアンテナもここにある。

大月市は今後の防災計画の一環として電波出力の増大のため、局舎とアンテナの改良を計画した。これに

より調査の必要が生じ、平成 9年 11月 18日 から発掘調査に着手することになった。調査面積は、局舎、アン

テナ、フェンスの基礎によって現状が維持される部分、約 32どを対象とした。

表土は礫混じりの暗褐色土で、浅い部分では10cm、 深い部分 (南西部傾斜面下位)で 70cmほ どであった。

表土下は円礫を多量に含む黄褐色の地山で、風化により南下した礫岩の表層部と思われる。全体的に平坦で、

現地表面と同様の地形であるが、調査区南西部では現地表面以上の急傾斜をなしていた。これは局舎建設当

時、余った土砂で斜面を埋め、平坦面を広げた結果であると考えられる。

局舎増設部分 (局舎東隣接)には塵を埋めた穴以外に何にも確認されなかった。

鉄塔新設予定地 (局舎南西部)か らは 6カ 所の穴が確認された。いずれも円形の平面プランで、確認面か

らの深さや直径は第 3表のとおりである。 3の覆土の中位以下には、有機物が腐食して上に置き換わった部

分と、それを埋めていた礫混じりの土砂との境界部が明瞭に認められ、この穴が柱穴であり、柱材の直径は

18cm前後であったことが分かった。他の穴から柱痕は確認できなかったが、 3と 同様の形態である、他の穴

も柱穴であると考えられる。

6カ 所の穴のうち、 1～ 3は直径、深さともほぼ等しく、一直線上に等間隔 (芯～芯≒185cm)に 並んで
いることから、同一施設の一部分であることが予測された。これらの広がりを確認するために、 2の北側2.1

mま でと、 3の延長である東側24mま での範囲を拡張し調査したが、対応する穴は確認できなかった (3の

北側は局舎があるため調査不能)。 3の南に位置する 6は、この柱穴とは規模が異なるが、 1～ 3の列と直角
の方向に 180cmの場所に存在しており、位置的にみる限リー連の施設である可能性もある。

3と一部重複する 4は、 5と 同様の規模を有する。調査区内にはこの 2カ 所以外に対応する穴がないため、
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第 15図  山頂・防災無線中継局舎改良予定地実測図



明言することはできないが、間隔が180cmで、 1～ 3と 並行する東西方向
に並んでいることから、同様の機能であると考えられる。 3と 4の重複につ

いては、土層観察からは明確な差異が認められなかったが、 1～ 3群と4・

5群では明らかに規模が異なり、構築時期に時間差があるものと思われる。

この穴の機能については、次のように考えられる。

1や 2の北側に対応すべき穴が認めらないことから、河ヽ屋や倉庫などのよ

;|こ音死吾堰興雰鼻誓融書信雹伝三与こと嬢称繊監罫|こ罹】昆】!よ蜃E象  第3表 柱穴計測値
ら、桂を使って施工された施設は柵であったと推測される。また、 1～ 3と 4・ 5が同時に存在していなかっ

たすれば、数次にわたって造られた可能性もある。時期を示す遺物の出土はなく、その時期を特定すること

はできないが、山岳修験に関連する可能性は低く、城郭関連の施設痕であろう。      (杉 本正文)

番号 直径 (cm) 深さ(側 )

1 45 66

ワ
′
力
Ｔ

45 70

35 45

７
ｒ 46

6 Ｏ
υ 30
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第5章 岩殿山麓の集落空間構成に関する研究

第 1節 集落の分布 と特徴

桂川と葛野川に挟まれた岩殿山の山麓には浅利・強瀬・岩殿・畑倉などの集落が点在している (第 16図 )。

近世以降、いずれも山間部の純農村的な集落となっているが、その中でも強瀬は、猿橋から花咲へ抜ける甲

州道中の脇往還に位置する「宿」系の集落として、また岩殿は岩殿山七社権現等の「F日前」系の集落として

やや特殊な位置を占めていたと考えられる。

第17図は、大月市役所に所蔵される旧賑岡村 (強瀬・岩殿・畑倉地区)の地籍図をベースマップとして岩

殿山周辺の小字名と「山梨県第二十一区都留郡賑岡市卜之内強瀬組略全図」などの絵図史料を基に比定した明

治初期までの幹線道路を図示したものである。強瀬の集落は、桂川に沿って河岸段丘上を東西に走る往還に

沿うように街村を形成しており、枝村の「

'II隣

」および本村の「殿畑」「西畑」地区に宅地群が分布している。

一方、岩殿の集落は、岩殿山七社権現の別当職であった常楽院および大坊を中心に岩殿山門前に塊村を形成

しており、宅地群は「夏地」「中丸」地区に分布している。

幹線道路網の構成は、大きくふたつの系統に分けられる。第一は、強瀬を貫通する往還であり、桂川を迂

回して下和田村から葛野川を渡り浅利を経て花咲へ抜けるルートであり、近世までは甲州道中の脇往還とし

て機能していたと考えられる。また、岩殿城跡を描いた近世絵図 (第 22図)に よれば、岩殿城の「大手先」

もこの往還から派生していたとみられる。第二は、集落間をネットワークする往還であり、強瀬・畑倉 。浅

利・葛野といった周辺集落を結ぶ幹線道路網は、すべて岩殿山門前の参道前に集結していることが明らかで

あろう。このように岩殿山麓の集落群の中では、強瀬と岩殿が、一般の農村集落とは異なる特徴的な立地特

性をもっていたことが窺われるのである。

なお、『甲斐国志』巻之十九、村里部によれば、文化 3年 (1806)頃 のこれらの集落規模は、浅利村 :高 87

石 4合・戸数58戸 。人口277人、強瀬村 :高 200石 9斗 3升 1合・戸数79戸 。人口353人、岩殿村 :高 69石

7斗 5升 4合・戸数45戸 。人口201人、畑倉村 :高 305石 6斗 4升 3合・戸数116戸・人口575人であり、近

世後期における集落規模の点では、平坦地に多くの田畑をもつ畑倉村が大きくなっている。また、近世初頭

の検地では、岩殿・畑倉は強瀬に属して「小畦村」と称され、文禄 3年 (1594)及び慶長15年 (1610)の 村

高は小畦村 589.460石、浅利小+77.850石であり、寛文 9年 (1669)の 検地の段階で強瀬ホす200,355石・岩殿村

69。463石・畑倉村 304.346石 と分村していることが確認される。
(4)

さて、これらの集落群は、古代に建立され15世紀以降に発展した岩殿山円通寺および岩殿明神 (七社権現)

の周辺集落として、中世末期にはすでに成立していたとみられる。とくに強瀬は、永正 17年 (1520)に大破

した円通寺の再建・修復に関わる「棟札銘」(『甲斐国志』巻之九十仏寺部、第十七下所収)に、

棟札之事

行基菩薩建立大同元年以来到二永正十七年_依而及二大破_、 灸上総国住僧賢覚阿閣梨為二本願_進ど1万民 _之処

少破修理畢、

"而
御奉加之事

鳥目百匹 武田左衛門大輔信友、駒一匹太刀一腰 当郡主護平信有、駒一匹太刀一腰 平藤九上之奉行、駒
一匹太刀一腰 藤原道光下之奉行、太刀一腰 源実次、駒一匹太刀一腰 継吉、駒一匹太刀一腰 藤原実吉、

駒一匹太刀一腰 藤原長吉、駒一匹太刀一腰 源恵長、駒一匹 源重胤、駒一匹 家重、三百文 白洲信重、
二百文 内匠助長吉、五百文 其時当郷代官長沼以秀、五百文 奥秋神右衛門尉長吉、三百文 牛田若狭守、
三百文 奥秋大蔵、百文 禅祐、五百文 強瀬四郎三郎、扉之本願 志村左近進長吉、駒一匹 強瀬六郎右
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第16図 岩殿山周辺の集落 (国土地理院5万分ノ1地形図)

葛 野 村

喜辞すれ原

第 17図  岩殿山周辺の小字名と近世の幹線道路

浅 利 村
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第18図 往還の雁行部分

第20図 往還から奥に引いた宅地構成

第22図 岩殿城の「大手先」と強瀬村

第19図 短冊形地割と前庭をもつ主屋配置

第21図 往還からの引込み路と南側からのアプローチ
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衛門、同所二百文 入郎右衛門、三百文 藤崎番匠勝右衛門 (以下、傍線筆者)
とあり、武田信友や小山田信有をはじめとする郡内衆の奉加に加えて、強瀬の有力住民から寄進があったこ

とが知られる。したがって強瀬は、岩殿山円通寺に密接に関係した集落として、16世紀初期にはかなり発展

した集落を形成していたことが推定されるのである。

一方、これらの集落と戦国期における岩殿城との関係については直接的な文献史料がみあたらず、現段階

では不明とせざるを得ないが、本稿では、次節において強瀬 (「宿」系集落)、 岩殿 (「門前」系集落)と いう

ふたつの特徴的な集落の空間構成について復原的考察を加えることから、逆に岩殿城下の集落としての性格

について考察してみたい。

また、戦国期における岩殿城下の構成を考える場合、桂川姑岸に位置し16世紀段階にすでに町場を形成し

ていたことが確認される駒橋や、岩殿市を支配した商人司・加津野主清右衛門尉の拠点であった葛野川対岸

の葛野などの中世集落もその領域に含めるべきであろうが、これらに関しては史料上の制約もあり、稿を改

めて論じることとしたい。

言主

(1)中村和夫家所蔵。以下に引用する強瀬に関する絵図史料は同家所蔵である。岩殿に関しては、岩殿区有文書 (真蔵院

保管)に含まれる絵図史料を比較対照した。

(2)岩殿区有文書 (真蔵院保管)。

(3)『大月市史 史料篇』956頁～958頁の「村高推移表」を参照。

(4)『甲斐国志』巻之九十、仏寺部。円通寺には応永 6年 (1399)～ 8年に「大般若経」 (北条熟美家文書)が奉納され

ており、また『廻国雑記』 (『続群書類従』紀行部所収)に よれば、聖護院道興は廻国の途中、文明19年 (1487)に岩

殿明神 (七社権現)に参詣している。

(5)天文期には、武田信虎が浅間神社御師菊屋坊に対して「駒橋之内宮のわき」 6貫文の在所を与えている (「武田信虎

判物」『新編甲州古文書』2176)。

(6)「岩殿市連雀商人ノ由来書」 (『甲斐国志草稿』)の奥書によれば、葛野村落合忠右衛門の先祖である加津野主清右

衛門尉は連雀商人の頭として毎年 3月 18日 の岩殿祭礼の市から役銭を徴収したことが記されている。詳しくは、堀内真

「市と連雀商人の出来書」 (『甲斐路』70号、1991年所収)を参照されたい。

第 2節 集落空間構成の復原的考察

1.強瀬の集落形態―「宿」系集落―

(1)集落空間構成の特徴

集落形態を分析するための基本史料として、昭和22年 (1947)に G.H.Q.に よって撮影された「空中写真」

(国土地理院)が現存しており、中央自動車道開通前の土地利用状況や敷地形態さらに当時の家屋配置までを

詳細に読み取ることが可能である。また、強瀬に関しては、明治 3年 (1870)6月 に強瀬村上組名主・中村

伝左衛門によって作成された「甲州都留郡内領強瀬村上下組惣絵図面」(後掲第24図)があり、敷地一筆毎の

地日・面積・所有者などを特定することが可能となる。同絵図の記載内容の詳細については、 (2)で検討す

ることとし、ここではまず、前掲の空中写真に明治初頭の地割を比定した第23図 と現状の集落遺構調査をも

とに、集落空間構成の特徴について検討してみたい。

強瀬の集落空間構成は、基本的には集落を東西に貫通する往還に沿って短冊形地割の宅地が両側に並ぶ街

村状の集落を形成していることがわかるが、第17図の「西畑」と「殿畑」の小字界に相当する集落中央の南
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第 23図 強瀬の地割形態 明治 3年 (1870)「 甲州都留郡内領強瀬村上下組惣絵図面」に拠る。
下図の空中写真はG.H.Q.撮 影 (H召和 22年 ,国土地理院)。
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北道路の東西で集落形態が異なっていることに特徴がみられる (以下、この小学界の東側を東部地区、西側

を西部地区と称する)。

すなわち、西部地区では、往還が直線状に通り、西端部でL宇型に 2回雁行しており (第 18図 )、 極めて

計画的な道路形態をもつ。また西側の半分以上が畑地となっているが、地割形態では往還の両側に30間程度

の一定の奥行をもつ短冊形地割が規則的に並んでいる。それに対して、東部地区では、往還は微地形条件に

対応するように湾曲しており、短冊形地割の形状も不規則となっている。

また、伝統的な住居配置をみると、西部地区では、往還に対して短冊形の敷地間日とほぼ同様の桁行規模

をもつ主屋を平入形式に建て、往還から直接アプローチする形式である。通常の町家のように主屋を接道さ

せる場合もあるが、むしろ前庭を設けて主屋を若千奥に引いて建てる配置形式が一般的である (第 19図 )。

一方、東部地区では、同様の配置形式もみられるが、むしろ特徴的なのは、短冊形地割を前後に分割する

ことで、往還に面して前後に数軒の主屋が並ぶように配置されており、引込み路を設けてアプローチする形

式が多くみられる点である。また、往遠の南側の敷地では、往還側に出入口を設けず、南側に回り込んで南

庭からアプローチする農家型の配置形式も多く見受けられる (第 20・ 21図 )。 こうした配置形式は街村から

塊村への移行形態とみることもでき、基本的には分家輩出などの新屋敷の設立に伴う屋敷分割や畑地の屋敷

化によってもたらされたものであろう。

このように敷地形態や配置形式の観点からみると、西部地区が、往還を強く意識した都市的な集住形式で

あるのに対して、東部地区は農村的な集住形式であるとみなされる。強瀬は、ふたつの異なる集住形式が往

還によって東西に連結された集落空間構成をもつのである。

この他、集落周辺部の空間構成として注目される点は、集落北側一帯の斜面で約 4mの段差をもつ幅20間
～40間程度の平坦地が造成されていることである。近世以降は大半が畑地として利用されているが、こうし

た高台の平坦地に全福寺や安楽寺などの寺院が立地している。後述するように中世の居館跡とみられる「御

所」もこの平坦地に位置しており、こうした後背地の大規模な施設群による積極的利用が、強瀬の集落整備

と並行して実施されたことが想定される。

以上のような集落空間構成の特徴が抽出されるが、次に、絵図史料を用いてこうした集落空間構成の形成

過程について考察してみたい。

(2)絵図史料による集落空間構成の復原的考察

前掲の明治 3年 (1870)「甲州都留郡内領強瀬村上下組惣絵図面」(第 24図、以下「惣絵図」)は、明治初頭

の作成であるが、敷地割内に現所有者の他、旧小学名と複数の地目・面積・分米および旧名請人名が詳細に

記述されており、この記載内容は、近世段階の土地所有状況を一筆毎に現状と比較対照したものとして注目

される。例えば、絵図の作成者でもある上組名主。中村伝左衛門の宅地についてみると、旧小宇名として「元

馬場内・陣屋」とあり、敷地内には「四十三 屋敷三畝歩 三斗四升五合、四十四 家ノウラ 上畑五畝歩
五斗五升、四十五 同所 (家ノウラ)桑 一束 三升六合」と3つの土地の地目・面積・分米、そして旧名
請人として「請 典右衛門」と記載されている。つまり、明治初頭の大規模な短冊形地割をもつ中村伝左衛
門の宅地は、近世段階には屋敷 (3畝)と 裏地の上畑 (5畝)お よび桑地の 3つの地日で構成されていたこ

とが半J明するのである。

それでは、この土地に関する記載内容はどの時期まで遡るものであるのか。このことに関しては、(3)で

検討するように、寛文年中「郡内領強瀬村検地水帳」の記載内容と一致することが半J明する。つまり、寛文

検地で確定した土地所有状況が、その後の修正を加えながらも基本的に継承され、明治初頭の現実の地割形

態と対応させる形式で一筆毎に記述されているのである。したがって、惣絵図を詳細に分析することで、寛

文期まで遡及して集落空間構成を考察することが可能となる。
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全体図 1(925mm× 2840mm 軸装)

全体図 2 (910mm× 2920mm 軸装)

部分図―西部地区の「御所」と上組名主。伝左衛門屋敷

第24図 明治 3年 (1870)「甲州都留郡内領強瀬村上下組惣絵図面」 (中村和夫家所蔵)
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① 小字名
ここでは、まず、「惣絵図」に記載された旧小字名について検討してみたい (第 25図 )。 明治期以降の集落

部分の小字名は「西畑」と「殿畑」のみであるが、近世にはさらに多くの小学名が集落内に存在している。

まず注目されるのは、東西往還と集落を三分する南北道路の辻の東側を「見附ノ外」、西側を「見附ノ内」

(共に字名は坂下)と 称している事実である。そして見附ノ内に相当する西部地区では、西畠・西畠道下・西

川ハタ。大門平・大牛・西畠などの小字名があるが、集落北側の高台の平坦地に「御所」と呼ばれる一画が

あり、往還から引込み路を設けていること、その前面の往還に面した数力所の短冊形地割には「馬場」とい

う記述があることが確認できる。

一方、東部地区では、東畠・カジ畠・殿畑・用明・外畠・宿畠・川ハタ。子ノ神 。堂ノ前・堂ノ上などの

小字名がみられ、下宿・中宿・宿畠など「宿」地名があることが特徴である。

以上の近世の小字名から推定されることは、集落の西端部でL字型に屈曲する直線道路とその両側に明確

な短冊形地割をもつ西部地区が「御所」と称される大規模な居館とセットで、「見附内」としてある時期に計

画的に建設されたのではないかということである。それにもかかわらず、「惣絵図」では直線道路の両側に面

する敷地の半分以上が畑地となっており、17世紀中期にはすでに衰退していた状況が窺われる。つまり、西

部地区の御所を中心とした計画的な地区の建設 。整備は、近世初期以前に遡るものである可能性が高い。

それに対して東部地区は、自然形成的な集落として往還沿いに発展したもので、「宿」地名に示されるよう

に、近世以降における甲州道中の脇往還としての宿の機能を担ったのは、むしろ東部地区が中心であったこ

とが推定される。往還の東端の安楽寺・愛宕社の門前には「高札場」が置かれ、道祖神・地蔵尊が祭祀され

ている。

② 御 所

御所については、後掲第28図には「元御所跡 中村典右衛門尉信実公」と記載されており、「惣絵図J(第 24
図)では、御所の敷地が上組名主 。中村伝左衛門の所持となっていることがわかる。

中村伝左衛門の家系については、寛文検地帳の包紙に記された由緒書 (史料 21三、史料編参照、以下同)

によって、代々上組 (上強瀬村)庄屋を務めた家柄であり、延宝期の庄屋・与右衛門や寛文期の庄屋・左近

が確認され、中村家が武田家浪人として上組の庄屋を務めてきたこと明らかになる。さらに遡って元亀 2年

(1571)に は中村与右衛門尉が武田氏より免許状を与えられている (史料 1)①

また史料 2では、中村左近が、前掲の往還南側に面する伝左衛門屋敷に移住したのは万治元年 (1658)で

あるとし、それ以前の居住については「左近浪人中者字神出諏訪明神前居住仕」あるいは「浪人中ハ強瀬荘

字御所 卜申二住居致候也」と述べている。以上の由緒書や絵図の記載から、上組の庄屋 (名主)と なった中

村家が近世初期において御所に居住していたことは確実と思われる。さらに、中世に遡る居所については「与

右衛門尉義興於テ字西山今之丸山に住為奉公致居る」とあり、武田家家臣として岩殿山の中腹、大手先に近

接した西山 (丸山)に居住していたことが伝承されており、惣絵図にも西山に「元与右衛門郭趾」の付箋が

なされている (第 26図 )。 これは中村与右衛門尉が岩殿城に在呑したことを示すものであろう。

以上の経緯から、御所が、中村家の居館となった時期があることは認められるものの、当初から中村家の

居館として建設されたものとするには疑間が残る。

そこで注目されるのが、明治 14年 (1881)「 第三拾壱区 賑岡郁之内強瀬組 一筆限反別地価取調帳 第
弐号」に記載された土地に関する由緒書 (史料 3)であり、いずれも御所を武田信重など15世紀前半までの

武田氏の居館跡と伝える由緒が残されていることである。15世紀以前に遡る武田氏の居館跡とするのは後世

の偽作としても、中村家の居館跡と記載されていないことには注目して良いのではないか。つまり、御所は、

武田氏減亡以降、近世初頭に浪人庄屋となった中村家の居所となったが、中小↓家居住以前にすでに建設され
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安楽寺
―
隠居所焼場

幡倉御高之内

○

第25図 強瀬の小学名 明治 3年 (1870)「甲州都留郡内領強瀬村上下組惣絵図面」に拠る。
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ていた可能性が高い。前面の計画的な街区建設を伴う整備規模の観点からみても、御所は、戦国期における

岩殿城下の中核的な居館として城郭整備の一環として建設されたものではなかろうか。

③ 寺社の立地
つぎに、寺社群の立地について考えてみたい。

榊社・小祠については、強瀬の産土神として御岳権現があり (『甲斐国志』巻之七十二、神社部)、 集落中

央を東西に三分する南北道路を北に登った高台に立地していた (第 23図 )。 西部地区では、集落の西北に諏

訪明神が祭祀されており、往還の雁行部付近には人幡宮がある。この諏訪明神は、後述のように西部地区の

氏神的性格をもつ重要な神社であった。東部地区では集落の東北端に愛宕社が祭祀されている。その他、往

還沿いの集落東西端にふたつの道祖神、集落中央の辻には天王社が祭祀されている。

一方、寺院は、前述のように集落北側の高台の平坦地に位置している。西部地区では、全福寺 (曹洞宗)が、

集落中央の北側に位置し大規模な境内地を占めており、東部地区では集落東北端に安楽寺 (元真龍寺・浄土

真宗)があり、いずれも往還から参道を引き込んでいる (第 25図 )①

後掲の寛文年中「郡内領強瀬村検地水帳」では、全福寺が、除地 1町 3反 1畝 18歩 (分米 9石 6斗 7升 3

合)、 真立 (龍)寺が除地 9畝 9歩 (分米 6斗 9升 9合)と なっている。両寺とも建立年代は明らかではない

が、全福寺に関しては『甲斐国志』巻之九十、仏寺部に「寺領寄付の印書三輪五右衛門、浅野左衛門佐、鳥

居久五郎ノ三通ヲ蔵セシガ寛文九酉年正月回録ノ災二罹り皆灰賠 トナル」とあり、中世末に遡る寺院であっ

たと推定される。史料 3には「当山開基者中村典衛門尉義興公之旨、廷享弐丑年三月除地、御墨付参通寛文

九酉年正月焼失シ再差置願書二中村典衛門尉義興公卜書上、御差置成居候、廷享弐丑年三月願書二依テ記入、

天文二巳年開基寺也」とあることから、全福寺の建立年代は、一応、16世紀中頃と考えてよかろう。その他

に「惣絵図」によって確認される寺院としては、全福寺門前の十王堂、東部地区に薬師堂、そして集落の西

端には「釈迦堂敷地」という記載が確認される。

こうした宗教施設の立地から、集落北側の高台の平坦地が、前述の御所の立地と併せて重要な意味をもっ

ていたこと。とくに西部地区では、中世末期に全福寺が御所の東側に建立されており、また西北端に産土神

の御岳権現とは別に諏訪明神を祭祀していること。詳細は明らかではないが、西に「釈迦堂敷地」が伝承さ

れていることなど、街区の計画的建設と運動しながら宗教施設も整備されていった状況が推定される。

④ 上組 。下組の分布と屋敷形態
最後に、「惣絵図」に描かれた最も重要な情報のひとつとして、上組・下組の区別がすべての敷地になされ

ていることが挙げられる。絵図では、上 (組)高を黄色、下 (組)高を赤色で描き分けており、さらに各地

割内に上・下の区別が記載されている。第27図 に集落部分の土地について上組・下組の分布を示した。また、

上組・下組の区別については、明治 4年 (1871)9月 の「都留郡強瀬村上組下組屋敷取調窟絵図」(第 28図、

以下、「屋敷取調絵図」)においても、古屋敷と上組・下組の新屋敷が描き分けられており、「都留郡強瀬 上組
名主 中村伝左衛門 組頭 中村源左衛門 同 鈴木茂兵衛 同 小林五郎右衛門 百姓代 古川嘉右衛
門」および「同村下組 名主 新海治右衛門 組頭 小俣彦次右衛門 同 佐々木久四郎 同 西宝七郎平
百姓代 杉本久人」が、絵図右下に連署している。このように強瀬では、近世を通じて上組・下組の区別
があり、両組に名主・組頭・百姓代が存在していたとみられる。

第29図・第30図は、両絵図をもとに復原した上組。下組別の古屋敷および新屋敷の分布図である。古屋敦

は、基本的に寛文検地で丈量された屋敷であり、新屋敷は、寛文検地では畑地等に丈量されたものが後に屋

敷として用途変更されてきた土地で、地租改正にともない宅地として正式に地目変更する目的で新屋敷とし

て区分し、絵図に記載されたと考えられる。ここでは、屋敷の分布状況について検討してみたい。

まず、古屋敷の分布について、全体的傾向として東部地区に下組屋敷が多く、西部地区に上組屋敷が多く
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第23図 明治 4年 (1871)「都留郡強瀬村上組下組屋敷取調危絵図」
(中村和夫家所蔵)
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分布している。また、上組名主。中村伝左衛門の屋敷は、前述のように集落西南端に大規模な短冊形地割の

屋敷を占め、下組名主・新海治衛門屋敷は東部地区の中央北狽1に位置しており (第 29図 )、 二地区にそれぞ

れ分かれて分布している。ただし、東部地区の東端や川岸にも上組屋敷が分布しており、逆に西部地区の西

北にも下組屋敷が混在している。屋敷群は、往遠沿いに分布しているが、屋敷間には未だ空閑地が数多く点

在していた。また西部地区では、往還に面した短冊形地割の屋敦形態であるが、東部地区では往還から奥に

引いた屋敷群がすでに多数存在する。

一方、新屋敷の分布については、東部地区に多く、古屋敷の空閑地を埋めるように分布しており、分家屋

敷の輩出など近世を通じて次第に高密度化し、現状集落にみられるような街村あるいは塊村景観を形成した

ことが理解される。また、集落の後背地 (カ ジ畠・用明見附)や集落端部の畑地が新屋敷となり、集落の周

辺部への拡張も確認される。上組・下組の分布については、やはり東部地区に下組の新屋敷が多い傾向が認

められるが、古屋敷と同様に集落内に混在している。

以上の屋敷分布傾向から、当初、上組・下組の区分は、これまでみてきたふたつの異なる集落空間構成に

姑応しており、西部地区の屋敷群が上組、東部地区の屋敷群が下組に相当したものと推定されるが、近世初

期の屋敷分解過程において、寛文期にはすでに集落は一体化し、両組屋敷が集落内に混在する状況となって

いたとみなされる。したがって、強瀬の場合、両組の設定は、近世村方制度の一環として単純に区分された

ものではなく、近世初期までに自律的に形成されていた、ふたつの集落内組織 =集落空間のあり方を継承す

る形で導入されたものと考えられるであろう。

そのことを傍証する史料として、史料 2に「上強瀬村氏神奉強瀬命、諏訪社也、抑強瀬村上下分岐為した

る所謂者、武田家浪人と百姓の別より慶長六亥年検地丈量セリ」とあり、上組 =上強瀬村の氏神は諏訪 (明

神)社であり、武田家浪人の集住する上組と百姓の集住する下組 =下強瀬村に分かれており、慶長期の大久

保長安による検地時に上・下に分けて丈量されたことが窺われる。また、同史料は、上組すなわち西部地区

にみられた「御所」を中心とした短冊形地割をもつ計画的街区が、かつて武田家奈臣団の集住した地区であっ

たことを示唆する史料としても注目される。

(3)寛文検地帳による屋敷形態の復原的考察

史料調査が行われた強瀬・中村家文書には、寛文 9年 (1669)「甲斐国郡内領郷村高辻帳 (強瀬村中村控)」

が現存するが、同年に作成されたと推定される寛文検地帳については包紙のみで検地帳自体は発見されなかっ

た (史料 2)。 したがって、ここでは山梨県立図書館に所蔵される寛文年中「郡内領強瀬村検地水帳」の分析

を中心に、近世初期以前の集落空間構成について遡及的に考察してみたい。

第4表 寛文期における上組 。下組の土地所有状況

A・ 下 組 B・ 上 組 C・ 全 村

田 畑 高
田   高
畑   高

105。 162ア]

10,780アゴ

94.382石

95,353死J

5,937石

89.416牙耳

200.515冗子

16.717石

183.798冗ゴ

合

合

田

田

田

田

合

敷

畑

　

　

　

々

附

田

田

中

下

下

見

畑

屋

1166南欠12ち民

133向欠8羽貸

15畝 5歩

13南欠17ぢ庚

104南欠16ぢ庶

1033商久4歩

38畝20歩

1230畝25歩

50畝 8歩

27南久22」庶

17畝 3歩

3畝 13歩

2畝

1180南欠17羽庶

45畝21歩

2397畝 7歩

183商久16辺氏

42向久27ぢ庶

30畝20歩

3畝13歩

106南欠16羽氏

2213南久21ち景

84畝■歩
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上

中

下

下  々

見  附
上  山
中  山
下  山
下 々 山

漆

桑

181商欠

291向久29」庶

191商欠2歩

205高久29】斥

60向久25」庶

16高欠17羽庶

17畝 7歩

10畝 3歩

19商欠22ち斥

42束半

35東半小半

299畝24歩

256畝 7歩

266商久

197商欠20と斥

66向欠21ち氏

29畝 1歩

14畝 4歩

3畝 13歩

1畝26歩

35東

65東半

480‐M124歩

548畝 6歩

457畝 2歩

406南入19ぢ斥

127畝16歩

45畝 18歩

31南久11】民

13向欠16捌庶

21高久18ち庶

77束半

101束小半

畑

畑

畑

畑

畑

畑

畑

畑

畑

同検地帳の内、集落に相当する部分を史料 4に示したが、同検地帳に丈量された土地は、「惣絵図」(第24図 )

に記載された下組の土地と一致しており、下組分のみを丈量したものであることが判明する。また、末尾の

田畑高反別の集計には、下組分 (A)の他,全村分 (C)力編己載されている。 C― Aに よって上組分を算出
し、両組の田畑高反別を集計したものが第 4表である。

(2)

『秋元家甲州郡内治績考』は、寛文検地において強瀬村が「強瀬村 左近村 (分 )」 と「同 助右衛門分」に
分かれて丈量されていたことを記述しているが、この「左近」は、前掲の上組名主 。中村伝左衛門の先祖で

あり (史料 2)、 もう一方の下組「強瀬村 助右衛門分」に相当する検地帳が、現存する本検地帳であった。
この下組名主・助右衛門は、本検地帳 (史料 4の番号 69、 第31図および第32図を参照)に よれば、東部地
区にあって集落中央の辻付近に最大規模の屋敷を占めている。

ここでは、下組のみに限定されるが、同検地帳によって寛文期の屋敷形態について復原を試みたい。史料

4に示したように、寛文期における下組の屋敷は全部で18筆であり、内 3筆は枝村である「川隣」に立地し

ているため集落内の屋敷は15筆である。これらのすべての屋敷について面積や名請人名を惣絵図に対応させ

ることによって位置を比定することが可能であった。

また寛文検地帳には、惣絵図に記載されていない竪・横寸法が記載されているので、各屋敷の形状を寸法

通りの長方形として近似している。その結果を復原したものが第31図である。屋敷位置は、第29図に示した

古屋敷の分布と完全に一致しており、「惣絵図」(第 24図 )お よび「屋敷取調絵図」(第 28図 )は明治初頭に作成

された絵図であるが、その記載内容は寛文検地帳に基づくものであり、(2)で具体的に検討を加えた屋敷分

布や集落空間構成の特徴が覚文期まで遡ることが判明するのである。

さて、復原された寛文期の屋敷分布についてみると、すでに指摘したように下組屋敷は、東部地区に12筆

と多く分布しているが、 3筆は西部地区に分布している。屋敷形態については、往還に面する屋敷が10筆で、
とくに間口が狭く奥行の深い短冊型地割が①②③④③⑩⑫⑭ (○印番号は史料41こ対応、以下同)と 多い。そ

れに対しての⑤②③⑪⑮の5筆は、往還から離れた位置に立地しており、往還からの引込み路を設けていた

とみなされる。東部地区においても短冊形地割が多くみられることなど、寛文期の状況から遡及される近世

前期以前の屋敷形態は、集落全体の傾向として自然形成的な農村集落とは異なり、往還に面する短冊形地割

が卓越していたことが窺える。そこに「宿」系集落の特徴をみることができるであろう。

いまひとつ注目しておかなければならないのは、寛文期の屋敷が、そのまま完全に後世の屋敷地割に重な

るのではなく、屋敷以外の土地を多く含んでいる事実である。その典型事例を第32図に示したが、前掲の下

組名主。助右衛門の場合は、④屋敷10聞 ×17間半 (5畝 25歩)の他に「家ノうら中畑 6間 ×13問 (2畝 18

歩)」、「家ノうら下々畠10間 ×13問 (4畝 10歩 )」 をセットとして敷地が形成されており、それが後世の大
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○印番号は史料4に対応

第 31図 寛文期の屋敷形態 (下組)

請 :助右衛門

④    屋敷  17 SX10 5畝 25歩 0671石
家のウラ 中畠  13X6  2畝 18歩 0247石
家のウラ 下々畠 13X10  4畝 10歩 0238石

第 32図 寛文期の敷地構成と地割形態

②    屋敷  95X4S l畝 14歩  0161石
西畠ケ 上畠 14× 6  2畝 24歩  0308石
請 :善太郎

③   屋敷 9× 7   2畝3歩  0242石
西畠ケ 上畠 14X55 2畝 17歩 0232石

請 :甚
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規模な屋敷地割に対応している。また、西郡地区の善太郎は、②屋敷 4間半×9間半 (1畝 14歩)と「西畠

ケ・上畠 6間 ×14間 (2畝 24歩 )」、甚は、③屋敷 7間 ×9間 (2畝 3歩)と 「西畠ケ・上畠 5間半×14間

(2畝 17歩 )」 をセットとして、全体で奥行30間程度の短冊形地割の敷地が形成されている。

つまり、西部地区に典型的にみられる計画的な奥行30間程度の短冊形地割は、寛文期にはすべての敷地が

屋敷であったのではなく、屋敷と畑地をセットとして計画されたと考えられるのである。裏地には畑地の方

がむしろ大きくとられており、裏地の畑地が重要な意味をもっていたのであろう。このような屋敷と畑地を

セットとした短冊形地割の計画性、そして往還から離れた屋敷の併存など、近世初期において新規に整備さ

れた宿場町に一般的にみられるような街道に面する短冊形の単純な屋敷地割とは異なった、中世から継承さ

れた「宿」の原形的な集落的景観を読み取ることが可能ではなかろうか。

以上、強瀬の集落空間構成について復原的考察を加えた。直接的な史料に乏しく不明な点も多いが、交通

上の要所に位置した強瀬では、岩殿山円通寺や七社権現への参詣ルートの宿として16世紀前期には相当規模

の中世集落を形成していたとみなされる。そして、岩殿山が城郭として整備されるに及んで、岩殿城下の宿

として計画的な整備がなされた可能性が高い。とくに御所を中心とする前面の直線道路と短冊形地割をもつ

西部地区は、近世初期における畑地化=住民の定着性の低さを見る限り、町場系の宿ではなく根小屋のよう
(3)

な武家地系の宿として東部地区を中心に土着的に展開していた既存の集落に隣接して建設されたと推定され

る。近世における上組と下組の分立、寺社の立地、そして上組名主。中村家の由緒や上組を武田家浪人の集

落とする伝承などがそのことを示唆している。

そして、近世前期には西郡地区の過半は畑地となり、強瀬の集落は急速に一村化してゆくが、近世におい

ても、ふたつの異なる集落空間構成は根強く継承されているのである。

2.岩殿の集落形態―「門前」系集落一

岩殿に関しては、強瀬の復原作業で用いたような基本史料を文献史料調査で確認することができなかった。

したがって、近世以前の集落空間構成を復原的に考察することには限界もあるが、ここでは、現状の集落遺

構調査と地券帳による明治初頭の宅地構成、そして「岩殿区有文書」に多数含まれる近世村絵図の分析から、

岩殿の集落空間構成の特徴と形成過程に関する検討を加えてみたい。

(1)集落空間構成の特徴

第17図で示したように、岩殿の集落は、かつての岩殿山円通寺の門前に形成されており、旧伽藍敷地の東

側に隣接する「夏地」地区と沢を隔てた南側「中九」地区に集中して宅地が分布している。第33図 は、前掲

のG.H.Q.に よる空中写真に地籍図 (第 17図)で判明する地割を比定したものである。

後述のように観音堂や三重塔が存在した円通寺の伽藍は、現在の賑岡公民館岩殿分館の西側一帯に比定さ

れる。門前には参道となる急斜面の東西道路が通され、その両側には、天正年間に退破した円通寺に代わっ

て岩殿山七社権現の別当職を務めた常楽院および大坊院の屋敷地が並んでおり、斜面地を石垣で造成した大

規模な屋敷構が残されている (第 34図 )。 この東西道路と強瀬・浅利・葛野・畑倉から岩殿に至る南北往還

の交差する辻が集落の中心であり、夏地地区は、辻の付近とその東北部の斜面地が石垣によって段状に造成

され、典型的な塊村集落を形成している。一方、夏地地区の南側にある南沢の谷地を挟んだ川向いの中九地

区にも、強瀬・浅利に抜ける往還に沿って小集落が形成されている。

寺社の立地をみると、寺院は、常楽院の北側に岩殿集落の真蔵院 (真言宗)があり、『甲斐国志』巻之九十、

仏寺部には、真蔵院が「常楽院ノ内庵」であり常楽hに よって開基されたことが記されている。また、この

真蔵院の東側の道路では、大正から昭和にかけて七社権現の祭日に岩殿市が開設されたという。神社は、集

落の北に伸びる畑倉道に面して小高い山があり、その頂上に子ノ神社が祭祀されている。また、中九地区で

は往還の分岐点の丘上に天満宮 (天神)が祭祀されている。
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第 33図 岩殿の地割形態
大月市役所所蔵の地筵図 (第 17図)に拠る。

下図の空中写真は GH.Q.撮影

(昭和 22年 ,国土地理院)。

第34図 常楽院の石垣

第 35図 主屋を南面させた農家型配置
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第 36図 明治初期の宅地分布 (夏地地区)明 治 14年 (1881)「地券一筆限帳」に拠る。
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集住形式に注目すると、集落内道路はループ状に繋がっているが、東西方向の道路からアプローチするの

が基本であり、いずれも敷地の南側に庭を設けてその奥に東西棟の主屋を南面させて配置しており、南側か

らアプローチしている (第 35図 )。 したがって、参道に相当する東西道路に対しても道路への正面性を重視

した配置が特になされている訳ではない。これは、典型的な農村集落のアプローチ・配置形式であり、現状

集落の空間構成を見る限り、門前町のような参道を軸とした特徴的な集住形式はみられない。

(2)明治初期の宅地構成

(呵 )のような現状の集落空間構成を前提として、次に明治14年 (1881)「地券一筆限帳 北都留郡賑岡村
(η

岩殿村」によって明治初期の宅地構成について検討してみたい。なお現存する「地券一筆限帳」は一部分

(二冊の内の第一号)であり、夏地地区の宅地構成については明らかとなるが、中丸地区については不明であ

る。ここでは、中心集落である夏地地区のみを扱う。第36図は「地券一筆限帳」に記載された全宅地を示し

たものである。第33図で空地となっていた大坊が宅地となっている他は、宅地分布に大差はなく、前述した

集落空間構成の特徴が明治初期においても大きな変化がないことが窺われる。

ここで注目しておきたいのは、同史料の宅地が、「宅地」「畑宅地」「宅地畑成」の 3種類の宅地に分類されて

いる事実である。この中で「畑宅地」は、畑地から宅地へと地目変更になった宅地であり、逆に「宅地畑成」

は元来は宅地であった土地が畑地に地目変更したものと解される。こうした地目変更がいつの時期になされ

たのかは不明であるが、前節で検討した強瀬の「屋敷取調絵図」の分析結果を考慮すると、「宅地」は古屋敷

に相当し、基本的に寛文検地で屋敷として確定した土地であり、「宅地畑成」は寛文期以降に畑地化した土地、

「畑宅地」は新屋敷に相当し、寛文検地で畑地であったものが屋敷化した土地と理解することができるであろ

う。第37図 には「宅地」および「宅地畑成」、第38図 には「畑宅地」の分布を示したが、第37図が古屋敷の

分布、第38図が新屋敷の分布ということになる。以下両図をもとに分析を加える。

まず、古屋敷の分布は、旧円通寺の伽藍敷地に隣接した門前地区、集落中央を貫通する南北往還の西側に

ほぼ限定されており、南北往還東側の斜面に広がる宅地は含まれていないことが大きな特徴である。また「地

券一筆限帳」の土地所有者をみると、門前の東西道路の南側の宅地の大半が大坊 (北条高順)の所有、北側

の宅地の大半は常楽院 (北条明雄)の所有となっており、古屋敷の中で両家以外の所有は、周辺部にわずか

に存在するのみであることが半J明する。

一方、新屋敷の分布は、南北往還の東側に展開しており、東斜面を下るように集落が拡張されていったこ

とがわかる。

このような分布傾向から、近世初期の集落は南北道路の西側のみに存在し、屋敷群は東西軸をなす参道の

両側に存在したこと、しかも土地所有者からみると、これらの土地所有者は常楽院。大坊であり、参道の南

側は大坊、北側は常楽院が所有していたこと、寛文期以降、集落の発展と共に南北道路の東側斜面が開発さ

れ、屋敷数が増加するにしたがって次第に塊村的な集落空間構成が形成されたことが推定されるのである。

(3)近世絵図による集落空間構成の復原的考察

(2)で明らかとなったように、古屋敷の分布は、ほば、集落を貫通する南北往還の西側に限定されており、

参道の両側のみが屋敷であった。しかも、明治初期の土地所有では常楽院。大坊がその大半を所有していた。

ここでは、まず近世の土地所有状況から集落空間構成を考えてみたい。

常楽坊は、慶長 6年 (1601)に 岩殿山社領として10石の土地の寄進を受けており、『甲斐国志』巻之九十、

仏寺部には、黒印寺領 1町 8反 1畝 1歩、堂敷地750坪 と記されている。これらの土地は、境内地および寺

領として除地となっていたが、その範囲を示す絵図が数種類現存している。

第39図は、大坊に所蔵される境内絵図であるが、岩殿山中に造営された七社権現社の他、観音堂・三重塔。

鐘楼などの堂舎、門前の両脇には石垣で造成された常楽院および大坊の敷地と建物が描かれている。同絵図
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第37図 「宅地」および「宅地畑成」の分布

:メモ〔・::::iiiと
芳

:拶ぐ奪響為禦
第 38図 「畑宅地」の分布
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で注目されるのは、「除地」を黄色で色分けしている点である。その範囲は南北往還の西側一帯に広がってお

り、寺領の土地が集落の広範囲に及んでいたことが明らかとなる。

同様の除地をさらに細かく表記した絵図が第40図である。同絵図からも、古屋敦の分布している南北往還

の西側、参道両脇の土地がすべて除地であることがわかるが、参道の南側ブロックが大坊、北側ブロックが

常楽院の支配地であったことが窺われる。大坊の占める南側ブロックでは、主屋の他に土蔵や南北往還の付

近に「隠宅」が描かれている。常楽院の占める北側ブロックでは、主屋と土蔵、ブロック中央に石垣と門そ

して参道からの引込み路が描かれ、参道側からではなく東側からアプローチする形式であった。またブロッ

クの東半分とは一応区画されていたことがわかる。さらに、集落の北にも子ノ神社付近まで除地が大きく広

がっているが、これらの大半は畑地などの耕地であったとみられる。このように寛文期に遡る古屋敷は、ほ

とんどすべてが岩殿山円通寺・七社権現の寺領であり、実質的には常楽院と大坊の所有する土地であったこ

とが判明するのである。

一方、南北道路の東側に分布する新屋敷は、第39図 によって「御年貢地」であったことがわかる。なお、

第41図は、集落内の屋敷を書上げた絵図であるが、屋敷の表記に屋根形を描くものと長方形で表記されるも

のに描き分けられている。長方形で表記された屋敷には番号が付けられているが、その分布には第38図の新

屋敷の分布にほぼ一致する。つまり、前掲の「畑宅地」を決定するための下図とみられるが、同絵図によっ

て、「地券一筆限帳」の残されていない中丸地区でも、寛支期以降に畑地から屋敦に転化した新屋敷が大半を

占めていたことが明らかとなる。したがって、近世初期以前の岩殿集落は、ほぼ門前の参道両脇のみに限定
(0)

されており、しかも境内地を中心に成立していたと考えてよかろう。

最後に、「岩殿区有文書」に含まれる数点の岩殿村絵図を用いて、全体的な集落空間構成の特徴と集落形成

過程について検討してみたい。

作成年代が判明する村絵図として、宝永 2年 (1705)岩 殿村絵図 (第 42図 )お よび延享 2年 (1745)岩 殿

村絵図 (第 43図)が現存する。ここでは両図に描かれた集落形態を比較する。

宝永絵図では、観音堂 。三重塔・鐘楼の建つ伽藍敷地の正面に灯篭と石段が描かれ、東に伸びる参道の両

側に茅葺家屋16棟が描かれている。内、右端の建物には「寺」とあり真蔵院とみなされる。また石段の両脇

の建物が常楽院と大坊院であろう。「いわとの村」の名称は右側に描かれた建物群の中に記載されているが、同

絵図では、基本的に参道に至る南北往還の西側にのみに家屋を描いていることがわかる。その他、南沢を渡っ

た左側にも一棟の茅葺建物を描いている。

一方、廷享絵図では、むしろ南北往還の東側に多くの家屋を描いていることに特徴がみられる。とくに集

落東北部の新屋敷の分布する地区のループ道路を正確に描き、ブロック内に9棟の家屋を描くことで屋敷地

であることを強く印象付けている。さらに、左側の「中丸」にも6棟の家屋を描いており中丸地区が集落化

していることが示されている。その他、同絵図には、小字名・田畑。出作状況なども詳細に記入されており、

参道と南北往還の交差する辻の東側を「鳥居久保」と称したことが明らかとなる。

このように宝永絵図と廷享絵図を比較すると、描かれた集落景観が大きく異なっていることに気づくので

ある。描写されない景観について議論することには問題もあるが、(2)で判明した寛文期以降の新屋敷の設

立が両絵図の作成年代間に進展した可能性が高いのではなかろうか。少なくとも新屋敷の設立に伴う集落の

拡張が、延享期までにはほぼ完了していたことは確実であり、18世紀前期に現状に近い集落空間構成が成立

したことが推定される。両絵図は、近世中期における集落空間構成の変化を考える上でも貴重な絵図とする

ことができよう。

次に、その他の村絵図についてもみておきたい。

第44図は、作成年代は未詳であるが、寺領の除地と年貢地を色分けした絵図で、村内全域の寺領を描くこ
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第40図 寺領 。境内 (除地)絵図 (岩殿区有文書)

第41図 新屋敷絵図 (岩殿区有文書)
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全体図

「宝永二年酉ノ十月書、いわとの村

775mm× 910mm
庄屋 勘右衛門、組頭 長右衛門」

第42図 宝永 2年 (1705)岩殿村絵図 (岩殿区有文書)
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全体図

「延享二年丑三月、岩殿村 名主
610mm× 890mm

新 (左衛門)、 組頭 (弥 )兵衛、当山真永書之」

第43図 延享 2年 (1745)岩殿村絵図 (岩殿区有文書)
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部分図

岩殿村絵図

-65-

第44図 年未詳 (岩殿区有文書)



岩殿村絵図
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第45図 年未詳 (岩殿区有文書)



とを目的とした前掲第39。 40図 と性格の近い絵図である。南北往還の西側が除地、東側が年貢地であったこ

とが明確に読み取れる。また、南北往還から参道への入口に朱塗 りの明神鳥居が描かれており、その下には

「鳥居久保」とある。この鳥居は現存 していないが、境内を示す重要な境界装置となっていたに相違ない。屋

敷林と 2、 3棟の建物で描かれる屋敷群は、この鳥居の内側、参道の両脇にのみ描かれており、境内に成立

した岩殿集落の景観を端的に描写している。その他、寺領の田地が葛野川沿いの「長嶋」に存在したこと、右

側の子ノ神社が祭祀された「丸山」、左側の南沢の橋詰 (天神か)に も朱塗 りの明神鳥居が描かれ、神聖な領

域としての岩殿集落が象徴的に描写されている。

第45図 も作成年代は未詳であるが、『大月市史 史料篇』では近世初期に作成されたものの写に補筆された

絵図と推定されている。しかし、南北往還の東側や「中九」に多 くの赤屋を描いており、18世紀以降の新屋

敷の設立に伴う集落拡張後の空間構成を描いたものと判断される。小字名や田畑を記載し、強瀬分・畑倉分

の耕地を責色で塗り分けており、周辺村落からの出作の状況が詳細に描かれていることに特徴がある。なお、

南沢の橋詰あるいは天榊の付近に高札場が置かれていたことが判明する。

以上、岩殿の集落空間構成について復原的考察を加えた。極めて断片的な史料の分析であるが、近世初期

以前の岩殿集落は、円通寺の境内に成立した小規模集落であったことが推定される。その集落形態は、近世

初期に成立した常楽院・大坊の屋敷を中心に、南北往還に至るまでの参道の両側に集中している。また、集

落敷地は、近世を通じて寺領 。除地とされ、実質的には常楽院・大坊の支配下にあり、寺院に従属した門前

百姓の集落としての性格をもつものであったと考えられる。

ところが、寛文期以降、18世紀中頃までには南北往還の東側や南沢を隔てた中九地区などの「年貢地」に

多くの新屋敷が設立され、集落の大規模な拡張が行われていることが判明した。

そこには、中世以来、円通寺に従属 しつつ境内地に集住してきた門前百姓集落からの自立過程が反映され

ているように思われるが、その検証作業は今後の課題としたい。

なお、岩殿市の開催などで想定される門前町的な集落の発展は、現状集落から遡及した集落空間構成の特

徴からは窺うことはできなかった。むしろ、そうした町場機能は、強瀬のような周辺に立地した街道沿いの

「宿」にあったと考えられるのである。冒頭に述べたように、永正期の円通寺再建に際して、岩殿住民ではな

く強瀬住民が寄進を行っていた事実も、そのことを示唆しているのではなかろうか。

言主

(1)現在の御岳神社は、中央高速道路の開発に伴い、諏訪神社と共に西部地区の北側の社地に移転している。

(2)「第四 検地租税」『秋元家甲州郡内治績考J都留市教育委員会,1966年 。

(3)中世後期における宿の類型は、街道沿いに発展し、宿駅・市場機能を伴った町系の宿と武士回の集住地となった武家

地系の宿に大別して捉えることが可能である。詳しくは伊藤毅「宿の二類型」 (五味文彦・吉田伸之編『都市と商人・

芸能民』山川出版社,1993年 )を参照されたい。

(4)以下に引用する近世絵図は、とくに断らない限り岩殿区有文書である。

(5)天正期に七社権現の別当職を仰付けられた常楽坊が、正保3年～慶安3年 (1646～ 50)頃に常楽院と大坊に三分され

たといわれる。したがって、その時期に二坊の屋敷を参道の両側に配置した門前地区の整備が行われたことが推定され

る。『大月市史 通史篇』290頁～291頁 を参照。

(6)第 2節註 (6)堀内論文を参照。

(7)中村和夫家所蔵①

(8)『大月市史 通史篇』290頁参照。

(9)破損状況が甚しいため本文では取り上げなかったが、他に、明治初頭の寺領を描いた村絵図が現存している。同絵

図では、寺領を、境内・田・畑・墓所 。私開墾地などに分類し色分けして描いており、参道両側のブロックは「境内」
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に色分けされているように読み取れる。以下、同絵図に書上げられた寺領 ,境内等について掲げると、「観音堂敷地 :

現境内坪数Ъ岬  (平均竪30間 Xtt15H)、 鐘楼堂敷地 :坪数3坪 (平均竪1聞半メ横 1間半)、 真蔵院寺内 :現境内

坪数36(Ol坪 (平均竪19聞
―
×糠19間 )、 真蔵院 :右寺領除地上地―之内高6半 6升 (反別0畝歩)、 七所尊 :右社領除

地上地―之内 高13石 3キ 6升 3合 〔反別 21町 1屎 9畝 5歩 =田数8攻・畑地鶏枚 (内 5枚村持)当村之内3ケ所〕、私
開墾地 11反 9畝歩 (4ケ所)、 村持除地 :高 1石 8斗 8升 3合 (反別2反 9畝2歩)」 となつており、常楽院・大坊

屋敷の坪数・竪機関数も書上げら|れているが欠損しており判読できない。
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三 、 史 料 編
史 料 １ 　 武 田 氏 印 判 状 （ 強 瀬 ・ 中 村 和 夫 家 文 書 ）

定

、 御 分 国 諸 商 一 月 二 馬 壱 疋 之 分 役 等 、 御 免 許 之 事

、 本 棟 別 壱 間 之 分 、 御 赦 免 之 事

、 向 後 拘 来 候 田 地 、 如 軍 役 衆 可 被 停 検 使 之 事

、 郷 次 之 人 足 普 請 被 禁 之 事

以 上

於 今 度 深 澤 之 城 、 別 而 致 奉 公 之 間 、 被 加 御 褒 美 者 也 、 ” 如 件

元 亀 二 年 辛 未

二 月 十 三 日 山 縣 二 郎 兵 衛 尉 　 奉 之
中 村 与 右 衛 門 尉

史 料 ２ 　 中 村 家 由 緒 書 （ 強 瀬 ・ 中 村 和 夫 家 文 書 ）

史 料 ２ １ １ 　 寛 文 検 地 帳 の 包 紙 文 書 （ １ ）

（ 表 書 ）

「 寛 文 九 酉 年 二 月

十 二 月

検 地 帳
元 浪 人 　 大 西 山 」

１ ０ ０ １

第
46
図
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氏
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上 強 瀬 村 氏 神 奉 強 瀬 命 、 諏 訪 社 也

抑 強 瀬 村 上 下 分 岐 為 し た る 所 謂 者 、

武 田 家 浪 人 と 百 姓 の 別 よ り 慶 長 六 亥 年 検 地 丈 量 セ リ

明 了 到 者 也

浪 人 庄 屋 　 左 近

左 近 浪 人 中 者 字 神 出 諏 訪 明 神 前 居 住 仕 、 万 治 元 年 今 之 屋 敷 に 移 る

与 右 衛 門 も 明 神 の 東 脇 に 住 す

与 右 衛 門 尉 義 興 羹 テ 字 西 山 今 之 丸 山 に 住 為 奉 公 致 居 る

享 保 十 五 年 三 月 　 大 西 山 伝 左 衛 門

享 保 十 五 年 三 月

写 之

竪 横 付

史 料 ２ １ ２ 　 寛 文 検 地 帳 の 包 紙 文 書 （ ２ ）

（ 表 書 ）

「 寛 文 九 酉 年

検 地 帳

与 右 衛 門 持

竪 横 記 載 無 之 　 　 　 　 」

寛 文 九 年 検 地 帳 二 基 キ 名 寄 延 宝 元 年 出 来 致 到 候 事

慶 長 六 年 検 地 帳 ハ 領 主 秋 元 公 被 御 引 揚 相 被 成 候 二 而 事

享 保 拾 五 年 寛 文 検 地 後 始 地 樟 被 為 執 行

上 強 瀬 村

浪 人 庄 屋
左 　 近

寛 文 九 酉 年
検 地 帳 　 参 冊 　 廷 宝 元 年 之 写
庄 屋 与 右 衛 門

寛 文 九 酉 年
検 地 帳 　 弐 冊 　 一 早 保 拾 五 年 之 写

名 主 偉 左 衛 門

寛 保 弐 成 年 四 月
御 奉 行 御 評 定 書

前 書 書 類 堅 ク 保 護 致 、 家 督 人 ゑ 可 伝 之 も の 也

宝 暦 三 酉 年
二 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 俸 左 衛 門

家 号 大 西 山 と 申 伝 者 武 田 家 臣 ヨ リ 浪 人 為 た る よ り 申 伝 訳 ナ リ

史 料 ２ １ ３ 　 寛 文 ９ 年 「 甲 斐 国 郡 内 領 郷 村 高 辻 帳 （ 強 瀬 村 中 村 控 こ の 奥 付 文 書

先 祖 左 近 庄 屋 役 勤 強 訴 一 明 廷 宝 七 年 極 月 二 十 八 日 追 放

甥 ハ 全 福 寺 六 世 之 弟 徒 と 也 后 チ 同 寺 七 世 大 和 尚 為

― 『 〇 ―



全 福 寺 六 世 揚 観 秀 州 大 和 尚 者 、 与 右 衛 門 二 男 柳 之 助 殿 に 而

七 世 放 光 元 瑞 大 和 尚 者 武 田 家 浪 人 甥 之 光 之 丞 殿 有 之 候 也

享 保 七 年 七 月 二 十 五 日 寂 ス 、 大 西 山 俸 左 衛 門 子

六 世 　 揚 観 秀 州 大 和 尚

元 文 三 年 人 月 十 九 日 寂 ス 、 武 田 家 仁 也

七 世 　 放 光 元 瑞 大 和 尚

左 近 ・ 与 右 衛 門 両 家 廷 宝 元 年 迄 テ 浪 人 シ 百 姓 株 二 相 成 、

今 之 屋 敷 二 居 住 致 候 御 座 候

浪 人 中 ハ 強 瀬 荘 字 御 所 卜 申 二 住 居 致 候 也

中 村 与 右 衛 門

同 　 左 近 　 　 　 　 跡

中 村 俸 左 衛 門

史 料 ３ 　 明 治 十 四 年 （ 一 八 八 こ 「 第 二 拾 壱 区 　 賑 岡 郁 之 内 強 瀬 組 　 一 筆 限 反 別 地 価 取 調 帳 第 弐 号 」

に 記 載 さ れ た 土 地 に 関 す る 由 緒 部 分 （ 強 瀬 ・ 中 村 和 夫 家 文 書 ）

①
旧 字 御 所

四 百 四 　 　 　 士 ｇ 　 等

同 　 所

一 、 畑 　 五 畝 弐 拾 歩 　 　 　 　 　 同 　 人 （ 中 村 安 信 ）

此 収 穫 　 麦 壱 石 人 斗 弐 升 壱 合

此 地 価 　 ハ 塁 一 拾 六 円 人 拾 弐 銭 壱 厘

（ 異 筆 ）

「 応 永 年 間 よ り 永 享 十 一 年 迄 テ 国 主 武 田 信 満 公 以 下 信 重 公 迄 テ 三 代 居 跡 地 ナ リ 、 旧 記 二 依 テ 記 入 」

②
旧 字 御 所 頭

四 百 人 　 　 　 士 τ 　 等

同 　 所

一 、 畑 林 成 　 一 二 畝 弐 拾 壱 歩 　 　 中 村 安 信

此 収 利 　 合 壱 オ 五 厘

此 地 価 　 合 拾 三 銭 四 厘

（ 異 筆 ）

「 応 永 年 間 よ り 永 享 十 一 年 迄 テ 国 主 武 田 信 満 公 以 下 信 重 公 四 代 居 跡 也 、 旧 記 二 依 テ 記 入 」

③
旧 字 御 所 頭

四 百 九 　 　 　 一 二 　 等

同 　 所

一 、 畑 　 エ ハ 畝 弐 拾 壱 歩 同 　 人 （ 中 村 安 信 ）

此 収 穫 　 麦 壱 石 壱 升

此 地 価 　 合 弐 拾 円 四 拾 弐 銭 弐 厘
― ド ー



（ 異 筆 ）

「 前 同 断 、 武 田 信 長 公 、 同 信 元 公 墳 墓 地 也 、 安 政 四 年 全 福 寺 境 内 偉 左 衛 門 墓 地 二 葬 改 」

④
旧 字 御 所

四 百 拾 　 　 　 士 τ 　 等

同 　 所

一 、 畑 　 人 畝 弐 拾 歩 　 　 　 　 　 同 　 人 （ 中 村 安 信 ）

此 収 穫 　 麦 壱 石 六 斗 三 升 弐 合

此 地 価 　 合 三 拾 弐 円 九 拾 九 銭 九 厘

（ 異 筆 ）

「 前 同 断 、 家 臣 中 村 左 近 建 名 墳 墓 地 也 、 安 政 四 年 全 福 寺 境 内 偉 左 衛 門 墓 地 二 改 葬 」

⑤
旧 字 大 亀 山

四 百 十 七

同 　 所

一 、 墓 地 　 士 τ 反 六 畝 拾 六 歩 　 　 全 福 寺

（ 異 筆 ） 　 　 　 　 　
内 中

「 安 政 四 年 谷 村 御 役 所 願 上 、 中 村 偉 左 衛 門 墓 地 ヲ 設 ケ 先 祖 中 村 輿 衛 門 尉 義 興 公 之 先 祖 代 々 墓 地 ト

為 シ 、 併 テ 武 田 信 長 公 、 同 信 元 公 之 墓 所 ト ス 」

⑥
旧 字 大 亀 山

四 百 十 人

同 　 所

元 見 捨 地

一 、 竹 林 　 弐 反 六 畝 弐 拾 歩 　 　 全 福 寺 領 上 知

（ 異 筆 ）

「 当 山 開 基 者 中 村 典 衛 門 尉 義 興 公 之 旨 、 延 享 弐 丑 年 三 月 除 地 、 御 墨 付 参 通 寛 文 九 百 年 正 月 焼 失 シ

再 差 置 願 書 二 中 村 典 衛 門 尉 義 興 公 卜 書 上 、 御 差 置 成 居 候 、 延 享 弐 丑 年 三 月 願 書 二 依 テ 記 入 、 天

文 二 巳 開 基 寺 也 」

⑦
四 百 十 五

同 　 所

元 除 地

一 、 境 内 　 士 τ 反 人 畝 二 拾 歩 　 　 同 　 寺 （ 全 福 寺 ）

（ 異 筆 ）

「 同 寺 開 基 中 村 典 衛 門 尉 義 興 公 為 旨 、 延 享 弐 丑 年 二 月 除 地 御 墨 付 参 通 寛 文 九 酉 年 正 月 中 焼 失 シ 再

御 差 置 願 書 二 中 村 典 右 衛 門 尉 義 興 公 卜 書 上 、 御 差 置 相 成 居 候 、 延 享 弐 丑 年 三 月 願 書 二 依 テ 記 入 」

③
旧 字 馬 場

四 百 五 十 三 　 　 　 　 士 τ 　 等

同 　 所

― 預 Ｎ Ｉ



一 、 畑 　 士 雪 反 五 畝 弐 歩 　 　 　 　 中 村 安 信

此 収 穫 　 麦 弐 石 人 斗 四 升

此 地 価 　 合 五 拾 七 円 四 拾 弐 銭 五 厘

（ 異 筆 ）

「 寛 文 九 酉 年 御 検 地 名 寄 帳 　 地 番 惟 ナ リ 」

③
旧 字 馬 場 台 頭

四 百 五 十 四 　 　 　 　 エ ハ 　 等

同 　 所

一 、 畑 　 四 歩 　 　 　 　 　 　 　 　 同 　 人 （ 中 村 安 信 ）

此 収 穫 　 麦 壱 升 三 合

此 地 価 　 合 弐 拾 六 銭 三 厘

（ 異 筆 ）

「 万 治 元 年 中 村 典 右 衛 門 中 村 左 近 宗 家 之 祠 社 」

※ 同 　 第 一 号 （ 現 存 せ ず ） に 記 載 さ れ て い た 由 緒 書 と み ら れ る 付 箋 紙

⑩
旧 城 跡 字 日 向 山 頭

七 拾 三 香

同 　 所

一 、 山 　 七 反 参 畝 歩
（ マ マ ）

此 収 利 　 金 （ 合 ） 七 銭 参 厘

（ マ マ ）

此 地 価 　 金 （ 合 ） 六 拾 六 銭 四 厘

（ 異 筆 ）

「 神 木 左 近 日 向 大 和 守 昌 時 公 ノ 祠 跡 地 、 慶 長 六 年 御 検 地 二 依 記 入 」

①
旧 字 神 出

三 百 参 十 九

字 上 　 平

一 、 山 　 五 反 四 畝 弐 拾 歩 　 　 　 村 　 持

此 収 利 　 金 （ 合 ） 拾 銭 九 厘

此 地 価 　 金 （ 合 ） 九 拾 四 銭 四 厘

（ 異 筆 ）

「 廷 暦 年 間 俸 教 大 師 弟 徒 停 澄 僧 正 岩 殿 山 七 社 権 現 尊 体 木 是 所 よ り 伐 出 ス
、

テ 記 入 ス 」

⑫
旧 字 同 所

二 百 四 十 壱 　 　 　 一 ハ 等

同 　 所

一 、 畑 　 士 ｇ 反 九 畝 弐 拾 四 歩 　 　 同 　 人

此 収 穫 　 麦 壱 石 人 斗 四 升 四 合

― 瀕 ω ｌ

慶 長 六 年 御 検 地 帳 二 依



此 地 価 　 合 三 拾 七 円 弐 拾 三 銭 三 厘

（ 異 筆 ） 　 　 　 　 　 　 　 （ マ こ

「 元 神 出 左 近 池 是 池 （ 也 ） 、 俸 澄 僧 正 発 見 シ 、 留 錫 中 用 シ ト 伝 フ 、 旧 記 二 基 キ 記 入 」

― 式 ト ー



史料4 寛文年中「郡内領強瀬村検地水帳」 (集落部分)
屋敷には、第31図 に対応する通し番号 (O印 )を付記してある。

小 字 名 地目・等級  竪×横(間) 面 積 石 高   名 請 人      備
l西 畠 ケ

2 西  畠  ケ
3西  畠 ケ
4 西  畠 ケ
5西  畠 ケ
6西  畠 ケ
7 西  畠  ケ
8 西畠ケ道上共
9西 畠ケ道下
10西 畠ケ道下
11西 畠ケ道下
12西 畠ケ道下
13西 畠ケ道下
14西  畠 ケ
15 西  畠  ケ
16①
17 西  畠 ケ
18 ②
19③
20 西  畠 ケ
21西 畠ケハ タ
22西  畠  ケ
23 西  畠 ケ
24西 畠 ケ 下

25西 畠 ケ 下
26西 畠 ケ 下
27 桑    原
28 桑    原
29 桑    原
30 桑    原
31 柔  原  上
32 桑  原  上
33 桑  原 上
34 桑    原
35 桑    原
36 桑    原
37桑 原 道 上
38 桑    原
39 桑    原
40 桑    原
41 た  ち や
42 た  ち  や
43た ちや ま ゝ

44た  ち や
45 た  ち や
46 た  ち  や
47 た  ち  や
48た ちや ま ゝ

49わ た い ら
50わ た い ら
51わ た い ら
52上 た い ら
53上 た い ら
54上 た い ら
55上 た い ら
56上 た い ら
57上 た い ら
58上 た い ら

6畝 15歩  0715
6畝 15歩  0715
8畝 1歩    0884
15】氏    0_028

7畝 14歩  081
5畝乏員     055

2畝 18歩  0247
1畝 6歩

1畝15歩    0143

1畝20歩   0158
8畝 7歩    0906

2畝11歩  026
1畝22歩   0191
3畝 10歩    0367

1畝14歩  0161
2畝11歩  0272
2畝24歩    0308

1畝14歩    0161

2畝 3歩  0242
2畝17歩  0282
1畝24歩  0198
1畝19歩  018
3畝20歩  0348
3畝 9歩  0363

3畝 12歩  0374
2畝歩   019
10歩   0018
3畝歩   033
2畝25歩  0269
3歩  0006
4畝 8歩  0405
1畝 2歩    0059

4畝20歩  0443
1畝 5歩  0064
14歩    0026

2畝 1歩  O H2
21歩  0025
12歩    0014

lЁ欠26汐質    0065

3歩  0004
1畝 5歩  0087
3畝 15歩  0193
17歩  002
3畝 7歩  0356
2畝 5歩  0206
4畝乏員     044

2畝15歩  0238
6歩    0007

2畝20歩  0293
2畝 8歩  0215
2畝20歩  0293
4畝 15歩   0.428
2商欠21ち氏    0257

1畝 7歩  O H7
2畝 2歩  0227
2畝 10歩  0257
1畝 5歩  0■ 1
1畝19歩  018

上  畠
上  畠
上  畠
下々漆畠

上  畠
上  畠
中  畠
下々漆畠

中  畠
中  畠
上  畠
上  畠
上  畠
上  畠
上  畠
屋  敷
上  畠
屋  敷
屋  敷
上  畠
上  畠
上  畠
中  畠
上  畠

上  畠
中  畠
下々桑畠

上  畠
中  畠
下々漆畠

中  畠
下々漆畠

中  畠
下々漆畠

下 々 畠

下 々 畠

見 附 畠

見 附 畠

見 附 畠

見 附 畠

下  畠
下 々 畠

見 附 畠

上  畠
中  畠
上  畠
中  畠
見 附 畠

上  畠
中  畠
上  畠
中  畠
中  畠
中  畠
上  畠
上  畠
中  畠
上  畠

23× 85
23× 85

21× 115

10× 15

17× 13

13× 115

13× 6

12× 3

9× 5

10× 5

215× 115

13× 55

95× 55

20× 5

8× 55

11× 65

14× 6

95× 45

9× 7

14× 55

12× 45

11× 45

11× 10

11× 9

12× 85

12× 5

7× 1

±0× 9

95× 9

3× 1

16× 8

8× 4

20× 7

7× 5

7× 2

95× 65

14X15
12X l

14× 4

3× 1

7× 5

15× 7

7× 25

15× 65

10× 65

16× 75

10× 75

3× 2

20× 4

17× 4

20× 4

27× 5

135× 6

125X3

125× 5

10× 7

7× 5

7× 7

助 右 衛 F写   内漆小半束 検地ノ内 0012 同人
久  兵 衛  内漆小半束 検地ノ内 0012 同人
か め ノ 助

か め ノ 助  此束半束          同人

甚       内桑 1束  検地ノ内 0036 同人
平 左 衛 門

平 左 衛 門

平 左 衛 F写   此束 1東半         同人

久 左 衛 Fl  内桑小半束 検地ノ内 0.009 同人
真  龍 寺  内桑小半束 検地ノ内 0009 同寺
助 右 街 門

助 右 衛 門

か め ノ 助

助 右 衛 門

五 右 衛 門

五 右 衛 Fヨ   内桑 1束  検地ノ内 0036 同人
善 太 郎
善 太 郎
甚

甚 内桑小半束 検地ノ内 0009 同人
小    蔵
与 兵 衛
惣 左 衛 門

惣 左 衛 F司   内桑半束  検地ノ内 0018 同人
内漆小半束 検地ノ内 0012 同人

か め ノ 助

か め ノ 助  内漆小半束 検地ノ内 0012 同人
甚       此束半束          同人

甚 右 衛 門

甚 右 衛 門

甚 右 衛 門  此束半束          同人

与 兵 衛
与 兵 衛  此束1束          同人

/1ヽ

/1ヽ

/1ヽ

甚

与  兵
甚

蔵

蔵  此束半束
蔵

衛

与 兵 行
小   蔵
久 兵 衛
久 兵 衛
久 左 衛 門

久 左 衛 門  内漆小半束 検地ノ内 0012 同人
久 左 衛 門

真 龍 寺
真 龍 寺
真 龍 寺
甚 左 衛 門

甚 左 衛 門

兵 左 衛 門

兵 左 衛 F弓   内漆半東  検地ノ内 0023 同人
与 兵 衛  内漆小半束 検地ノ内 0012 同人
惣 左 衛 門

惣 左 衛 門

与兵衛・小蔵

与兵衛・小蔵  内漆小半束 検地ノ内 0012 同弐人
助 右 衛 門

同人

-75-



59上 た い ら 中   昌 7× 7 1畝19歩  0155
125× 75  3畝 3歩  0295
6× 5   1畝 歩   0035
10× 3       1畝歩     0035
6× 5      1'次 ガぐ     0035

13× 10     41久 10歩    0152
16× 8   4畝 8歩  0235
10× 10   3畝10歩  0117
13× 105    4‐ut15歩    0499

60上 た い ら  中  畠
61も りの わ き  見 附 畠
62も りの わ き  見 附 畠
63も りのわ き  見 附 畠
64も りのわ き  見 附 畠
65ぢ  ん  で  下 々 畠
66ぢ  ん  で  見  附
67か ち 畠 ケ  上  畠

68そ と 畠 ケ  下  畠
69④    屋  敷
70家 ノ う ら  中  畠
71家 ノ う ら  下 々 畠
72⑤     屋  敷
73 川  は た  下  畠
74家 ノ わ き  中  畠
75家 ノ わ き  下 々 畠
76 川  は  た  中  畠
77 川  は  た   中  畠
78ま ゑ 畠 ケ  上  畠
79そ と 畠 ケ  上  畠
80そ と 畠 ケ  上  畠
81⑥     屋  敷
82そ と 畠 ケ  上  畠
83 川  は  た  中  畠
84 ⑦        屋  敷
85と うの まゑ  中  畠
86と うの まゑ  下 々 畠
87と うの まゑ  下 々 畠
88 そ とはたけ  中  畠
89 ③        屋  敷
90か ち 畠 ケ  中  畠
91 か ち 畠 ケ  下々漆畠
92 かち畠ケノ上  下  畠
93 かち畠ケノ上  下  畠
94 かち畠ケノ上  下 々 畠
95 かち畠ケノ上  中  畠
96③       屋  敷
97⑩        屋  敷
98①        屋  敷
99家 ノまゑま  ゝ 下 々 畠
100⑫       屋  敷
101し く 畠 ケ  上  畠
102 し く 畠 ケ  下  畠
103 し く 畠 ケ   中  畠
104④        屋  敷
105⑭        屋  敷
106せ とノま ゝ 下 々 畠
107ね ノ か み  上  畠
108ね ノ か み  下  畠
109ねノかみノ上  下  々畠
110⑮       屋  敷
111ね ノかみノ上  上  畠

助 右 衛 門

か め ノ 助

助右衛円4VIIttvll

か め ノ 助

か め ノ 助

助納門肺砿鮒

善 太 郎
善 太  郎
惣 左 衛 門

助 右 衛 門

助 右 衛 門

助 右 衛 門

助 右 衛 門

か め ノ 助

か め ノ 助

か め ノ 助

か め ノ 助

真 龍 寺
久 左 衛 門

か め ノ 助

助 右 衛 門

助 右 衛 門

長 三 郎
長 三 郎
利 右 衛 門

利 右 衛 門

利 右 衛 門

久 左 衛 門

久 左 衛 門

利 右 衛 門

惣 左 衛 門

与 兵 衛
与 兵 衛
与 兵 衛
甚 左 衛 門

兵 左 衛 門

兵 左 衛 門

与 兵 衛
小    蔵
兵 左 衛 門

甚左衛門・兵左衛問

甚 左 衛 門

か め ノ 助

助 右 衛 門

平 左 衛 門

平 左 衛 門

久 兵 衛
久 兵 衛
助 右 衛 門

助 右 衛 門

助 右 衛 門

久 左 衛 門

久 左 衛 門

内漆小半東

内漆小半束

内桑半東

内桑半束

内桑半束

内桑半東

検地ノ内 0009 同人
検地ノ内 0012 同人

検地ノ内 0018 同人

検地ノ内 0018 同人
検地ノ内 0023 同人
検地ノ内 0018 同人9× 6

175× 10

13× 6

13× 10

10× 6

19× 9

10× 6

15× 7

10× 6

10× 5

14× 12

6× 5

12X10

6× 5

8× 6

15× 5

X4× 7

9× 3

10× 4

6× l

8× 45
10× 6

18× 8

9× 2

5× 3

10× 6

7× 2

6× 35

15X35
15× 35
85× 7

6× 2

11× 6

8× 4

8× 65

6× 35

45X4
105× 9

10× 1

13× 65

13× 65
6× 1

12× 6

13× 8

1畝24歩  0135
5畝25歩  0671
2畝 18歩   0247
4畝 10歩  0238
2畝歩   023
5畝21歩  0248
2畝歩   019
3畝 15歩  0193
2畝歩   019
1畝20歩  0158
5畝 18歩  0616
1畝歩   011
4畝歩   044
1畝歩   0115
1畝18歩  0176
2畝 15歩  0238
3畝 8歩  0376
27オト    0086

1畝10歩   0073
6歩  0011
1畝 6歩  0■ 4
2畝歩   o23
4畝 8歩  0405
18歩   0033
15歩  0038
2畝歩   015
14歩    0026

21歩  0067
1畝17歩  018
1畝17歩  018
2畝歩   023
12歩    0022

2畝 6歩  0253
1畝 2歩  0■ 7
1畝22歩  013
21歩    0067

18歩    0069

3畝 4歩  036
10歩   0018
2畝24歩  0308
2畝24歩  021
6歩  0011
2畝12歩   0276
3畝 14歩   0381

内桑小半束

内桑半束

内桑 1東

内桑小半束

内桑 1束

内桑半束

内漆半東

内漆半束

内桑 1東

内桑半束

内桑小半

此束半束

内桑小半束

内桑小半束

検地ノ内 0009 同人

検地ノ内 0018 同人

検地ノ内 0036 同人
検地ノ内 0009 同人
検地ノ内 0036 同人

検地ノ内 0018 同人
検地ノ内 0023 同人

検地ノ内 0023 同人

検地ノ内 0036 同人
検地ノ内 0018 同人
検地ノ内 0009 同人

同人

検地ノ内 0009 同人

検地ノ内 0009 同人

(以下、省略)
註)他に枝村分として「川隣Jに 3筆の屋敷が確認される。川隣の屋敷は以下の通りである。

屋  敷   95× 8
屋   敷    75× 6

2畝16歩  0291   茂 左 衛 F写
1畝15歩  0173   九 右 衛 F写

内桑 2束  検地ノ内 0072 同人

内漆小半束 検地ノ内 0012 同人

内桑小半束 検地ノ内 0009 同人

④

⑦

1畝 6歩  0138  源⑬      屋  敷   6× 6
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ぎ

第 3節 試掘調査 の成果

1.調査の概要

強瀬および岩殿集落は岩殿城に関連する城下集落であった可能性があることから、集落調査班により古絵

図や検地帳の照合、現地踏査などが行われ、「御所」という場所の存在が明らかになった。「御所」は有力者の

居館跡と考えられ、その検証のため試掘調査の必要が生じたものである。

強瀬は岩殿山の南東山麓、桂川左岸の日当たりのよい河岸段丘上に位置する居住適地である。河岸段丘は

低位 。中位の 2段により形成され、東西両端は幅が狭まり崖になっている。江戸時代以降、近年まで集落は

低位段丘東部に偏在し、西側および中位段丘面は耕作地として利用されてきた。最近になり中位段丘面に中

央自動車道が施設されたり、低位部西側にも住宅や工場が増えるなど、急速に開発が進んでいる。地形も変

わり、旧態を説明するのに適当な縮尺の地形図がないので、新旧の地図を合成。復元したのが第49図であり、

調査地周辺の地形を表わしている。桂川と低位面の比高差は12～ 16m、 低位面と中位面では14～ 20mほ ど

で、「御所」は低位面中央のやや西側で、中位段丘の段丘涯を背にした場所、賑岡町強瀬394～ 397番地に位置

する。周辺はなだらかな緩傾斜地であるが、「御所」だけは周囲より高く土盛 りされ、台状の平坦地となって

いる。地元ではこの「御所」を含む周辺一帯を「御所平」と呼称しており、近隣には「馬場」「西畠」などの

小学名が残る。

「御所」該当地は現在精密機械工場の敦地となっているため、隣接する体耕地を調査地として選定した。幸

0                             100m

第 47図 御所平試掘調査位置図

嘲『日
回匠

-77-

ヨロロ騨



∞ |

く
|

第48図 御所平試掘 トレンチ実測図 集石平面図・遺物分布図 。土層断面図

-78-

0             2m



いにして、地主からは快 く承諾を得るこ

とができたので、岩殿山頂の調査の終了

を待ち、平成 9年 10月 27日 から調査に着

手した。隣接地とは言っても、明らかに

「御所」の範囲外であり、礎石や柱穴など

の遺構は確認できないと予想されたが、

層位 色 調 特 徴

0 暗 褐 色 最近の耕作土

0' 暗 褐 色 旧耕作土

1 暗黄褐色
多量の橙褐色スコリアを
含み、粒子が荒い。

2 暗 褐 色
少量の橙褐色スコリアと
微量のλ化物片を含む。

3 暗黄褐色
多量の橙褐色スコリアを
含む。1層より色調暗い。

4 黒 褐 色 3層 と5層の中間層

黒 褐 色
柔らかく、微量の炭化物
を含む。

黒 褐 色
炭化物片集中層。焼土粒
を含む。

7 黒 褐 色

黄褐色土塊が混じり、
かいスコリアを含む。
層より明るい色調。

細

５

第 5表 御所平土層説明 第49図 御所周辺地形復元図

中世の陶磁器などの出土を期待しての調査である。調査区はできるだけ「御所」に近い場所に設定すること

にし、工場の東側の擁壁に沿って 2× 12mの トレンチを設定した。

表土付近は農耕による撹乱が深く、作付けによる凸凹もあり、20～ 90cmの深さまで撹乱を受けていた。

土層の堆積は非常に厚く、最も深い場所で地表下150cmの深さでもローム層を確認することができなかっ

た。確認された土層は第 5表のように分層することができた。

地表面から50～ 60cmほ ど掘り下げたレベル (3層の上部)に、拳大以上の大きさの礫による集石と踏み

固められて硬く締まった部分が確認された (第 48図 :左 )。 両者とも確認された範囲が一部分であり、全体

の広がりは不明である。硬い部分については、北西から南東方向に延びている様子から、農道などの道では

ないかと推測される。これを道としてとらえると、集石も道の両側に配されているようにもみえるが、その

場合の機能が不明である。耕作時に出た無用の礫を道端に捨てた結果かもしれない。

トレンチ中央のやや南には、東西に並ぶ人頭大ほどの石列が確認された。この位置が現在の土地の区画と

ほぼ一致することから、土地の境界を示す境石と考えられる。集石などとともに、この面が長期にわたって

地表面であったと推測される。この面からは陶磁器類が出土したが、分析の結果近世以降のものと判定され

た。

5層下部から7層上部のレベルに、かなり濃密な遺物分布が認められた (第 48図 :中央)。 遺物のほとんど

は平安時代の郭や奏の破片で、明確な中世陶器はみられなかった。遺物の分布状態から、平安期の住居址な

どの遺構の存在が予想されたが、調査の目的が中世の居館跡や城下集落の存在を探ることにあったため、こ

れ以上の掘削を中止し、調査を終了した。なお、 トレンチ西壁中央部に確認された炭化物片の集中層 (6層 )
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は火を焚いた痕跡と考えられるが、明確な掘り込みもなく、火床面が焼土化した様子もみられなかった。平

地での一過性の火の使用によるもので、時期的には古代末から中世と考えられる。

以上、結果的に中世の居館等の痕跡を確認することはできなかった。しかし、調査区近隣の西畑遺跡で平

安時代の集落が確認されていること、また、今回の調査でも平安期の遺構存在の可能性があることから、平

安時代以降、近世に至る間のある時期までは、段丘西部も居住区域として利用されていたことは確実である。

今回の調査が「御所」比定地そのものでなかったことは残念であるが、中世の居館址や城下集落の存在は否

定できない。

2.出土遺物 (図版 10)

第 6表 御所平出土近世、近・現代陶磁器

(杉本正文)

1～ 6は 18世紀代の肥前系の磁器である。 1は二重網目文を施した厚手の丸碗である。 2・ 3は草花文を

施す。 4は形状から仏飯器の郭部とみられる。 5。 6は染付皿で、 6は 口唇部に口銹を施す。 7～ 9は酸化
コバルトによる染付の端反碗である。酸化コバルトは瀬戸には明治 4・ 5年頃伝えられたと考えられており

(仲野泰裕 1994「 19世紀の窯業」『化学史研究』第21巻第 2号 化学史学会)、 また幕末に盛行する端反碗は
型紙絵付が行われるようになると減少することから、明治初期の製品とみられる。類似した松葉状の文様を

描いた酸化コバルトによる染付碗は多治見市の大原窯などにみられる (田口昭二ほか 1993『美濃窯の焼物』

多治見市教育委員会)。 10は型紙絵付による瀬戸・美濃系の碗で、日唇内面に瞬路文が施される。11は漆黒

色の鉄釉を施釉した奏などの破片で、釉調等から近世の瀬戸・美濃系陶器と思われる。12は灰釉を施釉した

土瓶の底部で、底外面には煤が付着する。当地点は18世紀代の肥前磁器から、酸化コバルト、型紙絵付を使

用した明治期の瀬戸・美濃系磁器が出土しているが、大正期以降の近。現代の陶磁器は少ないようである。

(森本伊知郎)

また、ここからは鉄製品が 3点出土 している

(第50図 )。 1は調査区のほぼ中央から検出された

角釘で、先端が一部欠損し、レベル的にこの調査

区出上の土器類と同じ頃のものと考えられる。 2

は厚さ2mmほ どの鉄板で調査区北側の東壁脇か
ら出土した。 3も 厚さ3mm弱の鉄板であるが、表
土から出土し新しい時期の遺物である可能性もあ

3

2                     m

No 材質 器種・種別 技法 文様・装飾等 産  地 製 作 年 代 備  考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

磁器

磁器

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

陶器

丸碗

丸碗

丸碗

仏飯器カ

皿

皿

端反碗

端反碗

端反碗

碗

奏

土瓶

染付二重網目文

染付草花文

染付草花文

染付縦線文

染付
口銹 。染付

酸化コバルトによる染付
酸化コバルトによる染付
酸化コバルトによる染付
酸化コバルト・型紙絵付
鰤

灰釉

肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
瀬戸・美濃系
瀬戸・美濃系
瀬戸・美濃系
瀬戸・美濃系
瀬戸・美濃系

不明

1690-1780年 代
1690-1780年 代
1690-178眸代
1690-1780年 代
1690-1780年 代
18世紀後半～19世紀前半

明治4・ 5年以降

明治4・ 5年以降

明治4・ 5年以降

明治15年以降

17世紀後半～18世紀
18世紀後半以降 底外面煤付着

第50図 御所平出土鉄製品
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第 6章 岩殿城の伝説・伝承

岩殿山周辺には永い歴史を物語る数々の伝説 。伝承・民話が多く残っている。正史としての信憑性にはや

やかけるが、はなばなしく歴史の舞台に登場したものとは別に地域の文化遺産として大切に後世に伝えたい

物語である。

1.石動の鬼の杖

昔、岩殿山に住む鬼がいつも左右の手に石の杖を持ってい

た。右の手には長く太い杖を、左の手には短い杖を持ち、他の

鬼どもを従え大将気取 りで威張っていた。ある時この鬼がなに

かに驚きこの杖を天高く投げ上げた。左の手の短い杖は lkm

ほど離れた原中に落ちて突きささつた。大地は百雷が一度に落

ちたかのように地響きをたてた。この原を「石動」という。今

この “杖"は岩殿山東方の台地に、頭を2mほ ど出したまま

立っている。岩殿山の方向に少し傾き、上端部には鬼の手のあ

とが残っていたという。一方、右の手に持っていた長い杖は4

kmも 離れた西方の笹子まで飛び突きささったという。右の手

は左の手より力が強いため遠方まで飛んだのであろう。この地

を地元の人は「立石坂」と呼んでいる。この鬼の杖は明治 36

年ごろ旧国鉄の工事により埋め込まれたが、地上 2mぐ らい出

たまま残っている。

岩殿山と紺岸にある葛野の徳岩山を、ひとまたぎにした鬼は

またが切れ、その血で染まった地面が大島の天神山と岩殿の丸

山といわれ、今も赤土が出土する。
第 51図 千古の歴史を秘めて立つ鬼の杖

なお、この鬼の伝説は近世拡大され、大目宿から鳥沢宿・猿

橋宿・百蔵山とを結ぶ一連の「桃太郎」伝説と発展した。犬目はイヌ、鳥沢はキジ、猿橋はサル、百蔵はモ

モの里、川は桂川、「鬼ヶ島」は岩殿山として、地元の子どもたちの関心は高い。

2.孝阿比丘尼

平安初期の頃、岩殿山円通寺に美人で聡明な孝阿比丘尼が逗留して三年後の夏、尼僧の発願により円通寺

に三重塔が建立された。時は承平 3年 7月 25日 である。この尼僧は若狭国の出身。

3.岩殿山頂の亀が池

岩殿山の山頂にある井水である。

この池は、どんな早天にも枯れることがないので、幾月も雨が降らず千害の生じたときは雨乞いの池とし

て岩殿郷の人たちが崇めた。

4.円通寺と七社権現

大同元年 (806)、 円通寺創立と同時に岩殿山東中腹洞窟内に七社権現 (伊豆山
。箱根山。日光山・蔵王山・

熊野山・白山・山王)の各権現が祀られたという。中央の蔵王権現は高さ2.20mも ある巨体で、相馬将門の

化身という。この 7体はいずれも16世紀初期の造顕である。 7体揃った神の立像として保存状況も良好で現

在山梨県指定の文化財である。

大同元年行基上人が岩殿山に参って東方山腹にある洞窟にこもり、七社権現や円通寺本尊の十一面観音を
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造顕したことが始まりという。

5.大乗院のヤシロ

むかし岩殿山の麓に円通寺という寺があった。その中に大乗と常楽がいた。二人の若者はたいへん仲がよ

く、何をするにもともに話し合い励まし合って修業を重ねていた。二人は和尚からも信頼されかわいがられ

ていた。ある日、この二僧は相談し将来はえらい修験道の法印になることを約束した。そしてともにきびし

い修業に入った。修業を一〕ふ不乱に積み、初心をつらぬき法印の号を受領したという。一人は常楽院、他の

一人は大乗院といった。

だが二者はこの官位に満足せず、さらに業と術をみがくことに専念した。そしていつしか、互いに強い競

争意識が芽生え、ついに敵意を持つようになっていった。日増しに仲は悪くなり、くる日もくる日もケンカ

ばかりしていたので人々は信頼せず、立派な霊験も霊力も発揮することなく、いつとはなく生活は貧困となっ

た。やがて腕力と鍛えた体力にものをいわせ、旅人や郷人をおどして金品をとりあげたり、言いがかりをつ

けて悪業を働くようになった。あきれはてた和尚は両者を呼んで、「仲の良かったお前達だが、このごろケン

カばかりしていて肝心の業はどうした。それに郷人をおどして金品を奪うとは、法印としてあるまじき行為

である。今日からこの寺を出て行け」と寺から追放した。大乗院は岩殿の対岸葛野郷に移り住んだ。今日も

この跡地を在家大乗屋敷という。常楽院は岩殿山北麓一番の和 (新)宮洞窟に住むようになった。けれども

二人の仲は相変わらず悪くなるばかりだった。ついにはホラ貝を吹きながら「のろい」あいの “殺し"を始

めた。しかし、両者の術は伯仲し勝敗を決することなく、いたずらにホラ貝の音は葛野川を挟んで響き渡っ

た。

ところが西風の強く吹くある日のこと、常楽の吹くホラ貝の音が高らかに空に響き、殺気のこもった「の

ろい」の音は風に乗って葛野川を渡り、大乗の胸元に突きささった。大乗は常楽の方向をにらんだまま「天

われに利あらずしか」と天空に叫び、立ったまま息絶えたという。大乗の「立ち往生」であった。この凄ま

じい一劇を見た郷人は、「立ち往生」は弁慶以来聞いたことがない、この修験者の立ち往生は強力な念力と長

い間の厳しい修業のものと驚き崇敬のあまり、郷の入口に大乗の功徳を称え大乗院明徳神社を建立した。

6.稚児落しとツヅラ峠

岩殿山から北西に約 lkm、 大手門、築坂峠、兜岩と続く岩壁を行くと、高さ150m程の南に向かって屏風

を広げたような岩窟上に出る。そこで話をすると声が響くので、昔から村人は「呼ばわり谷」といった。

この道はとてもけわしく小山田氏はいざ「岩殿落城」という時に東奥山から天目山境へ、小金沢山方面へ

落ちのびる道と定めていた。天正10年 (1582)3月 初め岩殿城は北条勢によって攻撃された。この月の3日

武田勝頼は新築して間もない新府城に火を放ち岩殿城に向かったという。武田軍の中には毎夜逃亡者が続出

し、武田氏の「運命せまる」状況下にあった。城主小山田信茂は武田軍と行動をともにしていた。夕刻とと

もに北条勢の攻撃は激しさを加え、岩殿城は落城した。

城主小山田夫人は家臣小幡弥二郎にツプラを背負わせ、二人の子どもを連れ城内の婦女子とともに、築坂

から東奥山方面に落ちた。そして「呼ばわり谷」の上まで来た時に、急に背中の子どもが泣きだした。夫人

は背の子どもをおろし乳房を含ませたり、あやしたりしたがどうにも泣き止まない。そのうえ他の子どもも

泣きだし、その泣き声は「呼ばわり谷」に響いて敵兵に発見されてしまった。夫人は敵兵の手からのがれる

ために、やむなく涙ながらに子どもを岩壁上から落とし、「雁が腹すり山」方面にのがれた。この時からこの

谷を「稚児落し」と村人は呼ぶようになったという。また最後に子どもらに末期の水を飲ませたお堂を今も

「水くれ堂」と呼ぶ。小幡氏がツプラを置き去った峠は「ツプラ峠」という。
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第 7章  岩殿城周辺の城郭

1. はじめに

大月市から上野原町にかけての桂川流域には、岩殿城をはじめとして多くの城郭跡が点在している。これ

ら城郭の築城経緯等に関しては不明な点が多く、城郭に関する史料は主に『甲斐国志』にその記載があるの

みで、時期の特定が難しい。しかしながら、築城時期の比較的推定しやすい城郭を例にやや強引に推測をす

ると、概ね築城された時代が予想できると考える。

都留市にある谷村城は近世に入って整備された城郭であり、その前身は谷村館にある。小山田氏の拠った

谷村館は、天正10年 (1582)3月 武田氏滅亡後小山田信茂が誅殺され廃棄されるが、郡内の領有が織田・北

条・徳川・豊臣から再び徳川へと目まぐるしく代わる中、郡内支配の拠点として維持発展し近世前期には谷

村藩が成立し谷村城とその城下となり、谷村城は宝永元年 (1704)に 谷村藩が廃止され幕府直轄地となると

廃城に至る (出月洋文「谷村城・勝山城」萩原三雄編『定本山梨県の城』郷土出版社 1991年 )。 また、この

谷村城と桂川を挟んだ勝山城は、当初小山田氏の要害として築かれ、小山田氏滅亡後北条氏が入り、その後

は文禄 3年 (1594)に 浅野左衛門佐が修築し、谷村城の支配変遷と軌を―にして宝永年間 (1704～ 1711)に

廃城となる (出月洋文「谷村城・勝山城」前掲書)。 この築城時期の推定が容易な谷村館と勝山城を例にする

ならば、近世前期の郡内における城郭は谷村城と勝山城のみが機能していたのであり、桂川流域の城郭はそ

れ以前の中世段階に構築された可能性が高いと推測できる。さらに岩殿城跡の発掘調査成果によれば中世遺

物は16世紀前半～中頃という年代観が与えられており、岩殿城を中心にみた場合にはそれらはおよそ武田氏

減亡以前の戦国時代に築かれたものとすることができよう。

以下、現況遺構の大略を示すことを主眼に岩殿城周辺に点在する城郭を紹介していくが、それら桂川流域

に展開する城郭は戦国時代に築かれたという前提にたって、武田氏と北条氏の動向による甲斐 。相模関係と

城郭のかかわりについても瞥見してみたいと思う。

2.岩殿城周辺の城郭

県内にのこる城館跡の現状を知るには、分布調査の報告書である F山梨県の中世城館跡』(山梨県教育委員

会 1986年 )が便利であり、ほかに『日本城郭大系 第 8巻 長野・山梨』(磯貝正義ほか編 新人物往来社
1980年 )・『定本山梨県の城』(萩原三雄編 郷土出版社 1991年)があり、冒頭で触れた近世段階での様子
をうかがい知ることのできる『甲斐国志』(本稿では、『大日本地誌大系 甲斐国志』第 1巻～第 5巻 雄山閣
1968年～ 1982年 を、参照並びに引用)も 久くことが出来ない。また、F都留市史 資料編 古代 。中世・

近世 I』 (都留市 1992年 )には、都留市全域と大月市・西桂町の一部に及ぶ、中世城郭研究会による縄張研

究と地名考証に基づく城館調査の成果が掲載されている。これらの資料を参考に現地踏査の成果と縄張図を

掲げて岩殿城周辺に展開する城郭を見ていく。なお、城郭の名称に関しては、城郭の性格を規定してしまう

ような命名や、伝承名以外の城・砦名を使用することに批判があるが (松岡進「 6花咲城」・入巻孝夫「 8駒

宮城」『都留市史 資料編 古代 。中世 。近世 I』 前掲書)、 ここでは『山梨県の中世城館跡』に掲載された名
称を用いることにする。また、各城郭の規模は本格的な測量を行ったものではなく、簡易測量や歩測 。目測

であり遺構の配置や大きさ。距離などは実際とは多少のズレがあり厳密に言うと正確なものではない。

<駒宮砦>(第 53図 )

葛野川に浅川が合流する所の北側、標高496mの天神山に築かれた城郭。天神山北側に形成された駒宮集

落との比高差約90m。 葛野川の谷あい沿いに岩殿城と相互に望むことができる。遺構は山頂を中心に東西120

m、 南北40mの範囲にみられ、東西方向にのびる尾根上に4本の堀切とそれに挟まれた 3つの郭によって成
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第53図  駒宮砦

り立っている。主郭は山頂部分にあり、東西25m南北15m程の広さで東西二段に分かれている。周囲にはや

や不鮮明ながら部分的に上塁がめぐり、南辺には土塁に挟まれた虎口があり下段の腰郭に通じて
いる。堀切

を隔てて一段下がった東側の郭は三角形状で東端に上の高まりがあり、北側には腰郭をともなう。西側の郭

も堀切を隔てて一段下がってつくられており、郭内部が土塁や段差により幾つかに区画され、見様によって

は直径5m程の円形の凹みが中央部分にみられる。南側には腰郭が三つありそのうち西端のものは土塁をと

もなう特異な形態を呈している。4本の堀切から続く竪堀は、堀切の方向とは逆に落とすという特徴がみら

れる。『甲斐国志』には「御前平 浅川卜駒宮両村ノ間ニアリ御前卜云コト尋常ナラヌ称ナリ是亦其故ヲ知ラ

ズ郡中凡御前卜云山所々ニアリ多ハ峰火台ノ跡ナルベシ御前平モ其類ナルベシ」とあり、
lk4火台と推定して

いる。

<駒橋御前山>(第 54図 )

東京電力駒橋発電所背後の御前山に立地する。城郭は御前山の切り立った山頂の50m× 70mの範囲の僅か

な平場を利用して築かれ、南端の岩場から北に向かって三段程の平坦地があり、標高は730m程度。北側の

駒橋二丁目集落との比高差は約400m。 岩場は御前岩と呼ばれ、そこから北に一段下がって幅 5m程の平坦

地があり、さらに大きく下がって中央部分となる15m× 20mの平坦地がある。この平坦地の北西隅には土塁

に囲まれた桝形状の施設があり、その先には2m四方の土壇をともなう三角形状の平坦地があり、さらにそ

の先には一段下がってL字状の土塁が施された長さ25mの平坦地がある。中央部分平坦地西側の山腹には腰

郭と思われる細長い平坦地があり、竪堀とみられる凹みに挟まれている。南西角には岩場からかなりの段差

をもって三角形状の平坦地がある。これら平坦地は郭と見て間違い無いと思われるが、周囲には土塁はめぐ

らない。

<猿橋の城山>(第 55図 )

小沢川右岸の1可岸段丘にせりだした標高548mの城山山頂に立地する。北西の小倉集落、東側の藤崎集落

との比高差は210m前後で、 」R中央線猿橋 トンネルが山裾地下を貫通している。城郭は切り立った山頂の

幅20m程の僅かな平場を利用して築かれ、南端には三角点のある幅広の上塁状の高まりがあり、それを囲む

ように8m× 10m程のおにぎり形の平坦地があり、そこから北方向に長さ3mの小段が続き、大きな段差を
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第 55図 猿橋の城山

もってlom前後の三角形状の平坦地となる。西側には幅 2m前後の腰郭と思われる細長い平坦地がある。東
側には舌状の尾根上に三段ほどの平坦地がみられる。『甲斐国志』には「駅ノ東南二城山 卜云山アリ高サー町

許上平坦ニシテ礎石ノ跡アリ蓋シ烙火台ナルベシ」とある。

<斧窪御前山>(第 56図 )

斧窪御前山は桂川左岸段丘上の斧窪

集落西側に屹立する山をさす。斧窪集

落との比高差は約200m、 山頂の標高

は523mで、15m× 8m程の広さの平
坦地となっており、明瞭な遺構はなく

北と南の尾根筋に三段の段差がある位

である。山頂からの眺望は良く、西に

猿橋の城山、東に四方津御前山などが

見える。

<綱之上御前山>(第 57図 )
『甲斐国志Jに「御前山縄野上村 本村ノ
北エアリ高ク秀デ其上少シ平地アリ前ハ桂川二臨ミ後ハ上大野村ナリ是古ノ俸火台ノ跡ナルベシ」とある。F山

梨県の中世城館跡』では桂川左岸段丘上の綱之上集落北側に屹立する山をさしているが、地元ではこの山を

「寺山」あるいは「コンボウヤマ」と呼んでおり、綱之上集落周辺での御前山の名称は前出の斧窪の御前山の

みである。名称に混同があるのだろうか。『山梨県の中世城館跡』の分布地点の山頂は標高 568mで、 3m四
方程の広さの平坦地があり、南西方向に痩せ尾根が続いている。綱之上集落との比高差約 290m。 南東方向

の尾根続きには綱之上と大野を結ぶ峠道が通っている。

<牧野砦>(第 58図 )

桂川左岸の四方津御前山から東にのびた尾根上に立地し、東側山下の段丘上には松留集落がありその先で

桂川と鶴川が合流しており、南は桂川の谷間、北は人ッ沢の谷が入 り込む要害の地となっている。南西側の

第 56図 斧窪御前山

50m

第 57図  綱之上御前山
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牧野集落との比高差は約110m、 松留集落との比高差は約 130m、 標高は360m程で、尾根を分断する6本の

堀切と3つの大きな郭から成り立っている。西側からみていくと、最初の堀切があり20m程隔てて 2番目の

堀切があり、そこから東にかけて山頂の長さ10m程の郭を中心に東と西に段差をもった郭がつくられる。さ

らに東狽1には4番 目の堀切を隔てて腰郭を伴う長さ20m程の大きな郭があり、やや下って 4番 目の堀切、そ

こから15mで 5番目の堀切、さらに20m離れて 6番 目の堀切となる。 5番目と6番 目の堀切の間には長さ10

mほ どの平坦地がつくられる。最初の堀切と2香目の堀切の間と4番 目の堀切と5番目の堀切の間は、削平

されたような平坦地は見られず自然の尾根のままのようである。6番目の堀切から東側の尾根の鞍部には牧

野と人ツ沢を結ぶ峠道が通っている。『甲斐国志』には「古城跡防帥 本村ノ北山上エアリ頂上平地ニシテ館

舎ノ趾アリ礎石今二存セリ峯二切通シ三所アリ此山南ハ桂川二臨ミ東北ハ鶴川ヲ廻ラシ其内二入沢・松留ノ

民戸山足二連り西ハ大野村アリ四方連峯ナキー孤山ナリ要害類ナキ城跡ナリ此何者ノ居城ナリシヨト不詳土

人唯御番城 卜称スルノミ然レバ小山田ノ比砦二築テ

国界ノ鎮 トセルモ不可知此山ヨリ遠望スレバ本郡ヨ

リ相ツプキテ相模ノ津久井県ノ諸村眼前ニミユ敵兵

襲来ルモ明二見ツベシ又其西ヲ御前山卜云是又人工

ヲ用テ切平ゲシ山ナリ峰火台ノ跡ニヤ又村ノ東松留

村へ出ル道二門関ノ跡アリ表木戸 卜称ス此道山ノ中

腹二掛テ南岸ハ桂川二峙チ甚ダ細路ナレドモ往来唯

此二由ルノミ門関ノ所南岸ニハ石ヲ高クタタミテ門

ノ礎石ノ跡アリ今世掘崩シテ其趾僅二存セリ又村ノ

西中井 卜云所二門関ノ跡アリ裏木戸 卜称スソノカミ

村内二居館ヲカマヘ東西二木戸ヲ構へ山上ハ要害城

二築ク許ニテ常二住所ニハアラザルベシ何人ノ居館 第59図 四方津御前山 (F日 本城郭大系』より)
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ナルコトヲ不詳」とあり、「表木戸」。「裏木戸」と称する関門を村の出入 り口となる東と西に設け、居館を村内

に構え要害城を山上に築いたとの認識がなされている。築城者については不詳としながらも、相槙津久井郡

の諸村が遠望でき、国境の抑えとして小山田氏が築いたとの見方も行っている。さらに四方津御前山にも触

れている。現在『甲斐国志習にみえる「御呑城」の名称や、館跡・礎石・門関・居館などは詳らかではない。

<四方津御前山>(第 59図 )

桂川左岸の仲居集落北方に屹立する山を御前山と称し、『甲斐国志』には「其西ヲ御前山卜云是又人エヲ用

テ切平ゲシ山ナリ降火台ノ跡ニヤ」と記され、烙火台とされている。牧野砦の西側に位置し、集落との比高

差約210m、 標高は460m程で、東西方向にのびる尾根上に築かれる。中央付近に堀切があり、東側は細長い

平坦地で東端には電波塔があり遺構は不明となっている。西側では三角点のある12m× 8m程の広さの郭を
頂点に東に一段、西に二段の平坦地がつくられ、さらに西側には広い平坦地と 5段ほどの平場がみられる。

<栃穴御前 >(第 60図 )

桂川右岸段丘上の栃穴集落南東にそびえる、標高431mの独立峰に築かれた城郭。栃穴集落との比高差は

約 180m。 山頂は10m× 15m程の長方形の郭で南角に土盛 り状の高まりがあり、北角には桝形状の遺構がみ

られ、その先には三段の郭がつくられる。山頂から南東側は急崖で、北西方向には大きく二段の郭があり、さ

らに小さな溝を隔てて三段の小郭が続 く。大きな二段の郭にはそれぞれに南隅と北隅に土塁状の高まりがあ

る。小郭には土塁に挟まれた虎国がみられる。小郭の先は大きな段差で堀切があり、その外側に三段の郭が

つくられる。ξ甲斐国志』には「初穴御前 四方津ノ支村初穴ニアリ山上平坦ニシテ礎石存セリ土人拾来己ガ
家ノ柱礎二用山上又神明屋敷 卜云地アリ其山下鶴島村へ出ル山路二柳沢 卜云地アリ此所ヲ木戸 卜云門関ノ跡

アリ相伝鶴島ノ神明祠ハ往昔此山ヨリ祠ヲ移ス故二其社地ヲモ柳沢 卜云 トゾ此山桂川ヲ隔テ城山卜相姑セリ

峰火台モサノミ遠カラズンテ数所二置クコトモアルマジ何ノ用タルコト不詳」とある。

∩
υ
Ｉ

50m
1

第60図 栃穴御前

<鶴島御前山>(第 61図 )

栃穴御前の南東に屹立する標高484.lmの山を御前山と称し、『甲斐国志』には「御前山鶴|1本村ノ西ニアリ

4Zl穴御前卜相並ベリ故二此ヲバ鶴島御前 卜称ス山頂平坦ノ地日向屋敷 卜云土人相伝テ小俣日向守 卜云者居館

ナリトゾ其辺二門前・駒門・馬飼ナド云地アリ」と記され、小俣日向守の居館と伝える。東側鶴島集落との

比高差は約270m。 現状では三角点のある10m× 15mの平坦地を中心に、東西方向にのびる尾根上の東と西

0    50m
I       I

＝
――
■
―

第61図 鶴島御前山
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に三段程度の平場がある位で、居館とは認め難い。

<長峰砦>(第 62図 )

仲間川右岸の段丘上に立地する日野集落西側の後背丘陵

に築かれた城郭で、集落との比高差は約 35m、 標高は375

m。 城郭の南端は江戸時代の初めに設置された旧甲州街道

が通っており、街道沿いの大押]の集落と野田尻の集落との

間に位置している。当時は大4Flに一里塚、野田尻に宿場が

置かれていた。『上野原町誌」 (上野原町 1975年 )に よれ

ば、城跡は小高い平坦地で北方に堀切があり、南は「陣門」

と呼ばれ、その東側に「濁 り池」北西部に「殿の井戸」と

いう早魃にも涸れない泉があったという。中央自動車道に

よって現在その大部分が破壊されてしまい、現状では僅か

に自動車道の北側に土塁・腰郭などの遺構が確認できるの

みである。『甲斐国志』に「長峯砦潮|1野田尻村ノ東大オ「]村

ノ分界鳶ケ巣 卜云所ニアリ官道ノ寿少シ高キ地是ナリ上平

中央自動車道

第 62図 長峰砦 (『定本山梨県の城』より)

地ニシテ北方二堀切ノ跡アリ東岸二池アリ濁池 卜云水常二濁テ菱生ズ此水早魃ニモ枯ルルコトナシ城ノ南ヲ

陣門 卜云当時門収ナ ドアリテ官道ヨリ南二道ヲ通ゼルカ此何人ノ居l■ナルコトヲ不知或云加藤丹後守ガ居城

ナリト然レドモ丹後守ハ上野原二居住シテ敵国ノ鎮タリ且此旧II甚狭小ニシテ常二住
ベキ所 トモ見エズ陣鐘

ナ ド置テ敵ノ急ヲ近郷二告シ所ニヤアラン」とあり、加藤丹後守の居城との伝承を伝えるがそれには否定的

で、狭小な規模から有事の際の連絡施設・物見的城郭としている。

<大倉砦>(第 63図 )

仲間川が鶴川に合流する手前の左岸段丘上にせ りだした尾根上の末端に、幅20m長 さ210mの 範囲に築か

/

I     I     I

第 63図 大倉砦
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れた城郭。南西側山裾の谷あいには大倉の集落があり、北側には トツケ沢が入り込み登下集落がある。地元

では要害山と呼ばれ、山頂には秋葉社が祀られてお り標高は536m、 大倉集落との比高差は約180m。 山頂は

尾根の東側にあり、30m× 15mの長楕円形をした平坦地で南側半分には高さlm程の上塁がある。この山頂
の郭の一段下には東から南へかけて帯郭がめぐり、帯郭は南西部分で西側の郭へとつながっている。帯郭東

側は幅が広 くなっており小さな桝形虎口があり、その先は浅い堀をともなう馬出状の半円形の郭 となってい

る。山頂の郭と西側の郭の間には土塁と堀がみられる。西側の郭は尾根を削平してつ くられる七段の平坦地

で、尾根筋に沿って北西方向に弧状に並び、南狽1に高さ50cm前後の土塁がある箇所や食違い虎口がみられる。

西端ではかなりの段差をもって北と南から浅い堀が入 り込む長さ15m程の郭がつくられている。現在城跡に

は遊歩道が付けられており、部分的にではあるが遺構を破壊 している。西側の尾根続きの鞍部には、大倉と

登下をつなぐ峠道が通っている。地元の伝承では、東端の桝形虎回の凹み部分で峰火を焚いたといい、登下

にはその昔お蔵が 2～ 3つあり戦に備えて穀物を蓄え城に供給したという。F甲斐国志』には「城山大倉 本村
ノ寅方山ノ中腹ニアリ平坦ニシテ四方石垣ノ跡アリ土人城山卜称ス何人ノ居跡タルコトヲ不知或云陣鐘ヲ置

シ地ナリトサモアルベキカナ」とある。石垣の跡は現在では分からない。

<花咲鐘撞堂>(第 64図 )

笹子川左岸の上花咲集落北側の天狗

山に築かれた城郭。標高は417mで、集

落との比高差は約45m。 南東方向にの

びる尾根上の先端が20m× 30m程の平

坦地となってお り、平坦地北西側の尾

根続 きには土塁と堀切があり、山腹に

は帯郭がある。現在中央自動車道が南

側山裾を通っているが、城跡にはその

工事にともない神社が移転され、公園

となっている。『甲斐国志』には「儒鐘堂

趾上花咲駅 本本寸ノ】ヒ山ノ中腹ニアリ上

平坦ニシテ広シ崖下二堀ヲメグラシ山

腹二差出シ地ナリ土人唯屋敷趾 トノミ
第64図 花咲鐘撞堂

伝ヘテ居人ノ姓名ヲ失ヘリ思二是戦国ノ時相図ノ鐘掃シ跡ナルベシ」とある。

このほか、桂川上流の都留市には近ケ坂鐘撞堂・谷村の峰火台、大和村と大月市の境には笹子峠烙火台が

あり、上野原町の鶴川上流には猪丸城山の峰火台や桐原 (小伏)の城山などが知られ、また秋山村には一子

沢の城ケ峯、道志村には道志鐘撞堂が神奈川との県境にあり、館跡は伝承地を含め各地に点在している。館

跡を除くと岩殿城周辺に展開する城郭群は、例外はあるものの眺望のよい尾根上や山頂につくられるようで

ある。

3.戦国期の甲斐・相模関係と城郭

前項でみてきた城郭は、「 1.は じめに」で触れたように戦国時代の所産と推定したが、これら城郭群の築
造時期に関しては何人かの研究者が言及している。

室伏徹氏によれば、永正 17年 (1520)築 城の要害城 (甲府市)や大永 3年 (1523)築 城の湯村山城 (甲府

市)と の比較においてそれ以後、北条氏とのかかわりで享禄 3年 (1530)に 上野原西部で小山田氏が敗戦す

る矢坪坂合戦から永禄 4年 (1561)に 上野原の加藤氏が文書に現れる間に郡内北部の城郭郡が築かれたとし

ており、岩殿城は郡内衆が岩殿山円通寺の再建に奉加した永正17年前後に対相模・武蔵の拠点として位置付
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けられたとしている (「甲斐・武蔵 。相模国境の城砦」『日本城郭大系 第 8巻 長野・山梨』前掲書)。

萩原三雄氏は、武田氏と北条氏との攻防から国境となる都留郡北部の地が重要視され漸次城郭が整備され

ていった、という認識を示し、永正 7年 (1510)の 武田氏と小山田氏の和睦、享禄 3年に小山田氏の敗北し

た矢坪坂合戦をその画期と見ている (「都留郡北部の城館跡」『五街道』No.42 東京美術 1985年 )。 また岩殿

城の築城時期に関しては、永正 7年の武田氏と小山田氏の和睦以降比較的早い段階で、永正17年の猿橋や大

永 7年 (1527)の 岩殿橋の架設、永正 16年 (1519)。 同17年の関閲ケ崎館や要害城の建設、大永 3年湯村山

城の築造などと運動して築かれたとしている (「岩殿城の史的一考察」『山梨考古学論集Ⅱ」山梨県考古学協会

1989年 )。

このほか、人巻孝夫氏は岩殿城を武田氏直轄の境目の城と位置付け、桂川流域につくられる城郭を北条氏

との封戦を想定した国境の各ルートを守備する岩殿城の支城群ととらえており(「 8駒宮城」『都留市史 資料

編 古代。中世・近世 I』 前掲書)、 畑大介氏は武蔵からの複数の進入路のある上野原付近に境目の城が数多

く築かれたと認識している (「甲斐における尾根上の城の比較私論一一熊城を中心として一―」『甲府市史研究』

第 9号 甲府市市史編さん委員会 1991年 )。
これらはいずれも基本的には、桂川流域や相模との国境地帯の甲斐国側に存在する城郭は対北条氏用に武

田氏が築いたもの、という理解をしている。

ところで、『妙法寺記』には廷徳 4年 (1492, 7月 に改元して明応元年となる)6月 11日 条に「甲州乱国ニ

成始ル也」とあり、このころより甲斐国内に戦国の動乱が続くことが記されている。郡内においても、明応

4年 (1495)。 文亀元年 (1501)に は北条早雲が乱入し、永正 4年 (1507)に家督を継いだ武田信虎が永正 5

年 (1508)に は国中に攻め入った小山田氏ら郡内勢を打ち破り、逆に翌年には郡内に乱入するといつた動き

などがみられる。しかし、永正 7年に都留郡と国中が和睦を結んだ段階以降は、小山田氏が武田氏の被官と

なると、武田氏と北条氏は直接姑時することになる。以後、両者の抗争の歴史がはじまり、郡内地方は甲斐

と相模・武蔵の国境に接するという地理的な要因から度々戦火にさらされることになる。この抗争の過程に

おいて城郭がつくられたり、整備されたりしたことは想像に難くない。

戦国時代における武田氏と北条氏の封立と同盟の関係は、F妙法寺記』を資料に柴辻俊六氏が整理している

が (「第四節 戦国期の甲・オロ関係」『戦国大名領の研究一一甲斐武田氏領の展開――』名著出版 1981年 )、 対

立関係は第 1期 として大永 4年 (1524)～天文 9年 (1536)頃までの武田信虎と北条氏綱の甲斐郡内領と相

模津久井郡をめぐる争い、第 2期 として永禄 11年 (1568)の武田信玄による駿河侵攻にともない勃発した

戦い、第 3期 として天正 6年 (1578)上杉氏の家督争いの「御館の乱」に武田勝頼が介入したことに起因す

る両者の争い、におおきく分けられ、友好関係は天文23年 (1554)の駿河今川氏を入れた三国同盟の成立、

元亀 2年 (1571)11月 北条氏康の死によってもたらされた講和、の二時期に分けられる。

このなかで大月市から上野原町にかけての地域が戦場或いは攻防の対象となった時期を上げてみると、第

1期では大永 4年に武田信虎は猿橋に陣取り奥三保 (神奈川県津久井郡の一帯)へ戦いを仕掛け、小猿橋 (神

奈川県津久井郡藤野町吉野橋下辺り)で度々合戦をしている。翌大永 5年には津久井城 (神奈川県津久井郡

津久井町)を めぐる武田氏と北条氏の攻防があり、大永 6年にも紛争は続く。享禄 3年には小山田信有率い

る武田軍が猿橋に陣取るが、北条氏綱に矢坪坂 (上野原町矢坪)において負けを喫する。天文 5年 (1536)に

は小山田信有が相模青根郷 (神奈川県津久井郡津久井町)へ乱入し足弱 100人 ばかりを生け捕っている。第

2期では永禄12年 (1569)に 小田原城を包囲した武田信玄は、その帰路三増峠 (神奈川県愛甲郡愛川町)で

北条氏照・氏邦の軍を打ち破り甲斐国へ戻っている。第 3期にはこの地域での直接的なぶつかり合いはみら

れないが、天正 9年 3月 付けの武田家朱印状に岩殿城の在呑と普請が定められている(「一三四 1可野家文書

写」F大月市史/史料篇』大月市役所 1976年 )。
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このような軍事的状況の変遷から城郭の築造経緯を推測すれば、まず武田信虎や小山田信有の猿橋への布

陣から、国境を侵されてしかも惨敗した享禄 3年の矢坪坂の戦いが、先にあげた室伏氏らの説のように、こ

の地域での城郭築造のひとつの画期としてあることは間違いないであろう。また永昌院 (山梨市矢坪)の住

職から寺領があった猿橋郷 (大月市猿橋)の年貢収納などについて小山田氏に出された要望書のなかに、「一、

異名普請之事  此二三ケ年者相州と御不和故、境目之御普請二罷出候条、不及是非候、只今者甲相御無事
上者、如前々伽藍之再興四壁之縄結等申付度候」 (「四七二 永昌院領中條目」荻野三七彦・柴辻俊六編 層新
編甲州古文書』第一巻 角川書店 1966年 )の一項目がみられる。ここに記された「境目之御普請」とは国
境の境目にある城郭の普請のことをさし、寺領猿橋郷内百姓が相模との緊張関係により行っていた境目の城

の普請役を、現在は甲斐・オロ模関係が好転し平穏となったので前々の如く寺院の修理に当てたいと申し出た

ものである。本文書は年未詳であるが元亀 3年 (1572)と 推定されており (『大月市史/史料篇』前掲書)、「境

目之御普請Jは元亀 2年北条氏康が死亡する以前の第 2期の抗争関係においてなされたものとされよう。小

田原城の包囲や三増峠において大勝したとはいえ、対北条氏の軍事的緊張関係のなか城郭を構えて国境の維

持管理に腐心している様子が理解できる。さらに武田氏の末期である天正 9年段階での岩殿城在番の定書も

この時期での緊張状況を示しており、岩殿城が国境地帯の要として位置付けられ在番衆の増強を行い相模方

面に対する防衛の強化が図られたことが窺える。

武田氏と北条氏両者の抗争史とその間の友好状態によって、国境地帯は軍事的緊張関係やその弛緩を繰り

返す。城郭はその軍事的緊張状態のなかで形成され発展していったと考えられる。

4,おわりに

尾根上の城郭を比較検討した畑大介氏は、敵側に対する防御方向を表としその反対側を裏として城郭遺構

を「表裏性」という言葉で表現し、中心的遺構となる郭に関しては、堀によって区画される郭を独立性の高

いものとし郭間の堀切の有無により「郭の独立性」という言葉で特色付け、駒宮砦や牧野砦などを例としな

がら、これらを「郭の独立性」が強い城郭ととらえ、郡内地方北部の城郭の特徴とみなしている (「甲斐にお

ける尾根上の城の比較私論―一熊城を中心として一一」前掲書)。 しかし、「 2.岩殿城周辺の城郭」でみて

きたように、堀切が多用されるのは駒宮砦。牧野砦だけで、そのような城郭はさほど多くはない。四方津御

前山・栃穴御前の堀切は一ケ所のみであり、斧窪御前山・綱之上御前山・鶴島御前山は明確な遺構はなく、大

倉砦・栃穴御前は尾根上に連郭的な縄張をもち、駒橋御前山・猿橋の城山は階梯的な構造となっている。花

咲鐘撞堂は堀切と郭の単純な構成で、より集落に近い立地に築かれる。

城郭の縄張研究では地表面観察により、郭・堀・堀切・竪堀・土塁・石積みあるいは虎口等の城郭を構成

する諸要素の比較検討によって、その城郭の特徴を抽出し築城の背景や築城主体・経営者に迫ろうとする。岩

殿城周辺の城郭にも縄張にいくつかの傾向があり、それらが機能的な相違によるものなのか、立地に基づく

ものなのか、築城者の意図によるものなのか、地理的・地域的な差異によるものなのか、歴史的な段階の結

果があらわれたものなのか、ヤヽくつかの総合的要因によるものなのか、今後深く検討していく必要があろう。

さらにこの地域にみる重層的な城郭の有り様は、戦国期における複雑で微妙な国境地帯の様相を示している

と思われ、城郭相互の比較のなかで相対的な把握と位置付けを行っていくことが不可欠と言える。

なお、本稿では前提として桂川流域に展開する城郭を武田氏滅亡以前の戦国時代に築かれたとしたが、武

田氏減亡後に徳川氏と北条氏によって甲斐国の領有をめぐる争いが引き起こされ、甲斐国内は戦場となる。こ

の抗争はその年の干支をとって天正壬午の戦いと呼ばれ、郡内地方は北条氏が入り徳川氏の拠る甲府への攻

撃の足掛かりとなる。この戦いでは徳川・北条の両氏によって国内の城郭が築造・改修された可能性が極め

て高い。ここでは言及できなかったが、岩殿城周辺の城郭ばかりでなく県内にのこる城郭を考究する場合に、

天正壬午の戦いを大きなひとつの画期としてとらえることが重要な視点となるであろう。  (山下孝司)
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第 8章 岩殿城研究の考察

岩殿城は、戦国時代の山城として全国的によく知られている存在である。威風堂々としたその姿はまさに

天下の名城の名に相応しいものがあるが、しかしその実態となるといままで十三分に↓巴握されているとは言

い難いものがあった。そのために、三ヶ年におよぶ学術調査が計画され、岩殿城と、かつて岩殿山中に存在

していた名刹円通寺などの歴史性について改めて詳細に検討することとし、あわせて岩殿山全体の自然を含

めた総合的な調査として実施された。

本章では岩殿城の学術調査の成果をふまえて、その史的意義について若千の検討を加えることとし、さら

に今後の課題等を二、三述べながら、総括にかえたいとおもう。

岩殿城の調査成果についてはすでに各章で詳細に報告されており、ここであらためて繰り返すことはしな

いが、本城がかかえる課題は多く、とくに築城時期などの年代観や築城主体の問題、あるいは城主はいった

いだれなのかといったような重要な問題をはらんでいるだけに関心が高いものがあるが、直接的な資史料は

乏しく、今回の学術調査においても明らかにできなかった点は少なくない。しかし、岩殿城の全体測量など

によって規模や構造がさらに鮮明になり、また山頂部の「蔵屋敷」と伝えられている地点に設置された第 3

～ 4調査区の試掘調査では思いもかけない重要な遺構や遺物が発見され、岩殿城の全容解明の重要な糸口を

得ることができた。

上記の地点で確認された遺構は礎石建ての建物跡である。ごく限られた調査範囲であつたが、多くの遺物

も残されていた。伴出遺物には、天日茶碗や茶壼、茶臼などの茶の湯にかかわるものが多く、この建物は茶

の湯にかかわる非日常性の強いものと想定することができる。瀬戸産の天目茶碗などの出土遺物から、16世

紀中ごろから後半の年代観が示され、建物自体は戦国期の所産であることは明らかである。

この建物跡の発見は、岩殿城の性格を考えるうえでいくつかの重要な内容を提示している。その一つは、岩

殿城は少なくても16世紀半ばごろにはすでに存在していたことである。もちろんこれが、岩殿城の創築を示

すものではないが、武田氏最盛期に存在していたことは確実となった。二点目には、茶の湯に関する建物が

城内に存在していたという事実である。ふつうこれだけの比高差をもつ山城の内部に、軍事目的以外の非日

常の建物の存在は予測しがたいものであり、いささかおどろきであった。これは岩殿城自体の格の高さを物

語るもので、相応の力をもった武士たちの常駐を意味しているにちがいなかろう。この点は、この建物が礎

石建てである点とも共通する。甲斐国内では戦国期の城郭で礎石建ての建物が存在している城郭は、本拠地

の脚閲ケ崎館や新府城のほか武田信玄の叔父である勝沼信友の館跡などかなり限られたものとなっており、そ

の意味では本城に礎石建ての建物が存在していたことの意味は大きい。

第三は、出土遺物の多くが火を受けている点である。これはおそらく、この建物が火災にあっていること

を示唆するのであろう。それが本城が廃城となった武田氏滅亡時の天正10年のことなのか、なお検討を要す

るのであるが、平常の火災ならば後片付けがなされるであろうから、この火災は本城の最終末期の廃城時に

おきた蓋然性はきわめて高い。

岩殿城の特質を探るうえで重要な点の第四は、山岳修験の場として有名な旧円通寺等の聖域内に存在する

ことである。近年では、中世の城郭がこうした宗教色の強い場所、いわば聖地があえて選ばれて築城され、宗

教性を巧みにとり込みながら民衆支配を貫徹している様子が各地で明らかにされているが、本城の場合もそ

の例にもれないであろう。この円通寺は、創建年代は必ずしも明らかにされているとは言い難いが、伝来し

ている諸仏などによって鎌倉期には存在していることはほぼ確実となっており、 しかもこのたびの調査によ

る三重塔の遺材の分析結果でも13～ 15世紀ごろの数値が示され、少なくても本城が軍事的に最も重要な役割
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を果たしていた16世紀段階では円通寺も存立していたことは確実となった。したがって、岩殿城は円通寺の

聖地性を十三分に抱え込みながら城郭経営されていたことになるのである。

今回の学術調査で新たに明らかとなった重要な点の第五は、本城の眼下に展開している強瀬集落の存在で

ある。従来は、岩殿城とこの集落の歴史的関係には全く目が向けられなかったのであるが、今回新たに都市

史的観点から分析を加えた結果、強瀬集落は16世紀前期には旧円通寺や七社権現への参詣ルートの宿として

相当な規模の中世集落として成立しており、その後岩殿城が城郭整備されるにしたがって岩殿城下の集落と

して計画的に整えられた可能性が浮かびあがってきた。また、「御所を中心とする前面の直線道路と短冊形地

割をもつ西部地区」は、「町場系の宿ではなく根小屋のような武家地系の宿」として建設されたのではないか

と結論づけられたのも興味深い。強瀬集落の空間構成について、なお引き続き検討を重ねなければならない

が、岩殿城がこのような計画された宿的集落を抱えていたとするならば、甲斐国内の拠点的城郭としてその

歴史性はさらに重要なものとなるのであろう。

岩殿城は、城主をめぐりいくたびかの議論が重ねられている。江戸後期編纂の『甲斐国志』は、郡内領主

小山田氏の要害とし、それ以来永くその説が巷間に定着してきているが、近年では城郭史研究の立場から戦

国大名武田氏の支城的位置づけとする学説が提起され、新たな研究段階に入っている。今回の学術調査では

その点に関し深く究明するに至らなかったが、本城の研究史等を追うなかで論点が洗い出され整理も試みら

れている。この城主論は、単に城主がだれであったのかという問題にとどまらず、戦国大名武田氏と郡内地

域を支配下においた小山田氏との政治的諸関係、城郭史上での居館と詰城のあり方、本城と支城論などといっ

た多くの課題を背負っており、中世史研究上の根幹にかかわる問題を含んでいる。今後の資史料の蓄積と動

向をみながら、息長く論ずべきものとなろう。 (荻原三雄 )
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第 3編 旧円通寺の研究

第 1章  旧円通寺の立地と歴史環境

10世紀前半には存在したと思われる円通寺は、郡内

さらにはその近隣地域を含めた中で、修験道の中心的寺

院であった。修験道は山岳4多行によって験力を獲得する

ものであり、修行の場には、葛城・吉野・熊野に見られ

るような山岳の厳しい自然環境を必要とした。このよう

な条件を満たしたのが鏡岩に象徴される険しい岩場や洞

窟を持つ岩殿山であった。

岩殿山は、麓から中腹部分が玄武岩・安山岩・石英安

山岩等から構成され、中腹から山頂にかけてが岩殿山礫

第 66図 周辺遺跡位置図

第 65図 旧円通寺跡遠景 (東より撮影)
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配 遺 跡 名 所 在 地 時  代 No 遺 跡 名 所 在 地 時  代

1
円通寺跡(観音堂
・三重塔等)

賑岡町岩殿 平安～近世
東梨木戸1 七保町下和田 縄文中期

東梨木戸2

七社権現洞窟 平安～近世 東井尻原

3 新宮洞窟 賑岡町畑倉 平安～近世 人幡2

岩殿中倉 ク 岩殿中倉 縄文早 。中期 人幡1

木戸狩 ク 畑倉木戸狩 縄文中 。後期 お弥かげ 縄文早期

畑倉ヤスバ 畑倉 縄文中期 大田ケ原 賑岡町強瀬 弥生、平安

7 日影 ク 日影 強瀬子ノ神古墳 殿畑 古墳

葛野泉 七保町葛野小泉
縄文早・前・中・後期、
弥生後期、平安

強瀬西畑古墳 西畑

西畑 縄文、平安

沖平 七保町葛野 縄文早期 中組 駒橋 縄文

七保中学校校庭 弥生、古墳 清水入

11 正原 1 縄文 御所 縄文、平安、中世

正原2 妾婦屋敷 中世

太田1 縄文早・前・中期、古墳 廷命寺 縄文

太 四 2 縄文中期、古墳 丹後屋敷 (鍛冶屋
敷)

中世
大鏡 縄文前 。中期

花輪 七保町下和国 縄文、弥生、古墳 柳 田 御太刀・駒橋 縄文後期

和国原 縄文中期、古墳 四本木 駒橋 縄文中期

下畠 縄文前・中・後期 天神 大月3丁 目 縄文後期、弥生、古墳

寺原1 縄文中期 御立原 平安

寺原2 縄文前・中・後・晩期、
弥生、平安

大月 大月2丁 目 縄文中 。後期、弥生

御所平 賑岡町強瀬 平安

西梨木戸 縄文中期、古墳 猿橋町殿上

第 7表 周辺遺跡名称等一覧

岩層からなる標高634mの起伏に富んだ堅固な山である。山の北側に葛野川、南側に桂川が流れ、その両河

川が約 2 km東で合流するという場所でもあり (第 65図 )、 東は相模・武蔵、南は駿河、北は秩父、西は甲斐

国中地方 (甲府盆地とその周辺)へと通じる要所でもあった。後に岩殿城が築かれたことからも地理的条件

が整っていた事がわかる。

円通寺の立地について述べるにはその寺域に触れなければならないが、修行の場を含めて考えれば全山に

及ぶと言える。堂塔などの施設は、岩殿山東側の麓より山腹にかけて配置されており、山腹の七社権現や新

宮は、中腹から山頂にかけての礫岩層と、麓からの凝灰岩等で形成された層との断層部にできた洞窟に柱を

立て、床を張り祭られていた。また、観音堂。三重塔は岩殿山より東に伸びる尾根の先端に建立されていた。

河川に沿って展開する大月地域では、古代よりわずかな平坦地や緩斜面地を利用して集落が形成されてき

た。円通寺が建立された岩殿山東側の岩殿地区やその周辺も古代から集落が形成された所である。円通寺跡

(推定観音堂・三重塔建立地)北東の岩殿中倉付近には、縄文時代早・中期の遺跡 (岩殿中倉遺跡)があり、

そこから南東にかけての葛野川河岸段丘上には、遺物散布地や平安時代の集落 (大田ケ原遺跡)が存在した。

また南側の強瀬付近には、強瀬子ノ神古墳・西畑古墳や平安時代の集落 (西畑遺跡)な どが存在し (第 66図・

第 7表 )、 寺院建立につながる有力豪族の存在を思わせるものである。

このように岩殿地区は、古代の集落などが存在する中にあって、歴史・地理的にも地域の中心的な場所で

ある。円通寺建立には、これらを背景とした在地有力豪族の関与なども考えられ、円通寺を解明していくこ

とで、都留郡の歴史的空自である古代から中世を埋める手掛かりにもなるのではないだろうか。

言主

(1)『甲斐国志』巻之九十佛寺部第十七下の記載により、二重塔枡形に刻まれた文字の中に承平3年 7月 25日 という日付

けがある事から考えられる。なお、同史料中に円通寺棟札についての記載もあり、それによれば「行基菩薩建立大銅元

年」という建立年代についてのさらに古い記載があるが、行基の入滅年代との相違もあり、これまで論じられているよ

うにやはり無理があると思われる。
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(2)第 3編第4章第1節 1三重塔跡図(第68図)参照。

(3)F甲斐国志』巻之九十悌寺部 第十七下に「拝殿東西七間、南北十一間ヽ 岩壁二柱ヲ立テ床ワ張り、天丼ハ即チ岩ナリ」

とある。

(.4)こ こに掲載した遺跡位置図及び周辺遺跡名称等一覧の作成にあたっては、大月市教育委員会の「坦蔵文化財包蔵地台同

lRgrB46～47年度分布調査実施)及び大月市史編さん室が昭和48年に実施した遺跡分布調査結果、そして山梨県教育委員

会F山梨県の中世城館跡」(昭和61年 3月 )、 『大月市史』を参照にしたるこの周辺遺跡名称等一覧表中のNo10七保中学校

校庭遺跡は、F大月市史J中では夫王原遺跡―と記載されている。また、『山梨県の中世城館跡』では、NQ34の妾婦屋敷を

No30の位置として記載しているが誤りだと思われる。NQ36の丹後屋敷観冶屋鋤 も、同書中では配器の位置―として記載

されているがこれも誤りである。しかし、この付近は『甲斐国志』巻之十九村里部第十六殿上村の部分で、「殿居小

屋卜云地アリJなどと記されている事ヽあり、屋敷跡など何らかの施設があった可能性もある。

(福田正人)
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第 2章 旧円通寺の歴史

1 1よ じめに
(1)

円通寺は、岩殿山南東麓に伽藍を配した天台系修験の寺院で、郡内地方における拠点であった。『甲斐国志』

が引いているが「甲斐国志資料」によると永正17年 (1520)の 七社権現の棟札の記録から大同元年 (806)開

創としている。また、萩原元克の『甲斐名勝志』、大森快庵の『甲斐叢記』をみると「岩殿権現」、「七社権現」、

「七社明神」と呼んでいた。このように円通寺は、七社権現を中心に観音堂、三重塔、新宮などがあり、その

別当寺として常楽坊、大坊があり、大坊には更に真蔵院が存在した。また F甲斐叢記』から円通寺を概観す

ると、

七社明神 伊豆、箱根、日光、白山、熊野、蔵王、山王、七座の神を配せ祀る神体は木像にて各長七尺詐
あり行基僧正の作なりと云へり岩窟の中に柱を樹て床を張て祠殿とせり天丼は自然の一片岩なりよりて岩

殿といふとぞ岩尖より細流の落る事雷の如し相伝へて、平城天皇大同元年の鎮座にて創造の棟札ありとい

へり別当は本山修験常楽院なり又大坊院真戒院の二箇寺ありて相ともにこれを司祀る社領十四石余寺号を

岩殿山円通寺といひて寺田一町八段余あり行基僧正の刻める観音を本尊とす、二重の塔あり九輪の下の舛

形に銘文あり承平三年七月十五日大檀那孝阿禅尼とあり、比丘尼何人なりけむ詳ならず塔の南に比丘尼屋

敷といふ庭あり、又古塚あり孝阿塚と云ふ塔の前より北西へ瞼き山路を攀隣は岩殿の社殿に至る又山下の

北向に新宮あり十一面観音を安置す此地も岩窟の内に堂を建て自然の岩天丼ありて七社と同じ造構なり。

とある。江戸時代にあって七社権現像は大同年間の造仏とみており、七社権現の造仏の時期については県指
(3)

定文化財調査では 15世紀の初頭の作とみられる。また、三重塔については、5甲斐国志』が九輪の下部の升

形に「承平 3年 7月 10日大比丘建立」と記載があったと伝えるが、上記のように『甲斐叢記』では「承平 3

年 7月 25日大檀那孝阿禅尼」と記されていたともいい、ヤヽずれにしても詳らかな資料はない。三重塔の本尊

は釈迦三尊であったと伝えるが現存しない。

本尊は十一面観音菩薩像で二躯あり、現在真蔵院収蔵庫で保管している。その一躯は像高146cmあ る等身

大の尊像で、一木造りである。10世紀から11世紀の作で円通寺本尊で新宮といわれる岩窟に安置されたもの

と考えられる。

もう一躯の観音像は像高99cmあ り、12世紀末から13世紀前半の作で観音堂に安置されていたとみられる。

中世にあっては京都聖護院を中心に組織化された本山派修験の郡内地方の拠点として勢力をもち七社権現

堂、観音堂、三重塔、新宮、不動堂、鐘楼があり、別当寺として常楽坊が存在している。近世になると大坊、

真蔵院などの伽監を擁したことが推察できる。

2.円通寺大般若経

円通寺には14世紀末の大般若波羅蜜多経533巻 (北条熱実氏所蔵現在真蔵院収蔵庫保管)が現在する。経

典巻262～ 264、 266、 268～ 270の 7巻は書写本で他は版本である。版本にみえる墨書から3期に分けられる。

まず、巻 170ま での現在ある計152巻 と巻231に は「順翁有迪知客」と「応永 6年 (1399)6月 」の年紀が

記されている。次いで巻171か ら巻500ま での写本を除いた280巻 に「応永 7年 9月」の年紀と「明賢」の名

が墨書されている。経典に見える順翁ならびに明賢は円通寺の住持である。最後は、応永 8年 12月 13日 の年

紀が、巻 501以降の現存する88巻と『甲斐国志』所載の巻600に 見え、この日に明賢が近江国佐々木から経

典を運び下着したことを伝えている。

(巻五人一)
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奉施入七所権現御宝前

岩殿山 (三箇所)開板重毎

甲斐国鶴郡岩殿山円通寺住持明賢

応永八年辛巳十二月十三日 自近江佐々木下着

また、大般若経を転読する大般若会に法具として用いる十六善神画像を 3日 後の応永 8年 12月 16日 に納め

ていることが巻 586に 見える。

(巻五人六)

奉施入岩殿七所権現御宝前

岩殿山 (二箇所)・ 甲斐国鶴郡岩殿・都留郡岩殿 。金岡↓仏子明賢・円通寺

甲斐国鶴郡岩殿山円通寺明賢

応永八年琶極月十三日下着 同十六善神

書下申畢

これらのことから、この経典は円通寺僧の順翁・明賢の勧進によるもので、応永 6年から8年にかけて 3

回に分割されて奉納された。

また、巻 367の奥書には、天文 19年 (1550)に桂林寺僧元松により小山田信有の病気平癒のため本経転読

がなされたとあり、円通寺と領主小山田氏との関係を伝える唯―のものである。

(巻三六七)奉施入岩殿山円通寺

化縁比丘智感

傑)         
康暦三書三月日

甲斐州鶴郡岩殿山円通寺律師明賢

応永七歳震九月日

桂林住持比丘前禅興三栄隻元松、天文十九庚成自卵月晦日至五月三日―ザb転読、其情旨大檀那小山田出羽

守信有、当病早は、転禍為祥之御也

岩殿山関係資料として現存するものに勝沼町柏尾山大善寺に伝わる不動尊画像がある。「大善寺々記」によ

ると、この画像は巨勢金岡が仁和 4年 (888)5月 に大善寺に寄進 したものと伝える (『甲斐国志』)。 画像は

縦 3間、横 2間の大幅である。春日居の菩提山長谷寺と大善寺が 1年おきの 7月 15日 におこなわれていた精

霊送りにこの画像を掛け護摩法要を行い、その火で鳥居焼をおこなってきたと伝える。延徳 3年 (1491)に

この画像は修復されてお り、その墨書銘が現存している。

爾功之表本、当寺住僧式部公長、辻此
ノ近里ヲ勧化、被レ加

へ
修補ヱ畢、時住寺岩殿ノ権少僧都明泉代、別当権

少僧都栄賢、表背師錦之住僧聖通

廷徳□辛巳歳九月八日

この不動尊画像の修補を岩殿山の明泉がおこなっているが、ここでいうところの明泉は岩殿山円通寺住持

と考えられ、大善寺も天台系の寺院であり、両寺が密接なかかわりあいをもっていた証拠である。

3.岩殿山と熊野信仰

岩殿山円通寺の信仰の中心は、現存する七社権現、円通寺本尊十一面観音、更には新宮の本尊十一面観音

への信仰と漠然と理解されてきた。現存する七社権現は15世紀初頭のものであるので、それ以前の円通寺草

創期を考えると、円通寺本尊十一面観音と新宮十一面観音である。いずれも平安末期の尊像で、円通寺の由

緒からしても符合する本尊である。しかし、新宮については由緒が伝わらないが院政期から鎌倉期にかけ全

国に盛んになった熊野信仰からきたもので、熊野三山の本宮、新宮、那智への信仰の中の新宮を熊野先達に

よって勧請されたものであろう。従って本地仏である十一面観音を安置していることも妥当であると思う。
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現存する七社権現像は、伊豆、日光、箱根、白山、蔵王、熊野、山王の七躯の神像を伝えているが、これは

15世紀初頭の尊像であるので、それ以前のものもあったかも知れないが伝承はない。山梨県内で七社権現を

伝えているのは豊富村上大鳥居の七所権現である。由緒では熊野三所、金峰、白山、伊豆、箱根の七社を祀

り明らかに熊野信仰を中心にしたものである。この七所権現像は破損した像が五躯ほど大福寺に保存されて

いるが、平安期の神像である。岩殿山七社権現像は蔵王権現の総高が 196cm、 熊野権現が 175cmあ り他は

151cm以下の神像であるが、最初に調査された『山梨県の文化財 (第 1集 )』 には「個々の尊名が判然としな

い」とあり、地元の関係者の話でも榊像と尊名は一致しないことが判明したので、円通寺の宗教形態は判然

としないが、後日の円通寺を中心とする岩殿山の宗教活動からみて熊野信仰の拠点としての聖地であったと

考えられるので、神像も熊野の神像を中心に祭祀したものではないだろうか。

岩殿山と紀州の熊野三山との関係は詳らかでないが、郡内一円の熊野信仰から推考してみたい。

鎌倉時代になると皇族や豪族に限らず地方の武士たちの熊野への参詣が流行した。「蟻の熊野詣」という諺

を生みだすほどであった。地方に在住した熊野先達、山伏は旦那である武士、土豪から一般庶民を熊野に脅

導して三山の熊野御師に引き継ぐ、御師、先達の統合巡拝組織を確立し熊野信仰は貴賎にかかわらず拡まり

各地に伝播された。

熊野三山にはこうした地方の先達や檀那を受け入れ、宿泊、祈祷、山内の案内をする御師がいた。先達は

檀那を熊野に導くと、御師あてに檀那の在所、氏名、自己の在所、名前、提出年月日などを記した願文を提

出した。

熊野の米良文書をみると時代は下るが、都留郡内の関係文書が伝わっている。

永正 5年 (1508)の鹿留 (都留市)の住人らの熊野旦那申状がその一例である。

「甲硼露郡願文曽鋳夭か露言稜を
ニテ候」

甲州露之郡しゝとみ住

安衛門殿 新左衛門殿
ぬいの助 源六殿

御先達 吉祥坊 (ママ)
永正五成戊亥七月廿八日

この願文は熊野那智大社の実報院の支配に属する。都留郡田之倉の先達吉祥坊が、同地鹿留ほかの住人の

何人かを自坊の旦那とすることを実報院に申し出た願文である。こうして地方信者を熊野那智へ送ったので

ある。のちに大坊は吉祥院の山伏支配頭になりその中心的役割を呆たすことになる。しかし近世に入るとそ

れが争いの原因となる。御師は自己の檀那。先達の願文を大切に保存し、さらに名簿や檀那の系図などを作

成して保存した。また檀那や先達の譲渡状・売買や借金に関する文書が取り交わされた。現在熊野の那智大

社と本宮大社には御師文書が一括して「米良文書」として保存されている。

その中に甲州関係のものとして前述の願文をはじめ檀那譲状・檀那売券・借銭状などがある。大月市内の

浅利一族と関係が有る熊野文書もその一つである。

浅利一族の熊野御師旦那株売券

甲斐国浅里之地下一族共一円、其外日本国一円浅里名字、出羽国永代売渡申候旦那之事。

合拾伍貫文ハ

右件旦那ハ筒井重代相伝旦那二て候を、依レ有二用要一、永代はまミヤ八郎二郎方へ売渡申候。只甲斐国浅

里之地下一族一円、出羽国其外二日本国浅里一族一円売渡申候、何方よりも違乱妨出来候共、筒井之しそん

として道遣可レ申候。

"状
如レ件。

大 弐

長禄元丁丑十二月十七日那智山筒井吉田 (花押 )
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この熊野御師の旦那株売券は、甲斐国浅利の地下一族と出羽 (秋田)を初めとする全国の浅利一族の旦那

株である。浅利氏の支族が大月市内にも在住していたことが十分推定されるので、熊野信仰が地方に浸透し

てきた証左でもある。こうした旦那株は小山田氏にもみられる。

小山田一族の熊野御師旦那株売券

売渡申本銭返旦那之事。

合四拾貫文者

右件旦那者依レ有iに用要一、上之備後守雖レ為二重代相伝 、武蔵国ち ふゝ (秩父)一族一円、同豊嶋名字、
(季 )

彼両名字之わたり何国在所より参候共一円戊申年より来成歳迄十五年気、本銭返し二売渡申実正也、甲斐

国小山田、ち ふゝハ以前二外所へ売申候、其外一円たるへく候。彼於二旦那一候て、自二何方一違乱煩出来候

者本主として道遣可レ申候、

"為
二後日一本銭返売券之状如レ件。

長享二戊申卯月十日 上之九郎次郎 (花押)
これは武蔵の秩父一族と、豊島名字の株を売るというものであるが、秩父一族と甲斐国小山田については、

以前に他所へ株を売ったことがあると断っている。このように一族をとおして熊野信仰の形態があつた。

熊野三山の信仰が岩殿山円通寺を郡内地方の拠点としていたことを端的に示しているのが文明19年 (1487)

の聖護院門跡道興の入峡である。

道興は室町中期から戦国時代の聖護院門跡であり、幼少にして三井寺 (園城寺)に入室、のち聖護院に付

弟として入った。当時の院主義観の入寂後聖護院門跡を相続し、同時に熊野三山、新熊野検校職を兼帯した

とみられる。また園城寺長吏をも兼ねた。寛正 6年 (1465)12月 に准三后の宣下をうけ、それより以後道興

准后と呼ばれた。

文正元年 (1466)か ら畿内および近国の旅に出立。さらに翌 11月 8日 紀伊熊野の那智山参籠に出発し、足

かけ 3年の4妖験道修行をおこなった。

応仁 2年 (1468)4月 熊野権現に奉納した経巻の奥書に「三井門人、園城寺前長吏、熊野三山新熊野検校、

八千杖数度行人、大峯掛薮観音廿一所巡礼当滝奉仕一千日」とみえる (米良文書)。

文明18年 (1486)6月 に北国巡行を決意し文明 19年に甲斐国に入る。道興の巡拝の様子は道興の紀行文

「廻国雑記」に記されている。

甲州へおもむき侍りけるに。坊主のことのほかになごりをおしみ侍りければ。しばらく馬をひか
へてよみ

つかはしける。

旅立てす むゝる駒のあしなみも なれぬる宿にひく心かな

かくして甲州にいたりぬ。岩殿の明神と申て霊祗ましましけり。参詣して歌よみて奉りける。

あひかたき此岩との 神ゝやしる 世々に朽せぬ契ありとは

猿橋とて川の底千尋にをよび侍るうへに。三十餘丈の橋をわたして侍りけり。此橋に種々の説有。昔猿の

わたしけるなど。里人の申侍りき。さることありけるにや信用しがたし。此橋の朽損の時はいづれに国中

の猿飼どもあつまりて勧進などして渡し侍るとなん。しかあらばその由緒も侍ることあり。所がら奇妙な

る境地なり。
おとイ

名のみしてさけふもきかぬ猿橋の したにこたふる山川の啓

おなじ心をあまた詠じ侍 りけるに。

谷深きそはの岩ほのさる橋は 入も梢をわたるとそみる

水の月猶手にうときさるはしや 谷は千ひろのかけの川せに

此所の風景さらに凡景にあらず。すこぶる神仙逍遥の地とおぼえ侍る。

雲霞漠々渡二長梯一 四顧山川眼易レ迷
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吟歩誤令レ疑レ入峡 渓限残月断二猿晴一
おなじ国はつかりの里といへる所を過侍りける。折ふし帰雁の鳴けるを聞て。

今はとて霞を分てかへるさに おほつかなしやはつかりの里
かし尾といへる山寺に一宿し侍りければ。かの住持のいはく。後の世のため一首を残し侍るべきよし。頻

に申侍ければ。立ながら口にまかせて申つかはしける。かし尾と俗語に申ならはし侍けれども。狛尾山に

て侍るとなん。

かけたのむ岩もと相をのつから一よかりねに手折てそしく

花蔵坊といへる山伏の所に十日ばかりとゞまりけるに。武田刑部大輔灌に来り侍りき。さかづきとり出

てしばらく遊覧し侍りければ愚詠を所望しければ。翌日使をつかはすついでに。

消のこる雪のしらねを花とみてかひある山の春の色哉

又此国のしほの山。さしでの磯とてならびたる名所侍りければ。

春の色も今―しほの山みれは 日かけさしての磯そかすめる
此二首をつかはし侍りき。其後さしでの磯にて鶯を聞てよめる。

はる日影さしていそくかしほの山 たるひとけてや鶯のなく
宿坊の軒に梅いとおもしろく咲かほりて。月かげおぼろなる夜もすがら。かりねの夢も忘はて 。ゝ

梅かほり月がすむ夜の旅まくら 夢に都をなにか忍ん
武田が館に梅あまた侍り。宿所へのことははばかり有とて。祖母の比丘尼の寺へ招引し侍りて。さまざ

まの風情をこらし侍りき。此あたりに菊嶋といへる名所侍り。一首所望し侍しかば。

この紀行文によれば文明18年 (1486)6月 に聖護院道興は京都を出立し、若狭、越前から加賀・能登・越

中を経て、 7月 15日越後の国府に至り、上杉氏の接待を受けた。

その後関東へ入り、上野 。武蔵から下総・上総・安房を通り、海路鎌倉に出た。そして、再び北上して下

野の日光へ向かい、常陸の筑波山、武蔵の浅草寺へ参拝して鎌倉に戻った。今度は西に向かって駿1可に行き、

また引返して武蔵国へ入って、越年した。

文明19年 (1487)正月武蔵国から甲斐国に入り、岩殿明神、猿橋、初狩の里、柏尾山を経て、石和市部の

花蔵坊に宿泊した。石和には甲斐守護武田信昌の館があり、10日 ばかり逗留した道興は信昌の接待を受けて

いる。

その後道興は、富士山麓の役行者堂を管掌した七覚山円楽寺や富士山北回の吉田に着いたのが2月 15日 で

ある。それから再び関東に出て、 3月 2日 には利根川を過ぎて奥州路へと旅を続けたのである。
道興のこの廻国の旅は北陸、東国全域にわたる20カ 国におよび、しかも葛川 (滋賀県)、 白山 (石川、岐

阜県)、 石動山 (石川、富山県)、 立山 (富山県)、 神野山・清澄山 (千葉県)、 日光山、黒髪山 (栃木県)筑
波山 (茨城県)、 箱根山 (神奈川、静岡県)、 富士山 (山梨、静岡県)、 相州大山 (神奈川県)岩殿山・七面山

(11)

などの修験霊山に赴いている。またその霊山とかかわりのある上野の大蔵坊・杉本坊、下野の宇都宮慈心院、

武蔵の大塚十玉坊・佐西観音寺・河越最勝院・所沢くめ川福泉坊、常陸の山田慶城坊、下総の熊野別当、相

模の日向薬御・熊野堂そして甲斐にあっては岩殿山七社権現、石和の花蔵坊、柏尾山大善寺、七覚山円楽寺

等の各地の熊野先達を訪ねていた。こうして道興が巡錫した地域は熊野先達が活躍したところである。とく

に若狭の武田、越後の上杉、上野の成田、武蔵守護代大石氏、そして甲斐の武田など各国の守護や武将が深

くかかわりあっている。

甲斐武田についても熊野三山との関係をみると弘安10年 (1287)に證道坊道賢の祖父寂円が「ひたちのさ

たけの一門、かいのたけだの一門をゆつりわたす」という旦那譲状が現存しているが、武田氏は鎌倉時代か

ら一門を挙げて熊野三山を信仰していた。したがって、道興は入峡に際し、市部の花蔵坊に10日 ばかり宿泊
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している間に、甲斐守護信昌と会い、祖母の比丘尼の寺、小石和の成就院を訪ねたり、差出の磯や菊島など

名所をめぐったりして諷詠を楽しんでいるが、これは単なる風流人の諸国漫遊だけではなく、各地の熊野の

4多験者たちを掌握する意図をもって行われたものである。とくに岩殿山にあっても小山田氏や浅利一族など

の以前からの先達や檀那は勿論のこと、岩殿山七社権現を含めて、聖護院を中心とする組織強化のための訪

問と考えられる。

道興の岩殿山円通寺への参拝は、円通寺が郡内地域の熊野信仰の拠点であったことを物語る証左でもある。

4.円通寺の退破

円通寺が退破した時期については詳らかでないが、F甲斐国志』によると永正 17年 (1520)上総国の住僧

賢覚阿閣梨が願主となり円通寺の修理をおこない、このとき武田信友が中心になり、小山田信有ら郡内衆が

円通寺再建に奉加をしている。

棟札之事

行基菩薩建立大銅元年以来委1永正十七年依而及大破灸上総国住僧賢覚阿閣梨為本願進万民之処少破修理畢

傷而御奉加之事

鳥目百匹武田左衛門太輔信友、駒一匹太刀一腰当郡主護平信有、駒一匹太刀一腰平藤丸上之奉行、駒一疋

太刀一腰藤原道光下之奉行、太刀一腰源実次、駒一疋太刀一腰継吉、駒一疋太刀一腰藤原実吉、駒一疋太

刀一腰藤原長吉、駒一疋太刀一腰源恵長、駒一疋源重胤、駒一疋家重、三百文白洲信重、弐百文内匠助長

吉、五百文其時当郷御代官長沼以秀、五百文奥秋神右衛門尉長吉、三百文牛田若狭守、二百文奥秋大威、百

文禅祐、五百文強瀬四郎三郎、扉之本願志村左近進長吉、駒一疋強瀬六郎右衛門、同所三百文人郎右衛門、

三百文藤崎匠勝右衛門

この棟札で見る限り、永正17年に円通寺が退破して、武田信友らによって、円通寺を再建するが、このと

きの本願が、円通寺の住僧でなく上総国住僧賢覚阿閣梨であったことから、円通寺がこのころから無住であっ

たと考えられる。また円通寺所蔵の大般若経 (北条熱実氏所蔵)巻 367の奥書には、次のようにある。

桂林住持比丘前祥興三栄隻元松。天文十九庚戊自二卯月晦日一至二五月三日一―ザい転読其情旨、大檀那小山田

出羽守信有当レ病早喩、転レ禍為レ祥之初一也

この奥書は、天文19年 (1550)に郡主小山田信有の病気平癒の祈願をしたものであるが、桂林寺の住職が

古い版経の大般若経巻367に書き入れたものである。桂林寺は都留市にある臨済宗妙心寺派の富春山桂林寺

で小山田出羽守信有が開基した寺であり、小山田信茂が中興開基の寺である。このように円通寺所蔵の大般

若経に、他の住職が奥書を加えることは円通寺に何か異変があり無住であったためと考えられる。

それを裏付ける史料として常楽院 (北条明直氏)所蔵の武田義信が京都聖護院末の勝泉院に宛てた文書が

伝わる。

就二修験中之儀一、尊翰黍存知候、向後相応之御用被二仰下 侯者、不レ可存二疎略一之趣、宣レ被 i洩申入一候、

恐々謹言

六月十二日

勝泉院

(武田)

義信 (花押)

聖護院は鎌倉末期以降、熊野系修験を統轄する寺院となり、とくに室町時代になると熊野三山検校と新熊

野検校とを兼任するのにおよんで、聖護院が修験道に占める位置は不動のものとなった。これが全国の本山

派山伏を統轄する教団体制の確立となった。本山直下に院家先達を置き、院家は全国各地に山伏の配下をと

り締る先達を支配した。このことは聖護院を頂点とした支配体制が形成されたことを示すのである。従って

ここにみえる勝泉院は勝仙院のことで、聖護院の院家であり、とくに京都六角にあって勝仙院は聖護院の執

事的存在でもあった。また全国の先達、檀那たちからも注目された。武田氏も13世紀末から14世紀に武田一
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族として熊野信仰に対する檀那株の存在があったので、戦国期にあっても当然に考えられ、武田義信が勝仙

院を通じて聖護院に修験の統帥を依頼している。その文書が常楽院に伝わっていることは、岩殿山修験の統

率を円通寺に代わって常楽院がおこなっていることであり、武田義信は永禄 10年 (1567)に 自刃しているの

で、それ以前に常楽院に姑し修験の統率することを要請したと考えられる。

また『甲斐国志』「仏寺部」に

奉レ懸空斗帳一流、某権現御宝前三、永禄十一年成辰参月十八日大願主平信茂
枚
白

とあるのは、小山田信茂は岩殿山円通寺に戸帳七掛を寄進した。金欄赤地の豪華なものであった。この記事

からも円通寺の存在はなかったと見られる。こうしてみると円通寺の退破が永正 17年 (1520)で、その後復

興はしたが、住職の存在はみられず、常楽院が岩殿山七社権現をはじめ岩殿山の修験を統率していたとみる

ことができる。それを一層に裏づける史料として、天正10年 (1582)10月 より天正 18年 (1590)8月 まで

郡内領主であった鳥居彦右衛門元次が、岩殿山七社権現その他の社領に「常楽坊召出され右之別当職仰付ら

れ候」とあり、また天正11年の「修験名称原儀」の奥書にも「甲州郡内岩殿山別当常楽院」とあることから、

この時期に常楽坊が七社権現の別当職として不動のものであった証左でもある。

5 常楽院 。大坊

慶長 6年 (1601)8月 28日 鳥居久五郎成次は、岩殿山社領として拾石の社領を寄進している。

烏岩殿山社領、拾石之所令進納者也、例如作、        鳥居久五郎

慶長六年

人月廿八日

成次 (花押 )

この十石の社領は、明治維新まで岩殿七社権現社領として、山林 (竪五町・横 12町の杉・桧・松林)と あ

わせて常楽坊の経済的基盤となった。

こうして常楽坊は、山伏として岩殿山の別当だけでなく、郡内地方の山伏の先達としても確固たる位置を

築いた。

慶長 12年 (1607)郡内領主であった鳥居成次が、京都の勝仙院の依頼を受け、領内の者が熊野参話をする

際はこれまで同様、先達である常楽坊に届けるよう命じている。

従当郡熊野参詣之者共、如前代先達へ相届、可致参詣候。京都な御理候間、常楽坊二申付候者也。

鳥居土佐守

慶長十二年

未

聞四月十四日 成次 (書判)
郡中

熊野参詣衆

この命令を受けた鳥居成次の家臣、佐久間三休は同日「郡内在々肝煎衆」に宛てて次の文書を出している。

以上

郡中より熊野参詣之輩、貴賎共二先達江為無届罷上事、従京都御理付、御城より堅く御法度被仰付候、為

其常楽坊へ御直判被遣候在々肝煎衆、兼日村中へ可申付候、自然先達へ為無相届罷上者、船津、山中、黒

野田口々にて押申候間、先達より手形令取可罷上候様二堅可申付候、以上

慶長十弐年

丁未聞四月十六日  三休 (花押)
郡中在々肝煎衆 参
郡内より船津・山中・黒野田口を差押えても、領主は、熊野参詣者に先達である常楽坊へ届け出るように
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命じて統制しようとした。
(23)

常楽坊明逗は元和 7年 (1621)9月 24日 法印の免許を聖護院より授与せられる。明逗はその後、本寺であ

る勝仙院の執事職を務めている。勝仙院證存から幕府寺社奉行に宛てた文書によると、慶安 3年 (1650)勝

仙院大僧正澄存は、常楽坊、大坊が寛永 8年以前の建立の古い修験の寺である故に、岩殿山社領を朱印地に

するように領主秋元越中守富朝や幕府寺社奉行安藤右京進、松平出雲守に働きかけている。

常楽坊明逗は元和 8年から寛永 2年 (1622～ 25)頃に没し、その跡職を明運の弟の小倶惣太夫の二人の悴

に継がせている。これが常楽院明賢と大坊明尊である。

『甲斐国志』によると、前述した武田左衛門大輔信友らが永正17年 (1520)円 通寺を4妖復して、134年後の

承応 3年 (1654)再 び破損し、当郡主秋元越中守富朝が4多理している。柳原明文氏が所蔵する承応 3年の棟

札にそのことがみえるとともに常楽坊明賢、大坊明尊の名がみえる。

岩殿山棟札之事

行基菩薩御建立大銅元年以来到永正十七年依而及大破灸武田左衛門大輔信友修理早其後承應三旱年破損依

而灸二営郡自秋元越中守富朝公4多理旱灸二奉行町田左五衛門尉

子時承應三旱天人月吉辰  灸二別当纏交橿毒t謁量懐:l
大工奉行  竹内小右衛門

大工頭   花田長右衛門

棟 梁   花田初右衛門

その後さらに貞享 2年 (1685)に も、岩殿山は破損し、当郡主秋元摂津守喬朝が修理しており、その棟札

にも常楽院、大坊が並列されている。

岩殿山棟札之事

行基菩薩御建立大銅元稔以来永正拾七年承應三稔両度破損其後貞享二孟年及破損庭営郡主秋元摂津守喬朝

公修理旱

子時貞享二三年四月吉辰  城代高山偉右衛門繁文

普諸奉行 近藤十兵衛

】U   当 罐韓を〔棲:帽暑
承応 3年、貞享 2年の棟札からも、常楽院と大坊は並列して記されており、それ以前には常楽院が支配し

てきた山伏と霞場を三分して、両者で岩殿山七社権現別当を勤めていたと考えられる。

近世入り本末制度が確立すると、常楽坊、大坊が七社権現の別当となり、一方従来からの熊野詣は全国的

に衰退していった。また各地で修験を束ねてきた院家、甲州修験がかかわっていた勝仙院も熊野御師との関

係を離れて聖護院を本山とする本末関係を確立した。

また勝仙院は甲斐国内人代、山梨、巨摩三郡の山伏支配頭を元和 8年 (1622)に 一宮村の大覚院に任じた。

一方都留郡の山伏支配頭には常楽院、大坊を任じ各郡の中多験者を統轄した。さらに江戸末期から明治初頭に

かけて起きた廃仏毀釈運動、明治元年 (1868)に 出された神仏分離令があり、そのとき平行して公布された

明治 5年の修験廃上の布告により、岩殿山円通寺の本来の信仰形態は全く消滅したのである。明治 6年 6月

天台宗園城寺末の僧侶として帰入することが常楽院、大坊に進められたが、両者とも固辞して明治 8年 1月

廃寺となり帰俗することとなった。

また真蔵院については、『甲斐国志』によると常楽院の内庵であり、常楽院が開基となっている。しかし真

言宗に属し、一宮町の慈眼寺が本寺であったので廃止されなかった。
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註

(1)「甲斐国志資料」 (県立図書館蔵「若尾資料」所収)

棟札之事 岩殿山七社権現

行基菩薩御建立大銅元年以来永正十七年依而及大破灸上総国住僧賢覚阿闊梨為本願進萬民之庭少破修理事

"而
御奉加之

事 (以下略)

(2)『 甲斐名勝志』 (天明 2年 )

岩殿権現琥二七社権現一祭神審致 尾殺t轟≡
｀日光相伝平城天皇夫同元年鎮座也岩窟の中に有各木像長七尺許の立像也又観

音堂有て三重の塔あり九輪の下の升形に銘文有承平三年七月十日大比丘建立と云々別当常楽院大坊とて修験あり社領十

四石 (以下略)

(3)『山梨県の文化財』第 1集は、木造七社権現立像七躯について「鎌倉期の像にくらべ、すでに類型化の傾向をみせ、

時代の下降が感じられておそらく15世紀初頭の造像かと推定される」とする。

(4)『 山梨県史』 資料編 6 中世 3上県内記録 59頁

(5)『山梨県史』 資料編 6 中世 3上県内記録 748頁

(6)『山梨県史』 文化財編 611頁

(7)『修験辞典』 (宮家準編)東京堂出版

(3)熊野那智大社の実報院の支配文書

(9)F大月市史』 史料篇67参照

(10)『群書類従』 第18輯 紀行部11

(11)註 (7)に同じ。

(12)F石和町誌』

(13)『甲斐国志』仏寺部 第17ノ 下

(14)註 (7)に 同じ。

(15)熊野那智大社文書第 1『米良文書』

(16)『大月市史」 史料篇

(17)北条熱実家所蔵宝永 3年二月由緒書

(18)日 本大蔵経編纂会編  『修験名称原儀』30頁

(19)『新編甲州古文書』 第 3巻

(20)『大月市史』 通史篇

(21)『大月市史習 史料篇 135

(22)大坊北条熱実氏所蔵

(23)『大月市史』 通史篇 290頁

(24)『山梨県史資料叢書』 山梨県棟札調査報告書、郡内 1

(25)同 上

(26)『甲斐国志』巻91修験  『大月市史』 通史篇 296買

(清雲俊元 )
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第 3 章 旧円通寺研究略史

はじめに

大同元年 (806)創建と伝承されている円通寺は、1000年以上に及ぶ年月を経ながらその起瀕と盛衰の経過

は判然としていない。それは、旧円通寺に関する十分な調査と研究がごく最近になるまでなされなかったこ

とにあるといえる。残存する有力な資料が僅少であることもその一因であるともいえよう。

昭和43年 (1968)、 大月市史の編纂にともない、大月市において初めて広範囲にわたる資料の収集と調査

が実施された。その成果が大月市史の [史料篇』と 層通史篇』である。この頃から、ようやく円通寺に関す

る研究が始まったといえる。しかし、旧円通寺を正面から取り上げた研究は大月市史を除けば 1、 2作にす

ぎず、他は部分的に取り上げたリー部言及しているだけである。

次に、その多くが 5甲斐国志』を唯―の典拠としていることである。つまり、旧円通寺に関する研究や言

及の大部分が『甲斐国志』の記述を引用し、解釈していてそれを越えていない。それは『甲斐国志』以外の

研究資料や材料が皆無に近い、という状況を物語っているといえるかもしれない。このように、旧円通寺の

研究は、『甲斐国志』に始まって『甲斐国志』に終るといっても過言ではないが、今回の「岩殿山の総合研究」

にかかわる調査において、初めておこなわれた考古部門における発掘調査等によって、新しい角度からの研

究が進められ加味されることは重要な意味をもつものと考えられる。

以上のように、旧円通寺の研究は、まだその緒についたといえる状況であるので、以下旧円通寺研究の概

略と旧円通寺に関する文献史料を取り上げてみることにする。

① 文化 11年 (1814)『 甲斐国志』

『甲斐国志』は、言うまでもなく山梨県における有数の歴史的、古典的な地誌であり、また研究書でもある。

前に触れたように、旧円通寺に関する研究は『甲斐国志』の記載に始まるといったが、その中でもっとも重

要な部分が「仏寺部」の棟札に関するものである。「永正十七年」(1520)、「承応三年」(1654)、「貞享二年」(1685)

の三枚である。後者の二枚は前者の記載を継承したものである。『甲斐国志』は歴史の貴重な文献史料である

ばかりでなく、研究的な考察や示唆をところどころに織りまぜている。三枚の棟札のうち、最初の「永正十

七年」の棟札にそれが窺える。

棟本しの冒頭部分「行基菩薩建立大同元年」の内容について、その後部で

接スルニ行基ハ天平二十一年二月二日入寂年八十二先大同元年己二五十八年時代大二違ヘリ然レトモ

古来斯ク伝説スレバ其頃ノ創造タルベシ

と記述し、続いてもう一点別の角度から

塔ノ升形ニモ承平三年七月二十五日大旦那孝阿禅尼トアレハ旧刹タルコト可知

とこのように注記している。考察と検討が加えられている部分である。旧円通寺の創建を知る唯―の手掛か

りがこの部分にあり、極めて貴重な指摘である。行基菩薩による開創の伝説と孝阿禅尼による三重塔の存立

の事実を示したものである。棟札につづいて寺宝600巻の大般若経施入の経緯と岩殿山円通寺への寄進者の

名前が記述されている。

このほか『甲斐国志』には、「山川都」、「古蹟部」等に旧円通寺に関する記載があるが、いずれも「七社権現」

あるいは「岩殿権現」として出てきており旧円通寺の名称はみられない。このことは、かなり早い時期にお

いて旧円通寺は七社権現によって代表されていたことを示しているものといえる。

② 昭和45年 (1970)『 円通寺跡』 月ヽ林利久

昭和43年 (1968)、 大月市史編纂事業が開始された。市の文化財審議委員であつた小林氏は市史編纂委員
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として参加し、調査斬究を盛んに展開した。その中でいち早く旧円通寺に関する論文を発表した。昭和45年

5月 号の『広報おおつき』、「文化財巡り」欄 (その四)の紙上である。ついで 7月 号 (その五)、 8月 号 (そ
の六)、 9月 号 (その七)の 4回 にわたって論及している。以下各号の主要点を取り上げてみる。

(その四)・ 岩殿山及び小山田氏の研究が約 1世紀近く立ち遅れたのは、「武田氏滅亡の責任を小山田氏とそ

のグループに転嫁」したことからコンプレックスが生じたこと、明治の学制が皇国史観を強制

したことによる結果であるとしている。

。「円通寺は郡内有数の山林所有者」であり、「大規模な林産地には必ず修験道のセンターが集

中的に発達」しているとして、一大修験道場の発展の必然性に触れている。

(その五)・ 相模川、桂川を遡って古代の文化が岩殿に定着した。

・七社権現立像の 7躯は上和田地区に残る将門伝説と共に一考すべきである。

・足利氏の開板による「大股若波羅密多経」600巻は、足利氏の信仰のためだけでなく、「円通寺

に托した戦略上の期待があってのことといわれる」

・文明19年 (1487)の 聖護院道興の円通寺参詣は、「応仁の乱後、本山修験の組織再建のためであ

る」

。16世紀、岩殿山は修験道本山派のセンターから小山田、武田両氏の支配による「戦略戦術上の

拠点への転換を強制された。所謂<岩殿城>は こうして生まれた」として築城に触れている。

(その六)。 天正11年 (1583)4月 、家康は甲州へ入り、「円通寺の解除、寺領その他の大改革が行われたと

いうことであるJ

。「十九世紀も半ば過ぎると、本寺、或いは地域民との矛盾が深まり屡々衝突が生じた」

(その七)。 「円通寺―常楽院 。大坊の両院は…近代文化のアウトサイダーとして亡んでいった」

・「近世のはじめ、66の末院と、100ヶ所に及ぶ霞場を支配していた両院も、近世末には僅か30院

のみとなり、今はそれも奪われることとなった」

市の広報紙に「文化財巡り」として発表されたもので、一般の市民を対象にしているため厳密な考証はさ

れていないが、数多くの示唆をふくみ課題が凝縮されている。

③ 昭和 51年 (1976)F大月市史史料篇』 大月市

取り上げられている旧円通寺関係の史料は意外と少なく、史料番号で42、 63、 73、 103、 124の 5点である。

以下に要点を載せてみる。

42岩殿山円通寺に大般若経を奉納される

「この円通寺に応永六年 (1399)から同八年の間に大般若経六百巻が奉納された」とし版本の形態を

記し、版経としては県内最古のものであり、刊記によれば廷文二年 (1357)か ら応永五年 (1398)に わ

たって開版された」が、現在は533巻が残っていて詳細な調査はこれからの課題であるとしている。こ

の大般若経については後章で取り上げられる。

63聖護院道興、大月を巡遊する

「この年 (1487)京都の聖護院門跡道興准后が、小仏峠を越えて郡内へ入ってきた。聖護院は本山修験

者の本山であって、天台宗の門跡寺院である。市内岩殿山の円通寺はその支配下にあった」とし、「文明

十八年六月に京を立ち…翌十九年 (1487)正月に郡内に入ってきた時の紀行文である」

これは『廻国雑記』所収の紀行文である。旧円通寺に関する史料では、前出の大般若経 600巻の奥書

等についで現存する年号も最も古い貴重な文献である。江戸時代の諸書で取り上げられているがそれに

ついては後で触れる。

73岩殿山円通寺の再建に、郡内衆奉加
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「円通寺の坊寺常楽院に伝わった棟札銘。都留郡主小山田信有をはじめ、郡内の有力者の名や、上下

奉行、代官の存在が伺える貴重なものである。現存する」と説明して棟札の本文を載せているが、誤字

が二字あることと、前述した「按スルニ…」以下の『甲斐国志』編著者森嶋其進の貴重な注記は載せら

れてセヽなヤヽ。

103小山田信有、病気平癒を祈る

「岩殿山円通寺大般若経裏書」の中で「前出42号の大般若経巻367の裏書、古い版経に改めて郡主小

山田信有の病気平癒の祈願を込めて、この年 (1550)に桂林寺の住職が書き入れたもの」と解説してい

る。

124岩殿山の円通寺に戸帳奉納される

「円通寺戸帳銘 (甲斐国志仏寺部)」 として「この年 (1567)三 月、小山田信茂は、岩殿山円通寺に戸

帳七掛を寄進した。金欄赤地の豪華なものであった」としていて、信茂の自書したとされる部分のみを

紹介している。次につづく「七掛皆同文ナリ」の持つ意味や銘として自書した中の「某権現御宝前」の

「某」等については触れていない。

④ 昭和 53年 (1978)『大月市史通史篇』 大月市

旧円通寺については、「古代 第二節 大月地方の古社寺」の中で、「仏教と寺院」の項に登場する。「行基

善薩が806<大同元>年に建てたという伝承を持つが、行基は天平21年 (749)に入寂しているから、大同年

間まで生きたはずはない。おそらく本尊十一面観音が行基作であるという伝承と、寺の創立を<大同元年>

とする縁起と、別々の二つの伝説を後世あわせて一つにしたための矛盾であろう」と述べ、中世末期にはこ

の行基伝説がすでに成立していたとしている。

次に、「近世 Ⅱ 第一章 修験本山派の本末体制」の中で、「第一節 中世から近世へ」の項で、「岩殿山

七社権現の別当であつた常楽院 。大坊の属した修験本山派 (京都聖護院門跡を本山とし、院家住心院<勝仙

院>を本山とする)に例を取って、近世の本末体制に論及している。都留郡の4雰験山伏の支配頭であつた常

楽院 。大坊については、「聖護院―勝仙院―常楽院
。大坊一部内同行修験者」という上下統属関係 =本末関係

が組織されていたことを明らかにしている。

③ 参考資料

以上が旧円通寺に関する研究略史であるが、前に触れたように旧円通寺については未解明な部分がまだ多

く残されている。今後の枡究のために参考になると思われる文献史料を挙げておく。

大股若波羅密多経

廻国雑記

峡中紀行

風流使者記

甲斐国志 山川部

古蹟部

仏寺部

甲斐国志草稿

甲斐叢記

甲陽随筆

甲信紀程

甲斐国社寺宝庫目録

現存 533巻   真蔵院

「岩殿の明神」とあり歌一首

「七社権現及大士亀」

「七社権現又有大士像」

「七社権現」

「岩殿大権現」

「七所大権現」

「岩殿七社権現」

「七所明神」「七社明神」

「岩殿山大権現」

「七所権現」

「岩殿山円通寺」「岩殿七社大権現神赤木像」
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甲斐国社記寺記         「七社権現」「七社大権現宮」
甲斐国都留郡岩殿山由緒書上帳  明治 5年       常楽院
一筆限反別地価取調帳      明治14年       強瀬組
地券一筆限帳          明治14年       岩殿
続峡中家歴鑑          明治25年       米山信人編
「物往傑手書峡中紀行」について 昭和33年  甲斐史学 丹羽友三郎
史跡「円通寺跡」        昭和45年       小林利久
郡内三十三呑観音霊場順礼記   昭和50年       羽田 一
大月市史史料篇         昭和51年       大月市
大月市史通史篇         昭和53年       大月市
岩殿山             昭和53年       天野寿太郎
名城岩殿山と小山田氏      昭和61年       鈴木美良
郡内甲州街道物語        昭和62年       鈴木美良
岩殿山と信仰          昭和63年       大月市文化財展資料
山伏の里・岩殿山        平成 6年       北條明直
甲斐百寺その歴史と文化「真蔵院」平成 8年       小林 岳
威徳寺物語           平成 9年       井上 豊

おわりに

旧円通寺に関する研究史の概略をまとめてみたが、長い歴史を持つにもかかわらず幅広い研究がなされて

いなかったことに驚く。旧円通寺をふくめた岩殿山、そして特に七社権現堂の別院であった新宮については

今後の大きな課題として残るといえる。                        (井 上 豊)
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第 4章  旧円通寺の考古学調査

第 1節 三重塔跡

1.試掘調査の経過および成果と課題

岩殿山円通寺は郡内 (山梨県東部

地域)及び近隣地域を含め、修験道

の一大拠点であり、その寺域は岩殿

山全域に及ぶと思われる。とくに施

設が配置されたのは、観音堂。三重

塔などが建てられた岩殿山東側の麓

から、七社権現・新宮の祀られた山

腹までという広大なものであったこ

とが、現存する絵図 (第 67図 )な ど

に見える。修験道山岳寺院の伽藍配

置は、上社・中社・下社というよう

に三区分されると石田茂作氏は述べ

ている (石田茂作「伽藍配置の研究」

『新版 仏教考古学講座』第二巻

寺院 雄山閣)。 山地ということも 岩殿山古絵図 :北条家 (大坊)文書

達
義

・
、舛
ヽ

第 68図 試掘調査地及び塔跡推定地
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あり、地形の制約を受け必ずしも定まった配置にはならない場合もあるが、これを円通寺にはてはめて考え

ると、観音堂。三重塔などの区域が下社であり、新宮洞窟が中社、そして七社権現洞窟が上社となるか、ま

たは新宮洞窟や七社権現洞窟を中社とし、山頂部に上社が祀られたのではないかと想定できる。絵図 (第 67

図)には、中腹以上に目立った施設は描かれていない。これは、岩殿山が軍事的に利用されるようになって、

上社施設が山頂部から追いやられたとは考えられないだろうか。だとすれば、成立年代は確かでないが、後

世に描かれた絵図の山頂部に施設が描かれていないのも納得できる。円通寺創建時の信仰形態がどのような

ものであったかは明らかでないが、七社権現像が祀られた頃には、岩殿山での修験道の形態が確立していた

ものと思われる。しかし、それがいつ頃であったかは、像の年代鑑定を待つところである。

施設を中心とした寺域と思われる区域の現状であるが、山腹部分には登山道の整備に伴う階段などが設置

されてはいるものの、七社権現洞窟。新宮洞窟は現存している。一方、麓の部分については、国道や市道、住

宅などの建物があり、堂塔の面影はない。

今回の試掘調査は、麓部分の観音堂。三重塔などが配置されていた区域を対象とした。この区域は、岩殿

山より延びる尾根の先端部であるが、現在は国道139号、市道宮古橋線に分断されている (第 68図 )。 また、

住宅などの建設で、境内と思われる平地はコンクリートに覆われている。それらの理由から調査対象となる

のは、市道西側のわずかな平地のみであった。しかし、このわずかな平地も昭和初期に建てられたという御

堂があり、調査区域はさらに限られた部分となった。絵図によるとこの付近は三重塔が描かれており、真偽

はともかく三重塔跡の推定地も整備されている。従って今回の調査は、二重塔跡試掘調査として実施した。

試掘調査の方法は、約1.5m× 10mの トレンチ 2本による掘り下げで、三重塔礎石及び基壇または整地面等

の確認を目的とした。先にも述べた通り、発掘可能な部分は限られており、御堂の南側及び東側にトレンチ

を設定した (第 68図 )。

調査は、平成 9年 11月 4日 から同14日 までの間の 9日 間で実施した。 1日 目は、重機及び人力による表土

剥ぎを行い、 2日 日以降は掘り下げ・実測などを行った。最終の2日 間で埋め戻しを行い、調査を終了した。

第 69図 南側 トレンチ (東より撮影 )
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Ｂ
一

Ａ
一

1 レキを含む粘質茶褐色土
2 レキ・粘土塊を含む粘質黄茶褐色土
3    ク  を含む粘質黄茶色土
4 淡黄茶色 凝灰岩
5 青灰色 粘板岩
6 レキを少量含む茶褐色土
7 レキを含む茶褐色土
8 レキ・粘土塊を含む青灰茶色土

9 レキを含む黒褐色土
Ю レキ・粘土塊を多量に合む淡黄茶色土
11 レキ・粘土塊を含む灰茶褐色土
12 レキを少量含む淡茶色土
13 レキを多量に含む責褐色土
14 レキ及び炭化物を少量含む暗茶色土
15 レキを多量に含む明茶色土
16 表土
17 攪舌L

第 71図  トレンチ平面図及び土層断面図
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調査はまず、上面に敷かれた砂利を除去することから始まった。表面より50cm程掘り下げるが、土層の違

いは認められるものの三重塔に関連すると思われるような礎石や基壇などは確認できず、整地面や削平面も

確認できなかった。その為、南北 トレンチの西壁側及び東西 トレンチの北壁側にサブトレンチを設定し、さ

らに10cm程掘り下げた。しかし、土層断面の観察結果からも自然推積層であり、寺院廃絶後の埋土とは考え

られないことから、掘り下げを終了した。

掘り下げの結果、 2本のトレンチが交わる付近から南側にかけて、落ち込みを確認した (第71図 :第 69図・

70図 )。 この落ち込みは、コンクリートなどの廃材で埋められており、全てを撤去することができなかった。

なお、落ち込み部分より陶磁器片や古銭などが出土した (後述)。

以上が調査の結果であるが、絵図によると、三重塔や観音堂から沢を挟んで南側に、「円通院墓地。比丘尼

ヤシキ。岩舟地蔵・円通寺屋シキ」という記載がある。この中で円通院とは大坊であり、墓地は調査地南側

の斜面に現存している。また、岩舟地蔵も、試掘 トレンチに隣接する御堂の西側に現存するが、地元の古老

によれば、もとは墓地近くに祀られていたものを移動したとのことである。これらのことからも、確認した

落ち込みは絵図に見える境内南側の沢と思われ、境内南辺と沢の境界を一部ではあるが確認することができ

た。なお、この沢は埋め立てられ、現在は駐車場になっている。

この付近で他に塔跡と考えられる場所について検討してみると、現在御堂の建っている部分 (①とする)と

三重塔跡として整備されている部分 (②とする)、 そして御堂東側の現在市道となっている部分 (③とする)

の 3ケ所があげられる (第 68図 )。 岩井隆次氏は著書の中で、「一辺 6m以下のものは室生寺のような例外を

除き三重塔…」と言っている (岩井隆次『日本の木造塔跡』雄山閣、昭和57年 )。 また、現存する当麻寺 (奈

良県北葛城郡当麻町)の東塔・西塔は、一辺が5.32m(東塔)、 5.2m(西塔)の三重塔である。推定建造年代

は東塔が奈良時代、西塔が平安時代初期と思われる。これらより円通寺三重塔一辺をおよそ 5mと仮定して

考えてみる。②の位置では、すぐ背後に傾斜面がせまっているため面積的にやや余裕がない。また①の部分

は面積的に否定はできないが、基壇などを考えると、試掘調査の結果からも可能性は低いと思われる。従っ

てこれらのことや絵図での位置関係から見ると、③付近に建っていたのではないかと推察できる。なお、絵

図から推察した観音堂の位置についても触れておくと、絵図中の塔よりやや北東に描かれており、塔跡を先

に述べた市道付近と仮定すると、観音堂は現在の賑岡公民館岩殿分館付近と考えられる。

今後円通寺を明らかにしていくためには、今回の総合学術調査の成果を踏まえ、新たな文献史料や発掘調

査による成果の蓄積を待つところである。 (福田正人)

2.出土遺物

(1)陶磁器 (図版 11)

遺物は大半が細片資料で、法量を復元しうる資料はない。 1～ 7は 18世紀代の肥前系染付九碗で、草花文

などを施す。 8は灰釉を施釉した瀬戸・美濃系の陶器碗である。 9は染付の発色が鮮明な輪花皿である。10

は肥前系染付皿である。11は肥前系の筒形碗で、18世紀後半頃の製品である。12。 13は酸化コバルトによる

ゴム版で施文された染付碗である。12は「賓」字や麻葉文の周囲にゴム版特有のにじみが見られる (東京都

清瀬市郷土博物館の内田祐治氏のご教示による)。 13は羊歯状文はゴム版、中央の花文は手書きである。ゴム

版は大正末期から昭和初期に実用化された技法といわれている (仲野泰裕 1994「 19世紀の窯業」『化学史研

究』第21巻第 2号 化学史学会)。 14は厚手の湯呑み碗で、日唇外面に酸化クロムによる 2本の廻線が施さ
れる。太平洋戦争中に瀬戸・美濃などで生産された統制磁器の一種である。15～ 21は太平洋戦争以後の現代

遺物とみられる磁器である。15は プリントで文様を施した碗、16は薄手で縦線文を施した碗、17は青磁皿、

18は褐色の下絵付による碗、19は外面に白色の刷毛目を施した碗である。20は内面に赤色のプリントで松文

を施す。底部内面の窪みから紅茶ないしコーヒーカップのソーサーとみられる。21は口縁の外反する小鉢で、
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内面に緑

れるが、

る磁器、

第 8表

・青。自の下絵付けを施す。当地点から出上した近世以降の陶磁器は、18世紀代の肥前磁器はみら

型紙絵付、鋼板転写などの明治期の遺物はほとんどみられない。一方、大正末期以降のゴム版によ

太平洋戦争中の統制磁器、またそれ以降の現代の陶磁器は多量に出上している。

旧円通寺三重塔跡出土近世、近 。現代陶磁器

配 材質 器種 種別 技法 文様 。装飾等 産  地 製 作 年 代 備  考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

丸例

丸碗

丸碗

丸碗

丸碗

丸碗

丸碗

碗

輪花皿

皿

筒形碗

碗

碗

湯呑み

碗

碗
皿

碗

碗
皿

鎌

染付草花文

染付草花文

染付草花文

染付草花文

染付草花文

染付草花文

染付草花文

灰釉

染付

染付

染付
ゴム版「費」字
ゴム版・手書き

酸化クロム廻線

プリント

染付縦線文
クロム青磁

褐色の釉下彩

外面白色刷毛目

プリント松文

緑 。青 。白の釉下彩

肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
瀬戸・美濃系

不明

肥前系
肥前系

瀬戸・美濃系

瀬戸・美濃系

瀬戸・美濃系

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

1690-1780至F4(
1690-1780年 代
1690-1780年 代
1690-1780年 代
1690´Ψ1780とFイモ
1690-17804F代
1690´ヤ17804F十ヽ
18世紀後半～19世紀前半
18世紀後半～19世紀前半
18世紀後半～19世紀前半
18世紀後半

大正末～昭和初期

大正末～昭和初期

大平洋戦争中

現代

現代

現代
近 。現代

現代

現代

現代

統制磁器

(森本伊知郎)

(2)銭貨と金属製品等

この調査区からは「寛永通賓」を主体とするH点の銭貨や鉄釘等が出土し、ここでは磁器類以外の遺物に

ついて報告する。第72図の 1～ 3は東側 トレンチから出土し、 1は文銭、 2・ 3は新寛永で、 2は埋上の中

から検出された。 4～ 10は南側 トレンチから出土し、 4は明銭の「永築通賓」で幾分劣化している。 5。 6

は文銭で、 5は東側の落ち込み部分から、 6は埋土から確認された。 7は トレンチ中央部から出土し、銅銭

と鉄銭が密着した状態である。銅銭は「寛永通賓」であるが表面劣化のためどの種類のものであるか把握で

きず、鉄銭は内側を向いているため詳細不明であるが、「寛永通賓」の鉄銭であろう。 8・ 9は「寛永通賓」の

波銭で、 8は トレンチ中央付近、 9は トレンチ東側から出土した。10は埋土内から検出された真文の「文久

永賓」である。以上、はっきりしないものもあるが、「寛永通賓」のうち最古銭は寛文 8年 (1668)以降の文

銭で、その前の古寛永はみられず、この地点の時期的側面を反映しているものと推測される。ただし、 1点

であるが「永築通賓」(初鋳年1408年)が確認されたことは、中世後期においてこの地でなんらかの営みがあっ

たことを想起させる。

次に鉄釘等についてふれたい (第 73図 )。 1～ 8は東側 トレンチから出土した鉄釘で、この内 2・ 3・ 6

は南側の落ち込み部分から検出された。 9は南側 トレンチ出土の鉄釘である。10は南側 トレンチ内の東側落

ち込み部分から出上した鉄製の鍵で、背の部分が1.5cmと厚くしっかりとした作りである。11は鉄製の環で

ある。このような環のなかには接続部分をもつものがあり、それらは棒状のものを曲げて接合したものであ

るが、この遺物にはX線でみても接いだ部分がなく、最初からこの形で鋳られたと推測される。錫杖の環や

家具の把手など、様々な性格・用途が考えられる。12は正面上部に富士に雲・鳥が彫られた硯で、裏面に「雨

畑」とあり、いわゆる雨畑硯である。
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第 73図 旧円通寺二重塔跡出土金属製品等

第 2節 新宮洞窟

1.試掘調査の経過および成果と課題

岩殿山北麓を流れる中倉沢は、稚児落としの東谷から流れ出る葛野川の支流である。全長 2 kmほどの小

河川であるが、深い浸食谷を形成し、岩殿山とその北側にある広大な河岸段丘 (畑倉集落)と を分断してい

る。現在「神宮橋」が架かり往来は容易になったが、橋架橋以前は、上流へ回り込む道筋があったようであ

る。

新宮は神宮橋から南に200mほ ど (比高差約 50m)の位置にある岩窟である。間回は約 35m、 奥行は最奥

部が約16m、 北川端部に向かって奥行が減じ窟外となる。床面は最奥部から間日部に向かい下方に傾斜 して

いる (25◎ 前後)岩盤であるが、開口部縁辺は崩れた岩などの堆積により、平坦になっている。天丼部も傾

斜しているため高さは一様でないが、平坦面からの高さは3.4m～ 5.5mを測ることができる。天丼部は岩殿

山礫岩の巨大な岩壁で、縁辺部外側へ覆いかぶさるように張 り出している。

現在洞窟内にはコンクリート製の祠の台座と石仏 2赤 (いずれも馬頭観音)の人工物があり、他には天丼

日
日

わ
　
節
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第74図 新宮洞窟調査位置図及び洞窟実測図
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から剥がれ落ちた礫岩塊が幾つかみられるだけである。縁辺部以外に土砂などの地積層はなく、窟内には発

掘可能な箇所は見当たらなかった。縁辺部は平坦面を造 り出すために人為的に埋められているようではある

が、掘 り返した場合、現在安定している傾斜面を復元することが不可能と考え、他の場所を検討することに

した。

洞窟の開口部下方には岩壁から崩落したと思われる大小無数の礫岩塊が重なっており、この礫岩群中の窪

地からは、中倉沢に注ぎ込む全長 180mほ どの沢が発している。現在は水量もなく、山裾部は埋められ国道

139号線が横切っている。

洞窟内に適当な試掘箇所が得られなかったことから、堂宇として利用されていたころ前庭部であった沢を

調査対象とし、洞窟内からこばれ落ちたであろう供献物などを収集することとし、平成 9年 10月 20日から着

手した。大岩が密集し足場も悪い中で、掘削が可能で遺物が混入していそうな場所を選定する作業に多くの

時間を費やした。最終的に洞窟の入口部の下方、参道から5mほ ど離れた場所を調査対象として選定した。時

間をかけて選定した場所ではあるが、周囲より岩の密集度がやや少ない程度であった。トレンチ設定に際し、

杭を打つことができないので、やむを得ず石灰で範囲を印し、 2× 4mの トレンチを設定した。

入力で移動不可能な石を掘り残しながら、石の隙間を可能な限り掘るという方法で、砂利や岩を除去した

のであるが、下部には石が多く、伏流水の湧出などもあって作業は困難を極めた。砂利層であったため、 ト

レンチの壁面に法をつけながらの掘削であり、次々に岩が露出し、壁面はすべて岩という状態であった。そ

のため土層断面の観察も実測もできなかったのであるが、掘りながらの所見では、表面にみえる青みがかっ

た色調の砂利層と、その下の橙褐色に変色した砂利層とが交互に何層も累積している状況であった。砂利層

の変色は鉄分の酸化によるもので、あまり流動しない水分の影響であり、砂利層の堆積後時間の経過を経て

生成されたものと考えられる。これが何層も認められるということは、砂利層の堆積は連続的なものではな
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第 75図 新宮洞窟調査区平面図
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く、一過性の堆積が、永い年月に間をおきながら何回も繰り返されたこ

とを意味している。またその間、浸食による流失量よりも堆積する供給

量の方が多かったと言える。

地表下50～70cmの レベルから4点の遺物が収集された。遺物の内容

は磁器片 3、 陶器片 1で、分析の結果、器種は碗と徳利で、時期的には

18世紀後半以降に位置づけられることが分かった (後述)。 層位的にこ

れらより古いと考えられる地表下70cm以下の上層からは遺物の出土は

なかった。

最終的には地表下 150cmほ ど (最深部で)ま で掘り下げることがで

きたが、 トレンチヘの出入りに足場として利用していた岩が微動し始め
たこと、大きな岩が多量に露出しトレンチの底面積が小さくなりすぎた

ことから、これ以上の掘削を断念した。砂利の層はさらに下部へ続いて

いるようであったが、砂利や石のためボウリング棒も役に立たず、深さ

を確認することはできなかった。トレンチを埋め戻す間に洞窟内部の実

測を行い、10月 27日 に全ての作業を終了した。

古絵図には新宮洞窟の岩壁に滝が描かれているものもあり、『甲斐国

志』|こ も水が落ちていたことが記されている。現在でも大雨の直後には

岩壁を流れ落ちる滝を見ることができるが、絵図が描かれた当時、常時

水があったかどうかは不明である。しかし、洞窟前庭を谷頭にしている

沢は、岩壁の上から落ちた水の浸食作用によって形成されたものであ

り、現在沢を坦めている多量の砂利や礫岩は岩壁が崩れ落ちて堆積した

第76図 洞窟形成過程模式図

ものであることは確実である。

また洞窟の成因については、岩殿山礫岩層と下層との境界部の比較的軟らかい疑灰岩質の層が、抜けるよ

うに崩落してできた洞窟であり、やはり浸食作用によるものと考えられる。この過程は次のように説明でき

る (第 76図 )。

1 岩壁上からの水の落下により岩下の土層が浸食され始める。
2 浸食が進み、礫岩より下層の軟らかい層が削られ、側面が急角度になる。前方には谷が形成され、崩壊
した岩石なども一時堆積するが、浸食作用が凌駕し、永くは留まらない。また岩壁を伝って落ちる水は、軟

らかい下層に浸透し、層の風化を促進した。

3 このような浸食や風化が繰り返されるうちに、基質が弱体化した軟らかい下層が崩壊し滑り落ち (地層
が開口部に向かって下方に傾斜していたことが滑落を助けている)、 これが繰り返され洞窟が深くなった。

やがて水量が減り、流失する土砂よりも堆積する土砂の量が勝り、現在にいたる。

この過程は新宮洞窟だけでなく、窟前が谷になっている七社権現洞窟の形成にもあてはまり、地層の走行

が同様な北東斜面に特徴的な現象と言えよう。

今回調査の成果として言えることは、江戸時代に何らかの信仰対象が存在していた可能性があるというこ

とだけである。地形的・地質的な条件から、将来に亘り発掘という方法による調査は非常に困難であると予

想されるが、あらゆる方法を駆使し、今後、資料が蓄積されることを期待したい。 (杉本正文)

2.出土遺物 (図版 12)

とは肥前系の染付筒形碗で18世紀後半頃の製品である。 2は酸化コバル トを用い、型紙絵付で施文された

瀬戸・美濃系の染付碗で、外面に型紙の重複する部分が認められる。口唇内面には毀落文を施す。型紙絵付

毀ャ
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(摺絵)は江戸時代には各地で用いられていた技法であるが一時中断し、美濃では明治15年(1882)頃、伊勢

の白子 (鈴鹿市)から型紙職人を招き、脇之島窯などで酸化コバルトを使用した型紙絵付が再興されたとい

う (田口昭二ほか 1998『美濃窯の焼物』多治見市教育委員会)。 その後、銅板転写におされて、明治 30～

40年代には衰退したと考えられている。型紙の性格から染付部分が列点状につながる特徴があり、碗では器

面の文様が 3分割されることが多いという (内田祐治 1986「第 2節 鎌倉時代以降 出土陶磁器類の分類」
『下宿内山遺跡』東京都清瀬市下宿内山遺跡調査会)。 3は肥前系の瓶でやや大形の徳利である。 4は鉄釉を

施釉した瀬戸・美濃系のペコカン徳利である。当地点から出上した近世以降の陶磁器は少ないが、18世紀以

降の近世磁器と、型紙絵付による明治 15年以降の瀬戸・美濃系磁器が出土している。

(森本伊知郎)

第 9表 新宮洞窟出土近世、近 。現代陶磁器

No 材質 器種・種別 技法 文様・装飾等 産  地 製 作 年 代 備  考
１

２

３

４

磁器

磁器

磁器

陶器

筒形擁

碗

瓶 (徳利 )
ペコカン徳利

染付七宝繋文

酸化コバルト・型紙絵付

白磁

鉄釉

肥前系
瀬戸・美濃系
肥前系

瀬戸・美濃系

18世紀後半

明治15年以降
18世紀
18世紀後半～19世紀前半
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第 5章 旧円通寺の諸建築

1.円通寺の造営に関する概略

本章では岩殿山円通寺の建築構成に関して記述する。すでに彫刻史の章ほかで述べられたことであるが、円

通寺伽藍の造営とその後の経緯に関して、まず史料記載を明らかにする必要がある。ここでは『甲斐国志』の

内容を調べ、建造物についての概略をまとめる。

円通寺は古 く大同元年 (806)行基の創建と伝えられる。その最も大きな根拠は『甲斐国志』巻九十 仏寺
部第十七ノ下 円通寺条の記載である。このうち一部を下記に示す。
なお、漠文体は読み下している。

「 ○秋元氏修理棟札二枚

岩殿山棟札之事 行基書薩御建立大銅元年以来 永二十七年二到ル 依而大破二及ブ 灸二武田左衛門大
輔信友修理シ畢ンヌ 其ノ後承応三甲午年二到り 破損二依テ而灸二当郡主秋元越中守富朝公修理シ畢ンヌ
灸二奉行町田五左衛門尉 承応三甲午天人月吉辰大工奉行竹田小右衛門… (中略)
行基菩薩御建立大銅元年以来永正十七年承応三稔両度被損ス 其ノ後貞享二乙丑年破損二及ブノ処 当郡
主秋元摂津守喬朝公修理シ畢ンヌ 普請奉行近藤重兵衛 時子二貞享二乙丑四月吉辰 城代高山伝右衛門繁
文 別当常楽院高賢 高尊」
すなわち大同元年に行基によって創建された円通寺は、永正 17年 (1520)ま でに大破 (退破)したため、

この年武田信友 (信虎弟)が4多理、承応 3年 (1654)秋元富朝が修理、貞享 2年 (1685)秋元喬朝が三度目

の修復を行ったとある。行基は天平 21年 (749)に入寂しているから大同元年まで生きていた筈はなく、創

建年次に関しては本尊十一面観音が行基作であるとする伝承と、寺の創立の縁起とを混同したための矛盾と

される。

さら1こ『甲斐国志』には上記引用文のほかに、永正 17年修理に関する棟本L銘が記載されており、それによ

ると永正 17年 の修理が上総国の住僧賢覚阿閣梨が本願となって再建の志を立てたこと、武田 (勝沼)信友お

よび郡内守護、平 (小山田)信有以下主だった郡内衆が寄進者として名を連ね、さらに棟オL末尾には強瀬の

農民と思われる者 1名 と藤崎の呑匠 1名の名が見えることで、16世紀以降の円通寺と七社権現とが地域郷村

組織と密着しつつ存続していくことを示唆している。

次に三重塔については、

「三重塔 本尊釈迦脇士文殊普賢 此塔初建立ノママ4多復ヲ加ル耳 造営ノ事ナシ 升形二経文ヲ刻ス 末ニ

承平三年七月十五日 大檀那孝阿禅尼 トアリ 此ノ人何人タリシコトカ詳ナラズ 塔ノ南二旧宅ノ址アリ比
丘尼屋敷 卜称ス 相伝ヘテ孝阿禅尼ノ庵室ノ跡也 卜云フ 又古塚アリ 孝阿塚 卜云フ (以下略)」
すなわち円通寺の三重塔升形に刻まれた経文の末尾に承平 3年 (933)の年紀と大旦那孝阿禅尼の銘記が

あったという。この塔は初建立のまま修復を加えるのみとしており、F甲斐国志』記載では19世紀初期まで

は承平 3年以前の建物があったと読みとれる。

岩殿七社大権現については、

「岩殿七社大権現 伊豆。日光・箱根 。白山・蔵王・熊野・山王 神外ハ木像各々長サ七尺詐り 行基ノ作 ト
云フ 戸帳七掛、金欄赤地、小山田左兵衛尉寄附、裏二自書シテ云ク斗帳一流ヲ某権現ノ御宝前二懸ケ奉ル
永禄十一年成辰参月十八日大願主平信茂敬白 七懸皆同文ナリ 拝殿ハ東西七間南北十一聞岩幌 (校者註 :

岩窟)二柱ヲ立テ床ヲ張り天丼ハ即チ岩ナリ 故二岩殿 卜号ス 岩上ヨリ細流滴り軒ニソソグ (中略)社
地竪五町横十二町 麓ヨリ登ルコト七町ニシテ社頭二至ル 其ノ間秋葉権現ノ小祠アリ (以下略)」
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また新官については、

「新宮ノ本尊ハ十一面観音 脇士ハ三宝荒神・昆沙門天、是レ亦行基ノ作 卜云ヒ伝フ 山下ノ北面アリ 巌lCH

二柱ヲ立テ岩ヲ直チニ天丼 トスルコト七社ノ造営 卜同ジ 冷水岩上ヨリ落チ殿前二飛流シテ数十丈ノ谷二落

ツ 甚ダ奇観タリ 炎天ノ頃此ノ洞中二入レバ冷気冬ノ如シ」

すなわち七社権現および新宮の建造物は岩窟内に建てられており、七社権現の拝殿は東西 7間 ×南北11間

で、天丼は岩のままであるという。

後年の F甲斐名所図会』(甲斐叢記後輯 巻之九)の記載も基本的には F甲斐国志』と同様である。なお『甲

斐名所図会』による「岩殿山 大月橋 桂川」には七社権現や新宮の建造物は見あたらないが、ふもとの三

重塔はじめ教棟の建築が描かれている (第 77図 )。

ツ
''●】_て

~‐ ま`こ

二
=ギ
手
=ユ

JI

第77図 『甲斐名所図会』中、「岩殿山 大月橋 桂川」の図

永正17年 に4妖理したものの、円通寺はやがて廃絶し、天正年間 (1573-1591)の後半に都留郡領主鳥居元

忠 (在位1582-1590)に より、本山派修験者である常楽坊明逼は岩殿山七社権現その他社領の別当職を与え

られた。こののち正保 3年 (1646)～慶安 3年 (1650)頃、常楽坊を継承した常楽院と大坊とにより、明治

に至るまで円通寺の伽藍と仏像は4多補され、守られていく。前記『甲斐国志どの記に見える三重塔、七社権

現、新宮の状況は棟札に言う承応 3年 (1654)、 貞享 2年 (1685)等々の修補を経たのちの近世の姿である。

ではこれら建築が実際に建ったのはいつだろうか。

『秋元家甲州郡内治績考』中、元禄二年 (1689)正 月十二日付「御領内ニテ御建立被遊候堂宮之覚」によると、

上吉田や川日の浅間御宮、勝山の北室等、寺社六件は「是ハ古ヨリ御座候先年御葺替仰付候」としており、谷

村の薬師堂は大火で焼失後、再建したとしている。続いて「七社権現/観音堂 岩殿」「飛竜権現 丹波山」と

して「右飛竜権現社三十三年前一 (後略)」 と記載されている。このうち「三十三年前酉年」は明暦 3年 (1657)

酉年を、「五年以前丑年」は貞享 2年丑年を指すと考えられ、この両年に建立 (再建)さ れたとしている。丹

波山の飛竜権現に並記されている岩殿山の七社権現と観音堂もこの対象と考えられる。何故なら前記「古よ

り御座候」の建物群に名前がなく、また飛竜権現の再建である明暦 3年及び貞享 2年は、秋元氏修理の棟札

に言う承応 3年及び貞享 2年の修築年次とほぼ一致しているからである。これらを総合すると円通寺の棟札
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友
カ

人

Ｎ
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，
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に修理とあるのは、実際には建物の再建を指すのであろう。

ここではさらに建築物に関して詳細を知るため、大坊 (北条家)所蔵および岩殿区有の絵図史料と慶応 4
(6)

年 (1868)の F甲斐国社記・寺記』第四巻の記載をもとに分析を試みる。

2.絵図史料および『甲斐国社記・寺記』による伽藍構成の復原的考察

観音堂や三重塔が存在した円通寺の伽藍は、現在の賑岡公民館岩殿分館の西側一体に比定される。門前に

は参道となる急傾斜の東西道路が通され、その両恨1には、天正年間までに廃絶したと考えられる円通寺に代

わって岩殿山七社権現の別当職を務めた常楽院および大坊の屋敷地が並んでおり、斜面地を石垣で造成した

大規模な屋敷構が残されている。この東西道路と強瀬・浅利 。葛野・畑倉から岩殿に至る南北往還の交差す

る辻が集落の中心となっている。

以上がいわゆる「麓」の情景で、ここより岩殿山に入り七・八丁登ったところに「七社大権現」が、別に

「新宮」があり、この三者で構成されているところに岩殿山をめぐる建造物群の最大の特徴がある。

大坊 (北条熱実氏)所蔵史料中の岩殿山境内絵図 (第 2編第 5章の第 39図)は作成年代が不明であるが、

岩殿山中に造営された七社権現社の他、観音堂・三重塔 。鐘楼などの堂舎、門前の両脇には石垣で造成され

た常楽院および大坊の敷地と建物が描かれている (第 78図 )。

また、岩殿区有文書の中には年代のわかる史料として宝永 2年 (1705・ 第 2編第 5章の第42図 )、 延享 2

年 (1745'同第43図 )、 文政 3年 (1820)、 天保 7年

(1836)、 安政 6年 (1859)の絵図がある。このうち、

文政 3年、天保 7年、安政 6年の絵図はそれぞれ村絵

図であり、二重塔と数棟の堂宇、民家を描き分けては

いるが、七社権現と新官が描かれておらず、詳細がほ

とんどわからない。最も克明に建築を表現しているの

が廷享 2年の絵図である。廷享 2年の年紀のある絵図

は2葉あり、一方には「延享二年丑三月 営山真榮書
之」、他方には「右絵図之通少茂相違之儀 無御座候
以上 延享二年丑二月 郡内領岩殿村 名主新太郎
組頭四郎兵衛 百姓代孫左衛門」と同じ筆跡で書かれ
ている。建築の表現もほぼ共通しているが、ここでは

欠損が少なく、第 2編第 5章で第43図として紹介し

た前者の絵図と宝永 2年絵図、および大坊 (北条熱実

氏)所蔵史料中の岩殿山境内絵図、また岩殿区有文書

のうち明治初年頃と推定される絵図の部分を用い、慶

応 4年 (1868)の 『甲斐国社記・寺記』第四巻 (以下

F寺記』と略す)による記載と照合しながら、分析を

試みる。

(1)大坊および常楽院、真蔵院の建築
『寺記』第四巻〔通巻第七十三巻 修験本山派〕中、大坊については、建家 (張五間 行間七間 但し板葺)、
土蔵 (張弐間半 行間三間 但し板葺)、 長家 (七間 弐間 同)、 このほかに貸地家作の百姓家敷が七軒と
なっている。常楽院については、建家 (間口拾間 奥行五間半 但シ茅葺)、 土蔵 (三聞 四間 但シ板葺)、
門 (六尺 二間 但シ板葺)、 同裡門 (東西二間 南北六尺 但シ板葺)、 「常楽院ノ内庵」であり常楽院を開
基とする真言宗寺院の真蔵院 (高六斗六升、此六畝歩)、 そして百姓屋鋪の借地三軒としている。

第78図 岩殿山境内絵図
大坊 (北条熱実氏)所蔵史料
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ところで岩殿区有文書のうち、明治初年頃と推定される絵図で、絵図の下半分 (東側)を欠くもの、およ

び上半分 (西側)を欠くもの、それぞれ一葉ずつが伝存している。絵図の示す内容は酷似しているが、この

二葉は一枚の絵図の上下ではなく、別々の絵図の残欠である。このうち前者には大坊および常楽院の建築の

状況が、一部欠けながらもよく描かれている (第 79図 )。 『寺記』による文言とよく一致し、大坊の建家、土

蔵、常楽院の建家、土蔵、門の姿を認めることができる。大坊、常楽院ともに幕末の寺院伽藍としてはごく

通常の構成とみなすことができる。かつ、真蔵院に関しては絵図に『寺記』記載以上の情報があり、本堂と庫

裡とが釣手型に廊下で接続される形式を示している。これもまた山梨県下の真言宗系近世寺院に多い形式である。

荘|■蔦∬
―

峯
)も

榛番

森職す鞠

=キ

(2)観音堂、二重塔、鐘楼の建築

さて、『寺記』のうちでも、通巻第七十三巻の最終条にある記載では、「十一面観音堂地 七百五十坪」と

して観音堂四間四面茅葺、三重之塔、梵鐘および鐘楼二間四面とある。一方、通巻七十四巻の大坊および常

楽院の頂では両寺院持ちとして観音堂京間三間四面茅葺、三重之塔弐間四面高サ五丈八尺柿葺、梵鐘は口弐

尺で武田信玄公御施主 (但し無銘)と あり、鐘楼の記載は見られない。すなわち両者の記載には若千相違が

ある。観音堂が四間四面および京間三間四面となる食い違いについては、仏堂の通例、正面の柱関数が奇数

となるため、 3柱間の建築と考えてよいだろう。使用寸法が京間 (真々で 6尺 5寸モデュール)であるとし

ている。

大坊所蔵の岩殿山境内絵図 (第 78図、以後大坊所蔵絵図と呼ぶ)は図中の観音堂近 くに「観音堂地七百五

十坪」と記載され、『寺記』の記載と符合する。また観音堂、三重塔、鐘楼、大坊および常楽院の建物がそれ

ぞれ描かれている。観音堂は 3柱間で縁のある建物に見え、屋根は正面側に妻を見せる形式で描かれている。

F寺記』によると屋根は茅葺とある。また、前述の明治初期と推定される絵図残欠による表現では屋根が方形

に描かれているが、岩殿区有文書の絵図のうち、宝永 2年絵図 (第 80図 )、 延享 2年絵図 (第 82図 )では入

母屋となっており、後年描かれたと推定される絵図の方形屋根とは異なる。従って、18世紀中期以降のいず

れかの時期に、葺替えによる屋根形式の変更、ないし建物そのものの再建がなされた可能性がある。幕末期

の観音堂は三聞仏堂形式、方形の茅葺屋根をもつ建築であったと推察される。

第78図の大坊所蔵絵図による三重塔にはやや誇張された塔頂部、および縁の表現があり、観青堂同様 3柱
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第79図 明治初期頃と推定される絵図残欠 (岩殿区有文書)
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第 80図 宝永 2年 (1705)絵図 (岩殿区有文書)

第81図 宝永 2年絵図 (第 80図 )
中、三重塔、観音堂部分

第83図 延享 2年絵図 (第 82図)中、
三重塔、観音堂部分

第84図 岩殿山境内絵図 (第 78図 )
中、三重塔、観音堂部分

間の建物に描かれている。層塔の柱

関数も奇数が原貝1であるため、属寺

記』による「三重之塔弐聞四面高サ

五丈人尺柿葺」の弐間四面は桁行・

梁間とも3柱間平面の、 1辺の実長

を書いたものであろう。高さが五丈

人尺 (約 17.4m)で柿葺の建物とし

ており、建築の格の高さを窺わせる。

鐘楼は『寺記』七十三巻に二間四

面とある建物で、大坊所蔵絵図では柱が内転びに描かれている。前述の明治初期と推定される絵図残欠によ

る表現でも柱は内転びで、かつ屋根が方形となっており、典型的な小規模鐘楼の形状であったと推定される。

(3)七社権現の建築

次に観音堂地より人町ほど登った七社権現について、F寺記』通巻第七十三巻の最終条記載では、「七社権

現社地岩窟 但シ拝殿東西七間南北十一間岩窟之内工建込候拝殿二候 同本社之儀者一官七扉二建続之宮ニ
御座候」とある。通巻第七十四巻の大坊および常楽院の条では「七社大権現宮 明三尺 拝殿 東西江五間
南北江九間 但し岩窟掛造」であり、拝殿に掛かる「半鐘 口壱尺 (常楽院の条ではロー尺五寸)」 および

第 82図 延享 2年 (1745)絵図 (岩殿区有文書)
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「鰐口」があるという。このうち「岩窟掛造」の掛造とは、懸造 のことで、社寺建築などにおいて山、崖に

持たせかけ、あるいは水の上に架け渡して造られる建物や、その構造方法をこう呼ぶ。床を支持するために

長い足代を組むのが普通である。懸造の代表的な建築としては、三仏寺奥院 (=投入堂・鳥取県。平安後期)、

清水寺本堂 (京都府・1633)な どが挙げられる。

ここで両巻の拝殿規模を比較してみると、七十三巻記載は東西七間南北十一間であるが、七十四巻記載は

東西五間南北九間である。この相違はどこからくるか。

相違の理由を明らかにするに伴い、七社権現拝殿の建築に3通 りの可能性があることが判明した。以下に

箇条書きとする。

①前述の観音堂の項に戻ると、『寺記』の両巻で相違があるのは、七十三巻記載が実長に近い数値を、七十

四巻記載が柱間数を述べたものと推定した。当然、拝殿に関しても同様であるという可能性がある。すなわ

ち建物の東西は5柱間で実長が7間、南北は9柱間で実長が 11間 という規模であったと推定される。

②反対に前述の二重塔の項では、七十四巻記載が実長を述べたものと推定している。これを適用すると、①

とはまったく逆に建物の東西が 7柱間で実長が5間、南北はH柱間で実長が9間 という規模であった可能性

がある。1柱間が実長で1間に満たない計算となるが、天丼高さのとれない岩窟内の祠としての堂宮の場合、

このような小スパンの事例は珍しくない。

③拝殿の東西七間南北十一間という数値は前節で述べた『甲斐国志』の記載とまったく同じ数値である。

『甲斐国志』の神社規模に関する記載は、窪人幡神社に関する実証より、基壇規模、あるいは屋根の投影規模

を記載したという論がある。七社権現に関してもこれが適用されると考えると、拝殿の基壇ないし懸造の足

代規模が東西七間南北十一間、その上にのる拝殿建築が東西五間南北九間であったと推定される。

これらのうち、最も可能性が高いのは懸造にあるべき足代規模を記したとする③であると考える。以上は

拝殿規模に関する論述であるが、では拝殿に対する本殿はいかなるものであったか。

『寺記』七十三巻の最終条記載に「七社権現社地岩窟 但シ拝殿東西七間南北十一問岩窟之内工建込候拝殿

二候 同本社之儀者一宮七扉二建続之宮二御座候」とある。後ろの文章で本社と呼ぶのが七社権現本殿と考
えると、続いて「一宮七扉二建続之宮」の部分が本殿の形式を指し、これが七社の相殿形式を意味している

可能性がある。相殿とは一つの社殿に二柱以上の神を合祀する社殿形式で、建築もそれに適合した形式を採

用している。山城国の石清水人幡宮などが代表事例であるが、山梨県では比較的小規模な二間社三扉、三間

社三扉の相殿がよく知られている。しかし例えば三間社が三棟、「つくりあい造合」1こ よって接続した窪人幡

神社本殿 (十一間社流造)の ような特殊な形式もこのような一例と言ってよいだろう。「一宮七扉二建続之宮」

の七社権現の具体的な形式は不明であるが、七社を一つ屋根で覆う形式の相殿でなくても、春日造りのよう

な一間社が七社「建続」く形式であった可能性も考えられる。

『甲斐国志』に記される「戸帳七掛、金欄赤地、小山田左兵衛尉寄附、裏二自書シテ云ク斗帳一流ヲ某権現

ノ御宝前二懸ケ奉ル 永禄十一年成辰参月十八日大願主平信茂敬白 七懸皆同文ナリ」の記載により、永禄
H年 (1568)に七社権現のそれぞれに豪華な斗帳を一流ずつ奉納、懸けたと記録されるが、本殿が七社相殿

形式をとり、各柱間に神外一体、斗帳一流ずつを納めた構造をとったのではないだろうか。

七十四巻で大坊、常楽院の条ともに「七社大権現宮 明三尺」とあり、文字通りに捉えると、建築物間の

何らの間隙が三尺であったと受け取れる。前述のように春日造りのような一間社が七社「建続」く形式であっ

た場合には、各社間の間隙ないし各社のスパンそのものが三尺であったとも考えられる。ところがここに問

題がある。本殿に関しては規模記載がないことである。

次章「旧円通寺の彫刻」で七社権現像の背面に虫害が多く見られることを述べている。そのため七社権現

の堂 (本殿)に天丼がないことと同様、背面も岩窟そのものであった可能性を指摘している。 史料記載を総
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合すると「一宮七扉二建続之宮」は各間隔を三尺にとった七柱間の宮と推定され、権現神赤を各スパンに一

赤ずつ合計七赤納め、その各々に豪華な斗帳を一流ずつ懸けた相殿とするのが最も妥当ではないだろうか。と

ころが天丼および背後は岩窟であり、建築規模を表記することが不可能だったと考えられるのである。

ここで第78図の大坊所蔵絵図を見ると、七社権現の建築としては左側に向拝のような小建築が突出してい

て、そのあとに建物の主要部分が描かれ、また右側には別方向へ突出する小建物が描かれている。建築の主

要部分が洞窟内の奥行を描いたものとすると、右側の小建築は洞窟の最奥にある本殿かとも受け取れるが、こ

の絵からはむしろ谷に向かって別棟が突出しているようにも見える。全体に高い柱に載っているように表現

されており、F寺記』に云う岩窟掛造の建築であると納得できる。

さらに岩殿区有文書中のうち延享 2年の絵図 (第 82図)を見ると、建築構成としては前述の大坊所蔵絵図

と同じ様な形状をとっており、懸造の七社権現が18世紀中期には成立していたことが窺える。

第85図 岩殿山境内絵図 (第 78図)中、
七社権現部分 第86図 延享 2年絵図(第 82図 )中、七社権現部分

以上により18世紀中期から幕末にかけての七社権現の建築については、参道を登っていくとまず向拝があ

り、それに続いて規模の大きな拝殿が続く。さらに最奥に「一宮七扉二建続之宮」の本殿が控え、拝殿の一

部が谷へと張り出した懸造の構造となっていると考えるのが妥当であろう。

ir‐ォ々

第87図 七社権現 洞窟内現況
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(4)新宮の建築

次に観音堂地より北方へ十町ほど離れた新宮であるが、『寺記』通巻第七十三巻の最終条記載では、「新宮

境内 竪一町 横二町 (中略)同 拝殿東西工三間南北工七間岩窟之内建込之拝殿 同本尊千手観音木像ニ

候」と、七社権現と同様に洞窟内に建て込んだ建築であることを記している。通巻第七十四巻の大坊条では

「三宝大荒宮 東西七尺 南北江七間」、「拝殿 東西江三間 南北江七間半 (常楽院条では七間)但 し岩窟

造り掛り」とある。新宮の本専は十一面観音であるが、『甲斐国志』によれば脇士として三宝荒櫛・昆沙門天

の名を挙げている。第七十四巻大坊条の「三宝大荒宮 東西七尺 南北江七間」は拝殿より前に記載のある

ことから、新宮の本殿を指す可能性もあるが、三宝荒神の摂社であるとも考えられ、疑間が残る①七社権現

と同様、次章で十一面観音像の一外に関して背面に虫害が多く見られるとしており、この像の納められてい

た背後が岩窟であった可能性を示唆している。新宮の本尊である十

一面観音像は、東西三間南北七間半 (常楽院条では七間)で懸造の

形式をとる拝殿の奥に祀られていた可能性が高い。

廷享 2年絵図 (第 82図 )を見ると、新宮の建築は正面に妻と見せ

た懸造の建築が前方の谷へと突出していて、上から滝が落ちてくる

情景が描かれている。新宮の谷の方向を考えると、正面が北を向い

ているため、東西三間南北七間という拝殿の規模は、正面が三間、洞

窟内部に向かって七間 (ないし七間半)と なり、前方は水滴したた

る流れの下に張 り出した懸造であったと推定される。 第 88図 延享 2年絵図 (第 82図 )中、
新宮部分

主
―
轟

Ⅷ
′F歳

第89図 新宮 外観現況
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掛欝
凝1

第 90図 新宮 洞窟内現況

(5)岩殿山をめぐる建築の特徴

岩殿山をめぐる建築は、以上のようにオーソドックスな麓の建築群とかなり特殊な形態の七社権現および

新宮の建築群に分けて捉えることが可能である。後者を特徴づける主たる要因は「懸造」である。懸造その

ものは岩殿山のような山岳を拠点とする宗教施設には珍しくないが、山梨県下では現存例がほとんど無いと

考えられるため、七社権現および新宮の建造物が失われたことが惜しまれる。

さて、近世に入ると岩殿山大坊および常楽院は郡内における熊野先達触頭を勤めているが、岩殿山をめぐ

る建築の特徴を一言でまとめるならば、本拠である熊野三山の建築構成によく似ていることである。

紀伊の東南部にあたる古の熊野国に、熊野本宮大社 僚長野坐神社 。本宮)、 熊野速玉大社 い鷺野速玉神社・

新宮)、 熊野那智大社 (熊野夫須美神社・那智)の三大社が鎮座する。平安時代初期に熊野坐神社 (本宮)お

よび熊野速玉神社 (新宮)が成立し、那智滝 (飛滝権現)への霊瀑信仰から起こった熊野那智神社が11世紀

中頃に加わった。元来は各々独立した神社であったが、地域を同じくすることから、古代末には一種の宗教

的連合体を形成するようになったとされる。

熊野本宮は和歌山県東牟宴郡本宮町の熊野川上流にあり、新宮はその東南で熊野川河口にあたる新宮市に

鎮座する。那智大社は新宮の南西の那智勝浦町に位置し、本宮からは小雲取越、大雲取越の難所を経て南南

東方向の那智に至る。この位置関係は南北方向を逆にした場合、岩殿山における七社権現、新宮および麓の

領域の構成と実によく似ている。

すなわち岩殿山において、七社権現を祀る最も標高の高い領域が「本宮」、七社権現とは別な岩窟を本拠と

する新宮が「新宮」、円通寺伽藍の遺構としての三重塔が建つ麓の領域が青岸渡寺との神仏習合色の濃厚な

「那智」に近いイメージのものとして、近世の再建を経て整備されたのではないだろうか。

以上、岩殿山をめぐる各領域の建築について概観したが、さらに円通寺伽藍の建築を解明するにあたり、ひ

とつの鍵となるのが三重塔である。この塔は現存しないが、近世の絵図にはその姿が描かれ、また大坊 (現・

北条熱実家)所蔵史料中の廃仏毀釈時の対象建築として「三重塔」と明記されており、明治初年までは実在

していたことが確認される。この塔の柱の 1本とされる部材が常楽院跡の柳原家に伝存しており、本調査に

おいて、放射性同位元素 14Cに よる材の年代判定を行った。この結果に関して及節に述べる。

-132-



3.伝二重塔四天柱に関する所見

三重塔は『甲斐国志』によれば、升形に刻まれた経文の末尾に承平 3年 (933)の年紀と大旦那孝阿禅尼の

銘記があったとされる。建物は現存していないが、前述にように近世の絵図にはその姿が描かれ、遠方から

眺望できるため、『甲斐名所図会』などにも示されるように甲州三十三観音霊場の第三十番札所のシンボル的

な存在であったと考えられる。

また大坊 (北条熱実氏)所蔵史料中の廃仏毀釈時の対象建築として「三重塔」と明記されており、明治初

年までは実在していたことが確認される。この塔の柱の 1本とされる部材が常楽院跡の柳原明文家に伝存し

ている。柳原家では廃仏毀釈の際、取り壊された三重塔の柱をもらいうけ、それを長年池の松の枝の下支え

に使用していたという。近年、傷みがひどくなったためにその柱を取り外し、保管している (第 91・ 92・ 93

図)。 その形状は以下の通りである。

①元口で直径 230mm、 末口で直径 210mm、 高さ1955mmの円柱である。元口は傷みのために 材形が楕円

に近く、最大直径260mmに達する箇所がある。柱中程の材直径は248mmである。

②樹種は檜で、表面に漆の朱塗りのあとが残る。

③柱頭部には頭貫を通したと推定される幅55mm、 深さ140mmの欠き込みが通る。

④柱底部には地覆を通したと推定される幅80mm、 高さ200mm、 奥行き140mmの久き込み (仕口)が設け

られている。

⑤上記③の久き込みから④の欠き込みにかけて、柱側面の上から下まで、幅およそ55mmの塗装のない溝が

一本通る。現在は傷みがひどくなり、材の「背割れ」のような状況を呈している。鈴木英良氏による昭和

51年 6月 の先行調査によれば、この箇所およびその周辺には角釘が 3ケ所に打ってあることを指摘してい

る。

③そのほかに、図に示すような若千の痕跡 (埋木)等が残存する。

②三重塔の基壇に近かった場所に、現在礎石が集められている。礎石のうち1個には、明らかにこの柱の元

口形状に姑応するひかりつけの行われた痕跡が残る。

③以上の材形状、仕口痕跡により、四天柱の 1本であると考えられる。礎石のひかりつけ痕跡が一致するこ

と (第 94図 )、 表面に朱漆塗りの跡が残ることから、初層四天柱である可能性が最も高い。

第 91図  四天柱 全景

この材のみから年代判定することは困難であるため、柳原家のご厚意により材の一部を採取し、帝京大学
(7)

山梨文化財研究所の鈴木稔氏のご協力によって、放射性同位元素14Cに よる材の年代判定を行った。その結

果は以下の通りである。

① 14C年代測定により慣例となるLibbyの 半減期5568年 を採用した場合、西暦 1950年 までの経過年数は600

年±60年である。
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第 92図  四天柱 頭部
頭貫穴および柱表面に残る朱漆塗 り
が認められる。

第 93図  四天柱 底部
地貫ないし地覆穴が認められる。

第94図 礎石
四天柱と同じ形状の
ひかりつけが認められる。

② 14Cの半減期として使用されている最新の値、

5730年を採用した場合、西暦 1950年 までの経過

年数は620年±60年である。

③上記いずれも約 70%の確率で年代誤差 (± 60

年)の範囲に入る。

以上の結果により、三重塔の柱の年代は西暦

1270年～ 1410年 と考えることができる。つまり

鎌倉末期の文永 7年 (1270)頃から室町中期の応

永17年 (1410)頃 の間に、三重塔の柱材が伐採さ

れたことを示している。これを前述の円通寺の寺

歴にあわせて考えると、次のように推察される。

まず『甲斐国志』にある、升形に刻まれた経文

の末尾に承平 3年 (933)の年紀があったとされ

る三重塔に関しては、承平 3年以前に建立された

とみることができ、中世中期と推定される現存郡

材の三重塔とは一致しない。現存部材は中世期の

後補柱であり、あくまでも古代の三重塔が明治初

年まで存在したという可能性が皆無という訳では

ないが、現存部材が最も主要な柱である四天柱の

1本であることを考えると、この可能性は極めて

低い。『甲斐国志』の記載通りに、承平 3年年紀の

三重塔が建立されていたとしても、それは後年失

われ、再建されたと考えるのが妥当であろう。

円通寺伽藍の再建年次として次の画期とされる

のは、大破 (退破)の修理を行った永正17年 (1520)

であるが、これは逆に時代が降りすぎている。中

世に円通寺は京都聖護院を本山とする本山派4多験

寺院であり、応永 6年 (1399)～ 同 8年の間に金

岡1仏師明賢は大般若経六百巻を円通寺に奉納して

いる。三重塔の柱材が示す年代はまさにこれに若

干先立つ年代を中心とし、4多験寺院として信仰を

集めていた時期にあたる。

さて、三重塔の四天柱と推定される 1本の遺材

のみでの建築復元は不可能であるが、材の示す

1270年～1410年 という年代に、日本の層塔建築は

実にダイナミックな発展を遂げている。建築の各

部比率に関し、繁垂木の真々間隔を基準寸法とし、

その倍数によって設計する手法を「枝割の制」、な

いし「木割」と呼ぶが、これが実に13世紀から15

世紀前期にかけて成立をみているのである。以下
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第 95図 四天柱の四面の側面図

頭貫穴

噌ヨ55mm

深さ140mm

高さ20

奥行 1.401111n

高さ1955111111

地覆ないし

地貫穴

幅801111n

最大径260mm

第96図 四天柱のアイソメ図
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に中世の層塔建築における枝割の制の成立過程を要約しておく。

浜島正士氏の研究によれば、海住山寺五重塔 (京都府・1224)、 明王院五重塔 (広島県 。1348)、 厳島神社

五重碁 (広島県・1407)の三棟の層塔に注目すると、13世紀前半から15世紀前期にかけて層塔の枝割が次第

に整っていく経緯が把握できるとしている (第 10表 )。

中世の現存遺構を見ると、海住山寺五重塔は初層総間を9尺の完数とし、それを22等分して中の間を8枝、

脇間を7枝にとるが、その柱間割付の基準寸法がそのまま垂木割となる。ここに至って初めて枝割の制が見

られる。柱間は各重各間で一枝寸法は異なるが、古代のように単に完数あるいは比率によるものでなく、枝

割を利用したと推定される。

明王院五重塔では基準となる 1枝寸法が既に存在し、その倍数によって初層の各柱間寸法を決定している。

二層以上では総間を初層と同じ1枝寸法で各 2枝落ちとして決定しているが、垂木枝数がそれに伴わないた

めに 1枝寸法が各重で異なっている。

これがさらに進み、厳島神社五重塔に至って一枝寸法は各重各間にわたって同一となる。ここにおいて初

めて初重の枝割が各重を完全に支配することになる。

以上が五重塔における枝割の制の発展過程であるが、三重塔においても同様の状況を示し、遺構としては、

第10表 枝害」による柱間寸法 (単位尺)

常楽寺三重塔 (滋賀県・応永7年三1400)に おいて、ほぼ完全な枝割の使用を認められる。しかしながら、円

通寺三重塔はそれより時期が朔ること、また、甲州という地域性を考慮すると全体を通しての統一木割がま

だすでに存在していなかったと考えられる。

次の節では残された四天柱より、できうる限り妥当な形態を目指し、円通寺三重塔の推定復原を行う。

4.円通寺二重塔の復原的考察

14世紀に主流であった層塔の設計手法に加え、ここでは円通寺三重塔に地理的、時期的に最も近いと考え

られる長野県小県郡の大宝寺三重塔 (国宝・正慶 2年 三1333)の枝割寸法を参考として、以下にその手法を

まとめる。

①初層総間を尺の完数とし、かつ丸桁間の寸法を初層、 2層、 3層で10:9:8の 比率となるように決定

名称 年代 層 総  間 中央間 脇  間 逓 減
寸法 枝数 一枝寸法 寸法 枝教 一枚寸法 寸法 枝数 ―枝寸法 寸法 枝数 ―枝寸法

海住山寺

五重塔

建保 2年

1224

一　
一
一　
〓
一　
四

五

9,035

8.445

7.91

7.31

6.66

22   041

[9    -―

[9    -

[8    -―

[6    0416

3.285   8   0411

3.085   7   044

2.89    7   0413

2.55    6   0.425

2.49    6   0,415

2.875   7   041

2.68    6   0447

2.51    6   0419

2.38    6   0.397

2085   5   0.417

1

0.59   -―    ―

0.535  -―    ―

0,6   -一   ――

0.65   --   0,737

明 王 院

五重塔

貞和 4年

1348

一　
一
一　
〓
一　
四

五

14.4   28   0514

13.37  26    -―

1234  25   0494

11.31  22   0514

10.28  19   0541

5,14   10   0.514

4.98   10   0.498

4.44    9   0.494

411   8   0.514

378    7   0541

463    9   0.514

4.195   8   0524

395    8   0494

3.6     7   0514

3.25    6   0541

1

1.03    3    -―

1.03    3    -―

103    3    -―

1.03    3   0,714

厳島神社

五重塔

応永14年

1407

一　
一
一　
〓
一　
四

五

15.04  32   047

1363  29   047

1222  26   0.47

1081  23   0.47

94    20   0,47

564   12   047

517   11   047

47    10   0.47

423    9   047

376    8   047

4,7    10   047

423    9   047

376    8   0.47

329    7   047

282    6   0.47

1

41   3   -

41   3   -

41   3   -

41    3   0625
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する。後者は大宝寺、興福寺三重塔等で見られる手法である。

②初層に関しては、枝割による一枝寸法を基準とし、枝割の制により部材大きさを決定する。

③二層各間は初層より中央間、脇間とも各 1枝落ちとし、三層各間はさらに二層より中央間、脇間とも各

2枝落ちとする。軒の出は各重とも九桁芯より地垂木 6枝、飛えん垂木は 5枝の合計11枝とするが、一

枝が各重で異なるため、軒の出も次第に通減していくことになる。

④各重の一枝寸法は上の層に行くに従い、原貝1と して小さくなる。 2層および 3層では各柱間を各々の枝

割により割り付けるが、三ッ斗が六枝掛とはならないことで初層とは異なる。

『甲斐国社記・寺記』通巻七十四巻の大坊および常楽院の項には、両寺院持ちとして「三重之塔弐間四面高

サ五丈入尺柿葺」とある。大坊所蔵の岩殿山境内絵図では観音堂、鐘楼、大坊および常楽院の建物とともに

三重塔が描かれており、やや誇張された塔頂部、および縁の表現があり、観音堂同様 3柱間の建物に描かれ

ている。層塔の柱関数も奇数が原則であるため、『寺記』による「三重之塔弐間四面高サ五丈人尺柿葺」の弐

間四面は桁行・梁間とも3柱間平面の、 1辺の実長を書いたものであろう。高さが五丈入尺 (約 17.4m)で

柿葺の建物としており、建築の格の高さを窺わせる。

一方、大坊 (北条熱実氏)所蔵史料中の廃仏毀釈時の史料には「三重塔 一問半Jと記されており、前述

の弐間という記載とは数字を異にするが、使用する基本モジュールの相違によるものであろう。ここでは中

世中葉の層塔設計の理念に従い、初層総間を尺の完数とするが、史料記載による総間の範囲である9尺より

12尺の間の数字では、文の完数である10尺が最も適していると考えられるため、10尺 とし、日本の代表的な

木割書である F匠明』塔記集の記載に従って、復原を行った。各重の基本寸法は下記、第11表の通りである。

以下に、CADに よって各部材のモデリングを行い、復原した円通寺三重塔の推定復原透視図を示す。総間

第H表 旧円通寺三重塔の推定枝割による柱間寸法 (単位 寸)

が一間半より二間の間で総高さが 5文 8尺とされ、決して大きな層塔ではないが、絵図等史資料および残さ

れた柱より得た情報でその姿を復することができた。

以下に図を示す。

初層堂内に関しては、柱にあった板壁痕跡により、来迎壁が設けられており、真柱は初層梁上にとどまっ

ていたと考えられる。第99図すなわち堂内の透視図において、奥の来迎壁に向かって右の四天柱が現在に残

された柱である。

なお、絵図より風鐸の存在が明らかであるが、大坊所蔵遺物中に建築に関わると見られる金属器が残され

ており、これとの関連を熟考する必要がある。そのため今回、風鐸のモデリングは行わなかった。また、中

世中葉の層塔は通例初層に床が貼られており、当復原においても、同様に復した。従って、四天柱に残され

た地貫ないし地覆の痕跡に関して、初層床組を設ける横架材のための穴であったと解釈したが、四天柱その

ものに床板と接触した痕跡が認められないため、この点に関しても再考の余地があることを付記しておく。

山梨県においては中世期の塔建築が現存しておらず、旧円通寺三重塔の破却は極めて惜しまれる。

名  称 層 総  間 中央間 脇  間 逓  減

寸法 枝数 一枝寸法 寸法 枝数 一枝寸法 寸法 枝教 一枝寸法 寸法 枝数 ―枝寸法

円通寺 三重塔 100.0 32   3125

875   29   3.017

6875  23   2989

375   12   3.125

3318  11   3.017

26.90   9   2.989

3125  10   3125

2715   9   3.017

20.925  7   2989

1

125   --  0875

1875  --  0688
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第 97図 旧円通寺三重塔 外観
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第 98図 旧円通寺三重塔 二層組物

第99図 旧円通寺三重碁 初層堂内
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第 6章 旧円通寺の彫刻

かつて円通寺に祀られていた像として伝えられるのは、木造十一面観音像二躯と県指定文化財である木造

七社権現像七躯の計九躯の像であり、現在は、真蔵院境内の収蔵庫に安置される。これらの像について、以

下に調査結果を記し、それに姑する若干の考察を付すこととする。

1.木造十一面観音像 (1)(図版 13)

現在、真蔵院境内の1え蔵庫に七社権現像と共に安置される二躯の十一面観音像のうち、像高の高い方の像

である。

本像は、ほぼ等身の大きさで、十一面観音像の通例の通り頭上に化仏を彫出するが、頭部頂上から、後頭

部、両肩背面にかけては、特に虫害等による損傷がひどく、頭上の化仏は、現在正面に三面、両側面にそれ

ぞれ二面が残るのみである。天冠台 (無文)を載き、天冠台下の地髪は平彫りとする。三道は表さない。右

手は屈膏し、左手は体側に添って垂下するが、共に手首から先を失う。胸前には条畠をかけ、両肩から垂下

して膝前を一重にわたる天衣をつけ、下半身には一段折り返しのある裾と腰布を着ける。右腕に腎釧 (紐一

条の上下に列弁を付す)をつける。像高は、現状で146.Ocmで ある。

材は、はっきりしない。一木造。彫眼。構造は、像容の全てを一材から彫出するもので、内到りはない。右

手上膊及び左手は体部と遊離せずに彫出される。像表面は現在ほぼ素木の状態となり、当初の状態は不明で

ある。本像は、先に述べたように、全身に虫害等の損傷を受け、特に上半身の頭部から背面にそれが著しく、

頂上仏面及び化仏の数面を失い、両耳も左耳上部の耳輪の一部を残して欠失する。両手首から先、及び両足

首から先も欠失し、光背、台座も失われる。

本像にみられる、丸くふっくらした顔に大振りな目鼻立ちを刻み、上唇を突き出すように表す面貌の表現

や、腹部を丸く脹らんで表す体躯の表現、さらに膝前を一重にわたる天衣の形などは、県内の平安時代10世

紀頃の彫刻にままみられる表現と通じるところがある。しかし、体躯の厚みは意外に薄く、全体に量感を減

じている点、また表情にも穏やかさが増している点などからは、本像の造立は11世紀に入るものと思われる。

両肩にかかる天衣や折り返した裾の表現にはやや素朴なところがあり、両腕を体部と離さずに彫出する点等

を考え併せると、本像は、在地での制作と考えられる。

本像は、次項の十一面観音像と共に、円通寺より伝えられた像であるとされる。『甲斐国志』巻九十仏寺部

第十七ノ下円通寺条によれば、円通寺の本尊は、行基作と伝えられる十一面観音であり、新宮の本尊もまた、

行基作と伝えられる十一面観音であるといい、当寺には、二躯の十一面観音像が祀られていたとされる。及

項にみるように、円通寺の平地伽藍のうちの観音堂の本尊が、次項の十一面観音像であるとすれば、本像は、

『甲斐国志』のいう新宮の本尊であったと考えられるが、新宮の本尊は、千手観音像であったとする伝えもあ

り、また『甲斐国 社記寺記」にも、新宮の本尊を千手観音木像と記すなど、新宮の本尊については、諸説

がある。しかし、F甲斐国志』によれば、新宮は山下の北面にある岩窟で、深い谷に面しているとあり、本像

の保存状態がもう一躯の十一面観音像にくらべて非常に悪いのは、この岩窟の官に安置されていたためでは

ないかとも思われ、新宮の本来の本尊はやはり本像ではなかったかと思われる。

本像は、岩殿山の信仰の中でも非常に早い時期の遺例であり、神仏混合した岩殿山の信仰を知る上で重要

な像であると思われる。
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(法量)

像高

髪際高

頂一顎

面長

面幅

単位 icm

146.0

136.0

24.0

16.2

15.6

面奥

耳張

胸奥

腹奥

肘張

20.5

20.1

17.8

19,7

41.6

裾張

2.木造十一面観音像 (H)(図版 13)

現在、真蔵院境内の収蔵庫に、七社権現像と共に安置される二躯の十一面観音像のうち、像高の低い方の

像である。

本像は、像高99,Ocm。 頭部は、現在頭上に十面を表し、頭頂の仏面を欠失する。天冠台 (紐一条の上に花

型を付す)を戴き、天冠台下の地髪はまばら彫りとする。髪髪一条が両耳をわたる。白嘉、三道を表す。右

手は垂下して掌を前にし、左手は、屈腎して持物 (欠失)を執る。腰をやや左に捻り、右脚をやや前に出し

て蓮華座上に立つ。天衣、条吊、一段折り返しのある裾、腰布を着ける。

材は、ヒノキ。彫眼、漆箔、白嘉嵌入 (欠失)。 構造は、体部は三道下の中央やや左寄りの位置から両足間

に達する線で左右に割矧ぎ、内到りする。割首か。右手は、肩、肘で矧ぎ、左手は、肩、肘、手首で矧ぐ。本

像は、前項の十一面観音像と異なり虫害による損傷はほとんどないが、造像後、大破した時期があったよう

で、頭部及び両手の肘から先は後補のものと変わり、体部中央の矧ぎ日と両肩には、後補の楔が打ち込まれ、

体部中央の矧ぎ目には、材の久けた箇所もみえる。また、両足首から先も久失する。光背、台座も後補であ

る。

本像は、後代に補われた頭部と両手の肘から先、また矧ぎ目のゆるみなどによって、全体の姿を損ねては

いるが、体幹部は、12世紀後半頃の典型的な藤原時代彫刻様式を示すものである。僅かに左に捻る上半身か

ら腰にかけては豊かな量感をみせ、下半身は薄い衣を通して両脚をくっきりと表し、全体の像容を引き締め

ている。衣は、いずれも薄く柔らかい布の質感を見事に表していて美しい。衣文は、全体にやや細かく、裾

の折り返しや腰布では、浅くゆるやかに弧を描く衣文を、両脚脇ではやや深く斜めに畳まれる衣文を刻んで

変化をみせる。こうした本像の示す様式は、本県においては、中巨摩郡玉穂町永源寺聖観音像 (重文)や甲

府市善光寺阿弥陀三尊像中の脇侍像 (重文・収蔵庫安置)と 共通性を持つものといえる。特に、同じ三尺像

である永源寺像とは、上半身に較べて下半身をやや長めに造形する点などに似た傾向を示すが、より繊細と

なった衣文の表現などから、その制作は、同像よりやや遅れる時期ではないかと考えられる。このように、本

像の示す様式は、先の善光寺像、永源寺像などと共に12世紀後半期における本県の造像の水準を示すものと

いえよう。

F甲斐国志』や近世の絵図等によれば、円通寺の主要堂宇は、岩殿山山麓の平地伽藍、同山中腹の岩窟にあ

る七社権現堂、平地伽藍北方の岩窟にある新宮の三箇所であったようである。これらのうち、岩殿山山麓の

平地伽藍には、観音堂、三重塔等があり、この観音堂の本尊は、諸史料共に十一面観音であったことを記す。

F甲斐国志』に引く秋元氏修理棟本とによれば、円通寺は永正17年 (1520)に 大破し、承応 3年 (1654)、 貞享

2年 (1658)に は、破損した為、永正 17年 には、武田信友、当郡主小山田信有等の寄進により、承応 3年及

び貞享 2年にはそれぞれ時の郡主、秋元富朝、秋元喬朝により復興されたという。先にみたように、本像は、

造像後のある時期に大破して頭部や両手を失っており、或いはこれは、大破と記される永正17年時の堂宇の

破壊等に伴うものかとも考えられ、本像が、平地伽藍の主要堂宇である観音堂の本尊であり、円通寺の本尊

とされる十一面観音像であったのではないかと考えられる。本像は、大破の後、修復を加えられ、江戸時代

０つ
υ
つ
υ
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には、光背、台座を新たに補われたが、明治維新後の円通寺の由緒を継いだ常楽院、大坊の廃絶、衰退によ

り安置堂宇を失い、破損を進めたものの、昭和58年、真蔵院境内に収蔵庫が完成すると、円通寺の旧仏とし

て安置され、現在に至っているのである。

(法量 ) 単位 icm

像高      99.0 耳張

胸奥

腹奥

肘張

裾張

髪際高

頂一顎

面長

面幅

面奥

90,7

21.4

12.3

10.4

12.5

13.2

13.2

13.9

31.7

19.4

(鈴木麻里子)

3.木造七社権現立像 七躯 (図版 13)

真蔵院に所蔵される七社権現像は、明治初年に岩殿山中腹の七社権現社から移座したという。現在は同院

収蔵庫に収められているが、以下本七躯の形状・品質構造等について略述したい。

まず形状について記す。ひときわ大きい中尊の蔵王を中心として俗形の男神像が六躯、僧形の神像が一躯

の計七躯の神像がいずれも直立して並んでいる。以下各像の形状について中尊の記述を基本として略述する

が、名称は現在用いられている呼称にしたがう。

[蔵王] 頭部には中折の烏帽子をかぶり、壮貌にして正面を向く、抱を着し、両手を届腎させ、右手を外

にして胸前にて笏 (欠失)を持ち、袴をはき、沓を履いて直立する。

[熊野] 頭部に立烏帽子をかぶる他、蔵王に準じる。

[山王]頭 部に巾子を被るほか、蔵王に準じる。

[白山]蔵 王に準じる。

[日光]蔵 王に準じる。

[伊豆] 山王に準じる。袈裟 (鉤環付)を着し、両国角を吊り上げて微笑し、両手を屈腎させ持物を握る

形をする。

[箱根] 僧形、裂裟 (鉤環付)を着し、両手を屈腎して持物を握る形をする。

次に品質構造等について記す。

各像は、ほぼ全容を一材から木取りする。材は桧材とされているが或いは枢材かとも思われる。ただ熊野

像は他の五躯とは材が異なると考えられる。木心は後方中央ぎりぎりにあり、すべて木表を用いる。

九彫、彫眼。内到しない。現状は素地をあらわしているが、当初は白土下地彩色か。冠・烏帽子・髪・髭
。

眉 。眼を墨描する。

4多補損傷等について記すと、各像とも持物を亡失し、彩色も剥落している。また、背面及地付・沓先等虫

蝕朽損 (と くに箱根の後頭部から左肩上面にかけて甚しい)の状態が著しい。眉・眼・髭等の墨描はすべて

後補。

また、中尊袴正面に墨書銘があるが、現在ほとんど判読できない。

真蔵院は現在千手観音像を本尊とする密教寺院であるが、F甲斐国志』仏寺部の岩殿山円通寺の条には、行

基作の十一面観音を本尊とする寺院であったという。同条の円通寺の寺宝を記すなかに「岩殿七社大権現」と

あり、本一群像がこれにあたるとされている。その尊名も「伊豆 。日光・箱根
。白山。蔵王・熊野・山王」と

記され、現在も同様に呼称されている。また「ネ申外ハ木像各々長ケ七尺許り行基ノ作 卜云フ」とあり、大き

さの点でそぐわないが本像のことを指していると考えられる。また、七躯の像は七社権現として個々に尊名
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がつけられているが、名称については当初よりこのように呼ばれていたかは不明である。

彫 りは概 して変化に乏しく単調で、造形的に類型化の傾向化が著しく、鎌倉期の神像彫刻に比べれば素朴

で、中世室町期における再興期の造像と考えられる。

また、本像は像高150cm前後とこの時期の神像としては大きい像ではないか。現存する神像彫刻には仏像

のように丈六のような大きな像はほとんどなく、小像が概 して多いが、おなじ山梨県には平安後期の作例と

される美和神社の大物主命像 (130.6cm)に みられるように平安時代の神像は等身前後ないしそれよりややお

おぶりに造られているものが多 く、それ以降はさほど大きな像は造られていない。本像はなかでも等身大の

一木造の像が七躯をそろえたものとして注目される。七体の像の意味については不明だが、しかるべき目的

をもって造られたことが想像される。

(法量)    単位 icm

像 高   肘 張   最大奥

角箇刑R      136.5        43.3        28.1

伊豆      151.0       41.2       28.2

日)七     144.0       44。 2       31。9

産虎]こ      196.0        52.4        26.8

白山   149.0   44.3   26.0

山]E      149,0        41.9        25.2

熊野   175.0    32.1    25.8                     (,II瀬 由照)
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第 7 垂早 新宮洞穴

はじめに

新宮洞穴は、岩殿山の北麓にある洞窟で、東側中腹の七社権現の洞窟とほぼ同じ頃に、そして同じ職能を

持った別院が置かれていたものと推定される。七社権現堂についても残されている資料は少なく、その研究

も十分されているわけではない。この洞穴に置かれた新官についてはさらに資料は少なく、ほとんど研究は

手つかずであるといえる。

ここでは、新宮が本格的に登場する『甲斐国志』を中心に、その前後を畑倉村の栄成院 (のち永正院)と

いう修験同行に関する資料で流れを追ってみることにする。それは、新宮がその位置する地形的な面から、す

ぐ近くの畑倉村の修験同行によって管理運営がおこなわれていたと思われるからである。

使用した資料は、旧大坊文書と畑倉村の文書である。

1.『 甲斐国志』以前の新宮

後述するように、新官について本格的な資料が現われるのは『甲斐国志』である。しかし、それ以前の資

料も少しばかりであるので、そこから取り上げてみる。

・享保17年 (1732)、 新宮が初めて資料に登場する。

当春御留守中村方之もの権現様之枯桧二本新宮わき杉三本切り候二付タレ人二候ヤ…切り手を出

シ候而者… (略 )

七社権現領の枯れ桧 2本と新官領の杉の木 3本を、だれか村人が切って問題になった。地理的にみて

桧は岩殿村、杉は畑倉村の者であろう。罪人をだしては面倒になるので真蔵院が間に入って常楽院・

大坊に詫び、事を収めた。新宮領の山林は、『甲斐国社記寺記』等によれば「縦一町横二町」とあり、

小林利久氏が『円通寺跡』で指摘しているように、岩殿山が近在における大規模な林産地であったこ

とが知れる。そして当時そこが修験の一大センターでもあったのである。真蔵院は『甲斐国志』によ

れば、常楽院の内庵であったが、この頃すでにかなりの力を保持していたといえる。

・寛廷 3年 (1750)畑倉村の栄成院の名が初出するが、以下新宮に関する歴史的な経緯をこの修験者の生

活の側面から追ってみることにする。

本山修験道法式修行等猥リノ様二拙僧共奉存候… (略 )

本山4多験の法式や修行の乱れについて、畑倉の栄成院ほか 8人の同行が連名で、「岩殿山両御支配所」

へ差し出したものである。「両御支配所」は常楽院・大坊である。栄成院ほかの同行にかかわる上下の

支配組織が知れる。この後に「入用夫銭」は最寄りで集めて何時なりとも差し出すことを約束してい

る。

・宝暦13年 (1763)此度御公儀様被仰出候銅山拙僧持領之場所銅山無御座候二付連印仕指上申候… (略 )

岩殿山下大宝院以下20人の修験同行の名がみえ、最後に「畑倉村 栄成院」とあり、「岩殿山両御所

様」へ差し出している。常楽院 。大坊が触頭として配下を掌握していた様子がわかる。

・宝暦14年 (1764)修験同行者「人別改帳」

御公儀様前々被仰出候御条目堅ク相守可被申候事― (略 )

に始まる前文につづいて「江戸御役所 岩殿村 大宝院」以下全22人の同行者名があり、最後に「畑

倉村 栄成院」とある。
・明和 2年 (1765)前に同じ 「人別改帳」
・明和 3年 (1766)前 に同じ 「人別改帳」

「畑倉村 栄成院」

「畑倉村 栄成院」
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・文化10年 (1813)畑倉村の栄成院にかかわり、立入人一同の連印一札をもって本山へ差し出したもの。

私儀段々身上不埒二付御登可免二 [預]奉恐入候尚又此度真蔵院様江御無心申御話尾奉申上候処

早速御承引成被下難有仕合存候然上ハ法用旦廻第一二相勤可申候… (略 )

真蔵院が仲介役となって本山へ詫びている。常楽院・大坊とその配下の同行の間にあって、真蔵院が

取りまとめ的な役割を持ってきたことが窺われる。また4多験同行の日常的な職能の一部を知ることが

できる。「法用旦廻第一」の部分である。「法用」は1多験道の法式を指し、「旦廻りJは各家を祈祷や呪

いをして回ることと考えられ、修験者の日常的な活動を示しているといえる。

以上 7点の資料は、F甲斐国志』以前の82年間の新宮にかかわる内容である。それは新宮の堂社と周辺の山

林管理を主にしたと思われる修験者が、すぐ近くに住んでいた畑倉の栄成院と思料されることからである。

さらに次の点も新宮を暗示している。

『甲斐国志』の「仏寺部」の中の「寺宝ハ大般若経六百巻」とある部分の注記に

甲斐州鶴郡岩殿山円通寺金岡」仏子明賢同甲斐国都留郡畠倉郷岩殿山円通寺

応永八年辛巳十二月十三日摺畢

とある。この中の「畠倉郷岩殿山円通寺」であるが、「畠倉」は勿論今の畑倉であるが、これが新宮を指して

いると考えられるのである。即ち前半の「甲斐州鶴郡…」と同格に「同甲斐国都留郡…」と並べられた中の

「畠倉郷」である。新宮が円通寺の別院であった証左といえる。

2.『甲斐国志』等にみる新宮

「仏寺部」の円通寺に関する記述の後部に新宮が登場する。次のようである。

新宮ノ本尊ハ十一面観音脇士ハ三宝荒神昆沙門天是亦行基ノ作 卜言伝ヘタリ山下ノ北面エアリ岩

嘱二柱ヲ立テ岩ヲ直二天丼 トセルコト七社ノ造営 卜同シ冷水岩ヨリ注キ殿前二飛流シテ数十丈ノ

谷二落ツ甚夕奇観ナリ炎天ノ頃此洞中二入レハ冷気冬ノ如シ

新宮の本尊、位置、堂社の構造、景観等を簡潔に記述している。次に取り上げる『甲斐叢記』をはじめ、以

後の諸文献、諸資料のほとんどはこのF甲斐国志』の記載に準拠しているといえる。例えば本尊であるが、『甲

斐国志』によるものは当然ながら十一面観音を本尊としている。しかし後で触れるように、常楽院や大坊に

残る「由緒書」や「由緒明細」では千手観音が本尊になっている。この『甲斐国志』の記載に疑義を表明し

たのが、羽田一『郡内三十三香観音霊場順礼記」である。その中で、本尊千手観音は新宮の廃寺後真蔵院ヘ

合祀されたとしている。この究明も大きな課題である。

次に、新宮の堂社の構築であるが、七社権現の造営と同じように岩窟に注をたて岩を天丼としていること

は、北条家や岩殿区に残されている古絵図にみられる通りである。山岳寺院特有の舞台造り、懸造りだつた

ことがわかる。廷享 2年 (1745)の 年号が記載してある最も古い絵図でもこの堂社の構造形態が読み取れる。

また新宮にはどの絵図にも飛流が垂直に描いてある。

洞穴の広さについては触れていないが、「由緒書」他から知ることができる。しかし、一定していない。

堂地 東西 9間 南北19聞  天保 3年 (1832)除地山林書上  大坊
堂地 東西 8間 南北 4間  嘉永 6年 (1853)改書上帳    常楽院
拝殿 東西 3間 南北 7間  慶応 4年 (1868)甲 斐国社記寺記
堂地 東西 9間 南北■問  明治 5年 (1872)由緒書上帳   常楽院

拝殿 東西 3間 南北 7間半 由緒明細 大坊

このように一定していないのは、「由緒書上帳」のなかに、「千手観音堂 五間三間 内仏木像」とあるよう
に、新宮洞穴の中にある観音堂の大きさを表したものと、拝殿の広さを記したものとの違いと考えられる。建

て替えや4多復が時代により種々変化した結果を示しているといえよう。
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次に『甲斐叢記』のなかの新宮をみてみる。

岩殿の社殿に至る。又山下の北向に新宮あり。十一面観音を安置す。此地も岩lFxに堂を建て自然

の岩天丼ありて七社と同じ構造なり。冷水あり岩の上より堂の前に流れて数十丈の谷に落つ。甚

奇観なり。

『甲斐国志』を踏襲していることがわかる。現在でも、大雨の後には白い滝の流れが見事に落下しているの

がみられる。

3.『甲斐国志』以後の新宮

・文化13年 (1816)畑倉村の「高抜指改控帳」に「 1斗 3升 永正院」の名がみえる。文化10年には「栄

成院」であったが、この年から「永正院」に変わっている。この間に代が替わったものと思われる。以

後明治に入るまで、52年間この名称がつづく。この資料から修験永正院が畑倉の地で耕作に従事してい

たことがわかる。

・文政13年 (1830)質地奥印帳

6両 勘右衛門より永正院ヘ スタマ 上畑 3畝 5歩  3斗 6升 4合

中畑 2畝

桑  小半束

質入地の移動がわかるが、文政13年から弘化 3年まで、永正院が関係する質地は8件あり、18筆で

ある。それらを集計してみると、永正院の質受け畑が 2反 1畝20歩、質入れ畑は 1反 6畝24歩で、弘

化 3年には手持ちの畑は5畝 2歩となっている。その間の質地金の動きをみると、入りが16両で、出

が 38両 3分となっている。また「奥印帳」以外にも、永正院が以前から所持していた畑も考えられ、

畑耕作に専念した時期とみることができよう。

・弘化 3年 (1846)「申酉類焼相続御拝借請印帳」に永正院の名があり、源三郎引負の御年貢並びに相続御

拝借類焼割り返し残り分とも25年賦返納、年々高割にすることに請印したものである。永正院が小前の

一人として名を連ねている。

・嘉永元年 (1848)「疱着見舞芳代覚帳」 200文永正院

子どもの疱塘見舞金の拠出である。後述の永正院の「由緒書」で知られるが、永正院は下畑倉の春

日榊社の下向きに居住していて、近所の付き合いをしていたことがわかる。100文 も何人かいるが、平

均の200文 を見舞金としてだしている。尚この当事者の家は上畑倉地区にあり、永正院家の交際範囲

の広がりを窺わせる。

・嘉永元年 (1848)「日記万覚帳」

上畑倉の茂人家へ永正院が稼人足として仕事をした記録がある。仕事の内容は不明であるが、角兵

衛、甚兵衛など7人の名があり、畑耕作か山仕事、あるいは養蚕等の農繁期に 1日 、 2日 と手伝った

ものといえる。「永正院 3月 25日  入足 1人、 5月 27日  人足 1人」というようにあり、廷べ 18日

手伝ったことがわかる。その余白に「利足分 12両 外に600文」とある。

このことから、修験本来の勤めや行事にかかわる日以外は、自らの畑仕事を済ませて他家の手伝い

をすることで生活を支えていたとみることができる。

・嘉永 5年 (1852)「山畑御水帳封印継添小前連印帳」

小前の一員として永正院の名が入っている。これは畑倉村の「山畑水帳」のなかに、字違いの疑い

が生じ、地主、役人が立ち合い改めたがわからず、谷村の御役所へ糸Lした結果誤りが判明、それぞれ

写し取り、本帳はそのまま封印、以来は写しをもって用弁を致す、という内容である。

ここでも、修験永正院が村の小前百姓としての身分を村人に認められていたことを知る。
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・嘉永 6年 (1853)「御尋二付改書上帳 常楽院 大坊」
両院弟子 畑倉村 永正院 泰光 40オ

天保十三年   御通御ネし相済
嘉永二酉年三月 御補任拾通金地頂載

院敷 東西 5間 南北 6間 御年貢地
この史料で、永正院が泰光という名で40才であることが判明した。この年に40オであることは、文

化10年の生まれである。20才頃独立したと仮定して、文化、文政、天保期は、先代の永正院の時代で

ある。さらに遡る享保から明和の時期は、永正院泰光の祖父の時代であると考えられる。栄成院から

永正院への移りがどういう意味をもつかは不明である。30坪の院敷をもち、本山へ修行に行って、金

地の法衣を得ていたこと等が知られる。

・安政 3年 (1856)「御貸附金借請証文」 永正院

畑倉村の銘々が暮らし方に差し支え、利左衛門へ金30両 を無心した。その借請証文の■2人のなか

に永正院の名があり、連印をしている。村人と協同協調の姿勢をとっていたことがみえる。

・安政 5年 (1858)「冥加上金割附小前請印帳」 無門 永正院
21両の冥加上金にたいする割賦で、高門割になっている。

門割分  銭 20貫 518文

本↓F耳       119車干

内    27軒  寺 修験 神主 潰門
新左衛門除之

残門   92軒二割
1軒二付 218文

修験は永正院泰光であり、名簿には「732文 無門 永正院」とある。割賦されていない者の部分は空白で

ある。新左衛門は名主である。永正院は「無門」として免除されているが、732文を抑出している。東陽寺は

437文、神主因幡が 65文であるから、永正院の732文 は少なくなく、かなりの高持ちであったといえる。こ

れで永正院が修験として高い位置を村のなかで保持していたことを知る。

・安政 5年 (1858)「御尋二付改書上帳 畑倉村 永正院」
聖護院宮家

住心院殿御末下
甲州都留郡畑倉村 永正院

泰光 45才

同院附弟
大学 7オ

同院母
む免 74オ

同院妻
きく  40ラ打

同院娘
婦無 15才

〆5人

一院鋪 東西 8間 南北 12間 但シ御年貢地
一畑  3石 4斗 9升 3合  同断
天保拾三年寅七年
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一御通御礼大峯修行相済

嘉永二酉年三月

一御補任拾通金欄地迄頂戴

安政元寅年二月

一夷次退攘御祈祷之節参勤度数四峯

右御尋二付人別持高触頭以奥書奉書上候処相違無御座候以上

安政五年七月日

永正院 泰光

住心院殿

永正院泰光の家族構成と院敷、持高、経歴がこれでわかる。畑 3石 4斗 9升 3合は、畑倉村におい

て、決して少ない石高ではない。年齢的にも充実した時期で、修験の執行と農業経営、さらには小前

農民として精力的に活躍していたといえよう。

・文久 4年 (1864)

差上申一札之事

一御山内新宮面大破相成候処拙院就志願二今股再建仕度旨願之通御許容之上社務奉幣等迄御任被

下難有奉存候然上者御境内見廻り社木二至る迄精々成木之儀丹誠致厳重二守護可仕候尤堂社御

用之節者御差支不相成様急度御返シ可申上候若又拙院交代之度新書認替差上可申候間此書面ヲ

以テ御預被下候為後日一札差上置申処因而如件

文久四甲子年

正月日

畑倉
攘人 永正院 泰光

同村
引受人威徳寺 臨峯

同村
同寺檀中惣代

(略 )

岩殿山

両御役者中

岩殿山の山内にある新宮の前面が大破した。永正院が再建を願いでたところ、認可されたばかりで

なく、新宮の社務、奉幣までまかされた。この上は、境内の見回りは勿論社木の管理まで永正院がお

こない、成木になるよう厳重に守護する。もっとも堂社が必要の際には差し支えなく返却し、もし永

正院が交替するような場合には、新しく書面を書き替え差し上げるというもので、常楽院
。大坊と永

正院との間の新宮殿に関する契約書である。

この種の資料は他に発見されていないので推定になるが、新宮殿の堂社および周辺の山林をふくめ

た管理運営を畑倉に居住する修験栄成院が担当し、七社権現堂の社務は前出の宝暦14年の「人別改帳」

にみられる岩殿に居住する「大宝院」他の修験同行が担当していたものと考えられる。

時代が下るにつれ、畑倉の栄成院は永正院に代わって新宮を担当管理し、七社権現堂の方は大坊文

書にみえる岩殿に住居をもつ「行宝院」「正寿院」「寿徳院」「岩本」等の修験者が担当し運営していたの

院楽

坊
常

大
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ではないだろうか。

・慶応 4年 (1868)「由緒書 永正院 泰光」
聖護院宮正院家
住心院殿御配下
甲州都留郡畑倉村
本山修験 永正院 泰光

春日明神之下字宮下

一院敷 86坪 東西 18間 南北 10間余
但シ年貢地

此反別合 2畝 26歩

分米 3斗 2升 3合

板葺

一立家 間口竪 8間 奥行 5間
此内 本尊間 2間 8方

本尊

一本尊 不動明王  丈 1尺 7寸

(以下略)

この「由緒書」から、本山修験泰光が畑倉の春日神社下の「宮の下」に院敷を構え、板葺の家に住み、不

動明王を本尊として祀っていたこと、そして省略した後半部に、その支配地が西奥山村の遅能戸地区までお

よんでいたことが知れる。

4.郡内三十二番札所としての新宮

嘉永 4年 (1851)、 畑倉村の井上清兵衛が郡内三十三香札所めぐりをした。その時の御詠歌集が残されてい

る。郡内札所については、前出の羽田氏の著書に詳しいが、江戸時代に観音信仰が興隆し、その流れのなか

で新宮が二十番札所として盛んに参詣されたであろうことは十分に考えられる。

井上清兵衛の御詠歌集では、山号は「岩殿 しんぐう山」となっているが、羽田氏の著書のなかでは「畑
倉村 神宮」とある。地元の畑倉では「おしんごう様」と呼んでいる。手前の橋は「神宮」橋で「じんぐう」
である。七社権現の堂社に対して新宮、それが「おしんごう様」に転化してきたのであろう。

二十番札所新官の御詠歌は次の通りである。

昔よりたつとも志らぬ志んぐうの

たきの飛びきも三能里奈るらん

羽田氏の著書には、小形山の井上敏雄氏、小明見の舟久保兵右衛門氏、山梨県立図書館 (後藤氏)所蔵の

三首が紹介されているが、三首とも舟久保氏のものと同じである。昔からいつ建ったのかわからない新宮で

あるが、滝のひびきが尊い観音の教えにきこえることだ、というような意味であるが、新宮の歴史を象徴 し

ているように思われる。

おわりに

少ない資料をもとに新宮洞穴について、そこに円通寺の七社権現の別院が置かれ、畑倉に住む修験同行が

管理していたことを、主として江戸後期の資料をもとに考察してみた。前述のように円通寺、七社権現につ

いての研究が十分にされていないなかで、特にその別院については全く手つかずの現状である。この総合調

査を機にさらに資料の発掘と研究の進展を望みたい。なお、新宮同穴の考古学調査については、第 3編第 4

章第 2節を参照されたい。

-150-

(井上 豊 )



第 8章 旧円通寺蔵大般若経

第 1節 経典の概要

現在、岩殿の真蔵院の保存庫に保管される大般若経は、かつては円通寺に伝来したものである。文化年間

に編纂された『甲斐国志』 (以下「国志」という)の段階では600巻が完存していたが (同書巻九〇)、 明治

維新の神仏分離等を経て円通寺は廃寺となり、一部散逸したものの、昭和44年には市の文化財に指定されて

いる。山梨県史編纂室との合同調査及びその後の補足調査で確認したのは533巻である。

現存巻のうち、巻二六二から巻二七〇間の7巻は書写本で、残りの526巻が版本である。書写本は文明 9

年 (1477)に 慶久・祥珍等によって筆写されたもので、巻二六六に挟み込まれた付箋によれば、猿橋の竜神

に奪われた1箱分を補写したものという。「国志」にはそのような事情は記録されていないが、付箋に記され

た筆跡は近世後期頃と見られるから、「国志」編纂時にはこの竜神伝説は成立していたものと思われる。 1箱

分の補写という表現を言葉どおりに解すれば、小経箱に納める10巻が書写本だったことになるから、現在失

われている巻二六―・二六五・二六七も書写巻だったことになる。竜神伝説成立の背景はわからないが、あ

る部分に集中して書写本が残っている特異性を一括して説明するために考えられたのであろうから、逆にい

えば書写本がこの部分にしか残っていない反映ともみることができ、付箋のとおり10巻まとめて書写巻で

あった可能性は高い。

版本は、智感によって開版された、いわゆる「智感版」と呼ばれるものと、近江守護佐々木氏頼により康

暦元年 (1379)に刊行されたとされる「崇永版」と呼ばれるものとから成る。版本の性格については後述す

ることとして、ここではまず体裁に触れると、料紙は黄色に染めた椿紙で、縦27.5cm・ 横11.5cm、 折本仕立

てである。表紙には「,く大般若波羅蜜多経巻第○○」の木版の外題を記した紙力靱占付され、その下部に「岩

殿山」との墨書が記される。当初は全巻が同じ体裁だったはずで、残存巻においても異なる体裁のものは確

認できないが(ただし、書写本はすべて表裏を久き体裁は不明)、 永年の使用による摩耗のため、既に外題を

記した紙を失い、墨書は判読不能までに摩減したものも少なくない。ちなみに「岩殿山」の墨書銘が確認で

きたのは333巻で、そのうち巻四七九には「岩殿山円通寺」とあった。経典には、袖と奥だけではなく行間

にも墨書が見られるが、すべて円通寺に関わるもので、残存巻すべてに何らかの形で墨書が確認できる。し

たがって、当初の600巻すべてに墨書はなされていたものと考えてよいであろう。

第 2節 円通寺への寄進とその後の伝来

本経に記される墨書はすべて円通寺に関係するものである。それを年代順を追うことによって、寄進の事

情を始めとして円通寺の歴史の一端を窺うことができる。以下、年代ごとに整理してみたい。

【応永6年の寄進】 奥書に見える年号が大股若経の寄進時期とすれば、それは3期に分けてなされたことに

なる。最初の寄進は、応永 6年 (1399)6月 、円通寺勧進聖順翁有迪知客によってである。順翁は僧・沙門

とも表記されるが、円通寺住持と考えてよい。応永 6年 6月 は経典を寄進した時と解せられるから、勧進行

為はそれ以前からなされいたはずであるが、その始期・目的・檀那等については何も語っておらず、不明と

せざるを得ない。ただ一般的には、南北朝が合―して多少落ち着いた時代を迎えた時期に相当していること

に関係しているとみることもできよう。

順翁の墨書内容は、「寺名十僧名十年号」で若干の単語の相違の他はほとんど変わらない。記載される巻は、
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巻一七〇までの154巻のうちの152巻と巻二三〇である。前者のうち、記載されない巻一三五と巻一三九は末

尾切れの可能性や破損が著しいことから、本来あった銘が欠落したと考えられる余地が高い。また、そうで

ないにしても順翁以外の人物が関与したことを示す記事はないから、巻一から巻一七〇までの経巻に関わっ

たのは順翁であると考えてよいであろう。 1巻だけ離れて巻二三〇に順翁の墨書のある理由はわからないが、

巻一七〇までと何らかの事情による巻二三〇を加えた171巻の経典の寄進を順翁が担当したのである。これ

らの経典はいずれも智感版である。

では、なぜ中途半端な巻数の寄進をしたかである。推測によらざるを得ないが、寄進が勧進に基づいて行

おうとしているのであるから、この時点までに全巻を整えるだけの経費が集まっていなかったことが当然考

えられよう。にもかかわらず、部分的な購入に踏み切らざるを得なかったのは、順翁が何らかの事情で勧進

を続けることが困難になった一その理由として第一に考えられるのは健康上の理由である一ためではないだ

ろうか。経典寄進の発願者であった彼は、部分的にでも自分の素志を遂げたかったのであろう。

(応永 7年の寄進】 次は、応永 7年 9月 の年紀を持つ明賢の墨書である。これも「寺名十僧名十年号」で、若

千の単語と記載順序が異なるだけで、内容は各巻同じである。その肩書きは円通寺金岡↓仏子・勧進金剛仏子・

律師・別当等とあるが、住持と記するものもあるから (巻五人一等)、 順翁の跡を継いだことになろう。

この年紀を持つものは、巻一七一から巻五〇〇までに現存する290巻 のうち、墨書の 7巻及び末尾を欠く

巻三〇―・四一二を除く281巻に見える。年紀久の 9巻はその理由が明らかだから、巻一七一～巻五〇〇の380

巻のうち順翁が関与した巻二三〇を除いた329巻は、明賢が順翁に代って主体的に関わり、約 1年後に寄進

をなしたものと考えるのが妥当であろう。

しかし、なぜ100巻を残して取り敢えず寄進した形を取ったのかが問題となるのは順翁の場合と同様だが、

この場合は刊記の木版作製年月を検討することによって一応の想定はつく。智感版大般若経の智感の刊行は

巻四三四の明徳 3年 (1392)2月 を最後とし、その後を法亀が受け継ぐことになる。法亀の刊記を持つもの

は応永 3年 (1396)3月 を始めとして、応永 3年 3巻・4年 6巻 。5年 13巻 。6年 14巻 と続き、巻四人三の

応永 7年 5月 を最後とする。最後の版木の作製は、明賢による経典寄進の 9月 より4カ 月前に過ぎない。以

下、巻五〇〇までの17巻には年紀・開版者は見えないが、明賢の墨書が寄進の実態を反映したものであれば、

9月 までに版刻・摺写が行われたはずであり、前年までのペースをみれば、その実行は相当きつかったもの

と思われる。明賢が急いだ理由はわからないものの、巻五〇〇までしか寄進できなかったのは、版木の版刻

が間に合わなかったことに原因が求められよう。

〔応永 8年の寄進】 3回 目の寄進となるのが巻五〇一以降の100巻分である。現存する89巻のうちの巻五三

四を除く88巻及び「国志」記載の巻六〇〇に応永 8年 12月 13日 の年紀を持つ明賢の墨書がある。内容は「甲

斐国鶴郡岩殿山円通寺住持明賢応永八年幸巳十二月十三日自近江佐々木下着」(巻五人一)と 目的地まで記載

したものが 4点で、他は「僧名十寺名十年号」の後に「下着」の話を付しただけだが、意味するところは同

じである。明賢はこの日近江国の佐々木から円通寺に下着したが、それは「摺下作畢」(巻五人九)、「下着摺畢」

(巻六〇〇)と あるとおり、摺写した経典を伴ってであり、これによって円通寺の大般若経は全巻が調達され

たことになる。そして、 3日 後の12月 16日 には大般若経に付き物の十六善神の画像が描かれ (巻五人六)、 一

式の法具として完成している。

FIB賢が行った近江国 (滋賀県)の佐々木は、延暦寺領であった佐々木荘の意であろう。同荘は蒲生郡安土

町付近にあった荘園で、宇多源氏佐々木氏の本拠である。佐々木氏は鎌倉・室町時代を通じて同国守護を歴

任しており、応永 8年当時の守護満高は小脇 (八 日市市)に館を構えていた。明賢が佐々木荘のどこで手に

入れたかわからないが、この地から運んできた経巻は、その開版者の名前から、崇永版と呼ばれる大股若経

であったことがわかる。崇永は佐々木氏頼の法名で、満高の父に当たり、佐々木荘で入手するに相応しい経
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典であった。

500巻までの場合と異なり、自らが他国にまで行って別版を明賢が求めたのは、応永 7年の寄進のところで

説明したように、智感版の版刻を待っていたのでは時間が掛かり過ぎる点にあったことは間違いない。しか

し、急いで全巻の寄進を完了させなければならなかった事情については、記録されていない。

【応永 16年の供養】 既に失われた巻六〇〇の奥書によれば、応永 16年 (1409)閏 3月 25日 に供養が行われ

たことがわかるが(国志)、 大般若経の寄進から7年余も経っているから、経典奉納に伴う供養でないことは

いうまでもない。残念ながら奥書はその理由を記録しないが、通常であれば堂宇の落慶供養等に伴って執行

されることが多い。この時期に大規模な修復工事が行われたのではなかろうか。

〔文明9年の補写】 概要で触れたように、文明9年 (1477)6月 から8月 にかけて欠失した巻を慶久等が補

写している。その目的は、慶久が自ら記すように「一生歓惧二生成弁」の仏果を得んがためという当時の写

経の一般的功徳を願ってのものであった(巻二六二)。 慶久は、自分の書写した経巻を円通寺に寄進したと記

すところからすると、この時の写経の檀那 (施主)であり、もう一人の禅珍が寺僧として補写を主催したと

考えることは許されるであろう。

〔永正6年の唐櫃新調】 永正 6年 (1509)4月 に新調した経箱に記された墨書が「国志」に載るが、現存す

る中では最古と見られる漆塗の小経箱 (10巻を納めるもの)には、「三百内 峡二」などと墨書されるだけで

年紀はなく、当時のものかどうかわからない。なお、別に天保10年 (1839)4月 の墨書のある小経箱もある

から、天保10年に新調した際、永正6年銘を持つ経箱は失われたと考えられよう。

〔天文19年の転読】 巻三六七の紙背に、桂林寺住持禅興三栄隻元松が大檀那小山田出羽守信有の病気平癒の

ため、天文19年 (1550)4月 晦日から5月 3日 の 4日 間に亘ってこの経典を転読し、「当病早感・転禍為祥」を

祈ったとある。桂林寺は都留市金井にある臨済宗妙心寺派の寺で、小山田出羽守富春を開基とする。本経と

小山田氏との関係を伝える唯―の記述である。

【元文5年の経典改め】 巻五九五に元文 5年 (1740)10月 の日付で天下御用附改役人として高山
。立花両氏

が記載され、巻二には二人の花押が載る。同年 9月 、青木昆陽は幕命により関東諸国の古書・文書等の調査

を行っているから、本経もその調査の対象とされ、直接の担当者がその旨を記録したのであろう。

第 3節 智感版大般若経について

経典のうち、明瞭に智感版とみられるのは巻一～巻四人三 (現存数419巻一巻三及び書写本 7巻を除く―)
ひと

である。このように称せられるのは、刊記に見える智感なる人物が「遍えに旦越を募りて刊行」(巻二一九)を

企て、「工に命じて板行」(巻三二〇)していることから、本経干J行の中心人物と考えられるからである。しか

し、文和五年 (1356)5月 (巻二)から始まった開版は完成までには至らず、明徳 3年 (1392)2月 (巻四

三四)を最後に智感の名は刊記から姿を消し、その後を法亀。法機が引き継いで刊行したものとされている。

この智感版については、吉沢義貝JF日 本古刊書目』(昭和 8)、『横浜市史料調査報告書』第一集 (昭和22)所

収の関靖氏による慶珊寺大股若経調査報告、近藤喜博「中世武蔵国に於ける典籍の開版」(『仏教史学』2号 )、

熊倉政男「智感版大股若経覚書」(『金沢文庫研究』7巻 8号 )、 貫達人「円覚寺蔵大般若経刊記等に就て」(『金

沢文庫研究』8巻 2号～11号 )、 川瀬一馬『五山版の研究』(昭和 45)等で紹介されているが、その所在が白

山神社 (東京都日の出町)・ 慶珊寺 (横浜市)・ 金沢文庫 (同前)。 円覚寺 (鎌倉市)。 大山寺 (伊勢原市)旧

蔵等と関東にしか確認されないところから、関東において開版されたものと考えられ、熊倉氏は「智岸比丘

智感」(巻二一九)と あるところから、智感を鎌倉扇谷にあった智岸寺の僧と推定し、貫氏は法亀・法機が法

の字を共有するところから円覚寺続灯庵の開祖大喜法析の法系になる人物として解するなど、関係者が鎌倉
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に縁のあるところから、同地が開版の有力候補地と目されてきた。

ところが、最近行われた奈良県の調査で、これとは全く異なった智感の利記を持つものが確認された。そ

れは御所市鴨神の高鴨神社が所蔵する大般若経である。以下、報告書の解説に従って特徴を述べれば、次の

とおりである。

同社の経巻のうち巻一～巻二一九が同一版だが、巻二一三・二一四にのみ刊記があって、

大般若経工 諸佛所稀揚 我令菱大願  遍勧化諸方 檀信施心感 印板文字彰
微誠導渭滴 功用包大洋 俸共国家久  霧軍凡聖済 神明加保護 佛徳致滋昌
多少助役類 福衆報無量 自界及塵刹  同照大智光
貞和三年丁亥月日幹縁沙門俊融敬誌 自同五年七月日沙門智感敬誌 (巻二一三)

と智感の名が見えるが、経文だけを比較すれば、十輪寺 (奈良市)。 南明寺 (同 )・ 笠区 (桜井市)の ものが

同版であることが確認できた。高鳴神社の刊記は経文と字体が異なり、また、尾題と刊記の間に版木を継い

だ痕跡があるから、高鴨神社の刊記は別に付加されたもので、本来この 4種の大般若経は南北朝期に補刻さ

れた春日版であることが判明する。金沢文庫本と写真比較をすると、本文部分はまったく同版といえるから、

「関東に流布している版本大般若経の一種である智感版は、春日版補刻本に版行の度ごとに、檀越などの変化

に応じて別種の刊記を付して摺写されたということができよう。」

従前智感により独自に開版されて関東に広まった地方版の版経として知られた智感版にとって、版木は南

北朝期に補刻された春日版の転用であるとの指摘は重大である。とすれば、既存の版木に智感は文和 5年か

ら明徳 3年まで36年にもわたって小刻みに刊記を継木しなければならなかったのか等を始めとして智感版の

開版システムそのものを問題にせざるを得ない。そのためには、諸経本の比較を踏まえての本格的検討を必

要とするが、今はその時間的余裕がないので、とりあえず、智感版が既存版木の利用としたのでは理解でき

ない一点を指摘するにとどめておき、後日を期したい。

その一点とは、旧円通寺本の刊記のない巻四人四～巻五〇〇にある。貫氏の紹介した典型的な智感版であ

る円覚寺本では、巻四人四は応永 7年 4月 ・巻四人五は同年 5月 と、この 2巻は明賢の 9月寄進に間に合う

年紀を持つが、巻四人六・同年 12月 ～巻五〇〇。応永17年 8月 と寄進以後の日付となっており、刊記どおり

刊行されたとすれば、少なくとも巻四人六以降は智感版ではあり得ないことになる。もちろん、刊記は継木

という考え方からすれば、刊木を継ぎ入れる余裕もないほど急いで摺って明賢の要求に間に合わせた (円通

寺本ができた)後、刊記を追加して摺刷して円覚寺本ができたとも考えられないことはないが、版木の枚数

を示す柱刻を見ると、巻四人三までの多くが十六までで十人を超えるものがなかったのに対し、巻四人五は

十三となり、以降廿を下回るものはないことからして、版が替っているとみて間違いない。版木が用意され

ていての刊記だけの補刻であれば、別版による印刷という事態が生ずることは考えられないであろう。

第 4節 崇永版大般若経について

既述したように、崇永は佐々木 (六角)氏頼の法名である。彼は幼くして近江守護になり、観応の擾乱の

際一時その職を辞したが、まもなく復して応安 3年 (1370)に 死ぬまでその地位にあった。崇永版と呼ばれ

るのは、巻六O①の刊記に「開板比丘義選 此経喜捨施入江州佐々木新入幡宮専為上酬四恩下資三有無辺法
界広大流通者 康暦元年己未人月七日 幹縁比丘勝源 願主当国大守菩薩戒弟子崇永」とあるからだが、康
暦元年 (1379)は 崇永没後 9年 も経っていること等から、勝源の方を開版の中心人物と見る説もある。しか

し、勝源は江州大禅寺に関係する僧侶であり、同寺は一族である京極政経が居住したという大善寺 (永源寺
(5)

町)の ことと思われるが、近くには氏頼が開基した永願寺。金岡↓寺 (近江人幡市)。 慈恩寺 (安土町)があり、
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佐々木氏の支配が強く及んだところであった。勝源が実質上の開版願主だったにしても、刊行に篤信家であっ

た佐々木崇永の意思が関与した可能性がないわけではない。少なくとも守護佐々木家の庇護のもとになされ

たことは認められてよいであろう。この通常崇永版と呼ばれる大般若経の巻五〇一以降の次表の20巻には開
(6)

版者を示す刊記があるが、その有無を比較して見ると第 12表のとおりである。

円通寺本は欠巻の 2巻を除いて他の崇永版といわれる諸巻と開版者が重なっており、開版者を伴わない巻

も型式が共通するから、巻五〇一以降が崇永版であることは間違いない。崇永版が近江国と深く繁がってい

ることは既述したとおりで、その意味で明賢が近江国佐々木から崇永版を入手したとみられる記述を残 して

いることは、単に円通寺本の成立事情を物語るのみでなく、智感版・崇永版の存在形態や版経の地方受容の

問題を考える上で、興味深い視点を与えるものとして今後の検討が期待されるところである。

第 12表 旧円通寺大般若経と崇永版大般若経の各巻開版者比較

巻  数 開 版 者 円通寺 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ③ ⑩ ①

巻五一一 玄仙 ○ ○ 鉦
【
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

巻五一二 源念 ○ ○ 鉦
〔
○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

巻五一三 崇祥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

巻五一四 源殊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

巻五一五 永顕 ○ ○ ○ × ○ ○ 永源 ○ × ○ 欠 ×

巻五一六 妙芳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ×

巻五一七 用光 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ×

巻五二人 崇祥 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 征
〔

× ×

巻五三六 明意 ○ ○ ○ ○ ○ 妙意 ○ ○ ○ 征
小

欠

巻五三九 浄用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

巻五五四 道観 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○

巻五五人 冷用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 径
【

× ○

巻五七一 因道 道阿 ○ ○ ○ × ○ ○ 征
〔
○ ○ 征

〔
○ ×

巻五七三 半滸E「 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

巻五七八 能阿弥 × × × × ○ × ○ 不 明 ○ × ×

巻五七九 彦二郎 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 蓼三貞焉 征
〔
○ ×

巻五人○ 善覚・聖西 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 征
〔

× 征
ヽ

巻五人一 善覚・聖西 ○ ○ ○ × ○ 前覚 ○ ○ ○ 鉦
【

× ×

巻五九六 妙芳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 征
【
○ ○

巻六〇〇 義選 × × × ○ ○ ○ × ○
甲
〃 × ×

計 18 18 18 10 20 16 16 14 17 7 6 4

-155-



言主

(1)文言からは円通寺へ着いてから摺ったように読み取れないこともないが、版木を買い取って現地で摺写するというの

は不自然・不合理である。版本を携帯して帰国したと解するのが穏当であろう。

(2)奈良県教育委員会による県下一円にわたる大般若経調査によるもので、その成果は2冊の報告書にまとめられている

が、高鴨神社は『奈良県大般若経調査報告書』 (以下「奈良」と略す)― (平成4)に収録されている。

(3)巻二一四では、俊融 。智感にそれぞれ上人の称が付く。

(4)『滋賀県大般若波羅蜜多経調査報告書』 (以下「滋賀」と略す)二 (平成 6)所収の樹下神社の解説。

(5)奈良一。笠区の解説。

(6)滋賀県・奈良県の悉皆調査結果で巻五〇一～巻六〇〇に確認できた崇永版との比較である。所蔵者は次のとおり。①

荒戸神社・大津市 (滋賀二)、 ②引接寺・八日市市 (滋賀―)、 ③野々宮神社・八日市市 (滋賀二)、 ④樹下神社・滋賀

町 (滋賀二)、 ⑤浄福寺・甲南町 (滋賀二)、 ③正禅寺・安土町 (滋賀二)、 ⑦日枝神社・永源寺町 (滋賀二)、 ③日吉神

社・愛東町 (滋賀―)、 ③醍醐寺・浅井町 (滋賀二)、 ⑩五社神社・浅井町 (滋賀二)、 笠区・桜井市 (奈良一)。

なお、表中の表示は、①=同一の開版者あり、×=欠巻或いは同版巻なし、無=開版者の刊記なし、不明=同版巻か

どうか不明、欠=刊記部分欠損、人名=開版者名が異なる、別=開版者以外の刊記、を意味する。

なお、旧円通寺蔵大般若経刊記・墨書一覧を別編第二章として掲載した。

(秋山 敬 )
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第 9章 旧円通寺研究の考察

円通寺は『甲斐国志』をはじめ関係史料、とくに永正17年 (1520)の七社権現の棟札によれば大同元年 (806)

に開創されたと伝えるが、大同元年から永正17年までの岩殿山の歴史については詳細なことは伝えていない。

F甲斐名勝志』、『甲斐叢記』等を見ると、「岩殿権現」「七社権現」「七社明神」と呼ばれた七社権現が中心

で、円通寺はその別当寺である典型的な神仏習合寺院で、境内には観音堂、三重塔、鐘楼、新宮、そして中

世までは常楽坊の存在が明らかである。のちに大坊、真蔵院が加えられ伽藍の林立をみるとともに、岩殿山

全体が霊山としての尊厳を保っていた。

現在真蔵院の収蔵庫に保存されている七社権現像は15世紀初頭の作であるので、それ以前の円通寺の信仰

の対象は観音堂および新宮に安置されていた十一面観音菩薩である。鈴木麻里子氏によれば両尊像は10世紀

の作と12世紀ごろの作であるといわれるので、平安末から鎌倉期にかけて円通寺が存在したことが明らかで

ある。中でも新宮は、院政期から鎌倉期にかけて全国的に盛んになった熊野信仰からきたもので、熊野三山

の本宮、新宮、那智への信仰の中の新宮を勧請したものであるのでその形体は古く、十一面観音は熊野三山

の本地佛と考えられる。

渡辺洋子氏によれば岩殿山を紀州熊野三山に模して七社権現を祀る領域が「本宮」であり、別な岩窟を本

拠とする新官は「新宮」であり、円通寺伽藍のある三重塔が建つ麓の領域が熊野三山の青岸渡寺にみたて最

も「那智」に近いイメージのもとにして、近世の再建を経て整備されたものではないかと推論されるが、そ

の後の岩殿山の歴史を併せて考えると納得できるように思う。

円通寺には14世紀後半住持の順翁、明賢の代の大般若経六百巻 (現在 533巻北条熱実氏所蔵)が伝わる。

最後に経典を納めるのが応永 8年 (1401)12月 13日 で、転読に用いる十六善神像図もその3日 後の同年12月

16日 に同寺に納めている。この時期に併せたように15世紀の初頭七社権現像が造顕されている。それから、

しばらくの間円通寺は熊野信仰の拠点として栄えたことが熊野文書などを通して散見することができる。

それから文明19年 (1486)の聖護院道興の入峡である。道興は京都聖護院門跡を相続し、同時に熊野三山

の新熊野検校職を兼帯し、園城寺長吏をも兼ねるなど天台系修験の最高の権力者であった。「廻国雑記」を見

ると諸国を巡錫しているが、その多くの寺がその地方の熊野信仰の拠点を勤めていた寺院であつた。

甲州にあっても、岩殿山七社権現、相尾山大善寺をへて石和の市部の花蔵坊に至り十日ほど滞在している。

更に七覚山円楽寺、富士山北回の吉田におもむいている。この中で花蔵坊はのちに天文18年 (1549)に都留

郡の檀那を熊野に導いた先達であったが、道興が甲州に滞在した寺院も熊野先達と関係が深かつた。花蔵坊

滞在中、甲斐国守武田信昌が花蔵坊を訪ねて歓待しているのも紀州熊野三社との関係を物語るものであり、武

田氏や小山田氏が深く熊野信仰と関連をもった証左でもある。

延徳 3年 (1491)に 、勝沼大善寺が 7月 15日 の鳥居焼で用いた不動尊画像を修理しているが、その施主の

中に岩殿山権少僧都明泉の名前が見えるが、円通寺と大善寺との本山系修験としての深い関係を知ることが

できる。

円通寺が退破した時期は詳らかでないが、『甲斐国志』によると永正 17年 (1520)の棟札に上総国の住僧

賢覚阿閣梨が願主となり円通寺の修理をおこなっており、小山田信有ら郡内衆が円通寺再建に奉加をしてい

る。また円通寺所蔵であった大般若経の奥書に天文19年 (1550)に郡主小田山信有の病気平癒の祈願を都留

市の桂林寺住職がおこなっていることから、この時期から円通寺は無住であったと推測できる。

このように永正17年円通寺は復興したが、住職の存在はみられず、常楽坊が岩殿山修験を統率していた。

史料として明らかになるのは天正18年 (1590)に郡内領主であった鳥居彦右衛門元次が常楽院を岩殿山七社
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権現その他の社領の別当職に任命していることである。

近世に入り、常楽坊は岩殿山の別当だけでなく、郡内地方の山伏の先達としても確固たる位置を築いていっ

た。慶長12年 (1607)、 郡内領主鳥居成次が京都の勝仙院の依頼を受け領内の者が熊野参詣をする際はこれ

までと同様に先達である常楽坊に届けるように命じている。

常楽坊明運が元和 8年から寛永 2年 (1622～ 25)頃に没し、その跡職を明運の弟の小俣惣太夫の二人の悴
に継がせている。これが常楽院明賢・大坊明尊である。

永正17年 (1520)に 武田信友が円通寺を修復するが、承応 3年 (1654)再び破損し、当郡主秋山富朝が修

理をしているが、その棟札に常楽坊明賢、大坊明尊の名がみえる。更に貞享 2年 (1685)に 修理した棟札に

も両者が並列して記されていた。

近世に入り本末制度が確立すると常楽坊、大坊が七社権現の別当となり、従来からの熊野詣は全国的に衰

退していった。

また各地の修験を束ねてきた院家、甲州修験がとくにかかわった京都の勝仙院も熊野御師との関係を離れ

て聖護院を本山とする本末関係を確立した。また勝仙院は甲斐国内人代、山梨、巨摩三郡の山伏支配頭を元

和 8年 (1622)に 一宮村の大覚院を任じ、一方の都留郡の山伏支配頭に常楽院、大坊を任じ各郡の修験者を

統轄した。このように中世から近世にかけて全国的に修験の様相が変わっていたのである。

更に江戸末期から明治維新にかけ、廃仏毀釈運動、神仏分離令が出され、それと平行して明治 5年 (1872)

の修験の廃上の布告によって岩殿山円通寺の本来の姿は全く消滅したのである。常楽院、大坊についても明

治 6年 6月 天台宗園城寺末の僧侶として帰入することを勧められたが、両者とも固辞して明治 8年 1月廃寺

となり帰俗したのである。その時常楽院の内庵で一宮町の慈眼寺末であった真蔵院が岩殿に残り、現在まで

岩殿山の法灯と文化財を継承してきたことにより岩殿山円通寺の残影をみることができるのである。

(清雲俊元 )
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第 4編 岩殿山の自然

第 1章 岩殿山の地形・地質

第 1節 岩殿山の地形 。地質的位置

1.岩殿山の地形的位置

岩殿山が位置している日本列島は、深い海溝と高い山脈を有す

る起伏量の大きい環太平洋の代表的島弧の一つである。この日本

列島の本州弧が太平洋側に弓型に張り出した地域に、伊豆・小笠

原弧が翼会 (連鎖)の関係で接続している (第 100図 )。

この翼会の真中に山梨県は位置していることになる。これは、

東西方向に細長く発達してきた古い日本列島に、南北方向の新し

い弧―海溝系が斜交して発達したために形成された大地形である。

このような地域であるから、地形の配列は、世界の中で最も複雑

な様相を示している地域の一つである (第 101・ 102図 )。

日本列島を横断している糸魚川・静岡構造線の西方には、西南

日本弧の東端としての日本アルプス (飛騨山脈、木曾山脈、赤石

山脈)が位置している。これらの山脈は、西南日本弧の一般的方

向である東北東―西南西方向から山梨県の近くになると北東ない

し北方向に山系の延びを変えている。しかも、伊豆・小笠原弧の特性である雁行配列を示している。

また、山梨県北西部の関東山地は、東北日本弧の特性である南北方向から山梨近くになり東西方向に山系

の延びをかえている。両弧は山梨県で人の字型でつながっているのである。

一方、富士山周辺も、東北東一西南西方向の御坂山地が甲府盆地南方において南北方向の天子山地に折れ

曲がってつながっている。地形的には一見伊豆半島を取り囲むような人の字型に山系が連なっている。この

人の字の真中を裂くように北西一東南方向に入ケ岳・富士山が位置し、大きな火山の山麓を広がらせている。

さらに、中心部に三角形の甲府盆地が位置しているのである。山梨はちょうど古代ローマの円形コロシアム

のように、外側から高山・中山・低山の山地、丘陵、低地と中心部に向かって漸次高度を減じているのであ

る (第 103。 104図 )。

山梨県の大局的地形的区分は第105図に示すとおりである。2000～ 3000m級の高い山地は山梨県最西部の

県境、赤石山地、最北部の県境、秩父山地地域であり、1000～2000m級の山地は甲府盆地の北方、北山山地、

西方の巨摩山地、南方の御坂山地、山梨県東部の道志山地、秋山山地、それに富士川沿いの身延山地、天子

山地地域である。北西には人ケ岳の火山と山麓地、南東には富士山の火山と山麓地地域があり、甲府盆地西

端と東端には海抜 400mの丘陵性台地が存在している。

水系としては富士川水系 (釜無川、笛吹川など)、 相模川水系 (桂川、道志川、秋山川など)、 多摩川水系

(丹波川、小菅川など)の三大水系に山梨県の水系は分類することができる。これらの河川の1可岸には多くの

河岸段丘が広がっている。

翼会 (連鎖)会合地域

第100図  日本列島の島弧会合
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第102図  日本列島中央部におけるプレートと地震・火山概念図 (1982・ 田中収)
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Ｎキ

第 103図  山梨県周辺の地質構造図 (日本地質構造図 (地質調査所)修正加筆 1979。 田中収)

第 104図  日本列島中央部と富士山
(アーツ衛生写真 )
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第 105図  山梨県地形区分図 (1987・ 田中収)

-164-



津

が
卜
″
川

第 106図  山梨県リニアメント (1982・ 田中収)

リニアメント (線状模様)から見た地形的特性は、第106図で分かるように西部地域は、連続しているリ

エアメントとして南北方向、北北東方向、北東方向、北西方向が卓越しており、北部、北東部地域は、西北

西、北北東方向が卓越している。南東地域は、東北東方向が卓越している。人ケ岳と富士山は、放射状リニ

アメントが卓越している。リニアメントからは、山梨西部、山梨北東部、山梨南東部、人ケ岳、富士山、甲

府盆地の 6地域に分類することができる。このような地形の特性を有する山梨県の東部地域、関東山地と道

志、秋山山地の境界部、相模川水系、桂川の北側に岩殿山は位置し、景観的には北側に秩父多摩甲斐国立公

園の関東山地の連山、南に道志、秋山、丹沢の山地、南西に御坂山地を望み、富士山麓から北東流する桂川

谷の南西奥には美しい火山地形を有する富士山が望まれるという景観地形を有している。

2.岩殿山の地質的位置

岩殿山が位置する日本列島は、大局的にはほぼ平行に太平洋側に発達してきた秋吉、佐川、四万十、瀬戸

川の古い造山帯 (東西方向)に、新しい造山帝としての端穂―フォッサマグナの招曲帯 (南北方向)が斜交

関係で重なっている。このフオッサマグナ地域の要に山梨県は位置している。山梨県は古い構造と新しい構

造が斜交している、地質構造上きわめて複雑な地域である。しかも、古い構造が北に凸に曲げられ、人の字

型の構造をなしている中心部を南北に切るようにして新第三系の新しい堆積物が分布をしている。

山梨県で最も古い時代の地層は、三波川―秩父一三宝山帯の地層で、今から3億6000万～ 1億4000万年く

らい前の古生代石炭紀から中生代ジュラ紀ころまでの付加帯としての堆積物である。南アルプスの北端、山

梨県北西、権現山付近に北東走向の構造で分布する地層と、関東山地の山梨県北東端、雲取山付近に北西走

向の構造で分布する地層とがある。いずれも、海成の石灰岩、粘板岩、砂岩などの岩石からなる地層である。

この地層の内側 (山梨県側)は、今から1億 4000万～6400万年ぐらい前の中生界白亜系からなる付加帯とし
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ての四万十帯である。三波川―秩父一三宝山帯とは、仏像線という地質構造線で境されている。南アルプス、

赤石山地の四万十帯は、北岳を中心とする北西走向の複背斜構造を中心に分布している。

北岳は、背斜構造の中心軸だけに、より下位層の石灰岩、チャート、輝緑凝灰岩、砂岩、粘板岩からなり

たっている。関東山地の四万十帯は、丹波川を中心に北西走向の構造で地層が分布している。岩相は、赤石

山地の四万十帯の地層と同一である。四万十帯のさらに内側には、今から6400万～2400万年ぐらい前の新生

界古第三系の付加帯としての瀬戸川帯が分布している。赤石山地の瀬戸川層群は、大きな断層線である笹山

構造線と糸魚川・静岡構造線の間に挟まれた早川に沿った地域に分布している。南北走向でスレート努開の

きわめてよく発達する粘板岩、砂岩からなるのが岩相的特徴である。

関東山地の瀬戸川帯は、小仏層群と呼ばれている地層からなる。五日市一川上構造線と藤ノ木愛川複合断

層系に挟まれた地域、大月市北方に広く分布している。東西ないし西北西走向の構造が卓越しており、輝緑

凝灰岩などを挟む砂岩、粘板岩などの岩相よりなっている層群である。新しい日本列島の構造を象徴する地

層は、県の西部を南北に走っている小淵沢・静岡地質構造線 (糸魚川・静岡構造線南部)よ り東側および県

の東部を東西に走っている藤ノ木愛川複合断層系南側に広く分布している。

① 小淵沢・静岡構造線と巨摩断層群 (甲府盆地の西端を南北方向に走る断層群)に挟まれている巨摩山
地、身延山地

② 小淵沢 。静岡構造線と釜無川断層群 (塩尻―韮崎構造線)の間に挟まれている中山山地、甘利山地域
③ 甲府盆地東南に広く分布する御坂山地

④ 甲府盆地北方の北山山地

⑤ 藤ノ木愛川複合断層系より南の秋山、道志山地などはいずれも今から2400万～500万年ぐらい前の塩
基性～酸性の海底火山を中心とした堆積物である御坂層群からなっている

これらの御坂層群の構造は、小淵沢・静岡構造線近くで一部南北方向に近い構造を示す所があるが、基本

的には東北東走行の構造が卓越している。

山梨県東部の桂川に沿った地域と富士川谷

に沿った地域には、御坂層群より上位の今か

ら1000万年 ぐらい前の新 しい中新世後期から

鮮新世の時代の礫岩、砂岩、泥岩などの岩相か

らなる地層が分布している。この地層は、山梨

県で最も豊富に化石を含んでいる。クジラの

骨やサメの歯、カキ、二枚貝、巻貝、ウエなど

の動物化石のほか、陸化の時代に移るので植

物化石も含まれている地域もある。富士川谷

は、東北東走向の招曲軸のほかに南北走向、北西走向の招曲軸も発達している。また、南北走向系の衝上断

層や、北東走向右ずれ、北西走向左ずれの共役系の断層も発達し複雑な構造を示している。

桂川地域では、東西走向の上野原衝上断層を切るような北東走向左ずれ、北西走向右ずれ共役断層が発達

するほか、道志川断層のような東北東走向の断層系も発達している。深成岩類は、新第三紀に貫入した酸性

深成岩類の花尚岩、石英閃緑岩が、甲斐駒ヶ岳、鳳凰山、釜無川右岸、金峰山、甲武信ヶ岳、笠取山、大菩

薩西方、芦川上流、御嶽昇仙峡、丹沢山地に広く分布している。

年代測定値は、1400万～400万年の間の結果がでている。大菩薩嶺西方に南北方向に細長く分布する花蘭

岩体は東西構造の四万十帯、瀬戸川帯に直交する形で分布し、しかも東縁と西縁が調和的な境界線を示し、南

北方向の裂け目に沿って貫入したことを示唆するような形態を示している。また、この花尚岩体の中に貫入

第 107図  岩殿山
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第 108図  山梨県地質図 (1987・ 田中収)

●山梨の主な活断層0
0塩尻小淵沢構造線第四紀断層群

(北巨摩 。釜無川沿い)

=積ずれ水平断層型

②小淵沢静岡構造線北端第四紀断層

(甲斐駒ケ岳東麓)

O釜無川第四紀断層群

(韮崎市・甘利山束麓)

0市之瀬台地第四紀断層群

(櫛形町市之瀬)

0富士川第四紀断層群
(中富町。身廷町)

0曽根丘政第四紀断層群

(中道町・曽根丘陵)
※②～⑥は逆断層型

※カッヨ内は断層の主な地域

(1)鶴川断層破砕帯
(2)藤 ノ木愛川複合断層破砕帯
く1〉 道志川震源断層帯
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している安山岩類の岩脈群も大局的に南北方向が卓越し、安山岩貫入時南北走向の裂け目が発達するような

応力場であったことを暗示している。この花商岩体の周辺部に熱変成によって形成されたホルンフェルスが

よく発達している。今から170万年前以降の新生界第四系としては甲府盆地に1000m以上に達する厚い堆積

物がある。

第四紀火山岩類としては、甲府北山山地に約100万年前に活動した石英安山岩類の黒富士火山を中心とす

る甲府北山火山群、北西に広大な山麓を有する20万～50万年前に活動した老年期の安山岩質の南人ヶ岳火山

群、南東に数万年前から活動している青年期の雄大な成層火山、日本の象徴玄武岩質の富士火山がある。

岩殿山は、このような地質的特性を有する山梨県の東側、関東山地の小仏層南端にある上野原街上断層南

方を東西走向に発達する新第三系鮮新統地域に地質的に位置している (第 108図 )。

第 2節 岩殿山の地形・地質

1.岩殿山の地形

岩殿山は、招山山地型高山地 (標高2000m以上)を一

部含む招曲山地型中山地 (標高 1000～ 2000m)か ら形

成されている秩父多摩甲斐国立公園の関東山地と、招曲

山地型中山地を一部含む招曲山地型低山地 (標高500～

1000m)か ら形成されている丹沢山地、道志・秋山山地、

御坂山地の地形的境界部に位置している。また、岩殿山

(標高634m)は、桂川渓谷に沿った標高300m前後の低

い平坦な段丘地形帯の中に、全体として傾斜30度以上の

傾斜部の多い山として一際等え立ち、南斜面は垂直の一

枚岩絶壁をなしている小さな名山である(第110・ユ11図 )。

大岩壁には東方に緩く傾斜する数本の筋が認められる

が、これは礫岩層の地層に調和的な断裂に沿って風化が進み草木が生育している縞模様である。礫岩層に沿っ

て大きなプロックとして滑落し、大岩壁を形作ったのである。

地形区分的には山頂平坦面内至緩傾斜部が東西方向に発達しており、南側は大岩壁部と急傾斜部が発達し、

山麓部に若子の中傾斜部が認められる。北側は中傾斜山腹部が全体として発達しており、西側及び東側に小

岩壁部が発達している (第 112図 )。

2.岩殿山の地質

岩殿山は、中腹から山頂部にかけて今から500万～600万年前に浅海に堆積した円い礫と、小さな石英粒の

多い砂とからなる岩殿山礫岩層から構成されている。礫岩の基質部 (セメントして礫同志をくっつけている

部分)は細かい砂であるが、数百万年の間に次第に固化され極めて固くなっている。礫は、美しい円礫であ

る。川の流れや海の波で研磨されている。礫種から推定すると、北方の関東山地と南方の丹沢山地から運ば

れてきていることが推定される。しかも、岩殿山礫岩層の下部 (古い方)の礫種は北の関東山地のものが多

く、上部 (新しい方)の礫種は南の丹沢山地のものが多い。先に関東山地の方が隆起していた可能性が高い

と考えられる。山麓部は、岩殿山礫岩層が堆積する前の浅い海、一部火山島のような陸上での火山活動によっ

て形成された黒っぽい色の玄武岩、灰色の安山岩等の熔岩や火山灰、火山砂礫の固まった凝灰岩、凝灰角礫

岩等で構成されている。さらに下部は、黄色っぽい石英安山岩質の熔岩や凝灰岩、凝灰角礫岩等の岩相 (岩

の顔つき)で形成されている。桂川右岸には、岩殿山礫岩が古い桂川によって浸食され、削り取られ、下位

第 109図 岩殿山礫岩部の急崖
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され、断層という地殻の傷が無数に入っている。

壁ができているのである (第 116図 )。

3.岩殿山周辺における地質構造の発達

の地層であった、少し傾動している責色っぽい石英安山

岩質の地層の上に直接8000年位前に流下してきた猿橋熔

岩が水平に重なっている。さらに、南の林宝山付近一帯は

700万 ～ 1000万年位前の古い海底火山の堆積物から形成

されている。

林宝山の中には、菊化石と呼ばれる石灰岩のレンズ状

の地層が挟まれており、かつての火山等の周りのサンゴ

礁であったことを物語っている。

岩殿山周辺の地殻は、ここ数百万年の間、南北方向を中

心にした地殻への締めつけが著しく、時には岩体が破壊

そのために、中央道の構造性地滑りの発生や岩殿山の大岩

岩殿山周辺の構造発達史は、まず、1500万年前後にずっと南方において海底火山によって形作られた丹沢

島が次第に北上し、古い日本列島の関東山地との間に数百万年前頃、上野原、岩殿山、西桂の古桂川海峡、身

廷。中富の古富士川海峡にかけて形成されたチャンネル (海底谷)に厚い礫岩層を堆積し、古桂川海峡のチャ

ンネルは西の身廷の方に向かって深くなり、岩殿山の方から礫を供給していき、その後丹沢島と関東山地は

衝突し接合したと考えられる。

その後さらに、伊豆がフィリピン海プレートに乗って移動してきて、約数十万年前に丹沢南部に衝突した

と推定される (第 117図 ,118図・123図～ 125図 )。

第 3節 岩殿 山周辺の自然遺産 と自然災害

1.地球科学的自然遺産としての高月橋の断層鏡肌・断層条線 (擦痕)

岩殿山の下に位置する高月橋の北端、西側手すりの直下に岩盤が認められる。

この岩盤には70× 80cmの平坦な面が垂直に認められ、面は鏡の様に磨かれている。これは、断層によっ

て形成された断層面である。しかも面には、N30° E、 85° Eの面に、11° Nにプランジしている条線が著

しく発達している。これは、断層運動の時に形成された断層面をこすった条線である。条線のつき方から、水

平断層の可能性が高い。

一方、高月橋北端の東側手すりの直下には縦長の鏡肌面が認められ、N32° W、 80° Wの面に、10° Nに

プランジした条線が数多く認められる。最終の断層の動きは水平断層の可能性が高い。

断層面の鏡肌と条線を示すこの露頭は、大地の変動を示す優れた地球科学的自然遺産である。

2,地球科学的自然遺産としての高月橋・桂川河岸の不整合露頭

岩殿山の屏風岩直下には、桂川渓谷の美しい景観を有する高月橋がある。この橋の西方、桂川河床に下る

と、桂川が侵食により曲流しているやや広い1可原が認められる。

この河原から東方の桂川対岸を望むと、桂川の攻撃斜面側が水の強い侵食により岩盤の壁になっている大

露頭を眺めることができる。

よく観察すると、岩相 (岩の顔つき)が異なる上と下の地層に分かれている。下の方はやや北側 (岩殿山)

に傾斜している責色っぽい岩石の地層からなっている。上の方は最上部と最下部がブロック状、中央部は

柱のような全体として黒っぽい岩石の地層が認められる。下の層は今から1200万年ぐらい前の海底火山の激

造
体、体、鈴

岩
岩
複
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時 代 絶対年代
(万年前)

地 層 名

新

生

代

第
　
　
四
　
　
期

現
　
世

1

‐７０
２００
３００
蠅
５００
６００
７００
８００
９００
０００
・００
２００
３００
４００
５００
６００
７００
‐８００
‐９００
２０００
２‐００
２２００
２３００
２４００
２５００
２６００

現1可床・土石流堆積物層

新富士火山溶岩層

ローム層

古富士火山泥流層

旧土石流堆積物層

旧河岸段丘堆積物層

更
　
新
　
世

新

第

期

鮮
　
新
　
世

西

桂

層

群

鶴川礫岩層

桂川礫岩層 〔岩殿山礫岩〕

中
新
世
後
期

古屋含化石砂岩層

(リ ニア化看)

中

新

世

中

期

御

坂

層

群

足和田山 (三ッ峠)礫岩層
河口湖安山岩質溶岩・火砕岩層

十二ヶ岳石英安山岩質

火成砕屑岩層

高萩玄武岩、同質火砕岩層

勝坂泥岩層

古関川塩基性火山

岩質溶岩・火砕岩層

（丹

沢

層

群
）

中

新

世

前

期

古

第

三

紀

斬

新

世
/Jヽイ

―  雅ド//1ヽ 兵 ノII´際 口 41予 Jこ列水  ~~~~~~

指層 (硬砂岩、粘板岩、チャート、輝緑凝灰岩)

第 13表 岩殿山周辺層序表
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第 118図 現在の大月付近の地質断面概念図
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第 119図 岩殿山礫岩、数百万年前の古桂川海峡
堆積物 (関東山地より供給されている粘
板岩 。硬砂岩 。輝緑凝灰岩・ホルンフェ
ルス等の円礫と砂の固結岩)

第120図  岩殿山礫岩中の共役断層
N10° E、 80° E、 78° Nプランジ、左ズレ
N50° W、 58° SW、 18° Nプランジ、右ズレ

第121図  岩殿山礫岩中の地殻変動圧力による礫
の変形、断裂礫

第 122図 岩殿山直下、石英安山岩と礫岩の転石
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第123図  1000万年前の大月付近古地理

第 124図  500万年前の大月付近古地理
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第 126図 賄
線
高
条と

(岩殿山直下)西の断層鏡肌 第 127図  高月橋東の断層鏡肌と条線

第129図  下部・御坂層群石英安山岩 (約 1千
万年前)、 上部・富士火山猿橋溶岩流
(約 8千年前)

第 128図  不整合

-178-



第 130図 桂川河岸不整合露頭位置図

第 131図 桂川河岸の不整合露頭
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しい時代の堆積物で、御坂、道志、秋山山地等に広がる御坂層群上部層の十二ヶ岳石英安山岩質火成砕屑岩

層の凝灰角礫岩 (火山灰が固まった岩石)である。上の地層は、今から8000年 ぐらい前に古桂川谷に沿って

藤崎まで流れ下って固結した新富士火山古期の猿橋溶岩流で、岩石名は玄武岩である。

上の地層と下の地層の境界は凹凸に富んでいるが、これは1200万年前に水平に海に堆積 した石英安山岩層

がその後の地殻変動により北側に傾き、古桂川により岩盤が削られ、凹凸の面の上に猿橋溶岩流が流れたの

である (第 130図・131図 )。

このように、時代の大きく異なる地層が接している現象を不整合と呼ぶ。高月橋の不整合は教科書的な貴

重な不整合露頭である。

3.岩殿山礫岩層 (桂川礫岩層)下位層より産出し、天然記念物として山梨県より指定された化石群

本化石群は、古桂川海峡の浅海部に生息していた約 700万年前の二枚貝や巻貝、ウエ等であり、産出した

場所がリエア実験線高川 トンネル西工区仮入日から約400メ ートルの地下深部であり、700万年ぶりに地上に

表れた化石群である。長い年月、地表で晒されて風化されていないだけに極めて新鮮で、赤色の二枚貝は生々

しく見えるほどである。

本地域、含化石古屋層を中心に産出した化石は、次のごとくである。

l  AInussiopecten akiyamaeよ江asuda

2  AInussiopecten iitonliensis Otuka

3 Chlamys kaneharai(Yokoyama)

4  Pecten sp.

5  Venericardia panda sp.

6  Anadara sp.

7  Cucullaea labiata granulossa」 onas

8  Mytilus grayanus]Dunker

9  Paphia sp.

10 Clementia sp.

1l  Notoacmaea concinna

12 Trbo sp.

13 Conussp.

14 Siphonaha sp.

15 Neverita sp.

16  Fulgolaria sp.

17 Tonna Luteostoma

18 Beringius

19  Trochs maculatus

20  Hahotis

21  Atorina pectinata JaponiCa

22  Solen

23 Unbonlun

24  Dentahum

25 Luclnoma
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26 Astrychpeus intiger Yoshiwara

27  Echinolampas Yosiwara

28  0srea grovitesto Yokoyama

29  Carcharudon megalodon Agassiz

30  Fagus crenato Bume

また、今回、平成 6年 11月 、天然記念物として山梨県より指定された化石は、下記の15種、37点である (図

版 14～ 17)。

動物化石

1 ツキヒガイ (月 日貝)
2 ビノスガイ

3 ムカシカシパンウニ

4 マテガイ

5  バイ

6 チヂワバイ

7 ムラサキイガイ

8 カキ

9 オウムガイ

10 タケノコガイ

H サザエ

12 アワビ

13 ツメタガイ

植物化石

14 ブナ

15 生痕化石

1 月日貝化石 Amussiopecten
インド洋から太平洋の地域に、新生代

第三紀中新世 (今から2400万年～510万

年前の時代)か ら現世にかけて、暖流系

の海洋の水深10～ 100mの細砂泥底に住

んでいた二枚貝で、現在日本産のツキヒ

貝は 10種確認されている。

現在のツキヒ貝は、殻は円盤状で

10cmぐ らいの大きさで左殻が濃い赤色

で平滑であり、左右の殻の色のコントラ

ストから月日貝の名前がついている。ホ

タテ貝やイタヤ貝の仲間で、イタヤガイ

科 (Pecinidae)の二枚貝である。

この細礫岩中の二枚貝化石は、600万
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年～800万年昔の駿河湾から、現在の桂川谷付近を通って東京湾まで連なっていた水深2000m級の流れの早

い暖流系の海峡 (古桂川海峡)の海岸に住んでいて化石化したツキヒ貝化石群である。

山梨リエア実験線の高川西工区の トンネル掘削工事現場で1993年発見された主な月日貝化石は、下記の如

くである。

1-1 月日貝化石は、殻幅 132mm、 殻高 125mm、 耳長 63mm、 頂角 135度、肋数 14の左殻
1-2 月日貝化石は、殻幅 138mm、 殻高 121mm、 耳長 70mm、 頂角 135度、肋数 15の左殻
1-3 月日貝化石は、殻幅 133mm、 殻高 129mm、 耳長 65mm、 頂角 139度、肋数 14の左殻
1-4 月日貝化石は、殻幅 126mm、 殻高 125mm、 耳長 48mm、 頂角 135度、肋数 13の左殻 (図版なし)
1-5 月日貝化石は、殻幅 135mm、 殻高 135mm、 耳長 70mm、 頂角 135度

1-6 月日貝化石は、殻幅 ■Omm、 殻高 103mm、 耳長 52mm、 頂角 140度
2 ビノスガイ化石 Mercenaria
ハマグリ、アサリ、フスマガイ、スグレガイ等と同じ仲間のマルスグレガイ科 (Veneridae)の 二枚貝であ

る。

殻は厚 く、卵形で 4 cm前後の貝である。

この礫質砂岩中のビノスガイ化石は、今から約 600万～800万年前の古桂川海峡の潮間帯から水深 20mの

細砂底に住んでいて、化石となったと考えられる二枚貝である。

ビノスガイ化石の子孫である現在のビノスガイは、 7cm前後の長さの貝で、東北、日本海以北の寒流域の

浅い海に住み、灰白色で放射肋がなく、成長脈が細い板状で密である。幼い貝は全て雄であり、後に半数以

上が雌になる。

現在は、おいしい貝として食用に利用されている。

リエアトンネル産出の主なビノスガイ化石は、下記の如 くである。

2-1 ビノスガイ化石は、殻長 71,7mm、 殻高 57.9mm、 殻幅 38.lmm
2-2 ビノスガイ化石は、殻長 74mm、 殻高 57mm、 殻幅 (片)19mm
2-3 ビノスガイ化石は、殻長 29mm、 殻高 30mm、 殻幅 (片)12mm
2-4 ビノスガイ化石は、殻長 70mm、 殻高 52mm、 殻幅 (片)25mm
2-5 ビノスガイ化石は、殻長 73mm、 殻高 59mm、 殻幅 (片)25mm
2-6 ビノスガイ化石は、殻長 68mm、 殻高 55mm、 殻幅 (片)22mm
2-7 ビノスガイ化石は、殻長 80mm、 殻高 63mm、 殻幅 (片)25mm
2-8 ビノスガイ化石は、殻長 50mm、 殻高 54mm、 殻幅 (片)22mm
2-9 ビノスガイ化石は、殻長 35mm、 殻高 38mm、 殻幅 (片)15mm
3 ムカシカシパンウニ化石  Astriclypeus
ヒトデやナマコと同じ棘皮動物のウニは、磯に住むものや砂泥に住むもの等があり、カンパン類は砂泥の

中に潜って生活している。現世のムカシカンパンウエは殻径が140mmぐ らいの大きさであり、房総半島、相

模湾以南に分布している。茶褐色の円盤状で鍵穴状の大きな 5個の透かし穴を有している。

リエアトンネル産出の主なムカシカシパンウエ化石は、下記の如 くである。

3-1 ムカシカシパンウエ化石は、長殻径 124mm、 短殻径 H6mm

3-2 ムカシカシパンウニ化石は、長殻径 96mm、 短殻径 77mm
3-3 ムカシカシパンウエ化石は、長殻径 119mm、 短殻径 105mm

3-4 ムカシカシパンウニ化石は、長殻径 94mm、 短殻径 85mm
3-5 ムカシカシパンウエ化石は、長殻径 125mm、 短殻径 120mm
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4 マテガイ化石 Solen
マテガイ (馬刀貝)はマテガイ科 (Solenidae)の 貝であり、現世のマテガイは殻長90mm前後、北海道南

部から九州まで生息している。湖間帯の砂や泥の底に深 くもぐって住んでいる。マテガイ科 (Solenidae)の

日本産は 15種である。

リエアトンネル産出の主なマテガイ化石は下記の如 くである。

4-1 マテガイ化石は、殻径 13mm

4-2 マテガイ化石は、殻径 Hmm

4-3 マテガイ化石は、殻径 10mm

4-4 マテガイ化石は、殻径 1lmm

5  バイ化雅「 BabyrOnia

腹足網・エゾバイ科 (Bucdnidae)の 巻貝であり、現世のバイ貝は殻長 60mm前後、北海道から九州まで

生息している。水深 10mmく らいの細砂底等に住み、水管を海底に出して潜入している肉食性の貝である。

6 チヂワバイ化石 Ancistrolepis
エゾバイ科の巻貝であり、現在のチヂワバイは殻高 35～ 40mmであり、銚子以北の水深 200～ 1000mの

泥底に住んでいる。殻は短防鍾形で強い螺肋がある。

7 ムラサキイガイ化石 Mytilus

殻長60mm前後、亜三角形で紫黒色を呈し、薄く、潮間帯の岩礁、海岸や岩や港湾の人工物等に足糸で多

量に集団でついている貝である。イガイ科 (Mytilidae)の 貝で、ヨーロッパ等ではムール貝として食用とし

ている。

リエアトンネル産出のムラサキイガイ化石は、殻長29mm、 殻高64mm、 殻幅 (片)15mmの新鮮な化石で

ある。

8 カキ化石 Ostrea

イタボガキ科 (Ostreidae)の貝であり、殻表に細かい放射肋と桧皮状の成長脈がある。

マガキ (Crassostreagias)、 イタボガキ (Ostrea denselamellosa)1よ、新生代に入ってから出現したカキで

食用に利用している。

9 オウムガイ化石 Aturia

イカやタコの仲間の軟体動物である。現在のオウムガイ類はたった 6種類 しかないが、古生代のオウムガ

イ類、中生代のアンモナイト等、古い地質時代が全盛期であるだけに生きた化石 (L�ing fossil)と 呼ばれて

いる。現世のものはインド洋、西太平洋に限られており、日本には死殻が漂着する。リエア トンネルのオウ

ムガイ化石も死殻が運ばれてきて化石化したものと推定される。

10 タケノコガイ化石 Terebra

現世のタケノコガイは殻高 80mm前後あり、紀伊半島以南に生息している。

リエアトンネル産のタケノコガイ化石は、殻高 64mm、 殻径 8 mmの化石である。

11 サザエ化石 TurbO

現世のサザエは、殻高 80mm前後北海道南部から奄美まで生息している巻貝である。

リニアトンネル産のサザエ化石は殻高 50mm、 殻径 54mmの新鮮な化石である。

12 アワビ化石 HahOtis

ミミガイ科 (Halioidae)の 巻貝であり、現在ミミガイ科の日本産は 9種ある。

メガイアワビは房総半島以南に、クロアワビは常磐以南の岩場の深場に住む。

リエアトンネル産のアワビ化石は殻長 54mm、 殻高 48mmの化石である。
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13 ツメタラゲイ化テ百 Giassanlax

タマガイ科 (Naicidae)の 巻貝であり、現世のツメタガイは北海道以南の潮間帯下の細砂底に住む。

リエアトンネル産のツメタガイ化石は下記の如くである。

13-1 ツメタガイ化石は、殻径25mm、 殻高24mm
13-2 ツメタガイ化石は、殻径37mm、 殻高35mm
13-3 ツメタガイ化石は、殻径32mm、 殻高21mm
4.自然災害としての岩殿山地滑り

昭和 47年 3月 に中央高速道路の岩殿山南斜面で地滑りが発生した。

地滑りは、岩殿山岩層下部の玄武岩層の中に発達している①N50° W、 65° S、 ②N40W～ 50° W、 N10°

W、 80° Wの 3本の断層によって発生した構造性地滑りであり、現在は深層抗で止められている(第 134図・

135図 )

第 133図 岩殿山地滑り深層杭全景
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第135図  地すべり地断面図 (1974・ 濱野一彦)
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第 2章 岩殿山の植物

はじめに

岩殿山は標高634mで、南の標高643.7mの林峯山と対峙している。岩殿山は南北を桂川と葛野川にその合

流点を頂点とした三角状にはさまれ、また築坂をもって東西に分離された独立峯的な存在となっている。自

然と人為的要因が複雑に絡み合っていて、植物分布上においても興味ある地域となっている。

植物の分布を左右する最大要因は気候であるので略記する。山梨県の気候は内陸的気候の代表的なもので、

日本の気候型からは表日本型のうちの中央高原型に属している。この山の近くの県立都留高等学校校庭 (標

高864m)の 観浪↓気象データによれば、年平均気温 13.8℃、年平均降水量 1439mmで 、県内では平雨高温区

に入る。

この山はあまりにも低山のせいか、植物研究者の来訪は僅かである。本県の植物研究者植松春雄博士は1955

年にこの山で58種類の植物を記録し、シダ植物のイヌイワデンダを見つけている。しかし確証がなく、誤認

と思われる。また本県の植物学者石塚末吉氏も長年旧制都留中学校の校長として在職中、この山に登った記

録があり、中に記された植物数は僅かであるが、希少種のムギランを見つけている。

今回は、岩殿城跡県指定に伴う総合調査の一環としての植物調査であるため、指定区域に近づけて調査区

域を設定した。今回の調査期間中に松くい虫被害が続出し、被害木の下部に成長を続けたアラカシが出現し、

この山を見なれている人々に驚きを与えている。筆者は1972年、日本生態学会中部地区研究発表会において、

植生調査の結果として、この山のアカマツ林の樹下にアラカシの稚樹の成長を示し、代償植生のアカマツに

代わって自然植生であるアラカシの台頭を予告したが、現在そのように進みつつある。

地球温暖化や、登山者の急増、その他予期しない条件も加わり、この山の植物相も変貌が予測される。こ

の調査結果が、この後の重要な資料として活用されれば幸せである。

第 136図 岩殿山南面

1.概観

この山は現在大月林務事務所第167林班区に属す。かつて戦国期の岩殿城の跡として保存の意味をもって、

第 2次世界大戦後は植林を施すことなく、自然更新のままに今日に至っている。1975年、歴史景観保全地区

第 137図 市の花 山百合

第 1節 植物相の概要
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に指定され、大月市の公園として管理されるに至り、入口から丸山、頂上にかけての登山道周辺の草刈り等

の管理は年間を通じて行われるようになった。しかし、新設の「ふれあいの館」周辺のサクラ及びツツジ等

植栽地や頂上の馬場、本九、馬洗池周辺及び登山道沿いを除いては、自然状態が良く保たれ、自然植生の遷

移過程を知る上の格好の場となっている。後記の植生図でも判るように、本山の植生は大きく見てアカマツ

林とコナラを主とした落葉広葉樹林によって構成されている。また本山の植生の構成要素は、気候的要因や

人為的要因が複雑に絡み合い、従って種の数は多く、461種を記録した。

2.南斜面の植物

南斜面下部は県道、中央自

動車道、桂川の影響を受けて

いる地域である。アカマツ。

落葉広葉樹林帯で、下生にア

ズマネザサ、ヤマツツジが目

立つ。桂川河岸の断崖にはア

ラカシ、キハギ等が見られ、

路傍にはブタクサ、セイタカ

アワダチソウ、オオマツヨイ

グサ、カモガヤその他の帰化

植物が非常に多い。高月橋西

の河原のアカマツ林は、対岸

の俗称象の鼻の断崖や吊り橋

と姑になり景勝地として親し

まれている。九山下方の史跡の看板周辺のアカマツ林も松くい虫の被害で大打撃を受け、林下に生息してい

たアラカシが台頭してアラカシ林に移行しつつある。九山周辺はソメイヨシノの桜の名所として知られる。こ

れは1934年に岩殿山の公園化が企画され、植樹されたものである。上部はコナラを主とした落葉広葉樹とア

カマツの混交林である。アカマツは天然種であるため規模には差異が多い。特に東南中・上部にはアカマツ

の立派な林が多い。東南部は民有地が多く、アカマツ林やスギ・ヒノキの植栽林、および開墾地跡に植えた

キリ林となっている。南西部は古くから強瀬地域の住民の林場として利用され、定期的に火入れが行われて

いたようである。1966年の山火事を最後に現在にいたっており、この周辺に立つ樹木はそれ以後のものであ

る。西側上部はアカマツが少ない。正面岩壁にはイワヒバ、ツメレンゲ、ナンテン、キハギ、ネズなどが見

られる。近年から鏡岩の東の崖錘地にアカマツに代わってアラカシが目立つようになってきた。

3.北斜面の植物

北斜面下部はアカマツを優占種とする落葉広葉樹との混交樹林が多く、スギ・ヒノキの植栽林も多い。下

生にはイヌツゲ、ミヤマシキミ、アセビ等の常緑低木やカンスゲ、ウラハグサなどが多い。また北東山麓と

北斜面上部にかけてのカタクリ群落は特記すべきものであろう。斜面上部は、コナラを主とし、テリハコナ

ラ、シラキ、マンサク等で成り立つ落葉広葉樹林が多く、中にイヌブナ、ハルニレといった温・寒帯樹種も

見られる。斜面北西上部にはアカマツの成木が多い。

4.頂上の植物

頂部は目通り幹囲 1～ 1.5mク ラスのアカマツ林で、古城の雰囲気が醸し出されている。傾斜地はアズマネ

ザサが林床を覆っているが、馬場と呼ばれる平坦地は桜のソメイヨシノが植栽され、下草刈りが行われてい

る。湧水の馬洗池にはセキショウが生えている。かつてこの池にはシャジクモ、ニッポンフラスコモ、アギ

第 138図  東から見た岩殿山
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ナシが見られた。
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第139図 岩殿山植生断面図 (神宮橋一高月橋)

第 2節 植物分布の構成要因

1.気候的要因

(1)植物帯

地表上のある場所にどんな植物が生え、どんな植生が成立するかはその場所の地形、地質、土壊、水分、日

光、気温等の状況により異なり、中でも気温と降水量によって大きく規定される。日本列島をはじめ東アジ

アの諸地域は十分な降水量に恵まれ、湿潤及び準湿潤気候 (森林気候)の下にあるため、この地域は温度的
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序列に応 じて大 きく熱帯、暖帯、温

帯、寒帯の 4つの植物帯に分けられ

ている。

熱帯は等温線 21℃ 以上の地で、小

笠原群島と沖縄本島中央以南でソテ

ツ、バショウ、ガジュマル、ヘゴと

いった種類が多く、サ トウキビ、バナ

ナなども栽培出来る地域である。ガ

ジュマル帯とも呼ばれる。

暖帯は等温線13℃～21℃ の地域で、

沖縄本島中央以北、九州、四国、本州

の北緯 35度以南の地が含まれ、内陸

ではアラカシ、シラカシなどのカシ

類や、海岸ではタブノキ、カゴノキ、  ♂

寒帯 (シ ラベ ,ト ドマツ帯 )

温帯(ブナ帯 )

‐

霞

匠コ 暖帯(カシ帯)

シイ類などの常緑広葉樹が生え、米、 ′
麦、茶、綿などの栽培に適する。この

帯の代表的植物はカシ類でカシ帯と  ノ

も呼ばれる。

温帯は等温線 6～ 13℃ の地域で、

暖帯以北の本州、北海道の西南部を

占め、ブナ、 ミズナラ、シデ類などの落葉広葉樹を主とし、大麦、大豆等の穀類やリンゴ、ナシなどの栽培
にも適する地域である。ブナ帯と呼ばれる。

寒帯は等温線 6℃ 以下の地域で、北海道の東北部がこれに属 し、シベラ、 トドマツ、エゾマツなどの針葉
樹を主とし、ジャガイモ、大麦などが栽培される。その代表種の名をとってシラベ・トドマツ帯と呼ばれる。

また熱帯に近い地域を亜熱帯、寒帯に近い地域を亜寒帯として 6つの温度帯に分けることもある。

以上は水平的に見た植物帯であるが、低地から高山の山頂に至る垂直方向にも前者に似た植物帯が見られ

る。この垂直的植物帯の移 り変わりは緯度によっても相違はあるが、中部山岳地帯ではおよそ標高 500m乃

第 142図  中部日本垂直分布模式図 (大月市内)
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第 141図  山梨県の植物帯
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至600mま でが暖帯で、その上1800mま でが温帯、それ以上は寒帯となっている。寒帯の下部を亜寒帯とし、

およそ1800～ 2500mの間をこの区域にいれている。

(2)暖 帯
山梨県の暖帯域は富士川を遡って甲府盆地周辺の標高600m以下の地域と、相模川を遡った郡内大月周辺

の標高600m以下の地域である。本山では南面の鏡岩下の標高600m付近までアラカシの成木が見られるが、

北面では温度差があるようで、現在では東北麓で標高500m、 北麓では450mまでアラカシが見られる。後記

目録の中から暖帯域に本拠を持つものをあげると次のようになる。カヤ、イヌガヤ、アラカシ、シラカシ、ク

ヌギ、エノキ、ヤマコウバシ、ダンコウバイ、ネムノキ、ジャケツイバラ、コクサギ、シラキ、アカメガシ

ワ、ムクロジ、キズタ、カニクサ、ォォバノイノモトソウ、ヒメウラジロ

次にその代表種を記す。

A.ア ラカシ (ブナ科)

暖帯の山野にきわめて普通な常緑高木。樹皮は灰黒緑色。若枝は淡褐色の軟毛を密生するが次年枝には毛

は落ちる。葉は互生して柄があり、長楕円形で長さ7～ 12cm、 基部は広いくさび形、中部以上に鋭い鋸歯が

あり、裏面には絹毛が残る。花期は4～ 5月。雌雄同株。堅果は年内に熟し、卵円形。暖帯に林をつくる。こ

の地域には桂川の断崖に多く、川隣から強瀬にかけて大きな林となり、強瀬全福寺裏にもこの林がある。

B.シ ラカシ (ブナ科)

アラカシと同じく暖地の山中に野生する常緑高木。関東では生け垣や防風林として利用される。樹皮は灰

黒色。葉は互生して狭長楕円形、基部はくさび形、先はするどく尖り、葉の裏面は淡緑色で最初は絹毛を散

生するが後無毛となる。花期は 5月 、雌雄同株、堅果は卵形。賑岡町浅利にはこの林がある。

C。 アカメガシワ (ト ウダイグサ科)

本州、四国、九州の暖帯に普通な落葉高木。樹皮は褐色で、芽は紅赤色をしている。葉は卵形で先が分裂

し、長い葉柄とともに紅赤色の毛がぎっしりとおおっていて美しい。夏に花をつけるが雌雄異株である。相

模川流域では、この山の周辺が上限であるが、支流葛野川の奥地の小金沢渓谷に隔離分布する。

大マテイ山

狛一 =υ い /ノ /Vレ               第144図 大月市内のアラカシ分布

(3)温 帯

山梨県の山岳地域はそのほとんどが温帯域に属し、高山の山頂周辺が亜寒帯というところが多い。本山の

山頂周辺と北斜面上部はこの地域に入る。特に本山と周辺の山々との相違は、低標高にもかかわらずイヌブ

ナの見られることである。ブナは温帯の指標植物で、イヌブナもそれに近いものである。普通郡内地域では

イヌブナは標高1000m付近から出現し1500m付近からブナに変わるようである。それがこの山では標高550

幹 川山

第 143図  アラカシ
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m周辺から見られることで珍しい。温帯・寒帯に本拠に持つものをあげると次の植物が見られる。サワシバ、

ハルニレ、ホウノキ、チョウジザクラ、ウワミズザクラ、メグスリノキ、シナノキ、ミツモトソウ、マルバ

ダケブキ、イワデング。次にその代表種を記す。

A.イ ヌブナ (ブナ科 )

山中の温帯域に生える落葉広葉樹。幹は高さ25mぐ ら

いに達する。樹皮は暗灰色。若枝は灰紫色で淡褐色の長

軟毛を密生するが、次年度は無毛となり色も黒紫に変わ

る。葉は枝に 2列につき互生し、長楕円形をして、先は

尖り、基部は広いくさび形、裏面に淡緑色のねた毛が残

り、特に葉脈上に著しい。花期は 4～ 5月。堅果は 3稜

卵形。岩手県以南の主として太平洋側の本州、四国、九

州にみられる。

B.ハルニレ (エ レ科)

北地に多い落葉高木。幹は高さ30mぐらいになる。若

枝には軟毛が多いが 2年枝は無毛となる。樹皮は灰褐色、縦にやや深い

割れ目がある。葉は倒卵状楕円形で、基部はくさび形で、先は急に尖

る。葉の縁には二重鋸葉があり、表面はざらつき、裏面は葉脈に沿って

短毛がある。花は 4～ 6月 に葉に先だって咲く。

C.エゾエノキ (エ レ科 )

温帯の山地に生える落葉高木。幹は高さ20mに達する。葉は互生し、

長楕円形で先は尖り、基部は広いくさび形で左右不同、ふちには鋭い鋸

歯があるが、下部の 3分の 1に はない。花期は4月 。果実は球形で熟せ

ば黒くなる。同属のエノキは暖帯に根拠をおく樹種で、葉の上部に小さ

い鋸歯があり、果実は橙色に熟すのでエゾエノキと区別できる。

2.地史的要因

西の赤石山脈と東の関東山地は元もとは一連のものであったが、第 3

紀地質時代に起こったフォッサマグナによって東西の 2つに分けられ、

その中間の地域は大きな海峡になり、その弱い地殻から火山の噴出が続

き、その後の隆起に依って現在の山梨県の山容が成立した。このような火山地域は、植物にとっては生態環

境が特殊で特異の分化が行われる。特に富士山のような新しい火山の場合は、噴出物によって従来の植物は

一旦はなくなり、その裸地の上に四方から新しく植物が

侵入分布したものと考えられる。しかしこのような裸地

は、植物の生育条件が厳しく、その中には適応分化して

今日に至っているものも見られる。新しい所に適応分化

した植物は他に比して時間的経過が少ない為に分布の広

がりは狭く、富士山はその好例で、この周辺のみに見ら

れる植物を富士火山要素とよんでいる。この山にはフジ

ザクラ、フジイバラ、カナウツギが見られる。

次にその代表を記す。

A.マメザクラ (フ ジザクラ)(バ ラ科)

第 145図  イヌブナ

第146図  ふれあい館前のハルエレ

第 147図
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山地に生える落葉小高木。幹の高さは 3～ 10m。 若枝は無毛、葉は月ヽさく、広倒卵形で先は尾状に尖り、

基部は九く、縁には二重鋸歯があり両面にねた毛が散生する。腺点は葉身の基部にある。花は 5月 、棄と同

じに開く。下向きに咲くことで他のサクラと区別が容易である。この山全域に見られるが、中には花が密に

付 くものもある。

B.カ ナウツギ (バラ科 )

山中に稀に生える落葉低木。茎は叢生し、高さ2mほ

どになる。枝は灰赤褐色。葉は互生し、広卵形で、 3～

5に裂け、先は急に尖り、基部は心臓形で、二重鋸葉縁

となっている。葉は裏面葉脈に沿って微毛がある。花は

6月 。本年の枝の先の円錐花序に白い小花を数多く付け

る。静岡県、神奈川県、山梨県に分布する。本県では郡

内地域、特に富士山周辺には普通に見られる。この山で

は北斜面に見ることができる。

3.人為的要因

低山帯は人間の生活の場であり、この地域の植生は地域住民との密接なかかわりあいの中で変化してきて

いる。特にこの山のように市街地の中の独立峰であり、かつ数百年の開発歴史を持つために植生は時代とと

もに変化してきていることは想像にかたくない。中でも中央自動車道やゆりヶ丘団地の造成は山麓の植生に

大きな影響を与えてきている。

(1)農 耕
正面鏡岩の下方の東南部は、古くから開墾され桑畑として利用され、その名残は随所に見られる。また、戦

後一部にキリの木が植栽された。西南山麓は第 2次世界大戦中、及び戦後開墾されて畑として使用された。中

央自動車道建設地となって消滅したが、1970年代にはコンニャク栽培の跡を示す古株が生えていた。現在も

中央道の上方の平坦地は畑として耕作されている。東北部山麓の神倉地区は広大な耕作地として使用されて

いて、現在この地域の耕地は、作物の他はその約 60%が帰化植物であるといっても過言ではない。

(2)植 林
山の東南部から東斜面にかけては、自然更新のアカマツを育成したアカマツニ次林として立派な林となっ

ている。しかし近年、松くい虫被害が拡大しつつあり、アカマツ林が維持されるかどうかが,い配されれる。東

北部山麓から北斜面にかけての山麓はスギ・ヒノキの植林が進んでいる。北から北西の斜面にかけては自然

更新がそのまま進みアカマツ林、アカマツー落葉広葉樹林の自然常態が保たれ、特にその古木が多く見られ

る。ここの沢筋にはスギ・ヒノキの植林が多く、それもかなり大きくなっている。

(3)草刈り。火入れ

寛文 9年 (1669年 )の検地帳によれば、南西斜面は下葉山となっており、また古絵図によって強瀬地域の

入会として利用されていたことがうなずける。強瀬の中村和夫氏によれば、この地域は1910年代頃までは、

毎年 6月 に幼木の刈り払いを行って禾本類の育成を計って、同時に火入れも行ったという。

(4)公園化

岩殿山は都留市の鹿留発電所、上野原町の大野貯水池とならんで郡内地区のサクラの名所として知られて

いる。この山ではサクラは丸山付近と頂上平坦地にその植栽が見られる。その中の古木は、1914年春、強瀬

青年会の奉仕活動によって植えられたものといわれる。この山を飾る多くのサクラは、1933年 4月 、地域の

観光に関心を持つ嶺明会会長高山信朗県議会議員の努力によって、富士山麓電気鉄道株式会社社長堀内良平

衆議院議員からサクラとカエデの苗木 1万本宛の寄贈を受け、大月町町民の協力によって植樹されたもので

第 148図  カナウツギ
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ある。これを記念して、1934年 4月 3日付けで高

月橋畔に記念碑が建設された。現在この碑は所在

が確認されていない。この碑には「岩殿山与高月

橋倶甲陽之名勝也有志骨謀欲造設公園堀内良平氏

賛其挙寄贈桜楓之稚苗一万株後年得添春秋之美観

者氏之賜也央珈記伝焉」と記されていた。これに

よって、現在見られるサクラの多くは70年近く

は経ていることとなる。しかしこの時一緒に植え

たであろうカエデが現存しないのは、土壊との適

合性に原因があったものであろうか。

また1966年には市木 (八重桜)、 市花 (ヤマユ  第 149図 丸山周辺の植栽のサクラ

リ)が選定されて、サトザクラの記念植樹が行われ、また、近年ヤマユリの植栽も行われている。

(5)火  災
入山者の不注意による山火事は昔からあったものと推測されるが、近いところでは1966年の子供の火遊び

による火災がある。高月橋西の山裾から失火し、南西斜面を焼きつくして、多くのアカマツやサクラに被害

が及んだ。

4.偶発的要因

(1)帰化植物

帰化植物とは「自然の営力によらず人為的営力によって、意識的、無意識的に移入された外来植物が野性

の状態で見出だされたもの」と定義づけられる。要するに流通過程で外国から渡ってきて野性の状態になっ

た植物をいう。中には一時的にしか見られないものもあって、これを放浪植物と呼んで帰化とみなさない学

者もいるが、渡来の記録として欠かせないもので普通には帰化植物に含めている。また園芸観賞用や薬用や

食用、また牧草として栽培していたものが逃げだして野性化したものもあり、これを逸出植物といい、同様

に帰化植物の仲間に入れている。一方帰化植物は帰化した年代によって 3段階に分類される。

○有史以前に、よそから移住してきた人々によって入ってきた植物を推定したもので、これを史前帰化植物

と呼ぶ。この中核となるものは、弥生時代にイネの随伴植物としてもたらされた植物群で、南方系のものが

多くイヌタデ、 ミチヤナギ、スベリヒユ、エノキグサ、ツユクサ、エノコログサ、カヤツリグサ等々で水田
や畑の雑草として知られる。

○次いで有史時代の初期からはじまってそれ以降に朝鮮 。中国、あるいは中国を経由して中近東やヨーロッ

パなどから継続して入ってきた植物を推定したものを旧帰化植物と呼ぶ。ムギやアブラナの随伴種として入っ

てきたものを初めとしてアジア大陸の温帯からヨーロッパにかけてのものが多い。ウシハコベ、ミミナグサ、

カタバミ、ヤエムグラ、キツネアザミ、スズメノカタビラ、カニツリグサなどがある。

○そして江戸末期から現代にかけて外国から入ってきたもので記録に依って確認できる植物があり、これを

新帰化植物という。普通一般には帰化植物と言えばこのような信憑性のある新帰化植物のことを言う。新帰

化植物は現在日本全土に約 700種があると言われる。

この帰化植物は山梨県内には現在約200種が挙げられるが、この山には帰化植物36種が確認できた。調査

地が市街を含めない山地にもかかわらず帰化率 12.6%と 高い数値を示した。その主なものについて以下に挙

げる。

A.セ イヨウタンポポ (キク科)
ヨーロッパ原産の多年草。葉は羽状に裂けているが、裂け方は一定でない。総雹の外片が反曲する点で日
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本産のタンポポと区別することが出来る。明治末期には北海道

各地に多く見られたようである。本県においては戦後の侵入で

あるが1955年頃は極めて稀なものであった。1965年頃からは

各地域の路傍の至る所に出現するようになり、かつ花期も春か

ら晩秋までと長く、カントウタンポポやエゾタンポポを駆逐し

つつあり、山地にも進出しつつある。この山では山麓から頂上

にかけて見られる。

B.ヒ メムカシヨモギ (キ ク科)

北アメリカ原産の 1～越年草。高さ1.5mに も達し、全体に

開出する荒い毛がある。 7～ 10月 にかけて上部で分枝し、小

さい白色の花を多数につける。日本へは明治初期 (1870年頃)

に渡来し注目されたようで、メイジソウ、ゴイッシングサ、テッドウ

グサとも呼ばれていた。山梨には昭和年代に入ってからで、この山で

も路傍や荒れ地に多く見られる。

C.ヒ メジョオン (キ ク科)

北アメリカ原産の 1～ 2年草。草丈は 1～ 1.3m位になり、淡緑色

の茎には荒い毛がまばらに生え、茎の中は白い髄で埋められている。

6～ 10月 頃枝の先端に白または淡紅色の花をつける。明治維新 (1868

年)頃の渡来でアメリカグサと呼ばれていたようである。全国各地に

非常に強い繁殖力で広まっていたが、近年やや減少気味である。本県

では昭和初期に入ったものであろう。休耕畑一面に生える様は壮観で

ある。この山では全山に見られる。同属のハルジョオンも北アメリカ

原産の多年草。草丈は30～60cm。 ヒメジョオンに似ているが、茎は

中空であること、花期は4～ 6月 でそれよりも早く咲くこと、花序は

はじめに茎ごとにうなだれていることなどで区別は容易である。1920

頃に東京から広まった。県内では1976年大月市強瀬で筆者が発見し

た。それから数年して爆発的に全県下に広まった。この山では至る所

に見られる。

D。 ブタクサ (キ ク科)

北アメリカ原産の 1年草。草丈は30～ 120cm。 7～ 8月 に枝先に

細長い穂をつくって花を付ける。花粉は球形である。明治初期 (1870

代)の渡来といわれるが、昭和年代になって全国的な広がりを見せて

きた。花粉が遠くまで運ばれるせいか、1980年頃からはこの草の蔓延

とともに花粉症の元凶とされてきた。今ではスギの花粉がこれと入れ替わり、この種は注目されなくなりつ

つある。本県には昭和35年頃の侵入で、県内各地に見られるが、やや衰退気味である。ここでは山麓に普通

に見られるが、高月橋西の河畔には特に多い。

同属のオオブタクサは北アメリカ原産の 1年草。草丈 1.5～ 3.Om。 桑の葉に似た大きな葉身を付ける。 8

～ 9月 に枝先に穂になって花を付ける。日本へは1953年、静岡・千葉に入ったのが確認されたが、現在では

全国各地の肥えた河川敷や造成地に急速に広まってきている。ブタクサ同様に花粉症を引き起こす草として

敬遠されている。山梨には1965年頃甲府市荒川の河川敷で発見されたが、今は県内の河川敷に普通に見られ

第 150図  セイヨウタンポポ (キ ク科)

第 151図  ヒメムカシヨモギ (キ ク科 )

第 152図 ハルジョオン (キ ク科)
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るようになった。岩殿の招魂社下に見られる。

E.ア メリカセンダングサ (キク科)

北アメリカ原産の 1年草。草丈 50～ 150cm。 8～ 10月 に多数

の責色い頭花を付ける。他のセンダングサに比べて 6～ 12個の緑

色の長い総包片が付く。果実は扁平で、先に 2本の刺がある。1920

年には京都に入 り、本県には 1935年頃には見られたようである。

県内至る所の湿った荒れ地や、河川、溝等に見られる。

同属のコセンダングサは果実が線形で、平たい 4稜形をし、先

に 3～ 4本の刺があるので区別できる。江戸末期からその存在は

知られていたが、全国各地に広まったのは戦後になってである。

県内では1979年 甲府市内で見つかり、その後、平成年代に入って

から急速に広がってきた。この山では山麓にどちらも普通に見ら

れるが、コセンダングサの方が急速に広まりつつある。コセンダングサに似るが白い花弁のあるシロノセン

ダングサが 1994年頃から高月橋周辺に散見されるようになった。

F.ハキダメギク (キ ク科)

熱帯アメリカ原産の 1年草。草丈10～ 60cm。 茎は白毛が多い。花期 6～ 10月 。径 5 mm程度の小頭花を

付ける。18世紀にヨーロッパで栽培され、日本には昭和初期には渡来していたようである。本県では1968年

に猿橋付近の広場で発見された。その後1980年代から爆発的に増えはじめ、現在は県内至る所の畑、路傍、

休耕地等に見られるようになった。この山では山麓の路傍や畑に見られる。

G。 オオイヌノフグリ (ゴマノハグサ科)

ヨーロッパ原産の 2年草。草丈10～ 30cm。 茎は地表を這って四方に広がり、先が直立する。花期 3～ 5

月。上部の葉のわきにコバルト色の小さな花をつける。明治20年 (1887)頃 に東京に帰化していることが認

められた。大正初期には全国的に分布、人里近くではどこにでも見られるようになった。県内でも昭和初年

代にはどこにでも見られるようになった。同属のタテイヌノフグリは、茎が立ち上がり、花柄の短い花は葉

披に付くのでオオイヌノフグリと区別されるが、これも同じ環境に見られる。

H。 アレチマツヨイグサ (ア カバナ科)

北アメリカ原産の 2年草。草丈30～ 150cm。 月見草と呼ばれる

オオマツヨイグサに似るが、花がやや小型で花弁の間に隙間があ

るのが区別点である。これは明治の後期に渡来したが、広まった

のは戦後で、県内には1960年頃甲府の荒川土手で発見された。現

在はオオマツヨイグサよりこの方が多く見られる。高月橋周辺に

は両者を見ることが出来る。

I.イ ネ科植物

イネ科 (未本科)の植物は戦前、戦後を通じて家畜の飼料とし

て輸入され、あるいは栽培されたものの逸出したものが多い。特

に戦後、酪農の振興につれて、それらは山間部まで急速に広まっ

た。また道路建設や宅地造成の際に土止として使用されることも

多 く、全国至る所に広まりつつある。この山にはイヌムギ、ヒゲナガスズメノチャヒキ、ネズミムギ、カモ

ガヤ、ナガハグサ、シナダレスズメガヤ、カラスムギなどが見られる。

」。その他、この山に見られる帰化植物を挙げる。

第 153図  オオブタクサ (キ ク科 )

第 154図 メマツヨイグサ (アカバナ科)
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エゾノギシギシ (タ デ科)、 アレチギシギシ (タ デ科)、 ケアリタソウ (ヒユ科)、 ホソアオゲイトウ (ヒユ

科)、 ヨウシュヤマゴボウ (ヤマゴボウ科)、 マメグンバイナズナ (アブラナ科)、 ハリエンジュ (マメ科)、 シ

ロツメクサ (マメ科)、 コニシキソウ (ト ウダイグサ科)、 トゲチシヤ (キク科)、 ハルノノゲシ (キク科)、 オ
ニノゲシ (キ ク科)、 オオアレチノギク (キク科)、 ヒメムカシヨモギ (キ ク科)、 オオオナモミ (キク科)、 チ

チコグサモドキ (キク科)。

第 156図  チチコグサモドキ (キ ク科)

第 158図  シロツメクサ (マメ科)

(2)病虫害

山梨県内における松 くい虫被害は、

1978年夏、北巨摩郡双葉町に端を発し、

甲府市御岳昇仙峡に被害が及び話題に

なったが、1980年代になって郡内にも

見え始めるようになった。岩殿山は県

有林で、県もその防除対策として1989・

90年 とヘリコプターによる薬剤散布を

行ってきた。しかし付近住民におよぼ

す薬害影響を考慮するとともに、伐倒

薬剤処理及び薬剤樹幹注入処理によっ

て防止出来るものとしてその使用を停

止するに至った。その後、特に1995。 96

第155図  シロノセンダングサ (キ ク科)

鰻医

第 157図  ヨウシュヤマゴボウ (キ ク科 )

第 159図 松くい虫被害木伐採現状 (丸山付近)
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年は異常気象のせいもあって、その被害は甚大であった。松くい虫はマツノザイセンチュウ(松の材線虫)と

呼ばれる線虫で、マツノマグラカミキリ (鞘辺ロカミリキムシ科)の幼虫の体内に寄生して松の樹皮や材部

に入り込み繁殖する。従ってカミキリムシを駆除することが被害防除の要件となる。上野原町の松くい虫被

害について1996年 7月 21日付けの山梨日日新聞に、「中央道沿いの松枯れは調査した沼津市の国道沿いなどの

状況と似ており、車の排ガスの影響が大きいと見られる。松の葉の気孔に排ガス中の汚染物資 (ベ ンツピレ

ンやジベンプアントラセン)な どが詰まり、樹勢が弱まり殺虫作用のあるステルベンを生成できなくなり、松

くい虫が進入しやすくなった。松枯れを防ぐためには車の燃料見直しが必要」と沼津西高校の遠藤稔教諭は

指摘している。勿論直接原因はマツノザイセンチュウによるものであるが、間接要因としての大気汚染は検

討に値するであろう。

岩殿山の松枯れについて、大月林務事務所はその被害防止に努力されているが、松枯れはまだまだ進行す

るものと推測される。

第14表 岩殿山松くい虫被害年度別状況表 第15表 松 くい虫被害木年輪調査表 (1997年 )
(大月林務事務所調)

平成4年 度 (1992) 10�

平成5年 度 (1993) 26

平成6年 度 (1994) 4ユ

平成7年 度 (1995) 524

平成8年 度 (1996) 219

調 査 地 晃秀香衝 年 輪 数 平均年輪数
丸 山 周 辺 115cm 45 38.2

鏡 岩 下 周 辺 218 76 71.2

馬 場 周 辺 172 82 75.0

頂 上 周 辺 219 82 79,6

山の4HI前 巨木 214 158

第 3節 登山道に沿って見 られる植物

1.南正面口から頂上まで

県道小菅線の高月橋をわたると道は3本に分岐する。左折の道を下れば松林から「象の鼻」と呼ばれる桂

川の断崖が望まれ、右折すれば強瀬の集落に至る。分岐点左に岩殿山案内板が立ち、その周辺にはコセンダ

ングサ、ハキダメギク、ケアリタソウ、ハルノノゲシ、ハルジョオン、ヒメジョオン、オニノゲシ、チチコ

グサモドキ、オオマツヨイグサ、アレチマツヨイグサ、カモガヤ、イヌムギ、カラスムギ、ナガハグサ、シ

ナダレスズメガヤなどの帰化植物が多い。真ん中の県道はゆるやかな上りとなる。道の右下の石垣にシダの

ヒメウラジロがびっしりと貼り付けたように生えているのがフェンス越しに見える。左側壁にはテリハノイ

バラが垂れ下がり、ヒヨドリジョウゴ、イケマなどのつる

草も裂け目に生えている。岩殿山公園入日の標柱が立ち、い

よいよ登山道に入る。ソメイヨシノの桜並木の急坂である。

ツユクサ、コモチマンネングサ、ホタルブクロ、ヨモギ、セ

イヨウタンポポ、エゾノギシギシ、オニタビラコ、ミチヤ

ナギ、ジュウエヒトエ、センボンヤリと春から初夏にかけ

ては色とりどりの花が出迎える。メガルカヤとオガルカヤ

が見られるのも面白い。右手道下の礫岩の大岩にツメレン

ゲがびつしりと生えている。鋭い鷹の爪が想像されるよう

な姿態である。これも全国的に分布稀なものである。荒れ

た畑にヨウシュヤマゴボウが何本も見られる。山の神の前

にムクロジ (目 通り幹囲0,8m)が立つ。自生か植栽かは不
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明である。ここを過ぎると右にミズキの大い木があり、

6月 になると白い花を数多くつけ見事である。ここから

大月の町を左に眺めながらの上り道となる。この辺りか

ら丸山にかけてはかつては立派なアカマツの林であっ

た。1994年頃から松枯れの兆候が見えたが、1995年 に

入って夏の早天も影響してかほぼ全滅に近い状況となっ

た。マツクイムシが主たる原因であろうが、大気汚柴の

影響も関係あるのではなかろうか。アカマツ林の下床に

陰樹として育ったアラカシが、この時とばかりに目立つ

のが印象づけられる。伐採放置されたアカマツ材の問か

らヤマツツジの花の赤色も一際鮮やかに見られる。右手

上の段にアカラシの大樹が 1本立っている。クサボタ

ン、アキノタムラソウ、ナンテンハギ、アキカラマツ、

ホタルブクロ、ヒキオコシ、シラヤマギク、タケニグサ、

リュウノウギクといった草本や、コナラ、ヤマコウバシ、

ガマズミ、クサギ、クマノミズキ、ツノハシバミ、ウツ

ギ、シモツケなどの木本が目につく。葉の互生するミズ

キと、葉の対生するクマノミズキが近い間隔で見られる

のも興味深い。低木とアカマツの立つ中を進むと岩殿城

址の看板が立つ。ノアザミが群落を作って見事である。

この辺りからまた桜並木となり、 ドウダンツツジが道に

沿って植栽されている。樹下は常時刈り払いが行われて

いる。クララ、イヌヨモギ、コヤブラン、キツネノマゴ、

ネコハギ、ヒメジョオン、オオジシバリなどが目立つ。

数年前迄はフナバラソウの群落が見られたのに、たび重

なる刈り払いのせいか絶減してしまったのは残念であ

る。道から離れた所にはアズマネザサとスズタケがびっ

しりと生えている。

「ふれあい館」の問前には目通り幹囲0。6mのハルニレ

が立つ。ハルニレは寒地に本拠をおく樹種でこの山のよう

に暖地の樹種の多い所に見られることは珍しい。門の上の

斜面には地元の人達による「市の花」山百合の植え付けが

行われ、夏には大きな白い花が見事に咲き競っている。丸

山にはヤマツツジをはじめ園芸種のつつじが数十株植えら

れている。館周辺にはシロツメクサ、セイヨウタンポポ、

チャカタバミ、コニシキソウ、キツネノマゴ、ヘビイチゴ、

タチツボスミレ、イブキボウフウ、ヤブジラミ、ナツヅタ、

第 161図  ミズキ (ミ ズキ科)

第162図  ノアザミ (キ ク科)

第163図  クサギ (ク マツプラ科)
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第 164図  ガマズミ (ス イカズラ科)
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フジテンニンソウ、シラヤマギク、オオバコ、アキノタムラソウ、ヨウシュヤマゴボウ、ススキ、オオアブ

ラススキ、チジミザサなどの草本がみられる。またふれあい館の周辺は、県内に知られた桜の名所となって

いる。1934年 4月 に富士急行電鉄の初代社長堀内良平氏が桜と楓の苗木 1万本を寄付し、地元有志によって

植樹されたものである。樹種はソメイヨシノがほとんどで、花の白いヨシノザクラも混じり、近年植樹され

た「市の木」のサトザクラ (ヤエザクラ)も 見られる。太いものの日通り幹囲は1.35mで、 3月 末から4月

中旬の間に開花する。南斜面の本数 (種類を問わず)約 50本。樹勢に旺盛さを欠く。この他に植樹されてい

るものにサルスベリ、モッコク、マテバシイ、サザンカ、イヌツゲ、ユキヤナギ等の木本があり、またコス

モス、マツバボタン、ヒオウギスイセンといった草本類も植栽され、公園にふさわしい色どりを添えている。

ここから道はじぐざぐの上りとなる。コマツナギ、ナワシロイチゴ、キハギ、コウゾ、ヤマツツジ、ヤマ

グワ、クマヤナギ、アオツプラフジ、センニンソウ、ヘクソカズラ、ジュウニヒトエ、ジシバリ、キジムシ

ロ、タチツボスミレ、スミレ、オケラ、アキカラマツ、ヤクシソウ、タカトウダイ、ヤマハッカ、オトギリ

ソウなどが目に付く。常時下草刈りが行われているので草丈は高くない。自生のヤマユリも点在する。タカ

サゴソウやオミナエンも道沿いに見られ珍しい。エゾエノキが 2本記念植樹されている。鏡岩の下部にはジャ

ケツイバラの群落が黄色の花をびっしりと付け、 5月 の登

山客の目を楽しませる。岩の裂け目にはナンテンが帯状に

群落をつくっている。冬季は葉が赤褐色に色付き、灰色の

岩場に彩りを添えている。右手にアラカシのやや大きいも

のがある。ダンコウバイ、ヤマコウバシ、ヌルデ、ヤマハ

ギ、キハギ、イヌガヤ、タケニグサ、ノイバラ、コナラな

どの低木の道を進むと揚木戸の下にでる。左手に築坂経由

稚児落への道があり、このすぐ上の岩場にはツメレンゲの

群落がある。秋には白い可憐な花をつける。テイカカズラ

もこの周辺には多く、ヤブコウジも多い。ヤブコウジは暖

帯に生えるもので、アラカシとともにこの辺りがこの山の

暖帯の上限になるものと考えられる。アカマツの目通り幹囲1.5mク ラスのものが岩の間隙に点々と現れてく

る。岩場にはホソバノキリンソウが黄色の花を付け、シノブ、ノキシノブ、イワデングなどのシダも見られ

る。

揚木戸を過ぎると頂上の馬場に至る。ここから最高地の本九跡迄アカマツの樹高20mク ラスの古木でおお

われている。ここにはその林床にミサキカグマ、タチドロコ、チゴユリ、コゴメウツギ、ヤマウルシ、イカ

リソウ、オカトラノオ、カノツメソウ、サルトリイバラ、ヘクソカズラ、アオツプラフジ、シモバシラ、ヤ

マシロギク、ヤマハッカ、キンミズヒキ、ヒヨドリバナ、タガネソウ、ノアザミ、タカトウダイ、ヤマニガ

ナ、アキカラマツ、アカショウマ、アキノキリンソウ、イタドリ、センボンヤリ、ナルコユリ、オオバギボ

ウシなどの草本や、リヨウブ、カスミザクラ、ツノハシバミ、ツリバナ、ネジキ、アワブキ、ムラサキシキ

ブ、ケヤキ、フジキ、イボタノキなどの亜高木や低木などが見られる。北側斜面にはアズマネザサが多い。鏡

岩の頂は眺望がきき、鳥沢、猿僑、大月、初狩、笹子峠まで市内が望まれ、南西には都留市のはるか向こう

に富士山がくっきりと浮かぶ。この大岩壁にはかつてはセキコク、ウチョウランといった貴重種が見られた。

今は、イワヒバ、キハギ、ヒキヨモギ、オカルカヤ、ヒメノガリヤスなどが岩の裂け日に生えている。平坦

地に立つ乃木大将の詩碑の北側に、スズランが、地元山草会によって植栽されているが、分布域が異なるだ

けにこの山にはそぐわない。その東の平坦地にはソメイヨシノ桜の古木が 5本、若いものが22本ある。カラ

ムシ、オオバコ、ノカンプウ、マルバダケブキ、キンミズキ、セイヨウタンポポ、ヤマタツナミソウ、ヤク

第 165図  ジュウニヒトエ (シ ソ科)
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第 166図 ノカンゾウ (ユリ科)

シソウ、アキカカラマツ、クララ、

タカトウダイ、ヤマニガナ、シラヤ

マギク、ヤマハッカ、ヒメヤブラン

などが生える。ツルニガクサも多

く見 られるが県内では分布の少な

いものである。

鏡岩の東の凹地に亀ヶ池と馬洗

池と呼ばれる湧水池と溜地がある。

亀ヶ池は深さ50cmぐ らいで丸 く石

積みされていて、その回りは草も

なく水も澄んでいる。馬洗池は自

然のままで浅く、その中にはセキ

ショウが生い茂っている。両池の

周辺の植物をあげるとニシキシダ、ミゾシダ、オクマワラビ、 トラノオシダ、スギナ、オクタマゼンマイ、フ

ユノハナワラビ、ナンテン、ケキツネノボタン、オオバコ、タカトウダイ、ヤブレガサ、ホウチャクソウ、チ

ゴユリ、オカトラノオ、タチツボスミレ、ケマルバススミレ、ヒトリシズカ、カノッメソウ、コヤブラン、サ

ルトリイバラ、ボタンズル、クズ、ノブドウ、センニンソウ、ヒメヨツ

バムグラ、ノイバラ、ミツバアゲビ、ミヤマナルコユリ、ミミガタテン

ナンショウなどである。

広場から本九まではアカマツ林であるが、途中から木の規模が小さく

なり、間隔も混んでいる。本丸にはテレビ塔が立つ。周辺の植物はフジ

イバラ、オカトラノオ、ヤマニガナ、タムラツウ、オトコヨモギ、リュ

ウノウギク、シラヤマギク、イタチササゲ、オケラ、タチシオデ、タチ

ドコロ、コウヤボウキ、ナワシロイチゴ、アブラススキ、ススキ、ノガ

リヤス、ノアザミ、タイアザミ、オケラ、ワレモコウ、アキカラマツ、

コゴメウツギ、ツリバナ、ウリカエデ、マルバアオダモ、ザイフリボク、

ホウノキ、ハリギリ、ネジキ、ヤマウルシ、ヤブムラサキ等が目立つ。

テレビ塔北側にコブシが見られるが、この山ではこの 1本のみで植栽品

か自生か不明である。

2.岩殿口から頂上まで

真蔵院の上の県道から登る。登り口近くのスギ林にはカタクリの大群落があり県道からも眺められる。近

年、外来者によるものと思われる盗掘被害が甚大である。スギが大きくなるにつれて群落も縮小気味である。

この付近の道沿いに高さ2m以上のオオブタクサが生えている。その他ブタクサ、セイヨウタンポポ、ハキ

ダメギク、 トゲチシャ、イヌムギ、カモガヤ、アメリカセンダングサ、コセンダングサ、ホソアオゲイトウ

といった帰化植物が多い。登山道に戻り、アラカシの亜高木が立ち並ぶ中を進む。ワラビ、ゼンマイ、イワ

イタチシダ、イワギボウシ、メナモミ、ミズヒキ、オカトラノオ、コウブリナ、センボンヤリ、キンミズヒ

キ、タチツボスミレ、ヨモギ、ヒカゲイノコズチ、イタドリ、コナスビ、コウゾ、アオップラフジ、サルト

リイバラ、コゴメウツギ、マルバウツギ、アイズシモツケ、ヤマコウバシ、ムラサキシキブ、スイカズラ、ハ

ンショウズルが見られ、道はやや緩やかになり、アカマツ林となる。樹下にオケラ、アキノキリンソウ、シ

ラヤマギク、リンドウ、ウツボグサなどが生えている。松林が終わるとアラカシ、コナラ、ミズキなどの広

第168図  オカトラノオ
(サクラソウ科)

第 167図  クララ (マメ科)
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葉樹林となる。林下には草本のオミナエシ、ヒヨドリバ

ナ、オケラやマルバハキ、キハギ、ニシキギ等の低木が

多い。この付近にはムラサキが見られたが、今回は確認

できなかった。所々にネズの木が見られる。ネズは盾地

に耐えられるもので塘地の指標植物と言われる。ここの

ような岩地には多いものである。

右に少し入ると七社権現の洞窟がある。ここにはかつ

て社殿があったが、今は石の祠が建てられている。この

周辺にはモミジイチゴ、ヤブムラサキ、ガマズミ、オト

コヨウゾメ、アイズシモツケ、ナンテン、アズマネザサ

等がみられる。岩窟の壁にシダのミヤマウラジロがゲジゲジシダと

ともに生えている。これは葉の裏が粉白色になるシダで珍しい。し

かし年々減少しつつあり、緊急の保護対策を必要とする。

道は頂上への急な上りとなる。登山道には随所にコンクリート階

段と手摺りが設けられている。岩場には、ホソバノキリンソウが責

色い花をつけている。ここからはコナラの品種のテリハコナラが主

な樹種となる。葉が長楕円形でやや厚く、鋸歯も鋭く葉に光沢があ

るものである。オトコヨウゾメ、ネジキ、アラカシ、ザイフリボク、

ガマズミ、キハギ、マルバハギ、ネズ、イロハモミジ、チョウジザ

クラ、フジザクラ、マルバウツギ、ウツギ、コウヤボウキ、ナガバ

ノコウヤボウキ、シモツケなどの低木とシュロソウ、ヒメハギ、オケラ、イヌヨモギ、タムラソウなどの草

本、フジ、フジイバラ、タチシオデなどの蔓植物が見られる。かつての城跡の名残を留める二の堀、一の堀

と呼ばれる空堀を過ぎれば、頂上NHK中 継アンテナの下に至る。
3.畑倉国から頂上まで

神宮橋の南詰めの石造物の立つ所から登る。アカマツの古木が立つ中を進む。ヤクシソウ、リュウノウギ

ク、タマアジサイ、ヤマホタルブクロ、ウッボグサ、イカリソウ、シュロソウ、タケニグサ、アシボソ、コ

ブナグサ、オオアプラススキ、ススキ、エノコログサ、ミズヒキなどの草本や、ヤマブキ、ハナイカダ、ヤ

マウルシ、ヌルデ、ウワミズザクラ、ケヤキ、コナラ、エゾエノキ、ヤマハギなどの低木 。亜高木が見られ

る。1997年から神宮洞窟入日から

秋葉神社横を通る登山道が新設さ

れた。榊宮周辺の植物を挙げると

カタクリ、ヤクシソウ、ハルジョ

オン、クズ、コゴメウツギ、ノイ

バラ、イタチシダ、クマワラビ、 ト
ラノオシダ、ゲジゲジシダ、イワギ

ボウシ、ミズキ、オオモミジ、アズ

マネザサなどがある。出丸を過ぎ

ると道はやや平らになり、樹齢 20

年ほどのアカマツ林帯にはいる。

アセビやイヌツゲといった常緑低

第 170図  ハンショウズル
(キ ンポウゲ科)

第172図  ミミガタテンナンショウ
(マムシグサ科)

函

諄鑢悪
第 169図  リュウノウギク (キ ク科)

第171図  ツルニガクサ (シ ソ科)
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第 174図  ヤブムラサキ (ク マツプラ科)

木が見られるのも珍しい。アカマツ林を抜けるとネズ、

モミ、ウリカエデ、ウリハダカエデ、イロハモミジ、コ

マユミ、コナラ、シラキ、アオハダなどの高木・亜高木

の林となる。この低山にアセビが多いのも特異で、この

山ではこの周辺にしか見られない。礫岩の露頭にテイカ

カズラやイワギボウシ、ヒメノガリヤスが生え、 ミヤマ

シキミがこの辺りから出現してくる。シソバタツナミ

ソウも県内稀なもので、 5～ 6月初旬に淡紫色の花をつ

ける。小さな沢があり、細いながらも沢水が流れていて

水たまりが 3箇所できている。かつてこの沢沿いにカキ

ランが見られたが今はない。この付近にはカンスゲやミ

ヤマシキミが多く、アオハダ、エンコウカエデ、アカシ

デ、カスミザクラ、ヤマグワ、ホウノキ、イヌブナなど

の高木、亜高木の林となっている。イヌブナがこのよう

な低海抜の地に自生することは極めて珍しい。頂上が梢

越しに見えるようになると道は直登するようになる。樹

齢約30年のアカマツカSアサダ、エンコウカエデ、ウリカ

エデ、イロハモミジ、クリ、ケヤキ、シラキ、マンサク、

メグスリノキ、ウワミズザクラなどの落葉樹と混交した

林となっている。ツクバネ、ハナイカダ、ミツバアケビ、

ヤマツツジ、ムラサキシキブ、コゴメウツギなどの低木がその下を埋めている。頂上の手前から空堀にかけて

カタクリの大群落があり、 3～ 4月 にかけて咲くピンク色の花が可憐である。これは6月 となればすっかり姿

を消してしまう。上り詰めて頂上のテレビアンテナの下に出る。

4.築坂口から揚木戸まで

築坂には坂の目標本として親しまれた築坂の一本杉がある。南向きの斜面に立ち、上地下地の差 lm、 根

元の周囲3.05m、 日通り幹囲2.31m。 樹幹下部の北東の一部表皮が剥がれている。樹高約12m。 この樹下の

道は、高月橋の架かる前までは秩父街道の主要道路で、高月橋の上流にかかっていた扇橋を通って大月に出

た。樹下にはアズマネザサがびっしりと生えている。この東にミスミソウの群落があったが、近年絶滅して

しまった。ここからわずかにスギの林となる。アセビ、ヤマハギ、ウツギ、ツクバネ、エンコウカエデ、イ

ロハモミジ(ツ ノハシバミ、ハナイカダ、ホタルブクロ、アキノノゲシ、シュロソウ等が生えている。頂上

までは急な坂道である。ここから上はコナラを主とした落葉広葉

樹林でウリカエデ、ウリハダカエデ、エンコウカエデ、イハロモ

ミジといったカエデ属も多い。ツノハジバミ、センノキ、ムラサ

キシキブ、マルバアオダモ、テリハコナラ、ミズキなども入り混

じる。マルバウツギ、ツクバネ、コゴメウツギ、クロモジ、ヤブ

ムラサキ等の低木、クサボタン、ウチワドコロ、タチシオデ、タ

チドコロ、イカリソウ、カシヮバハグマ、ホウチャクソウ、ミヤ

マナルコユリ、キンミズヒキ等の車本類、ヒメノガリヤス、アプ

ラススキ、 トダシバ、ネズミガヤ、ススキなどのイネ科植物も多
い。頂上近くの北側の岩壁にツメレンゲの大群落が見られる。

第 173図  ツノハシバミ (カバノキ科)

第175図  オケラ (キ ク科)
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第 176図 アイズシモツケ (バラ科) 第 177図  タマアジサイ (ユキノシタ科 )

第178図  ウツギ (ユキノシタ科) 第179図  シモバシラ (ユキノシタ科)

第 4節 植 生

1.現存植生

この山の現在の植物群落 (林を対象として)は、第181図の通りとなる。この山の主たる樹種はアカマツ

とコナラである。特にアカマツは、城跡に風情を添えるものとして、この山には欠かすことができない。今

回の調査ではアカマツの苗からの植林は見かけていない。そのほとんどが天然更新によるもので、それを保

護育成した立派な林がこの山の東南都から西北部の斜面にかけてのアカマツ林である。この山のその他の地

域のアカマツは、そのほとんどが自然放置のままの天然林である。ここ数年間に枯損したアカマツの年輪を

教えると32～ 158年 と大小様々で、樹齢の均一性に欠ける。コナラ林も戦後の二次林で、特に南西斜面のも

のは、火災の影響を受けたためか、樹齢20～ 30年位のものが多く、中に1966年の焼け残りと思われる50年

程度のものが混在している。正面丸山周辺から鏡岩にかけての山腹や、頂上の馬場と呼ばれる平坦地や、乃

木将軍詩碑周辺にサクラの植栽が多く、また丸山の西、旧登山道沿いに数多くのサクラが点在する。九山の

東は開墾地が放置された状態で、アラカシの幼樹やヌルデ等の落葉広葉樹木が混在している。その上部から

鏡岩直下まではコナラ・落葉広棄樹林である。鏡岩の一部や崖錘地にアラカシの幼樹が目立ってきている。東

北から北西の山麓部の民有地はスギ・ヒノキの植林が進んでいる。北斜面は、部分的にコナラを主とした落

葉広葉樹林が見られるが、全体的にはアカマツ林またはアカマツを主とした落葉広葉樹林で占められている。
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1 アカマツニ次林

第 180図 代表する樹木

2 アカマツ・落葉広葉樹林

4 サクラ植栽林3 コナラ林
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アラカシー
落葉広葉樹林

サクラ植裁

第 181図 岩殿山現存植生図

2.潜在自然植生 (人為的影響を与えない純自然状態における植生)

植生は常に変化していくが、終局的には地域を支配する気候と調和して安定植生となる。但しクライマッ

クスに達するまでには、場所により遅速が見られる。この山では伐採、火入れ等が行われた跡には先ずワラ

ビや草本類が生え、ヤマツツジやアカマツが続き、やがてアカマツが林分を形成するといった過程を経てき

ている。一方大月市は年平均気温 13.8度 で、この地域はカシ類の生育適地の上限にあたる。猿橋町川隣の桂

川断崖や、強瀬全福寺裏山のアラカシ、浅利のシラカシ林などはその代表的な林である。カシ類は陰樹で、日

陰でも充分成長することができる。従って、人によって伐採されない限り、アカマツ林や広葉樹林の中で成

長し、やがてそれらを圧倒して、安定したカシ林として持続することとなる。現在、この山の林下にアラカ

シの稚樹が多 く、このままに推移すれば、やがては、この山の標高 600m以下はカシ類の緑で埋めつくされ

ることとなるであろう。また、北斜面上部にはイヌブナが点在する。カシ類は暖帯の指標植物といわれ、ブ

ナ類は温帯の指標植物として両温度帯の代表種である。普通イヌブナは標高1000m、 ブナは1500m辺 りから

出現するが、この山では標高600m以下から見られる。南側と比較して表土の厚いこの周辺は、イヌブナの

適地として林分が形成されることとなろう。

第 5節 注目すべ き植物

1.希少植物

(1)ナ ンテン  (メ ギ科 )

Nandina domestica Thunb.

区巨日竹林
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日本中部以南の暖地の山林中に自生する常緑低木であ

る。茎は高さ2mになるものでもある。本山南側大岸壁

の裂け日に生えるものはlm内外のものが多い。 6月 頃

茎の先に大きい円錐花序をだし、多数の小さい白花を付

ける。実は秋から冬に赤く熟して美しい。山梨県内で

は、芦川村から中富町以南の地域と、上野原町の一部に

自生している。ここは山梨県東部地域最大のナンテン群

落である。

本山では南側岩壁の裂け目に生え、何段もの横列をつ

くって生えており、赤褐色に色付いた葉は冬季の岩壁を

彩り、遠くからもその存在を知ることが出来る。また山

の東北部、七社権現の周辺にも多いが、この辺りでは 1

m以上の高さをもつものも多い。

(2)ザイフリボク (シデザクラ) (バ ラ科)
Ameranchier asiatica(Sieb.et Zucc,)Endl.

日本中部以西の山地に生える落葉小高木である。幹は

紫色を帯びる。若い葉の下面に密生した白または肉色の

綿毛を付けるが、成葉では無毛となる。 4～ 5月 に白い

5弁花を密集して開く。県内の暖帯に点在して稀に見ら

れるが、この山には特に多く、貴重である。

第 182図 潜在自然植生

第183図  ナンテン (メ ギ科)

第 184図 ザイフリボク (バラ科)
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(3)ミ ヤマシキミ (ミ カン科)

Skimmia japonica Thunb.

関東以西、四国、九州の山地の木陰に生える常緑低

木。基部から直立して分枝し、高いものではlmに達す

る。葉は皮質で互生するが、集まって付くため輪生状に

みえる。葉面に小さい油点が散在する。 4～ 5月 頃、枝

の頂に円錐花序をつけて香りのある多数の白色小花を開

く。果実は熟すと紅色となり美しい。有毒植物。県内の

暖地に見られるが稀である。この山の北斜面登山道沿い

に多いが、大切にしたいものの一つである。

(4)ジ ャケツイバラ  (マ メ科)

Caesalpinia iaponiCa sieb.et Zucc.

関東以西の本州、四国、九州、琉球、中国、ヒマラヤ

に分布するつる性の落葉低木。1可原、崩壊地、林縁など

日当たりの良い場所に生えるもので、高さ1～ 2mにな

る。枝はつる状になり樹木にからみつき、茎や葉軸に逆

刺が並ぶ。 4～ 6月 に長い柄を持つ責色い花を枝の頂に

総状花序につける。県内各地に少ないものである上に、

本山の南斜面のようにまとまって見られる処は県内に稀

で、貴重である。

(5)マ ンサク  (マ ンサク科)

Hamamelis iaponica Sieb.et Zucc.

山地に普通な落葉亜高木。本州 (太平洋側)、 四国、九

州の温帯・暖帯に自生する。葉は菱形状の円形をし、基

部は左右不相称。花は早春、葉に先だって開き、花弁は

線形で責色である。万花に先立つので先ず咲く、の意味

と、一杯に花を付ける意味で満作 (豊年)と 名付けられ

たともいう。頂上アンテナからわずかに北に下った所に

まとまって見られる。かつて猿僑神楽山がマンサクの名

所として知られたが、宅地造成によって絶えた。ここは

神楽山の規模には劣るが、この山の来訪者に春の到来を

告げる花の群落地として、大事にしたい。

(6)ツ メレンゲ  (ベ ンケイソウ科)

Orostachys erubescens(Ma� m.)Ohwi

関東以西の本州、四国、九州、朝鮮、中国に分布する多肉質の多年草。山地の岩上、または尾根の上に生え

る。越冬葉は狭いさじ形、長さ3 cmほ ど、幅 5 mmで先は硬くなって針状に尖る。夏の根出葉や茎葉はそ

れよりやや細い。花茎は高さ6～ 20cm、 中部以上に密に穂状花序をつけ、 9～ 10月 頃に白色の花を付ける。

国内各地に分布は少なく、山梨県は国内でも多い産地とされるが、県内では石和、下部、鰍沢、大月とその

産地は稀である。本山では数箇所にその群落がみられ、大月市真木の群落とともに大事に保護したいもので

ある。

第 185図  ミヤマシキミ (ミ カン科 )

第 186図  ジャケツイバラ (バラ科)

第 187図 マンサク (マ ンサク科)
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第 188図  ツメレンゲ (ベ ンケイソウ科)

(7)カ タクリ  (ユ リ科)

Erythronium iaponiCum Decaisne

樺太、北海道、本州、四国、九州に分布する多年車。

根茎は白色多肉の鱗片状 (鱗茎)で、鱗茎は前年のもの

と癒着して筒状になり地中に深く横たわっている。 3～

4月 に10～ 20cmの茎を出し、紅紫色の 1花をつける。

花の内面の基部にWの字の紋様が見られる。葉は茎の中

部から2枚出て、卵状または卵状長楕円形で、表面は淡

緑色で紫斑がある。早春を飾る花として話題に上り、注

目されている花であるが、土地開発によって激減してい

る。県内各地に群落が見られるが、同じく減少傾向にあ

る。この山の北東斜面の大群落は県内屈指のもので貴重

である。

(8)シ ツバタツナミ  (シ ツ科)

Scutellaria laeteviolacea I(oidz.

福島県以南の本州、四国、九州のやや湿った林中に生

える多年草。茎は方形で直立して高さ5～ 15cm、 葉と

ともに上向きに曲がった毛を密生する。葉の下面は通常

紫色を帯びる。 5～ 6月 頃、茎の頂に淡紫色の花数個を

付ける。この種は、特別に貴重なものではなく、県内に

生息していることも推定されるものであるが、現在はこ

こが県内唯―の産地として貴重である。

(9)ヒ メウラジロ  (ワ ラビ科)

Aleutttopteis argentea(Gmel.)Feも

岩手県の一部、関東地方、和歌山県以西、琉球の一部

の乾燥した岩上や石垣などに稀に見られる常緑性のシダ

である。小さい根≧から小型の五角形の葉を多数集まっ

て出し、高さ10～ 20cmに なる。葉柄は葉身より長く、

紫褐色で光沢があり、折れやすい。葉の表面は緑色、裏

面は白色または責白色の粉状物を密布して美しい。この

山では南山麓県道の石垣に生えている。この種の県内唯

―の産地として貴重である。

(10)ミ ヤマウラジロ  (ワ ラビ科)

Aleuritopteris Kuhn� (Milde)Ching

var.Brandtii(Franch.et Savat)Tagawa

関東および中部地方の山地に稀に産する夏緑性のシダ

である。普通岩壁上や石垣などの乾燥地にみられるが、

県内産地は日陰のやや湿った場所に生えている。根茎は

やや太くて鱗片がある。葉は叢生し20～ 50cmに なり、

表面は緑色、裏面は灰白色の紛状物が付く。県内では昇

第 189図  カタクリ (ユリ科 )

第190図  シソバタツナミ (シソ科)
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仙峡清川谷、都留市、丹波三条谷・塩沢谷 。小袖、岩殿

山が産地で、特に本山は観光客の乱獲によって減少しつ

つある。

(11)ム ギラン  (ラ ン科)

Bulbophyllm inconspicuum �笙axirn.

関東地方以西の本州、四国、九州の岩上や樹上に群生

する常緑の多年草。茎は糸状に細長く横に這い、ひげ根

をだしてへばりつく。葉は肉質で厚く、偽鱗茎ごとに 1

枚ずつ付ける。花は 6月 頃偽鱗茎に側生し、黄白花を開

く。県内産地は南部町鍋島、身延町清子と極めて稀で、

本山には南面山麓に lヶ 所見られたが、現在は障害物が

あって確認できない。

2.絶減植物

近年自然志向の昴まる中で山野草栽培 もブームとな

り、特にウチョウラン、カモメラン、アツモリソウ、ス

ズムシソウ、エビネ等のラン科植物が標的にされ、それ

らが各地で乱獲されつつある。当山のように交通の便の

良い所は格好の採取地であるのか、あるいは登山人口の

急激な増加による持ち去 りか、または環境変化によるも

のか、貴重な植物が絶減の危機に至っている。以下当山

第 191図  ヒメウラジロ (ワ ラビ科 )

第 192図  ミヤマウラジロ (ワ ラビ科)

において絶滅と思われるものについて記載する。

(1)オ キナグサ  (キ ンポウゲ科 )

Pulsatilla cernua Spreng.

本州、四国、九州、朝鮮、中国に分布する多年草。1965年頃までは、

当山では丸山周辺や麓の強瀬集落周辺に見られたが絶減。昭和年代初期

には、県内各地の山麓帯にごく普通に見られたものであるが、環境の激

変によるものか、近年ではごく稀な存在となっている。現在山草店の店

頭に見られるものはすべて栽培品である。

(2)マ ツバニンジン  (ア マ科)

Linunl stelleroides Planch. 第 193図  ムギラン (ラ ン科)

本州、四国、九州、朝鮮、中国、東シベリアに稀に生える 1年草。草

丈40～ 60cmに なり、 8～ 9月 に淡紅色の小花を開く。県内には三ッ峠山に知られたが今は見られない。当

山では西側の開墾地近くに1967年頃に見られたが今回は確認できなかった。県内では極めて稀な植物である。

(3)ム ラサキ  (ム ラサキ科)

Lithospermu■ l erythrorhizon Sieb.et Zucc.

北海道、本州、四国、九州、朝鮮、中国に分布する多年草。車丈50cmに なる。白色の小さい花を6～ 7月

に開く。根を紫色の染料として用いた。県内に入ヶ岳、帯那山、四尾連湖、御坂山地、三ッ峠山、大月市神

楽山等の産地が知られるが、いずれも少なくつつある。岩殿山では七社権現周辺から上にかけて点々と見ら

れたが、今回の調査では確認できなかった。猿橋の神楽山・山王山の産地も大規模宅地造成によって絶減し

てしまった。
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(4)ウ チョウラン  (ラ ン科)

Orchis graninifolia Tang etヽ Vang

関東以西の本州、四国、九州、朝鮮の暖帯に生える多年草。花は紅紫色で6～ 8月 に開く。県内各地にやや

稀に見られたが、現在は絶滅に近いようである。当山の鏡岩周辺、この山の西の兜岩、稚児落周辺には普通

に見られた。戦前までは高月橋周辺にもあったという。特に、この山には白花品も生えていたと伝えられて

いる。今回の調査では確認されなかった。もともとは野草であったものが品種改良されて、現在は山野草の

主流商品として販売されている。

(5)セ キコク  (ラ ン科)

Dendrobium moniLforme(L。 )SW.

岩手県以南の本州、四国、九州、朝鮮、中国の暖帯に分布。岩上や樹上に生える多年草。草丈 5～ 25cm。

白か淡紅色の花を 5～ 6月 に付ける。県内では御岳昇仙峡、富沢町奥山が産地であった。本山では鏡岩の西

南部にみられたが、数年前頃から見られなくなった。

(6)カ キラン  (ラ ン科 )

Epipactis Thunberg�  A.Gray

北海道、本州、四国、九州、朝鮮、中国東北部に生える多年草。山間の湿った地に生える多年草。 6～ 7月

に橙紅色の花を横向きに開く。県内には一宮町、御坂山地に稀に生える。本山には1970年 ころまでは北斜面

の中腹の沢近くに数株生えていたが、その後見られなくなった。

(7)ミ スミツウ  (キ ンポウゲ科 )

Hepatica acuta Britton

中国地方以西の本州、九州北部の山地の木陰に生える多年草。葉は根もとから叢生し、 3浅裂する。 2～

4月 に白色の花を開く。県内産地には芦川渓谷、市川大門、下部、鰍沢、大月市浅利、上野原町大野がある。

当山では築坂の東に1975年頃までは見られたが、現在は絶滅したのか、かつて見た場所では確認できなかっ

た。

(8)ニ ッポンフラスコモ

Nitella iaponiCa Allen

(シ ャジクモ科)

本州北部から九州に至る各地の池、沼、溝などに生える日本特産の藻類である。体長は20cm内外で、比較

的硬直な感じである。≧の節部から小枝を輪生し、さらにその先で分枝して扇形に広がる。頂上馬洗池に見

られたが、池の改修工事によって絶滅した。

(9)シ ャジクモ  (シ ャジクモ科)

Chara Braun�  Gmel.

淡水または汽水の湖水、池、本田などの底の泥・砂などに生える水藻で、体は明緑色で、高さ30cmぐ らい

になる。体は短い節細胞と長い節細胞が交互に縦に一列に並び、その各節部から4～ 10本の枝を車軸状にだ

していて、体形はスギナによく似ている。分布域は広く全世界に及び、わが国でも北海道、本州、四国、九

州にかけて分布している。雌雄の生殖器によって繁殖している。当山では頂上馬洗池に見られた。水鳥によっ

て運ばれたものであると思われるが、池全面にわたって見ることができた。しかし残念ながら、1970年頃行

われた池の改修工事によって絶滅してしまった。

(刊 0)フ ナバラツウ  (ガガイモ科)

Cynanchunl atratum Bunge

山野草に生える多年草。草丈は40～ 80cmで、茎には密に軟毛をつける。葉は対生し、葉身は10cmほ ど

で、下面に軟毛を密生する。濃紫色の花を5～ 6月 に葉腋に付ける。北海道から九州の温帯に稀に生える。県
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内でも極めて稀で、市内では初狩町日向と大月市厄王山に自生を見ているが現況は不明である。当山では丸

山下部に生えていたが、たび重なる下刈りによって絶減してしまった。

第 6節 植物 目録

1.凡 例

(1)本目録は岩殿山に自生するシダ植物以上の高等植物について記載した。但し特殊な植栽品について

若干記載した。

(2)本目録は完壁を期したが、調査期間の制約によって幾許かの欠落種はあろうかと思われる。

(3)使用した学名と和名及び科の配列は大井次三郎著『日本植物誌』を参考とした。

(4)分布量については地域全体から勘案しての目安で「多い」、「普通」、「少」、「希」の4段階で示した。

(5)日 本国内分布で暖帯とは年平均気温13℃ 以上21℃未満の地域、温帯とは年平均気温 6℃以上13℃未

満の地域をいう。

(6)岩殿山を東西に走る稜線によってA(南斜面)、 B(北斜面)の 2植物区に分けてその分布量を示
した。

第 194図 岩殿山植物分布調査区域

-212-



2.植物目録に記載 した植物数

種子植物 SPERMATOPHYTA

裸子植物 GYMNOSPERMAE

イチイ不キ TAXACEAE

イヌガヤ科 CEPHALOTAXACEAE

マツ科 PINACEAE

スギ科 TAXODIACEAE

ヒノキ科  CUPRESSACEAE

被子植物 ANGIOSPERMAE

単子葉植物 MONOCOTYLEDONEAE

イネ科 GRAMINEAE

カヤツリグサ科 CYPERACEAE

サ トイモ科 ARACEAE

ツユクサ科 COMMELINACEAE

イグサ科 JUNCACEAE
ユリ科 LILIACEAE

ヤマノイモ科 DIOSCOREACEAE

ラン科 ORCHIDACEAE

双子葉植物 DICOTYLEDONEAE

離弁花類 CHORIPETALAE

ドクダミ科  SAURURACEAE

センリョウ科  CHLORANTHACEAE

ヤナギ科 SALICACEAE

ク,レ ミ科 」UGLANDACEAE

カバノキ科 BETULACEAE

ブナ科 FAGACEAE
エレ科 ULMACEAE

クワ科 MORACEAE

イラクサ科 URTICACEAE

ビャクダン科 SANTALACEAE

タデ科  POLYGONACEAE

アカず科  CHENOPODIACEAE

ヒユ科 AMARANTHACEAE

ヤマゴボウ科 PHYTOLACCACEAE

スベリヒユ科  PORTURACACEAE

ザクロソウ科 AIZOACEAE

ナデシコ科 CARYOPHYLLACEAE

フサザクラ科  EUPTELEACEAE

キンポウゲ科 RANUNCULACEAE

アケビ科   LARDIZABALACEAE

メギ科  BERBERIDACEAE       3

ツプラフジ科  MENISPERMACEAE 2

モクレン科  MAGNOLIACEAE   2

クスノキ科  LAURACEAE       4

ケシ科  PAPAVERACEAE      4

アプラナ科  CRUCIFERAE      6
ベンケイソウ科  CRASSULACEAE 4
ユキノシタ科  SAXIFRAGACEAE  7

マンサク科 HAMAMELIDACEAE l

バラ季I ROSACEAE          25

マメ科 LEGUMINOSAE      24

フウロソウ科  GERAMACEAE    l

カタバ ミ奉キ OXALIDACEAE     l

ミカン牟十 RUTACEAE         5

ヒメハギ科  POLYGALACEAE    l

トウダイグサ科 EUPHORBIACEAE 5

ウアレシ季} ANACARDIACEAE    3

モチノキ科 AQUIFOLIACEAE    2
ニシキギ科 CELASTRACEAE    5
ミツバウツギ科 STAPHYLEACEAE l

カエデ科 ACERACEAE      7

アワブキ科  SABIACEAE      2

ムクロジ科  SAPINDACEAE     l

ツリフネソウ科 BALSAMINACEAE l

クロウメモ ドキ科 RHAMNACEAE 2

ブ ドウ科  VITACEAE          4

シナノキ科  TILIACEAE      2

マタタビ科  ACTINIDIACEAE   l

オ トギリソウ科  GUTTIFERAE    l

スミレ季子 VIOLACEAE         4

キブシ科  STACHYURACEAE    l

グミ科  ELAEAGNACEAE       l

アカバナ科  ONAGRACEAE      2

ウコギ科  ARALIACEAE       3

セリ牙半 UMBELLIFERAE       7

ミズキ科  CORNACEAE        5

合弁花類 GAMOPETALAE
l,ョ ウブ科  CLETHRACEAE     l

イチヤクソウ科 PYROLACEAE  l
ツツジ科 ERICACEAE       4

l

l

2

1

2

41

9

4

1

2

19

4

5

ユ

2

1

1

6

8

4

3

6

2

8

1

4

1

1

1

8

1

11

2
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ヤブコウジ科 MYRSINACEAE

サクラソウ科 PRIMULACEAE
カキノキ科 EBENACEAE
モクセイ科 OLEACEAE
l,ン ドウ科 GENTIANACEAE
カガイモ科 ASCLEPIADACEAE

キョウチクトウ科 APOCYNACEAE
ヒアレガオ科  CONVOLVULACEAE
ムラサキ科 BORAGINACEAE
クマツプラ科 VERBENACEAE
シソ科 LABIATAE

ナス科 SOLANACEAE
ゴマノアヽグサ科 SCROPHULARIACEAE

キツネノマゴ科 ACANTHACEAE
ハエ ドクソウ科 PHRYMACEAE
オオバコ科 PLANTAGINACEAE

アカネ科 RUBIACEAE

ユ

2

1

3

2

2

1

1

2

3

14

1

4

1

1

1

4

第16表 岩殿山植物目録集計表

スイカズラ科 CAPRIFORIACEAE 9
オミナエシ科 VALERIANACEAE  2
ウリ秀半 CUCURBITACEAE      l
キキョウ科 CAMPANULACEAE  4
キク科 COMPOSITAE      54

シダ植物 PTERIDOPHYTA
トクサ科 EQUISETACEAE      l

イワヒノ羽畔 SELAGINELLACEAE  l
ハナヤスリ秀半 OPHIOGLOSSACEAE  l

ゼンマイ科 OSMUNDACEAE    l

カニクサ科  SCHIZAEACEAE    l

ワラビ科  PTERIDACEAE      7

シノブ科 DAVALLIACEAE     l

オシダ科 ASPIDIACEAE     H

チャセンシダ科  ASPLENIACEAE l

ウラボシ科 POLYPODIACEAE   2

分 類 科   数 種 類 数

種 子 植 物 93 434

裸 子 植 物 5 7

被 子 植 物 88 ，
ｒ
Ｏ
ね
４

単 子 葉 植 物 8 85

双 子 葉 植 物 80 342

離 弁 花 類 56 222

合 弁 花 類 25 120

ン ダ 植 物 10 27

計 104 461
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3.岩殿山植物目録

種子植物   SPERMATOPHYTA

裸子植物  GYMNOSPERMAE
イチイ科  TAXACEAE

カヤ

Torreya nucittra(Linn.)Sieb.et Zucc.

常緑高木。宮城県から九州までの温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

イヌガヤ科 CEPHALOTAXACEAE

イヌガヤ

Cephalotaxus haringtonia(Knight.)K.Koch

常緑高木。岩手県以南九州の温帯下部・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

マツ科 PINACEAE
モミ

Abies irma Sieb.et Zucc.

常緑高木。秋田県から屋久島までの温帯
。暖帝①

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

アカマツ

Pinus densinora Sieb.et Zucc.

常緑高木。北海道南部から九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (多 )・ B地域 (多 )。

スギ科 TAXODIACEAE
スギ       ・

Cryptometta iaponiCa(Linn.五 1.)D.Don

常緑高木①本州から九州の大平洋側の温帯・暖帯。

県内普通。ほとんど植林である。 B地域 (普通 )。

ヒノキ科 CUPRESSACEAE

ヒノキ

Chamaecyparis obtusa (Sieb.et Zucc.) Sieb.et

Zucc.

常緑高木。福島県から屋久島までの温帯・暖帯。

県内普通。植林。 B地域 (普通)。

ネズ

」uniperus rigida Sieb.et Zucc.

常緑低木。岩手県から九州の温帯・暖帯。

県内やや少ない。A地域 (普通)。 B地域 (少 )。

被子植物  ANGIOSPERMAE

単子葉植物 MONOCOTYLEDONEAE

イネ科  GRAMINEAE
マ分ケ

Rhyllostachys bambusoides Sieb.et Zucc.

常緑竹類。中国原産①植栽。

県内に普通。 B地域 (少 )。

アズマネザサ

Arundinatta chino (Fr.et Sav.)h/1akino

常緑竹類。北海道西南部～九州の温帯・暖帯。県

内普通。A地域 (多 )・ B地域 (多 )。

ヤダケ

Sasa japonica (Sieb.et Zucc) h/1akino

常緑竹類。本州～九州の温帯・暖帯。

県内やや少ない。 B地域 (少 )。

スズタケ

Sasa borealis(Hack.)MakinO

常緑竹類。北海道 (中部以北は大平洋側)～九州

の温帯。県内普通。A地域 (普通 )・ B地域 (少 )。

ミヤコザサ

Sasa nipponica(MakinO)MaHno

常緑竹類。北海道 (中部以北は大平洋側)～九州

の温帯。県内普通。A地域 (少 )。

イヌムギ

Bromus catharticusヽ πahi

多年草。本州、四国の暖帯・温帯。

帰化普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

ヒゲナガスズメノチャヒキ

Bromus rigidus Roth

l～ 2年草。帰化植物。ヨーロッパ原産。

県内少。A地域 (少 )。

アオカモジグサ

Agropyron cihare(Trin.)Franch.

var.minus(Miq.)Ohwi

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。 B地域 (少 )。

ヤマカモジグサ

Brachypodium sylvaticum (Huds.)P.Beauv.

多年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (少 )。

ネズミムギ
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Lolium mulutiユ orurll Lmarck

多年草。帰化植物。全世界の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

オオウシノケグサ

Festuca rubra Linn.

多年草。北海道～関東の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

トボシガラ

Festuca parvigluma Steud.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

カモガヤ

Dactylis glomerata Linn.

ヨーロッパ原産の帰化植物。北海道～九州の温

帯・暖帯。県内普通。A地域 (普通)。

ナガハグサ

Poa pratensis Linn.

多年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。北海道～九

州の温帯・暖帯。県内普通。A地域 (少)。

スズメノカタビラ

Poa annua Linn.

1年草または越年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

タツノヒゲ

Diarrhena iapOnica Franch.et Savat.

1年草または越年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ウラハグサ

Hakonechioa macra(Munro)MakinO

多年草。中部地方 (太平洋側)の特産種。温帯。

県内やや少。A地域 (普通)。 B地域 (少)。

ミチシバ

�lehca onoei Franch.et Savat.

多年草。関東以西～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヒメノガリヤス

Calamagrostis hakonensis Franch.et Savat.

多年草。関東以西～九州の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (少 )。

シナダレスズメガヤ
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Eragrostis curvula (Schrad.)Ness

多年草。南アフリカ原産。北アメリカから帰化。

県内普通。A地域 (少 )。

ニワホコリ

Eragrostis rnulticauhs Steud.

1年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

チョウセンガリヤス

Cleistogenes hackel� (Honda)Honda

多年草。本州～九州の温帯。

県内に少ない。A地域 (普通)。

ネズミガヤ

�ruhlenbergia iapOnica Steud.

多年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

カラスムギ

Avena fatua Linn.

多年草。ヨーロッパ原産帰化植物。

県内普通。A地域 (少)。

シバ

Zoysia iaponiCa Steud.

多年車。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

トダシバ

Arundinella hiruta(Thunb.)C.Tanaka

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カニツリグサ

Tttsetum bifidum (Thunb.)Ohwi

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

エノコログサ

Setaria viridis (Linn.)Beauv.

多年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ムラサキエノコロ

Setaria viridis (Linn.)Beauv.

forma.■ lisera]■onda

多年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。



キンエノコロ

Setaria glauca (Linn。 )Beauv.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帝。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

メヒシバ

Digitaria adscendens(H.B.K。 )Henr。

多年草。日本各地の温帯・暖帯 。亜熱帯。

県内普通。 B地域 (少)。

チカラシバ

Pennisetunl alopecuroides (Linn.)Sprengel

多年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

チヂミザザ

Ophsmenus undulatifolius (Ard.)Roemer et

Schul.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

スズメノヒエ

Paspaluna thunberg�  Kunth

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

アブラススキ

Eccoilopus cotuLfer(Thunb。 )A.Camus

多年草。日本各地の温帯・暖帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

チガヤ

Imperata cylindttca(Linn.)Beauv.

var.koenig五  (Retz。)Durand et Schinz

多年草。日本各地の温帯・暖帯 。亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)。

ススキ

W[iscanthus sinensisッ ヘnderss.

多年草。日本各地の温帯・暖帯。

県内多し。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

オオアブラススキ

Spodiopogon sibiricus Trin.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

コブナグサ

Arthraxon hispidus (Thunb。 )WIakinO
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多年草。北海道～琉球の温帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (少 )。 B地域 (少 )。

オガルカヤ

Cymbopogon tordlis(presl)Hitchc.

var.Goeringii(Hando Mazz.)T.Koyama

多年草。北海道～琉球の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

メガルカヤ

Thelneda triandra Forssk subsp iaponiCa

T.Koyama

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カヤツリグサ科  CYPERACEAE
カヤツリグサ

Cyperus lnicroiria Stend.

1年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

アオスゲ

Carex brevicullnis R.Br.

多年革。日本各地の温帯 `暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

イ トスゲ

Carex fernaldiana L6v.et ЛΥan.

多年草。北海道南部～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

タガネツウ

Carex siderosticta Hance

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (普通)。

ジュズスゲ

Carex ischnostachya Steud.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

カンスゲ

Carex morrOw�  Boott

常緑性多年草。本州～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (普通)。

ナキリスゲ

Carex lenta D.Don



多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カワラスゲ

Carex lnclsa Boott

多年草。北海道 。本州の温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ヒカゲスゲ

Carex hunlihs Less.

subsp.lanceolata(Boott)T.Koyama

多年草。本州 。四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

サ トイモ科  ARACEAE
カラスビシヤク

Pinellia ternata(Thunb.)Breitenb.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

セキショウ

Acorus granlineus Soland.

湿地に生える多年草。本州・四国 。九州の温帯。

県内少。A地域 (少 )。

ミミガタテンナンショウ (ヒ ガンマムングサ型)

Arisaema lirnpatum Nakai et F.� laeka、 va

多年草。本州 (関東地方 。東北地方)の暖帯上部。

県内少ない。A地域 (少 )。

アオマムシグサ

Attsaema iapOnicum BIume

多年草。関東地方以西九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ツユクサ科 COMMELINACEAE
ツユクサ

Conlnehna conllnunis Linn.

1年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

イグサ科 JUNCACEAE
スズメノヤリ

Luzula capitata (� liq。 )Wriq.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

イ

JunCuS effusus Linn.var.decipiens Buchen
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多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ユリ科 LILIACEAE

シュロソウ

Veratrurn maacktt Regrl

Var.iapOnicum (baker)T,Shimizu

多年草。関東地方以西九州の温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ヤマホ トトギス

Tricyrtis.macropoda �liq.

多年草。本州 (中部地方以西)～九州の温帯。

県内普通。 A地域 (少 )。

オオバキボウシ

Hosta rnontana F.� 【aekawa

多年草。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

イワギボウシ

Hosta longipes(Franch.et Savat.)Matsum.

多年草。本州・四国 。九州の温帯。

県内少。 B地域 (少 )。

ノカンゾウ

Hemerocallis longituba �[iq.

多年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ノビル

Alliurl grayi Regel

多年草。北海道・本州・四国・九州の温帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

ウバユリ

Lilium cordatum (Thunb.)Koidz.

多年草。本州 (関東地方以西)暖帯・温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ヤマユリ

Liliunl auratu■ l Lindl.

多年草。本州 (近畿地方以北)暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

キジカクシ

Asparagus schoberioides Kunth

多年草。日本各地の温帯・暖帯 。亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。



ミヤマナルコユリ

Polygonatum lasianthum �laxiln.

多年草。北海道 。本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。A(少 )・ B地域 (少 )。

ナルコユリ

Polygonatunュ falcatuln A.Gray

多年草。本州・四国・九州の暖帯・温帯。

県内普通。 A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ホウチャクソウ

Disporuni sessile Don

多年草。日本各地の温帯・暖帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (少 )。

チゴユリ

Disporuni snlilacinum A.Gray

多年草。北海道～九州の温帯。

県内普通。A地域 (多 )・ B地域 (多 )。

カタクリ

Erythrontum iaponiCum Decne.

多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (多 )。

コヤブラン

Liriope spicata Laur.

多年草。本州・四国 。九州・琉球の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (小 )。

ヒメヤブラン

L�ope minor(Ma� m。)Makino

多年草。本州 。四国・九州・琉球の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

サル トリイバラ

Sn�lax china Linn。

落葉低木。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

タチシオデ

Snlilax nipponica �liq.

多年草。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ヤマカシュウ

SH�lax Siebold� �liq.

多年草。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。
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ヤマノイモ科  DIOSCOREACEAE
タチ ドコロ

Dioscorea gracilhma �[iq.

多年車。本州・四国 。九州の温帯下部・暖帝。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

ヤマノイモ

Dioscorea iapOnica Thunb.

多年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

オニ ドコロ

Dioscorea tokoro A/1akino

多年草。北海道～琉球の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ウチワドコロ

Dioscorea nipponica Makino

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

ラン利「  ORCHIDACEAE

キンラン

Cephalanthera falcata (Thunb。 )BIume

多年草。本州 (秋田県)以西の暖帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

サザバギンラン

Cephalanthera longibracteata BIume

多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ネジバナ

Spiranthes sinensis(Pers.)Ames.

多年草。北海道～琉球の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

サイハイラン

Cremastra appendiculata(D.Don)MakinO

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

シュンラン

Cymbidium virescens Lindl.

多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少)。 B地域 (少)。

双子葉植物 DICOTYLEDONEAE



離弁花類 CHORIPETALAE

ドクダミ牙斗 SAURURACEAE

ドクダミ

Houttuynia cordata Thunb.

多年草。本州・四国 。九州・琉球の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

センリョウ科 CHLORANTHACEAE
ヒトリシズカ

Chioranthus iaponiCus Sieb.

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

フタリシズカ

Chloranthus serratus (Thunb.)Roem.et Schult.

多年草。北海道 。本州 。四国・九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ヤナギ科 SALICACEAE
バッコヤナギ

Sahx bakko Kirnura

落葉高木。北海道 (西南部)、 本州 。四国の温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

クルミ科 JUGLANDACEAE
オニグルミ

」uglans ailanthifoha Carr.

落葉高木。北海道 。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カバノキ季十 BETULACEAE

イヌシデ

Carpinus tschonosk� h/1axirn.

落葉高木。本州 (岩手県以南)～九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少)。

アカシデ

Carpinus laxiflora (Sieb.et Zucc.)Blume

落葉高木①北海道 。本州・四国。九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

クマシデ

Carpinus iapOnica BIume

落葉高木。本州・四国・九州の温帯・暖帯上部。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

サワシバ

Carpinus cordata Blume
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落葉高木。北海道 。本州 。四国・九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (少)・ B地域 (普通 )。

アサダ

Ostrya iaponiCa Sarg.

落葉高木。北海道 。本州 。四国・九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通 )。

ツノハシバミ

Corylus sieboldiana Blume

落葉小高木。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ブナ科 FAGACEAE

イヌブナ

Fagus Japonica Maxln.

落葉高木。北海道・本州・四国 。九州の温帯上部。

県内普通。 B地域 (少)。

シラカシ

Quercus myrsinaefolia Blume

常緑高木。本州 (福島県以南)。 四国。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

アラカシ

Quercus glauca Thunb.

常緑高木。宮城以南の本州～琉球の暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

コナラ

Quercus serrate Thunb.

落葉高木。北海道・本州・四国。九州の温帝下部。

県内普通。A地域 (多 )・ B地域 (多 )。 葉の大き

いオオバコナラtypeの ものも見られる。

テリハコナラ

Quercus serrata Thunb.

var.donarium (Nakai)Kitam.et Horikawa

落葉高木。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯下部。

県内少ない。A地域 (少)。

カシワ

Quercus dentata Thunb

落葉高木。北海道 。本州・四国。九州の温帯下部。

県内普通。A地域 (少)。

クヌギ

Quercus acutissima Carruth.

落葉高木。本州 (岩手県以南)～琉球の暖帯。



県内普通。 A地域 (少 )。

クリ

Castanea crenata Sieb.et Zucc.

落葉高木。北海道 (西部)から九州の温帯下部・

暖帯。県内普通。 A地域 (少)。 B地域 (少 )。

ニレ科  ULMACEAE
ハルエレ

UIInus davidiana Planch.

var.japonica (Rehd。)Nakai

落葉高木。北海道 。本州の温帝。

県内普通。A地域 (少 )。

ケヤキ

Zelkova serrata(Thunb。)WIakinO

落葉高木。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

エゾエノキ

Celtis iessOensis Koidz.

落葉高木。北海道・本州 。四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

エノキ

Celtis sinensis Pers.

var.japonica (Planch.)Nakai

落葉高木。北海道・本州|・ 四国・九州の暖帯。

県内に普通。A地域 (少 )。

クワ利「 MORACEAE

クワクサ

Hatoua villosa(Thunb。 )Nakai

l年草。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ヤマグワ

�lorus bombycis Koidz.

落葉高木。日本全上の温帯・暖帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (少 )。

コウゾ

Broussonetia Kazinoki Sieb.

つる性木本。日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

イラクサ科  URTICACEAE

イラクサ

Urtica thunbergiana Sieb.et Zucc.

-221-

多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

ミズ

Pilea hamaoi �[akino

多年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

アオミズ

Pilea mongohca WVeddell

l年草。北海道～本州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (希)。

カテンソウ

Nanocnide iapOnica Btume

多年草。本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

コアカソ

Boehmetta spicata(Thunb。 )Thunb.

多年草。本州・四国 。九州の温帯
。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カラムシ

Boehmeria nipononivea Koidz.

多年草。本州 。四国 。九州の温帯・暖帝。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

ビャクダン科 SANTALACEAE

ックバネ

Buckleya lanceolate(Sieb.et Zucc.)�liq.

多年草。本州・四国の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。 B地域 (少 )。

カナビキソウ

Theslum chinense Turcz.

半寄生 1年草。本州～琉球の温帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (希)。

タデ科 POLYGONACEAE
エゾノギシギシ

Rumex obtusilbLus Linn.

多年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

アレチギシギシ

Rumex conglomeratus A/1urr.

多年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。

県内普通。A地域 (少 )。



ミズヒキ

Polygonum■ liforme Thunb.

多年草。北海道・本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ミチヤナギ

Polygonuln aviculare Linn.

1年草。日本全土の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少)。

オオミブソバ

Polygonuna thunbergtt Sieb.et Zucc.

var.stoloniferum �lakino

l年草。日本全上の温帯・暖帝。

県内普通。A地域 (少 )。

イヌタデ

Polygonum longisetum De Bruyn

多年車。北海道・本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (少)。

ハナタデ

Polygonum Yokusatanum (Makino)Nakai

多年草。北海道・本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

イタドリ

Polygonuni cuspidatuHl Sieb.et Zucc.

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

アカず科  CHENOPODIACEAE
アカザ

Chenopodium vigatum Linn.

var.centroubrum �lakino

l年草。本州・四国 。九州・琉球の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヒユ科 AMARANTHACEAE
ケアリタソウ

Chenopodium ambrosloldeS Linn.

1年草。南アメリカ原産の帰化植物。

県内普通。A地域 (少)。

ホソアオゲイトウ

Arnaranthus patulus Bertoloni

l年草。熱帯アメリカ原産の帰化植物。北海道～

九州の温帯・暖帯。県内普通。A地域 (少)・ B地
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域 (少 )。

ヒカゲイノコズチ

Achyranthes iaponiCa(Miq.)Nakai

多年革。本州・四国・九州・琉球の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヒナタイノコズチ

Achyranthes fauriei Lev.etヽ ran.

多年草。本州 。四国・九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヤマゴボウ科  PHYTOLACCACEAE
ヨウシュヤマゴボウ

Phytolacca americana Linn.

多年草。北アメリカ原産帰化。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

スベリヒ‐tt PORTURACACEAE
スベリヒユ

Portulaca oleracea Linn.

1年草。全世界に広 く分布温帯～熟帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ザクロソウ科 AIZOACEAE

ザクロソウ

�lollugo pentaphylla Linn.

1年草。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (希)。

ナデシコ科 CARYOPHYLLACEAE
ツメクサ

Sagina iaponiCa(SW.)Ohwi

多年草。日本全上の温帝～亜熱帯

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ノミノツプリ

Arenaria serpyHifolia linn.

多年草。日本全上の温帯～亜熱帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ミミナグサ

Cerastium caespitosuln Gilib.

var.iantes(will.)Hara

越年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ウシハコベ

Stellaria aquatica (Linn.) Scop.



多年草。北海道 。本州・四国。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ハ コ ベ

Stellaria media(Linn。 )Villars.

多年草。日本全上の温帯～亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ナンバンハコベ

Cucubalus baccifer Linn.

多年草。北海道・本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (希 )。

カワラナデシコ

Diantus superbus Linn.

多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ケフシグロ

Melandryum armum (sieb.et zucc.)Rohrb.

forma pubescens(Makino)MakinO

多年草。北海道～琉球の温帯・暖帯・亜熟帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

フサザクラ科 EUPTELEACEAE

フサザクラ

Euptelea polyandra Sieb.et Zucc.

落葉高木。本州 。四国 。九州の温帯。

県内普通。B地域 (普通)。

キンポウゲ科 RANUNCULACEAE
ハンショウヅル

Clematis iapOnica Thumb.

落葉藤本。本州 。九州の温帯。

県内普通。B地域 (少)。

クサボタン

Clematis stans Sieb.et Zucc

多年草。本州の温帯。県内普通。A地域 (普通)。

B地域 (普通)。

ボタンゾル

Clematis apiifolia DC.

落葉藤本。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

センニンソウ

Clematis terni■ ora DC.

細い藤本。北海道 。本州 。四国・九州の温帯・暖
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帯。県内普通。 B地域 (少 )。

イチリンソウ

Anemone nikoensis �[axirn,

多年草。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

アズマイチゲ

Anemone raddeana Regel

多年草。北海道・本州 。四回、温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ウマノアシガタ

Ranunculus iaponicus Thunb.

多年草。北海道 (西南部)～ 日本全土の温帯～亜

熱帯。県内普通。A地域 (普通 )。

ケキツネノボタン

Ranunculus cantoniensis DC.

多年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

アキカラマツ

Thalictrum nlinus Linn.

var.hypoleucum (Sieb.et Zucc)ヽ 江iq.

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

オオバショウマ

Cilnicifuga acerina (Sieb.et Zucc.)C.Tanaka

多年草。本州 。四国・九州の温帯。

県内普通。B地域 (少 )。

イヌショウマ

Cilnicifuga iaponiCa(Thunb.)Sprengel

多年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯。

県内普通。 B地域 (少)。

アケビ科 LARDIZABALACEAE

アケビ

Akebia quinata(Thunb.)Decaisne

落葉藤本。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ミツバアケビ

Akebia tifoliata(Thunb.)Koidz.

多年草。北海道・本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

メギ科 BERBERIDACEAE



メギ

Berbetts thunbergii DC.

落葉低木。本州 (関東以西)・ 四国 。九州の温帯・

暖帯。県内普通。A地域 (少 )。

ナンテン

Nandina domestica Thunb.

常緑低木。東海道以西の本州・四国 。九州の暖帯。

県内峡南地方少。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

イカリソウ

Epilnedium grandiflorum WIorr.

var.thunbergiaunm (Miq.)Nakai

落葉低木。奥羽以南の大平洋側の本州・四国の暖

帯・温帯。県内普通。 B地域 (普通)。

ツプラフジ科 MENISPERMACEAE
コウモリカズラ

�lenispermum dauricum DC.

落葉藤本。北海道 。本州・四国。九州の温帯 。暖

帯。県内普通。B地域 (希 )。

アオツプラフジ

Cocculus trilobus(Thunb.)DC.

落葉藤本。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (少 )。

モクレン科 MAGNOLIACEAE
ホオノキ

Wttagnolia obovata Thunberg

落葉高木。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

コブシ

�lagnolia Kobus DC.

落葉高木。北海道・本州 。四国。九州の温帯・暖

帯。県内普通。B地域 (希 )。

クスノキ科 LAURACEAE
ダンコウバイ

Lindera obtusiloba Blume

落葉小高木。本州 (関東以西)・ 四国・九州の温帯・

暖帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ヤマコウバシ

Lindera glauca(Sieb.et Zucc。 )BIume

落葉小高木。本州 (関東以西)。 四国・九州の温帯・

暖帯。県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。
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アブラチヤン

Parabenzoin praecox (Sieb.et Zucc。 )Nakai

落葉小高木。本州・四国 。九州の温帯下部 。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

クロモジ

Lindera umbellata〔 Phunb.

落葉低木。本州・四国 。九州の温帯下部・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少)。

ケシ科 PAPAVERACEAE
クサノオウ

Chelidonium maiuS Linn,Subsp.asiaticum Hara

多年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。 B地域 (少 )。

タケニグサ

K/1adeaya cordata(Willd.)R.Br.

多年草。本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

ムラサキケマン

Corydalis incisa (Thunb.)Pers.

多年草。本州・四国 。九州 。琉球の温帯 。暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ミヤマキケマン

Corydalis hondoensis Ohwi

多年草。本州 (近畿地方以東)の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

アブラナ科  CRUCIFERAE
マメグンバイナズナ

Lepidium virginicum Linn.

多年草。北アメリカ原産の帰化植物。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

タネツケバナ

Cardanine flexuosaヽ Vith.

多年草。本州全上の温帯 。暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ンヤニンジン

Cardanine impatiens Linn.

多年車。本州全上の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

イヌガラシ

Rottppa indica (Linn。)Hochr.



多年草。北海道・本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ナズナ

Capsella bursa一 pastoris (Linn。 ) �ledik.

多年草。日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヤマハタザオ

Arabis hirsuta (Linn.)Scop.

多年草。北海道 。本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ベンケイソウ科 CRASSULACEAE

ホソバキリンソウ

Sedunl alzoon Linn.

多年草。北海道 。本州、温帯・暖帯。

県内少。A地域 (普通)。

コモチマンネングサ

Sedu■l bulbiferumヽ江akino

多年草。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内少。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ツルマンネングサ

Seduni sarmentosum Bunge

多年草。中国原産の帰化植物。

県内稀。 B地域 (希 )。

ツメレンゲ

Orostachys erubescens(Maxim。 )Ohwi

多年草。関東以西の本州・四国・九州の暖帯。

県内少。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ユキノシタ科 SAXIFRAGACEAE

アカショウマ

望ヽstilbe thunbergii(Sieb.et Zucc.)h/1iq.

多年草。本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。B地域 (少)。

タマアジサイ

Hydrangea involucrata Siebold

落葉低木。本州 (福島県～中部地方)の暖帯 。温

帯。県内普通。B地域 (少 )。

ヤマアジサイ

Hydrangea macrophylla(Thunb。)Ser.

var.acuminata(Sieb.et Zucc.)MakinO

落葉低木。本州 (関東以西)～四国・九州の温帯
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県内普通。 B地域 (少 )。

バイカウツギ

Philadelphus satsunli Sieb,ex Lindl.et Paxton

落葉低木。本州 (福島県以南)～九州の暖帯・温

帯。県内普通。 B地域 (少 )。

ウツギ

Deutzia crenata Sieb.et Zucc.

落葉低木。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・

暖帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

マルバウツギ

Deutzia scabra Thunb.

落葉低木。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

ヒメウツギ

Deutzia gracilis Sieb.et Zucc.

落葉低木。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。 B地域 (少 )。

マンサク科 HAMAMELIDACEAE
マンサク

Hamamelis iaponica Sieb.et Zucc.

落葉小高木①本州 (太平洋側)～九州の温帯。県

内普通。 B地域 (普通 )。

バラ科 ROSACEAE
カナウツギ

Stephanandra tanakae Franch.et Savat.

落葉低木。本州 (静岡・神奈川・山梨)の温帯。

県内少。 B地域 (少 )。

コゴメウツギ

Stephanandra incisa (Thumb.) Zabei

落葉低木。本州・四国・九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

アイズシモツケ

Spiraea chamaedryfolia Linn.

落葉低木。北海道 。本州・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

シモツケ

Spiraea iapOnica Linn.■ 1.

落葉低木。北海道 。本州・九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

ヤマブキ



Kerria japonica(Linn.)DC.

落葉低木。北海道 。本州・四国・九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

ヘビイチゴ

Duchesnea chrysantha(Zoll.etヽ 江or.)Miq.

多年草。北海道・本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

キジムシロ

Potendlla fragarioides Linn.var.maior Ma� m.

多年草。北海道・本州 。四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (希 )。

ミツモ トソウ

Potentilla cryptotaeniae �笙axirn

多年草。北海道 。本州 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (小 )。

モミジイチゴ

Rubus pallnatus「 Γhunb.

var.coptophyllus(A.Gray)Koidz.

落葉低木。本州 (中部地方以北)の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

ナワシロイチゴ

Rubus parvifohus Linn.

落葉低木。北海道 。本州・四国・九州の温帯 。暖

帯。県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (少 )。

ノイバラ

Rosa rnultiユ ora Thunb.

落葉低木。北海道 。本州・四国。九州の温帯 。暖

帯。県内普通。 B地域 (普通)。

モリイバラ

Rosa Luciae Franch.et Rosch

subsp.hakonensis(Fr.et Sav.)KItamura

落葉低木。本州 (関東以西)。 四国 。九州の温・

暖帯。県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

テリハノイバラ

Rosa、vlchuralana Crep.

落葉低木。本州・四国・九州・琉球の温帯～亜熱

帯。県内普通。A地域 (少 )。

フジイバラ

Rosa luciae franch.et Rochebr.

var.fuiisanensis �lakino
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落葉低木。富士箱根・紀伊半島・四国の温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

キンミズヒキ

Agrilnonia pilosa Ledeb.

多年草。本州・四国・九州・琉球の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少 )。

チョウジザクラ

Prunus apetala (Sieb.et Zucc.)Franch.et Savat.

落葉低木。本州 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

マメザクラ (フ ジザクラ)

Prunus incisa Thumb.

落葉小高木。本州 (中部地方・関東地方)の温帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (少 )。

カスミザクラ

Prunus verecunda (Koidz.)Koehne

落棄高木。北海道・本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。 A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

ウワミズザクラ

Prunus grayana h/1axiln.

落葉高木。北海道・本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ワレモコウ

Sanguisorba o■icinalis Linn.

多年草。北海道、本州、四国、九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (少 )。

クサボケ

Chaenomeles iaponiCa (Thunb.)Spach

落葉低木。本州・九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

ズミ

�lalus siebold�  (Regel)Rehder

落葉小高木。北海道 。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。 A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ザイフリボク

Amelanchier asiatica(Sieb.et Zucc.)Endl.

落葉小高木。岩手県以南の本州・四国・九州の温

帯。県内稀。A地域 (少)。 B地域 (少)。

ケカマツカ

Pourthiaea villosa (Thunb。 )Decne.



var.zollingeri(Decne。 )Nakai

落棄高木。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

アズキナシ

Sorbus alnifoha (Sieb.et Zucc.)C.Koch

落葉高木。北海道 。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。 B地域 (普通)。

マメ科 LEGUMINOSAE

ネムノキ

Albizzia Juhbrissin Durazz。

落葉高木。北海道 。本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ジャケツイバラ

Caesalpinia iaponiCa Siebo et Zucc.

落葉低木。山形県以西の本州 。四国 。九州の暖帝。

県内普通。A地域 (普通)。

クララ

Sophora Flavescens Aiton.

多年草。本州・四国 。九州の暖帯。

県内少。A地域 (少 )。

フジキ

Cladrastis platycarpa(Ma� m。)MakinO

落葉高木。本州 (福島県以南)。 四国の温帯。

県内少。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

イヌエンジュ

�laackia arnurensis Rupr.et WIaxim.

var.buergeri(Ma�m.)c.K.Schn。

落棄高木。北海道 。本州 (中部以北)の温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

キハギ

Lespedeza buergeri �liq.

落葉高木。北海道 。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヤマハギ

Lespedeza bicolor Turcz.

forma acutifoha �[atulnu.

落葉低木。北海道・本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

マルバハギ

Lespedeza cyrtobotrya �liq.
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落葉低木。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (少)。 B地域 (少 )。

メ ドハギ

Lespedeza cuneata G.Don

多年草。日本全土の温帯・暖帯・亜熱帯。

県内普通。 A地域 (少)。

ネコハギ

Lespedeza pilosa (Thunb。 ) Sieb.et zucc.

多年草。本州 。四国・九州の暖帯。

県内少。A地域 (少 )。

フジカンプウ

DesmodiuHl oldhantti Oliver

多年草。本州・四国 。九州の暖帯。

県内に普通。A地域 (少 )。

ヌスビトハギ

Desmodiu■l oxyphylum DC.

多年草。日本全上の温帯・暖帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

カラスノエンドウ

Vicia sepiuFI Linn.

越年草。本州 。四国・九州の暖帯。

県内に普通。A地域 (少 )。

スズメノエンドウ

Vicia hirsuta(Linn.)S.F.Gray

越年草。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

ナンテンハギ

Vicia unttuga A.Br.

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

イタチササゲ

Lathyrus david� Hance

多年草。北海道・本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

トキリマメ

Rhynchosia acunlinatifoha �笙akino

多年草。関東地方以西の本州・四国。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

クズ

Pueraria lobata(Willd。 )Ohwi



多年車。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ヤブマメ

Arnphicarpaea edgeworth�  Benth.

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内多。A地域 (少)・ B地域 (少)。

コマツナギ

Indigofera pseudo‐inctoria h/1atsum.

草本様小低木。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

フジ

Wisteriaユ oribunda(Willd.)DC,

落葉藤本。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ミヤコグサ

Lotus corniculatus Linn.

Var.Japonicus Regel

多年草。北海道～琉球の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ハリエンジュ

Robinla pseudo―acacla Linn.

落葉高木。北米原産植栽の逸出。

県内普通。A地域 (普通)。

シロツメクサ

Trifohunl repens Linn。

多年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

フウロソウ科 GERANIACEAE

ゲンノショウコ

Geraniuni thunberg� Sieb.et Zucc.

多年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内多。A地域 (少)。

カタバ ミ不キ OXALIDACEAE
カタバミ

Oxals corniculata Linn.

多年草。北海道・本州 。四国・九州の温帯。

県内多。A地域 (少 )。

ミカン浴辛 RUTACEAE
サンショウ

-228-

Zanthoxylunl piperitum (Linn.)DC.

落葉低木。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

イヌザンショウ

Zanthoxyluni schinifohum Sieb.et Zucc.

落葉低木。本州・四国 。九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

コクサギ

Ottxa iaponiCa Thunb.

落葉低木。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

マツカゼソウ

Boenninghausenia iaponiCa Nakai

多年草。本州・四国 。九州の暖帯・温帯。

県内多。 B地域 (少)。

ミヤマシキミ

Skimmia iapOnica Thunb.

常緑低木。関東以西の本州・四国 。九州の温帯。

県内少。 B地域 (少)。

ヒメハギ科 POLYGALACEAE
ヒメハギ

Polygala japonica Houtt.

常緑多年革。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

トウダイグサ科 EUPHORBIACEAE

アカメガシワ

Mallotus iapOnicus(Thunb。 )Muell.Arg.

落葉高木。本州 (岩手県以南)四国・九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (少)。

シラキ

Sapium japonicum  (Sieb.et zucc。) Pax.et

Hoffm.

落葉小高木。本州 (秋田県以南)～琉球の暖帯。

県内少。 A地域 (少)。 B地域 (普通 )。

エノキグサ

Acalypha austrahs Linn.

1年草。北海道 。本州・四国・九州、琉球の暖帯。

県内少。 A地域 (少)・ B地域 (少 )。

コニシキソウ

Euphorbia supina Rain.



1年草。北アメリカ原産の帰化植物。

県内普通。 A地域 (少 )。

タカ トウダイ

Euphorbia pekinensis Rupr.

多年草。本州 。四国・九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (普通)・ B地域 (普通 )。

ウルシ季十 ANACARDIACEAE

ツタウルシ

Rhus ambigua Lavallee,ex Dippel

落葉藤本。本州・四国 。九州の温帯
。暖帯。

県内普通。 A地域 (少)・ B地域 (少)。

ヤマウルシ

Rhus trichocarpa �liq.

落葉小高木。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

ヌ ,レデ

Rhus iaVanica Linn.

落葉小高木。 日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (普通)。 B地域 (普通 )。

モチノキ科 AQUIFOLIACEAE

アオハダ

Ilex macropoda �生iq.

落葉小高木。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

イヌツゲ

Ilex crenata Thunb.

落葉小高木。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ニシキギ科  CELASTRACEAE
ニシキギ

Euonymus alatus (Thunb.)Sieb.

落葉低木。北海道 。本州・四国
。九州の温帯・暖

帯。県内普通。 A地域 (少)・ B地域 (少)。

ツルマサキ

Euonymus fortunei(Turcz。 )Hand―Mazz.

var.radicans (Sieb.ex �笙iq.)Rehd.

常緑つる性木本。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

コマユ ミ

Euonymus alatus (Thunb.)Sieb

form.ciliatdentatus(Fr.et sav.)Hiyama

落葉低木。北海道 。本州・四国
。九州の温帯・暖

帯。県内普通。 B地域 (少 )。

カントウマユ ミ

Euonymus sieboldianus Blume

var,sangulneus Nakal

落葉亜高木。中部地方の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少)。

ツリバナ

Euonymus oxyphyllus A/1iq.

落葉亜高木。北海道 。本州・四国の温帯
。暖帯。

県内普通。 A地域 (普通)・ B地域 (普通 )。

ミツバウツギ科 STAPHYLEACEAE

ミツバウツギ

Staphylea bumalda(Thunb。 )DC.

落葉低木。北海道・本州 。四国・九州の温帯
。暖

帯。県内普通。 B地域 (普通 )。

カエデ科 ACERACEAE

イロハモミジ

Acer pallnatum Thunb.

落葉高木。本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (少)・ B地域 (少 )。

オオモミジ

Acer palmatum Thunb.var.amoeunm (Carr.)

Ohwi

落葉高木。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

エンコウカエデ

Acer rnono �[axiln,var.dissectum Honda

落葉高木。本州 。四国・九州の温帯。

県内普通。 A地域 (普通)。 B地域 (普通 )。

ウリカエデ

Acer crataegifohum Sieb.et Zucc.

落葉高木。本州 (福島県以南 )。 四国・九州の暖帯。

県内普通。 A地域 (普通)・ B地域 (普通 )。

ウリハダカエデ

Acer ruinerve Sieb.et Zucc.

落葉高木。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (普通 )・ B地域 (普通 )①

カジカエデ
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Acer diabohcum BIume,ex Koch

落葉高木。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

メグスリノキ

ッ生cer nikoense �laxirn.

落葉高木。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

アワブキ科 SABIACEAE

アヮブキ

WIchosma rnyriantha Sieb.et Zucc.

落葉高木①本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

ミヤマハハソ

X/1elosma tenuis A/1axiln.

落葉高木。本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

ムクロジ科 SAPINDACEAE

ムクロジ

Sapindus mukorossi Gaertn.

落葉高木。中部以西の本州～九州の温帯・暖帯。

県内少。 A地域 (希 )。

ツリフネソウ科 BALSAMINACEAE

ツリフ不ソウ

IInpatiens textori �【iq.

多年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

クロウメモ ドキ科 RHAMNACEAE

クマヤナギ

Berchenlia racemosa Sieb.et Zucc.

落葉つる低木。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少)。

ケケンポナシ

Hovenia tomentella(MakinO)Nakai

落葉高木。本州・四国の暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ブ ドウ科  VITACEAE

ヤマブ ドウ

Vitis coignetiae Pull.

落葉藤本。北海道 。本州・四国の温帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。
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サンカクブル

Vitis nexuosa Thunb.

落葉藤本。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。B地域 (普通)。

ノブドウ

Ampelopsis brevipedunculata(Maxim.)Planch.

落葉藤本。本州・四国・九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (普通)。

ナツゾタ

Parthenocissus tricuspidata(Sieb.et Zucc.)Trautv.

落葉藤本。北海道 。本州・四国 。九州の暖帯・温

帯。県内普通①A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

シナノキ科 TILIACEAE

シナノキ

Tllia iaponiCa(Miq.)SimOnkai

落葉高木。北海道 。本州・四国・九州の暖帯・温

帯。県内普通。 B地域 (少 )。

カラスノゴマ

Corchoropsis tomentosa(Thunb.)MakinO

l年草。本州・四国 。九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

マタタビ季十 ACTINIDIACEAE
マタタビ

Actinidia polygama(Sieb.et Zucc.)Ma� m.

落葉藤本。北海道・本州・四国 。九州の暖帯・温

帯。県内普通。 B地域 (少 )。

オトギリソウ科 GUTTIFERAE
オ トギリソウ

Hypericunl erectum Thunb.

多年草。北海道・本州 。四国 。九州の暖帯 。温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

スミレ科 VIOLACEAE
スミレ

hr‐iola mandshurica W.Becker

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

タチツボスミレ

Viola grypoceras A.Gray

多年草。北海道・本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。



ケマルバスミレ

Viola Keiskei �生iq.

form.Okuboi(MakinO)F.Maekawa

多年草。本州 。四国
。九州の温帯。

県内少。A地域 (少 )。

アカネスミレ

Viola phalacrocarpaよ 狙axiln.

多年草。北海道・本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

キブシ科 STACHYURACEAE

キブシ

Stachyurus praecox Sieb.et Zucc.

落葉小高木。北海道 (西南部)か ら九州の温帯・

暖帯。県内普通。 B地域 (少 )。

グミ科 ELAEAGNACEAE

ツクバグミ

Elaeagnus montana Makino varo ovata(Maxim.)

望生raki

落葉高木。関東 。中部地方の温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

アカバナ科 ONAGRACEAE

アレチマツヨイグサ

Oenothera parviflora Linn.

多年草。北米原産帰化植物。

県内普通。A地域 (少)。

オオマツヨイグサ

Oenothera erythrosepala Borbas

多年草。北アメリカ原産の帰化植物。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ウコギ科 ARALIACEAE

キズタ

Hedera rhomber(Miq.)Bean

落葉藤本。本州・四国 。九州、琉球の暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通 )①

ヤマウコギ

ッヽcanthopanax spinosus (Linn.五 1.) �町q.

落葉低木。北海道 。本州の暖帯・温帯。

県内普通。B地域 (少)。

ハリギリ

Kalopanax pictus(Thunb.)Nakai

落葉高木。北海道 。本州
。四国 。九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (少)。

セリ科 UMBELLIFERAE

オオチ ドメ

Hydrocotyle rettliflora K/1axirn.

多年草。北海道 。本州・四国
。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

ウマノミツバ

Sanicula chinensis Bunge

多年草。北海道 。本州
。四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。B地域 (少 )。

カノツメソウ

Spuriopimpinella calycina(Ma�m.)Kitagawa

多年草。北海道・本州・四国
。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

イブキボウフウ

Seseh libanotis Koch var.japonica]■ .Boiss.

多年草。北海道
。本州・四国・九州の温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

ヤマゼリ

Ostericum sieboldii(Miq.)Nakai

多年草。本州・四国・九州の温帯
。暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ヤブジラミ

Tottlis iapOnica(Houtt.)DC.

越年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯
。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

オヤブジラミ

Tottlis scabra(Thunb.)DC.

越年草。本州・四国・九州,琉球の暖帯。

県内少。A地域 (少 )。

ミズキ科 CORNACEAE

アオキ

Aucuba iaponiCa Thunb.

常緑低木。北海道・本州 。四国
。九州、琉球の暖

帯。県内普通。B地域 (少 )。      、
ハナイカダ

Helwingia iaponica(Thunb.)F.G.Dietr.

落葉低木。北海道 。本州 。四国
。九州 。琉球の暖

帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。
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コバノハナイカダ

Helwingia iaponica F,G,D.

var.parvifoha �征akino

落葉低木。関東地方南部以西の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

ミズキ

Cornus controversa Hemsiey

落葉高木。北海道～琉球の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

クマノミズキ

Cornus brachypoda C.A.A/1ey

落葉高木。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。

合弁花類  GAMOPETALAE

リョウブ科 CLETHRACEAE
リョウブ

Clethra barbinervis sieb.et Zucc.

落葉高木。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (普通)。

イチヤクソウ科 PIROLACEAE
イチヤクソウ

Pyrola iaponiCa Klenze

多年草。北海道、本州、四国、九州の温帯。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ツツジ科 ERICACEAE

ヤマツツジ

RhodOdendron kaempferi Planch.

落葉低木。北海道・本州・四国。九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

ミツバツツジ

RhodOdendron dilatatum A/1iq.

落葉低木。千葉県以西の本州の温帯下部。

県内普通。A地域 (少)。

アセビ

Pieris iaponiCa(Thunb.)D.Don.

常緑低木。山形 。宮城以南の本州～九州の暖帯。

県内少。B地域 (普通)。

ネジキ

Lyonia ovalifolia(wall.)Drude

subsp.Nezlki Hara
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落棄小高木。岩手県以南の本州・四国・九州の暖

帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ヤブコウジ科 MYRSINACEAE
ヤブコウジ

Ardisia japonica(Thunb.)BIume

常緑小低木。北海道 。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内やや少。A地域 (普通)。

サクラソウ科 PRIMULACEAE
オカトラノオ

Lysimachia clethroides Duby

多年草。北海道 。本州 。四国・九州の暖帯・亜熱

帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

コナスビ

Lysirnachia japonica Thunb.

多年草。北海道～琉球の温帯.暖帝。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

カキノキ科 EBENACEAE
ヤマガキ

Dispyros kaki Thunb.

var.sylvestris �lakino

落葉高木。本州 (中部地方以西)～九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。 B地域 (少)。

モクセイ科  OLEACEAE
イボタノキ

Ligustrual obtusifolium Sieb.et Zucc.

落葉低木。北海道・本州・四国。九州の温帯 。暖

帯。県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

マルバアオダモ

Fraxinus sieboldiana Blume

落棄高木。北海道 。本州・四国・九州の温帯 。暖

帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

コバノ トネリコ

Fraxinus lanuginosa Koidz.

落葉高木①北海道 。本州・四国。九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

リンドウ不キ GENTIANACEAE
フデリンドウ

Gentiana zollingett Fawcett

越年草。北海道・本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。



リンドウ

Gentiana scabra Bunge

var.buerge五 (Miq。)Ma� m.

多年草。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

キョウチク トウ科  APOSYNACEAE

テイカカズラ

Trachelospermum asiaticum(Sieb.et Zucc。 )Nakai

常緑藤本。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内暖地に普通。A地域 (普通 )。

ガガイモ科 ASCLEPIADACEAE

ガガイモ

Metaplexis iaponiCa(Thunb.)Makino

多年生つる草。北海道～九州の温帯
。暖帯。

県内普通。 A地域 (少 )。

イケマ

Cynanchum caudatum (Miq.)Ma� m.

多年生つる草。北海道・本州・四国
。九州の温帯。

県内普通。A地域 (少 )①

ヒ,レガオ科  CONVOLVULACEAE

コヒルガオ

Calystegia hederaceaヽ rヽall.

多年生つる草。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ムラサキ科 BORAGINACEAE

ホタルカズラ

Buglossoides zolhngeri(DC.)」 ohnstOn

多年草。北海道 。本州・四国
。九州の温帯・暖帯。

県内少ない。 A地域 (少 )。

ハナイバナ

Bothriospermum tenellum(Hornem。 )Fisch.et

Mey.

越年草。北海道・本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

クマツプラ科 VERBENACEAE
ムラサキシキブ

Calhcarpa iapOnica「Γhunb.

落葉低木。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

ヤブムラサキ
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Callicarpa lnollis Sieb.et Zucc.

落葉低木。本州 (宮城県以南)、 四国・九州の暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

クサギ

Clerodendruna trichotomum Thunb.

落葉低木。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯・暖

帯。県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

シソ科 LABIATAE
ジュウニヒトエ

Ajuga nipponensis Makino

多年草。本州・四国の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通 )。

キランソウ

Aiuga deCumbens Thunb.

多年草。本州 。四国の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

ツルニガクサ

Teucriuri viscidum Blume

var.miquelianum (Maxim.)Hara

多年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯
。暖帯。

県内少。A地域 (少 )。

ヤマタツナミソウ

Scutellaria pekinensis h/1axirn

var.transitra(MakinO)Hara

多年草。北海道 。本州 (近畿地方以北)の温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

シソバタツナミソウ

Scutellaria laeteviolacea Koidz.

多年草。福島県以南の本州・四国
。九州の暖帯。

県内極めて稀。 B地域 (少 )。

カキ ドオシ

Glechoma hederacea Linn,

var.grandis(A,Gray)Kudo

多年草。北海道 。本州 。四国 。九州の温帯
。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ウツボグサ

Prunella vulgaris Linn.var.Llacina Nakai

多年草。日本全土。寒帯～暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。 B地域 (少 )。

オ ドリコソウ



Lanliuttl album Linn.var.barbatum

(Sieb.et zucc.)Franch.et Savat.

多年草。日本全上の暖帯・温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

アキノタムラソウ

Salvia iaponiCa Thunb.

多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。

ヒキオコシ

Plectranthus iapOnicus (Burm.)Koidz.

多年草。北海道 (南)～九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

テンエンソウ

Leucosceptrum iapO�Cum (Miq。 )Kitamura

多年草①北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

キセワタ

Leonurus macranthus �生axim.

多年草。北海道 (南)～九州の暖帯・温帯。

県内少。A地域 (少)。

シモバシラ

Keiskea iaponiCa Miq.

多年草。北海道 (南)～九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少)。

ヤマハッカ

Plectranthus inユ exus (Thunb。 )Vahl,ex Benth.

多年草。北海道 (南)～九州の暖帯 。温帯。

県内普通。A地域 (少)。

ナス科 SOLANACEAE
ヒヨドリジョウゴ

Solanum lyratum Thunb.

多年草。日本全土、亜熱帯・暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ゴマノハグサ科 SCROPHULARIACEAE
タチイヌノフグリ

/ヽeronica arvernsis Iッ inn.

多年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。日本全土。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

オオイヌノフグリ

πヽeronica persica Poir.
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越年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

コシオガマ

Phtheirospermum iaponiCum (Thunb.)Kanitz

半寄生の一年草。本州～九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ヒキヨモギ

Siphonostegia chinensis Benth.

半寄生の一年草。北海道・本州～九州の暖帯 。温

帯。県内普通。A地域 (少 )。

キツネノマゴ科 ACANTHACEAE
キツネノマゴ

」uStiCia procumbens Linn.var.leucantha Honda

l年草。本州・四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ハエ ドクソウ科 PHRYMACEAE
ハエ ドクソウ

Phryma leptostachya Linn.var.asiatica Hara

多年草。北海道・本州・四国 。九州の暖帯・温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

オオバコ科 PLANTAGINACEAE
オオバコ

Plantago asiatica Linn.

多年草。日本全上の温帯・暖帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

アカネ科 RUBIACEAE
アカネ

Rubia akane Nakal

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の暖帯・温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ヘクソカズラ

Paederia scandens (Lour.)A/ferrill

var.mairei(L6veille)Hara

蔓性の大木。北海道 。本州～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

ヒメヨツバムグラ

Galium gracilens(A.Gray)MakinO

多年草。本州・四国 。九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カワラマツバ



GaliuHl verum Linn,var.asiaticum Nakai

form.nikkoenese(Nakai)Ohwi

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の暖帝・温帯。

県内普通。A地域 (少)。

スイカズラ科 CAPRIFORIACEAE
ニワトコ

Sambucus sieboldiana Blume.

落葉低木。本州 。四国・九州の暖帯・温帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

ヤブデマリ

Viburnu■l phcatum Thunb.

var.tomentosum (Thunb.)Miq.

落葉小高木。本州 。四国 。九州の温帯。

県内少。A地域 (少 )。

ガマズミ

Viburnuri dilatatum Thunb.

落葉低木。本州・四国 。九州の暖帯 。温帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (普通)。

コバノガマズミ

Viburnunl erosom Thunb.

落葉低木。福島県以南 。四国・九州の暖帯・温帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

オ トコヨウゾメ

Viburnu■ l phlebotrichuri Sieb.et Zucc.

落葉低木①本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。 B地域 (少)。

ツクバネウツギ

Abelia spathulata Sieb.et Zucc.

落葉低木。本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

メツクバネウツギ

Abelia tetrasepala Hara et Kurosa、 va

落葉低木。本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

スイカズラ

Lonicera iapOnica Thunb.

蔓性落葉木本。北海道 (西部)～九州の温帯・暖

帯。県内普通。 B地域 (少 )。

ヤマウグイスカズラ

Lonicera gracilipesよ江iq.
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落葉低木。北海道 (南部)～九州の温帯・暖帯。

県内普通①B地域 (少 )。

オミナエシ科 VALERIANACEAE

オトコヘシ

Patrinia vi1losa (Thunb.)Juss.

多年草。北海道～琉球の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

オミナエシ

Patrinia scabiosaefoha Fisch.

多年草。日本全土の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ウリ不半 CUCURBITACEAE
アマチャズル

Gymnostemma pentaphyllum (Thunb.)MakinO

つる性の多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (少 )。

キキョウ科 CAMPANULACEAE

ツリガネニンジン

Adenophora triphylla (Thunb.)A.DC.

var.iaponica(Regel)Hara

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

キキョウ

Platycodon grandiユ orum (Jacq。)A.DC.

多年草。日本全上の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ホタルブクロ

Campanula punctata Lam.

多年草。北海道 。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

シデシャジン

Phytuma iapOnicum Miq.

多年草。本州 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

キク科 COMPOSITAE

チチコグサモ ドキ

GnaphahuHl purpureum Linn.

var.spathulatum (Lam.)Baker

l～ 2年草。アメリカ原産の帰化植物。

県内少。A地域 (少 )。



コヤブタバコ

Carpesiuna cernuum Linn.

越年草。日本全土の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (少 )。

センボンヤリ

Leibnitzia anandria (Linn.)Nakai

多年草。 日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少 )。 B地域 (少)。

コウヤボウキ

Pertya scandens (Thunb.)Sch.Bip.

落葉小低木。本州 (関東以西)～九州の温帯 。暖

帯。県内普通。 A地域 (普通 )。 B地域 (普通 )。

ナガバノコウヤボウキ

Pertya glabrescens Sch.Bip.

落葉小低木。福島県以南本州～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )①

カシワバハグマ

Pertya robusta(Ma� m。)Beauverd

多年草。本州・四国 。九州の温帯。

県内普通。 B地域 (普通 )。

ブタクサ

Ambrosia artenisiaefoha Linn,

var.elatior(L.)Desc.

1年草。北アメリカ原産の帰化植物。 日本全土。

県内普通。 A地域 (普通 )。 B地域 (普通 )。

オオブタクサ (ク ワモ ドキ)

ッヘmbrosia trittda Linn.

1年草。北アメリカ原産の帰化植物。 日本全土。

県内普通。 B地域 (少 )。

ヒヨドリバナ

Eupatoriunl chinense Linn.

varo simplicifohm(MakinO)Kitam.

多年草。北海道 。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ハキダメギク

Gahnsoga ciliata(Ral)BIake

l年草。熱帯アメリカ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。 A地域 (普通 )・ B地域 (普通 )。

アキノキリンソウ

Sohdago virga― aurea Linn.
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var.asiatica Nakai

多年草。北海道・本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

ユウガギク

Kalimeis pinnatittda(Maxim。 )Kitam

多年草。本州・四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少 )。

ハルジョオン

Erigeron philadelphicus Linn,

越年草。北米原産帰化植物。日本全土。

県内多。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

ヒメジョオン

Erigeron annuus (Linn.)Pers.

越年草。北米原産帰化植物。日本全土。

県内多。A地域 (普通)。 B地域 (普通)。

オオアレチノギク

Erigeron sumatrensis Retz.

越年草。南アメリカ原産の帰化植物。日本全土。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ヒメムカシヨモギ

Erigeron canadensis Linn.

越年草。北アメリカ原産の帰化植物。日本全土。

県内多。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

シラヤマギク

Aster scaber frhunb.

多年草。北海道 。本州 。四国・九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少)。

ノコンギク

Aster ageratoides Turcz.

var.ovatus(Franch et Savat.)Nakai

多年草。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 A地域 (少)。 B地域 (少 )。

シロヨメナ

Aster ageratoides frurcz.

forma leucanthus Honda

多年草。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

マルバダケブキ

Ligulatta dentata(A.Gray)Hara

多年草。本州・四国の温帯。



県内普通。A地域 (少 )。

フキ

Petasites iaponicus(Sieb.et Zucc.)Maxim.

多年草。本州・四国 。九州・琉球の温帯
。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ヤブレガサ

Syneilesis Palmata(Thunb.)Ma� m

多年草。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

リュウノウギク

Chrysanthemurll makinoi �生atum.et Nakai

多年草。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

オトコヨモギ

Artemisia iapOnica Thunb.

多年草。日本全上の温帯 。暖帯・亜熱帯。

県内普通。A地域 (少 )。

イヌヨモギ

Artenlisia keiskeana〕 Vttiq.

多年草。日本全上の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ヨモギ

Artenlisia princeps Pampan.

多年草。本州 。四国・九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )・ B地域 (普通)。

ノブキ

Adenocaulon hilnalaicum Edge、 v.

多年草。日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

アメリカセンダングサ

Bidens frondosa Linn.

1年草。北アメリカ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (普通)。

コセンダングサ

Bidens pilosa Linn.

1年草。世界に広 く分布原産地不明。日本全土。

県内分布少。A地域 (少)・ B地域 (普通)。

シロノセンダングサ

Bidens pilosa var.minor(Blume)sherr

l年草。世界に広 く分布原産地不明。日本全土。
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県内分布少。 A地域 (少 )。

センダングサ

Bidens biternata (Lour.)h/1err.et Sherff

l年草。北アメリカ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。A地域 (少)。

オオオナモミ

Xanthiu■ l canadense A/1ill.

1年草。北アメリカ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。 B地域 (少 )。

オケラ

Atractylodes japonica Koidz.ex Kitam.

多年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

ノアザミ

Cirsium iapOnicum DC.

多年車。本州・四国・九州の温帯
。暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

タイアザミ

Cirsium niponicum (Ma�m.)MakinO

var.incomptum(Ma� m.)Kitam.

多年草。関東 。中部地方南部の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

キクアザミ

Saussurea ussuriensis �laxim.

多年草。本州・四国・九州の温帯。

県内少。A地域 (少)。

タムラソウ

Serratula coronata Linn.

var.insularis(Iliin)Kitam.

多年車。本州・四国 。九州の温帯
。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

コオニタビラコ

Lapsana apogonoides �Taxirn.

越年草。本州 。四国 。九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

コウブリナ

Picris hieracloldes Linn.

var.glabrescens(Regrl)Ohwi

越年草。日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)。



セイヨウタンポポ

Taraxacum oricinale weber

多年草。欧州産帰化植物。日本全上の温帯・暖帯。

県内多。A地域 (少)。 B地域 (少 )。

エゾタンポポ

Taraxacum hondoense Nakal

多年草。中部地方以北の温帝・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

ジシバリ

Ixeris stolonifera A.Gray

多年草。日本全土の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (少)。

オオジシバリ

Ixeris iaponiCa(Burm。 )Nakai

多年草。日本全土の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ノニガナ

Ixeris polycephala Cass.

越年草。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ニガナ

Ixeris dentata(Thunb。 )Nakai

越年草。本州 。四国・九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

タカサゴソウ

Ixeris chinensis(Thunb.)Nakai

var.strigosa(Lev.et Lan)Ohwi

多年草。本州・四国・九州の暖帯。

県内少。A地域 (少 )。

ヤマニガナ

Lactuca raddeana Maxirn.

Var.elata(Hemsl.)Kitam.

越年草。日本全上の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

アキノノゲシ

Lactuca indica Linn.

var.laciniata(0。 Kuntze)Hara

2年草。日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

トゲチシャ
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Lactuca scariola Linn.

越年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。

県内普通。A地域 (少)。

ノゲシ (ハルノノゲシ)

Sonchus oleraceus Linn.

越年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。A地域 (少 )。

オニノゲシ

Sonchus asper (Linn.)Hll.

越年草。ヨーロッパ原産の帰化植物。日本全土。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (普通 )。

オニタビラコ

Youngia iaponiCa (Linn。 )DC.

越年草。日本全上の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ヤクシソウ

Youngia denticulata(Houtt.)Kitam.

多年草。日本全土の温帯～亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)。 B地域 (普通 )。

ハナヤクシソウ

Youngia denticulata(Houtt.)Kitam.

forma pinnaipartita(MakinO)Kitam.

多年草。日本全土の温帯～亜熱帯。

県内普通。A地域 (少)。

シダ植物 PTERIDOPHYTA

トクサ科 EQUISETACEAE
スギナ

Equisetum arvense Linn.

夏緑性草本。北海道～九州の温帯 。暖帯。

県内普通。 B地域 (少)。

イワヒバ科 SELAGINELLACEAE

イワヒバ

Selaginella tamariscina (Beauv.)Spring

常緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ハナヤスリ科 OPHIOGLOSSACEAE

フユノハナワラビ

Botrychium ternatum (Thunb.)Swartz

夏緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。



ゼンマイ科 OSMUNDACEAE
ゼンマイ

Osmunda iapOnica Thunb.

夏緑性革本。日本全上の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

カニクサ科 SCHIZAEACEAE
カニクサ

Lygodium iapOnicum (Thunb。 )Swartz

夏緑性草本。関東・富山県以西～九州の暖帯。

県内少。 A地域 (少 )。

ワラビ科 PTERIDACEAE

オウレンシダ

Dennstaedtia wilfordii(Moore)Koidz.

夏緑性車本①北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

イヌシダ

Dennstaedtia hirsuta(Swartz)Mett.

夏緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

オオバノイノモ トソウ

Pteris credda Linn.

常緑性草本。関東以西の暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ワラビ

Pteridium aquilinum (Linn。 )Kuhn

var.latiusulum (Desv.)Underw

夏緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (普通)。

ヒメウラジロ

Aleuritopteis argentea(Gmel.)F金

常緑性草本。関東以西～九州の温帯・暖帯。

県内稀。A地域 (少 )。

ミヤマウラジロ

Aleuntoptens Kuhn� (Milde)Ching

var.Brandtii(Fran.et Sav.)Tagawa

夏緑性多年草。関東・中部地方の一部。

県内稀。 B地域 (少 )。

クジャクシダ

望生diantuHl pedatum Linn.

夏緑性多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。
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県内普通。 B地域 (少 )。

シノブ科 DAVALLIACEAE
シノブ

Davallia maries� A/1oore

夏緑性多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

オンダ科 ASPIDIACEAE

イヮデンダ

Vヽoodsia polysichoides Eaton

夏緑性多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

ヤブソテツ

Phanerophlebia Fortunei(J.S■lith)Copel.

夏緑性多年草。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (少 )。

オクマワラビ

Dryopteis uniformis(MakinO)MakinO

夏緑性多年草。北海道～九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)①

クマワラビ

Dryopteris lacera(Thunb。 )0.Kuntze

常緑性草本。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

イワイタチシダ

Dryoptetts saxifraga H.Ito

常緑性草本。本州・四国 。九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ミサキカグマ

Dryoptetts chinensis(Baker)Koidz.

夏緑性多年草。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)。

サクライカグマ

Dryopteris gymnophylla (baker。 )C,Chr.

夏緑性草本。本州 (宮城県以南)。 九州の暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少)。

ミゾシダ

Lastera totta(Schitdl.)Ohwi

夏緑性草本。本州 。四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ゲジゲジシダ



Lastera decursive― pinnata (van Hall)Jo Snlith

夏緑性草本。本州・四国 。九州の温帯・暖帯。

県内普通。 B地域 (少 )。

イヌワラビ

Athyrium nゎ oniCum (Mett。)Hance

夏緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (少)・ B地域 (少 )。

ニシキシダ

Athyrium niponicum (Mett.)Hance

forma metallicum(Makino)Honda

夏緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内少。A地域 (少 )。

チャセンシダ科 ASPLENIACEAE

トラノオシダ

Asplenium incisum Thunb.

常緑性草本。北海道～九州の温帯 。暖帯。

県内普通。A地域 (少 )。

ウラボシ科 POLYPODIACEAE
ヒメノキシノブ

Pleopettis onoei(Franch.et Savat,)Okuyama

常緑性草本。北海道～九州の温帯・暖帯。

県内普通。B地域 (少 )。

ノキシノブ

Pleopelis Thunbergiana Kau止

常緑性。北海道 (南)～九州の温帯・暖帯。

県内普通。A地域 (普通)・ B地域 (少 )。

おわりに

今回の調査は 2年間という短期間であった上に、諸種の制約があって調査報告書の記載も不充分なきらい

がある。しかし、地元という好条件に恵まれて、調査は充分で、分布する種の見落としは少ないものと思わ

れる。1990年山梨県植物研究雑誌に、この山の植物 567種 を記録したが、今回は目的及び調査期間の関係か

ら,可川敷など除外して調査範囲を縮小したために記録種類は減少した。また枯損アカマツの年輸調査、サク

ラの本数調査や、コドラー ド (方形調査区)10ケ所による植生調査も行ったが残念ながら割愛 した。

我が家の庭の借景として日々親しんでいるこの山を、愛情をもって見守っていきたい。最後に松 くい虫被

害についての資料を頂いた大月林務事務所林業振興課と種々ご協力を頂いた山梨県植物研究会理事笠井昇氏

に感謝申し上げたい。
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第 3章 岩殿山の動物

はじめに

特定地域の動物分布を調査するに当たっては、その地域が動物地理学上どんな位置にあるのか、また、そ

の地域の地形や植生にどんな特徴があるのかなどを熟知しておく必要がある。それだけではなく、過去にお

いてその地域に生息していた動物群集の消長についても「聞き取 り調査」を通して把握しておかなければな

らない。

なぜならば、動物の多 くは一定の場所に永年定住していたり、生活の痕跡を将来にまで留めておいたりす

ることが少ない上に、出現時も不定期であって、人の日に触れる機会が極めて少ないからである。

今回のように限られた期間での調査では、それらの全容を把握することは困難であるが、現在生息してい

る動物の生活の一断面を可能な限り捉えるために、ほ乳類の場合はフイール ドサインを手がかりとして、鳥

類 。両性は虫類・こん虫類は線センサス法を中心として調査をすすめて来た。

聞き取 り調査は、この地域の動物分布に詳しい小俣峯男氏 (岩殿 159番地)ほか数名を対象に実施した。

動物相の概要

七福神の布袋様の腹を思わせる大岩壁 (鏡岩)がそそり立つ岩殿山は、周囲が急峻な地形で囲まれており、

長い問人間の通行を阻んで来た。そのために、野性獣にとっては逃避やねぐら場所として利用しやすい環境

である上に、北西側は大菩薩連嶺や小金沢山系などの深山に連なっているため、この方面から移動して来る

大型獣は、岩殿山ろくを出入 り回として、人里近 くまで出現してきている。また、鏡岩の南側は日当たりが

良く、冬期でも暖かいため、冬鳥たちの越冬に適していて、多 くの野鳥が集まるようになっている。

こん虫類では、幼虫時代をアリと共生するキマグラルリツバメ (県指定天然記念物)が生息しているなど、

この地域ならではの幾つかの特徴があることが判明した。これらの詳細については、以下の各論で述べてみ

たい。

第 1節 獣 類

(1)ツ キノワグマ (食肉日・クマ科)

大月市においては、平成 9年ころまで、ツキノワグマの出没情報は、年

に 1～ 2件程度であったが、11年度から出現数が俄かに増加しはじめ、こ

の年には11頭、13年には14頭が岩殿山周辺の人家近くに出没し、有害駆

除で捕獲処分された。

これらのクマは、それまで、日川や葛野川上流域で生息していたもので

あるが、発電所建設などによる生活圏の分断や生息場所の減少により、人

里に出現するようになったのではないかと言われている。

昔は、築坂峠や稚児落し近くのクマ穴で冬眠していた個体もあったらし

いが、中央道の拡張工事で穴の一部が取り壊

された。

クマは雑食性のため、季節が変わると自然

の餌を求めて、かなり広範囲を移動するの

で、人家近くまで足をのばしてくる個体もあ

第 195図  ツキノワグマ
(右下は見つかった糞)
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る。平成 9年 6月 22日 に、植物調査を実施中の小林岳氏は、

丸山公園地内で前夜に徘徊したと思われるクマの糞を発見

し、写真に収められた。糞の中には、たくさんの植物の種

子が混じっており、この季節に実をつける漿果を食べたこ

とが分かった。

(2)ニ ホンイノシシ (偶蹄目・イノシシ科)

当地域でこれまでイノシシが日撃されているのは、平成

8年 10月 に、県営神倉住宅の北側で 2頭が、また畑倉地内

で数頭の情報がある。これらはいずれも小金沢山系に生息

しているものが季節移動によって、岩殿山ろくに出現した

ものであろう。
第 196図 ニホンイノシシ

最近は他地域でもイノシシが人家附近に出没し、農作物

に被害を出すなどの問題を起こしているが、これらは農業の衰退によって、これまで農耕地として使われて

いた場所が荒地に変わり、イノシシが生息しやすい環境が増えてきたことや、山林原野の手入れが行きとど

かなくなり、荒廃したために餌となる木の実や小動物 (は虫類・両生類 。こん虫類・甲殻類・小型ほ乳類・ミ

ミズなど)が減少してきたことに因るものと思われる。

今回の調査では、成獣の目撃はできなかったが、足跡や

糞、とや場などのフイールドサインを何か所かで確認できた。

(3)キ ツネ (食肉目・イヌ科)

夜行性であるキツネは、日中出歩くことはほとんどない

が、 5月 下旬から6月 にかけては出産した仔ギツネを育

てるために、早朝や夕刻に人里に姿を見せることもある。

調査期間中に幼獣と1回出会ったことはあった

が、足跡や糞などは何か所かで確認することがで

きた。但し、雪上に残された足跡は、野犬のもの

と紛らわしく、新しいものでないと判定しにくい

(第 198図 )。 足跡が多く見られた場所は、新宮か

ら舟久保にかけてと、宮向から茶道にかけての

2カ 所で確認できた。

情報によると、岩殿山南ろくの丸山公園で

も見かけるというが、行動圏の広いキツネ(1

頭当たり平均4貯内外)は、一夜のうちに数km

も移動するので納得できる。キツネの個体数

を把握することはむずかしいが、ひと頃より

餌となるノウサギや

ノネズミの数が減っ

たことや、野犬との

競合などにより少な

くなっているのでは

ないかと思われる。

キッネ

第198図 キツネとイヌの
足跡比較

第 197図 キツネ (幼獣)

第 199図  ホンドタヌキ
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(4)タ ヌキ (食肉日・イヌ科)

タヌキは、巣穴として木の洞や岩の割れ日、人家の縁の下などを使うが、中央道大月トンネル北側の斜面

には岩穴が多く、タヌキの生息しやすい環境となっている。また、かつて岩殿山下の小坂国広氏宅の縁の下

には、タヌキが住みついていたこともあり、一帯には数頭のタヌキが生息しているものと思われる。フィー

ルドサインでの確認は “ため糞
W(自
分の通り道の 1カ 所に決まって脱糞する)や足跡があるが、タヌキの場

合は足にある四個の昧球 (第 200図参照)の並び方が不揃いで第 3指が一番上に出ている。

この地域で “ため糞"の確認はできなかったが、足跡は数力所で見つけることができた。

しかし、平成 6年ころよリタヌキの間に犬の伝染病である芥癬症が蔓廷し、どこの地域でも多数のタヌキ

が斃死した。本地域においても罹病個体が発見され、県鳥獣センターに収容されたことがある。

(5)三 ホンアナグマ (食肉目・イタチ科)

この地域では、アナグマのことを俗に “ササグマ"と か “マミ"な どと呼んでいる。アナグマはタヌキと

同じ環境に生息しているが、数は少ない。前足には大きな爪があって、これで上に深い巣穴を掘り、昼はそ

の中で眠っている。巣穴は迷路のように複雑になっている

が、内部は清潔に保たれていて、枯葉や枯れ草がきれいに

敷きつめられている。

この地域では、舟久保や新宮あたりに足跡が見つかった

が巣穴は確認できなかった。アナグマも子育ての季節には

日中も出歩くことはあるが、全身をさらして歩くことを避

け、物陰や水路伝いに移動するので日撃する機会は少ない。

アナグマは肉食性であるが、カキやリンゴ、堅果類など

の植物質のものもかなり食べる。しかし、肉類の方が好物

で、ある調査によると動物質68%、 植物質が32%と なって

いる。

(6)ホ ンドテン (食肉目・イタチ科)

テンは、森林地帯を好んで生息するので、山ろくの木の

少ない場所に出現することは希である。

この地域では、樹林の多い北西側で見かけたという情報

があったが、成獣の確認はできなかった。

小俣峯男氏によると、この地域に生息するテンは、冬季

に毛の色が責色に変わるキテン (冬季でも変色しないで褐

色のままのものはスステンという)であるという。また、

フィールドサインでは林道の石の上や木の根に、特有な形

をした糞を残し、自分の縄張りの表示をするが、調査期間

中にそれを見つけるには至らなかった。

テンの餌は70%が動物質で、ムササビをはじめ、ノウサギ・リス・ネズミ・ヤマドリ・ヘビ類・カエル・

小鳥などである。

(7)ハ クビシン (食肉目・ジヤコウネコ科)

中型、大型の獣類の数が減っているなかで、ハクビシンだけは、県内のどこの地域でも数が増えてきてい

る。最近では山里だけでなく、市街地の社寺にも住みついており、繁殖までするようになった。それに
つれ

て、農作物への被害も増えてきており、ブドウをはじめ、 トウモロコシ・カキなどが食害されている。ハク

第202図 ホンドテン

第 201図 ニホンアナグマ
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ビシンは、木登りもうまく、細い枝先にも平気で登りつ

めることができる。この地域では百合ヶ丘地内と畑倉で

目撃例があるが、今後は更に多く

の情報が寄せ られる可能性があ

る。夜行性で、昼間は巣穴の中に

数頭が同居 していて、夜間には

1頭ずつで餌を探 し歩 く。餌は

果実類のほかネズミ・カエル・サ

ヮガニ・バッタ・トカゲなどで雑

第203図 ハクビシン 第204図 ハクビシンの足跡  食性である。
ハクビシンの生息地の分布を見ると局地的で山梨をはじめ、静岡・長野・神奈川 。愛知・官城・福島・愛

媛・高知県となっているが、今後においては、その分布域は次第に広がっていくものと思われる。

足跡は、キツネ・タヌキ 。テンなどとは違っており、後足は爪先からかかとまで地面につけて歩 く (脈行

性)ので容易に区別できる。

(3)ホ ンドイタチ (食肉目・イタチ科 )

イタチは、山林をはじめ、農耕地。人家付近・水辺など、

餌のあるところに出現し、ノネズミをはじめ、モグラ・カ

エル・ヘビ・魚類 。カニ 。こん虫・小鳥などを補食する。

日中は物陰や穴の中に港んでいて、夜間活動し木に登っ

たり水中に港ったりもする。早春から初夏にかけてが繁殖

期で、この期間には日中にも出歩いて餌探しをする。

この地域では山ろくの林や人家付近に生息しており、住

民の多くに目撃されている。今回の調査では、岩殿山頂か
第 205図  ホンドイタチ

ら円通寺に下る雪の山道で足跡を確認した。イタチは冬になっても冬眠することはなく、雪の下にいるネズ

ミでも鋭い嗅覚で捜し当てて補食する。補食するネズミは餌全体の50～60%を 占めており、ネズミの駆除に

は大変貢献している動物である。

(9)ニ ッコウムササビ (げっ歯目。リス科 )

ムササビは、大木のある林ならどこでも住みつく動物で、巣は木の穴や神社・お寺などの天丼裏につくる。

夜行性であるため、人の日につくことは希であるが、夕刻 (日 没時)か ら巣を出て明け方近 くまで林の中

を飛び回る。活動中の個体を見つけることは困難であるが、樹皮をかじり取って食べたり、巣の材料にした

りするので、なわばりの中の樹につけられた剥皮痕を見

ると、細かい特有の歯痕があることで生

息の確認ができる。

また、巣の中に樹皮を繊維状にしたも

のを入れる際、これを地上に落とすこと

が多いので、そのことでもわかる。岩殿山

北斜面の山ろくにあるスギ 。ヒノキの植

林地には、ムササビが剥皮 したと思われ

る食痕が見つかった。

ムササビがどの地域の林でも生息でき

ニッコウムササビ

(右下はムササビの食痕 )
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る理由は、いろいろな樹木の葉をはじめ、芽・花 。実・樹

皮 。こん虫など、多様なものを餌としているからである。

(10)ホ ンドリス (げっ歯目。リス科)

リスは、獣類の中では比較的数も多く、昼行性であるた

めによく目撃される。平地から1500mく らいまでの森林に

住みついているが、特にマツやスギの山林を好んで生息す

る。

夏と冬とでは毛色がちがい、夏毛の場合は背中の赤褐色

が白い腹部とはっきり区別できるが、冬毛では背中は灰色

になり、耳の先までふさ毛が長くなる。

リスの餌は、 ドングリやクルミ。クリなどの堅果をはじめ、マツの種子・若芽・花の苦などが主であるが、

こん虫や小鳥の卵などの動物質のものも食べる。

繁殖期は春と秋の 2回で、 1産は平均 5子である。巣は高い樹枝上のまたの部分に、細い枯れ枝を集めて

フットボール状にし、内部には樹の度を繊維状にしたものや、木の葉をしきつめる。

岩殿山では北斜面や西側の山林で何度か見かけた。

(11)モ グラ類

この地域に分布しているモグラには、アズマモグラの

ほかにホンシュウヒミズなどがある。アズマモグラは、頭

胴長 (頭から尻までの長さ)が 12～ 14cmで、地下に何層

かの横穴と、それをつなぐ上下の縦穴を掘って網状のトン

ネルの中で生活している。時に地中の古いトンネルを拡げ

たり、新しいトンネルをつくったりした時の土を地表に押

し上げて、いわゆる “モグラ塚"をつくる。地表でモグラ

の姿を見つけることはなくても、この土の盛り上がり方で

生息の確認ができる。モグラの餌は主としてミミズであるが、地中にすんでいるこん虫 (幼虫)も 補食する。

大食漢で知られているモグラは、 1頭が平均400ポ以上のなわばりの中で採食し、年間18～ 36kgの餌を食べ

ているといわれている。表土の浅い場所や急斜面では、モグラ塚を見ることはないが、有機質に富んだ土壌

のある山林や平地では普通に見つかっている。

ホンシュウヒミズは、平地から亜高山帯まで分布している小型のモグラで、頭胴長は8.7～ 10cmで ある。

全身が黒色のビロード状の毛で被われており、吻 (口先)が細く尖っている。また、前足は前種より頑文で

なく弱々しい。従って硬い土にトンネルを掘らず、ァ森林の林床などの落ち葉のつもった層の下に、直径2.8cm

程の横穴を掘って生活する。山道を歩いていると、道端の落葉がむくむくと盛り上がってくることがあるが、

これはヒミズが狭くなった通路を通り抜けようとしている時で、こうした時に落ち葉をかきわけていくと、ヒ

ミズを容易に見つけることができる。ヒミズの餌は、 ミミズや地中のこん虫などのほかに、草の根や実など

の植物質も食べることが知られている。

早朝に山道を歩くと、路傍でヒミズの死がいが転がっているのが見つかる。

(12)ネ ズミ類

ネズミ類は、種類や個体数が多い獣類だが、ほとんど夜行性であるために姿を確認することがむずかしい。

また、地下で生活するものも多く人の目に触れる機会は大変少ない。従って、ここでは文献調査に頼りなが

ら、この地域で生息しているであろう何種かについて紹介するにとどめる。

第 207図 ホンドリス

第 208図  ホンシュウヒミズ
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クマネズミは、家ネズミとしてよく知られており、人家の屋根裏やお倉などをすみかとしている。

頭胴長は約16cmで、体より長い尾がある。その生態については、詳しく分かっているので、ここでは省略す

る。

ハツカネズミは、山間の耕作地や人家付近にすんでいる小型のネズミで、頭Л同長は約 7cm、 尾長は6cm

である。分布が広く森林をはじめ、人家付近 。原野などいろいろな環境に適応して生息している。繁殖率が

高く、一年間に平均 5回以上出産し、 1産に 5～ 6子を産む。妊娠期間が20日 であることから二十日ネズミ

の名がある。

このネズミは、なわばり意識が強く、自分の尿を行動圏のなか

につけてそこを固守する。

ハタネズミは、草原や庭園・農耕地・雑草の生えた開けた森

林などにすむネズミで、頭胴長は約 1lcm、 尾が短 く、頭が大

きい。また、ほかのネズミに比べると耳が短 く先が円い。

巣は草むらの中や地面のすぐ下に編目状の通路をつくり、 1頭

あたり約150だ の行動圏のなかで生活する。繁殖期は春と秋で

1産に 3～ 8子を産む。条件が良いとこの期間中に4回以上も出

産することがある。このため個体数が急激に増えることがある。

植林地では、ヒノキやスギ・アカマツ・カラマツなどの幼れい樹を食

害し、大きな被害を出すこともある。

アカネズミは、背中が美しい赤褐色で腹部が白い。頭胴長は約12cmあ

り尾は長い。主に車原や農耕地をはじめ、明るい広葉樹林などをすみか

にしており、地中にトンネルを掘って生活している。餌は農作物も食べ

るが主食は木や草の実で、特にドングリ・クルミ・クリなどを好む。繁

殖は春と秋の 2回で、 1産は3～ 6子である。

第 2節 鳥 類

第210図 アカネズミの仔

大空に向って垂直にのびる岩殿山の岩壁は、渡り鳥たちが方向を知る目印として利用するほか、南ろくの

日溜まりは冬季でも暖かく、冬鳥たちの格好の越冬場所ともなっている。また、繁殖期のさえずり声は岩壁

に大きく反響して四方に広がり、ほかの場所では聞かれな

い美しいひびきがある。

四季を通じてみられる野鳥の種類も多く25科 64種にの

ぼることが分かった。以下、この地域で確認できた種類を

科別に紹介する。

(1)サ ギ科の鳥

山ろくを流れる桂川には、体の純白なコサギが飛来し、

日中に流れの中で小魚や甲殻類を補食しているのが見られ

る。コサギは白サギ (体の色が白いものの総称)のなかで

は体が最小で、全長は61cmあ り、嘴が黒い。

この地域では、以前には数は少なかったが、最近では次

第に増えてきている。しかし、冬季になると他地域へ移動

第 209図 ハタネズミ

第 211図  コサギ
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するらしく、ほとんど見られなくなる。

ゴイサギは夜行性の鳥で日中は水辺近くの林や繁みのなかで休息していて、夕刻より活動をはじめる。河

川のほか休耕田や人家の生け費などに飛来し、カエルやザリガニ・魚などを補食する。

人家の庭先の池から金魚や鯉の稚魚を失敬することもある。桂川や葛野川周辺の林には小さな群れがすみ

ついている。

(2)カ モ科の鳥

カルガモは、周年日本で生活するカモで冬鳥ではない。近年は

都市部でも繁殖するものが増えてきて、親鳥が雛を連れて路上を

歩くなどの光景が各地で見られるようになった。水辺の鳥である

ため、山林に入ることはなく、農耕地や河川敷で生活しているも

のがほとんどであるが、なかには広い庭のある家の屋敷内で繁殖

するものもある。

コガモは、10月 ころ北国から渡来する冬鳥で、カモのなかでは

体が最も小さい。雄では頭部が栗色で、日の周囲から頭にかけて

は緑色をしている。いつも河ヽ群でいることが多い。カルガモもコ

ガモも岩殿山ろくの桂川に飛来してくる。

(3)タ カ科の鳥

トビは、市街地周辺で普通にみられる猛禽類だが、繁殖期には

低山の樹枝上に大きな巣をつくって雛を育てる。夏季から冬にかけては街の上空にもよく飛来する。

特に岩殿山岩壁の南側には上昇気流が発生しやすく、午前10時ころからこの気流に乗って飛翔するトビの

姿が目にて9く 。

オオタカは数少ない猛禽類で、小型ほ乳類や小鳥を餌に

しているため、見通しのよい巨木の枝などに止まって獲物

を探している。

丸山公園付近は樹木が疎であるため、獲物を見つけたり

追跡したりするのに格好の狩場として利用されている。し

かし、人影の少ない早朝や夕刻時に飛来するため、ここで

オオタカを目撃できる機会は希である。

ツミは最も小型の猛禽であるが、餌はほかのタカと同様

に小型ほ乳類や小鳥などで、主に低山帯の林の中で生活し

ている。小型であることから樹林中でも巧みに飛翔し、獲

物を追うこともできる。最近では市街地周辺でも繁殖する

個体もでてきて、 ドバトやカワラヒワなどの都市鳥が襲われるようになってきた。

岩殿山周辺にも時として姿を見せ、樹枝上に止まって獲物を探していることもある。

ハイタカは、ツミより幾分大きいタカで、生息環境や習性はツミによく似ている。しかし個体数は少なく

目撃する機会はずっと少ない。岩殿山周辺でも生息している可能性はあるが、調査期間中は確認できなかっ

た。

サンバは、夏鳥として5月 ころ南の国から渡ってくるタカで、 トビに次いで数が多い。繁殖は低山の松林

が多く、地上10～ 20mの樹枝上に営巣して雛を育てる。「ピックイーッ」と高い声で鳴きながら上空を飛ぶ姿

をよく見かける。この場所でも中丸方面の樹林中で繁殖しているものがあるらしく、餌を探しながら上空を

第212図  コガモ

第 213図  オオタカ
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旋回している姿を何回か確認した。

(4)ハヤブサ科の鳥
チョウゲンボウは、近年になって都市鳥の仲間入りをした猛禽

で、市街地のビルでも毎年繁殖するようになっている。大月市内

のビルでの繁殖は確認されていないが、上空を飛ぶチョウゲンボ

ウの姿は何回か目撃している。この個体は国中方面から狩のため

に飛来するものと思われる。

チョウゲンボウの飛び方は、ほかの猛禽とはちがい、ひらひら

とはばたいたり、停空飛翔をしたりするので容易に識別できる。

(5)キ ジ科の鳥
キジは平地から標高1200mぐ らいの山地や高原をすみかとして

いるが、特に山ろくの農耕地や草原、雑木林などに数も多い。繁

殖期には平原や低木のあるやぶの中で巣づくりして雛を育てる。

登山道を歩いていると眼前を横切ったり、大きな羽音をたてて

飛び去ったりする。晩秋には小さな群れになり山林中で餌を捜し

まわる。岩殿山では、北ろくの山林や畑倉方面で多くみられる

が、冬季には丸山公園付近にも姿を見せる。

ヤマドリは山地の林内に生息するが、秋季には標高 1000m

付近の林で、ブナ・ミズナラなどの実や、ヤドリギの果実など

をついばんでいることが多い。冬季には山腹や山ろくの沢沿い

で過ごすが、この地域で見かけるのはこの時期が多い。

コジュケイは、平地から低山のやぶの多い林や林縁にすみ、

数羽の群れで行動している。

春になると大きな声で「ピイーチョホイ」などとやかましく

鳴き交う。山道では地上で餌を採っている群れに出会うことが

多いが、人との距離が近くなっても直ちに飛び立とうとはせ

ず、やぶの中を潜りぬけながら四散するのが常である。この地

域ではふもとに近いやぶの中で鳴き声を耳にする。

(6)チ ドリ科の鳥
桂川の高月橋付近の河原には、夏季にイカルチドリが姿を見せる。

この鳥は、川の中流より上の中州や河原で餌を採っていることが多

く、広い砂礫地があれば、そこで繁殖もする。秋が深まると下流域ヘ

移動するものもあるが、一部のものは冬季でもその場所に留まる。

(7)シ ギ科の鳥
イツシギは河原や沼畔の草地で繁殖し、厳冬期になるまで流れのほ

とりで生活する。いつも尾を上下に振りながら水生動物を探している

が、人が近づくと「チーリーリー」と細い声で鳴きながら流れに沿っ

て低く飛び去る。体の上面が灰黒褐色であるため、河岸の礫の中にい

る時は、周囲の色と区別しにくく、見つけるのが困難である。この地

域においては数が少ない鳥である。

第 214図 チョウゲンボウ

第 215図  ヨジュケイ

第 216図  タシギ
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タシギは、祭鳥または旅鳥として水田や川岸に渡ってくる。日中は草の陰や稲の切り株のかげなどに隠れ

ていて夕刻から活動する。長い嘴を泥や土中に押しこんで、水生動物やミミズなどを補食する。

人が近づくと「ジェッ」と鳴きながら飛び立ち、電光型に飛んでから急降下する。体の色は褐色の地に黒

斑がある地味な色なので、枯れ草の中にいる時は大変わかりにくい。岩殿山ろくの水田や桂川河川敷で少数

が見られる。

(8)ハ ト科の鳥
キジバ トは平地にも山地にも普通に見られる鳥で、俗に山鳩と呼ばれている。最近では人家の植え込みや

学校・病院などの樹の枝に巣造りするものが増えてきて、いわゆる「都

市鳥」の仲間に加えられるようになった。

繁殖期が長く、厳冬期の 1～ 3月 を除いて、何回も雛を育てる。秋季

には、河川敷や草原に数十羽も集まることがある。岩殿山をはじめ、市

内の公園でも繁殖が確認されている。

(9)カ ッコウ科の鳥
ジュウイチは、その鳴き声が「十一」と聞こえることから付けられた

名前である。 5月 ころ南の国から渡って来て深い森林にすみつく。カッ

コウ科の鳥はどの種類でも自らは巣を造らず、ほかの鳥の巣に自分の卵

を産みこんで雛を育てさせる (托卵)。 この鳥が托卵する相手 (仮親)は、

オオルリをはじめ、コルリ・ビンズイ・ルリビタキなどの山の鳥であるため、低山よりは山地で生息する。岩

殿山周辺では、中丸から大峠方面の森林中で鳴き声が聞かれる。

ホ トトギスは、カソコウより幾分遅れて南の国から渡ってくる。渡りの途中では夜中でも鳴きながら上空

を通り過ぎることもある。托卵の相手はウグイス・ミソサザイ・センダイムシクイ・クロツグミ・アオジな

どの鳥で、仮親の卵によく似た色の卵を産みこむ。

この鳥の鳴き声は情熱的で「ホッチョカケタカ、キヨキヨキョ

キョキョキョ」などと鋭い声で鳴くため、古くから人々によく知

られている。この地域でも渡りの時期には、その鳴き声がよく聞

かれる。

カッコウは、ホトトギスと同じ時期に南の国から渡ってくる。

先に渡ってくるのは雄の方で、早くなわばりを確保するために雄

同士が争うが、雌が到着するころには、なわばりも決まり、モズ

やオオヨンキリ・アオジなどの巣に托卵する。

最近では、都市部に住むキセキレイに托卵するのも増えてきて

いるため、街中でもカッコウの声が聞かれるようになった。

ツツドリは、ジユウイチとほぼ同じころ南の国から渡ってく

る。低山にはすみつかず、標高 1000mあ たりの山林で繁殖す

る。仮親は、この付近にすみつくセンダイムシクイやメボソム

シクイなどの場合が多い。

初秋のころには平地へ移ってきて、サクラの木につく毛虫を

よく補食する。この地域ではこの時期に限ってツツドリの姿が

見られる。

第 217図  キジバ ト

第 218図  カッコウ

第 219図  ヨタカ
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(10)ヨ タカ科の鳥

ヨタカは夏を鳥として5月 ころ低山や山地の開けた林に渡ってくる。夜行性で昼間は山林の太い横枝に平行

に止まって眠っており、夕刻から活動を始める。空中を飛びながら、大きな口を開けて蛾などを補食する。車

のライトが当たると、真っ赤な目だけが反射して光るので、初めて出会った人はその異様さに驚かされる。こ

の地域でも6月 から8月 にかけて希に見られる。

(11)キ ツツキ科の鳥

アオゲラはムクドリ大の鳥で、背中が責緑色をしている。低山のよく茂った林に留鳥としてすみついている。

木の幹に垂直に止まって樹皮の下にいる害虫を掘り出して食べる。人が近づくと「キョッキョッ」と鋭い

声をあげて警戒する。繁殖期には生きている樹の幹に穴をあけて、その中で雛を育てる。岩殿山々頂から円

通寺に通ずる松林では、何回も鳴き声を聞いた。

アカゲラは、アオゲラよりやや高い山にすむキツツキで、頭から背中

にかけて白と黒の模様で、雄の後頭部と下腹部が赤い。嘴で木の皮のす

き間をつついて害虫をとる習性は、ほかのキツツキと同様である。この

鳥も木に穴を掘ってその中で雛を育てるが、巣づくりに使う木は枯れた

ものであることが多い。

コゲラは、キツツキのなかでは体が最も小さく全長約 15cmほ どであ

る。体の上面は黒褐色で背と翼には白色の責斑がある。低山や山ろくの

林に留鳥としてすんでおり、数も多くどこの林でも普通に見られる。ア

オゲラやアカゲラのように警戒心は強くなく、近づいても逃げようとし

ない。

鳴き声は「ギイーギイー」と乾いた声で、枝移りする時によく鳴く。秋

冬にはシジュウカラやメジロ、ヒガラなどと混群をつくって平地の林

にも姿を見せる。岩殿山では、山頂からふもとにかけての全域に分布し

ている。

(12)ツバメ科の鳥

イワツバメは、ツバメより小型で全長が14.5cmほ どである。また喉か

ら胸、腹にかけては白く、腰も白い。以前は山地の岩場に渡ってきて営

巣していたが、近年では平地に進出してきて、学校の建物や橋の下など

人の近づきにくい場所で巣づくりするようになった。従来からいたツバ

メと競合しているため、ツバメを追い出して行動圏を広げつつある。岩

殿山南ろくではツバメよりはるかに数が多い。

ツバメは、米の減反や家屋の構造の変化などの影響から、昔に

比べると数が減ってきている。

加えてイワツバメの進出もあって、減少に拍車がかかっている。

岩殿山周辺でも、空中を飛翔しているツバメは、イワツバメの1/

3～ 1/4程度しか見られない。

(13)セキレイ科の鳥

キセキレイは水辺をはじめ、人家付近 。農耕地など、どこでも

普通に見られる。名前の通 り胸から腹にかけて鮮やかな責色をし

ており、長い尾がある。地上をよちよち歩きながら常に尾を上下

第 220図  コゲラ

第 221図  ツバメ

第 222図 セグロセキレイ
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に振っている。繁殖期になると河原の石間や人家の棟瓦の中に巣をつくって雛を育てる。 7月 ころになると

平地から高山の涼しい場所に移動し、 9月 ころ再び低地へ戻ってくる。桂川1可川敷でよく見られる。

セグロセキレイは、名前のように背中と頭が黒く、体の下面と顔が白い。留鳥であるが、真夏の暑い季節

には涼しい場所へ漂行する個体もある。河原をはじめ、農耕地。人家付近の溝など、どこにでもすんでいて

よく目につく鳥である。繁殖期には人家の建物の隙間や河原の石間などに営巣して雛を育てる。街中でも繁

殖し、車の運転席などに巣造りして話題をまくこともある。この地域では山ろくの農耕地や高月橋下の桂川

などで普通に見られる。

ハクセキレイは、日本の北部地方で繁殖して、冬季になると中部地方以南に渡ってきて越冬するセキレイ

で、色彩はセグロセキレイによく似ており、顔の細かい模様を見ないと区別がつきにくい。

この地域では、冬季に山ろくの農耕地や河川敷で姿を見かける。

ビンズイは、山地の明るい林や木がまばらにある草原などで繁殖し、夏の間はそこで過ごしているが、秋

のおわりごろから山を下って平地に移ってくる。冬季は、日だまりの地上で餌を拾っているが、セキレイ特

有の尾振りをしている。この地域では南斜面の九山公園付近でよく見られる。

(14)ヒ ヨドリ科の鳥

ヒヨドリは、最近になって数が増えてきた鳥で、山林をはじめ、公園・学校・病院・住宅地など樹木のあ

るところならどこでも見られる。「ピイーヨ、ピイーョ」という特有の声で鳴き交う情景は珍しくなくなった。

春はサクラやツバキの花の蜜、夏はいろいろの小昆虫、秋は木の漿果や熟し柿、冬はピラカンサや南天の

実など、ヒヨドリの餌になるものは数多い。

(刊 5)モズ科の鳥

モズは留鳥として周年同じ場所で生活している鳥で、小型ながら肉食

鳥である。早春のうちから低地の村落の林や、低木のある農耕地・公園

などで繁殖をはじめる。この鳥には “早にえ"と いう変わった習性があ

り、捕らえた餌の一部を木のバラや有刺鉄線に突きさしておく。秋の終

わりころになると家族生活を解いて、それぞれが単独生活をするように

なる。この時の鳴き声が、いわゆる“モズの高鳴き"と呼ばれるもので、

鋭い声で「キイーキイーッ」と鳴くあの声は秋の風物詩の一つになって

いる。岩殿山南ろくの日溜りには、冬季に虫を探しているモズによく出

会う。

アカモズは夏鳥として5月 ころ南の国から渡ってくる。平地にすみつ

くことはなく、低山の明るい林や低本のある草原・低木林にすみつく。近年数が減ってきており、この地域

で確認することはできなかったが、生息の可能性は充分ある。

(16)イ ワヒバリ科の鳥

カヤクグリは全身茶褐色のスズメ大の鳥で、夏季は高山帯の低

木林で繁殖し、冬になると山ろくの低木林や林縁のやぶに移って

くる。鳴き声が大変美しく、鈴を鳴らすようなすき透った声で「チ

リリリリ」と鳴く。冬の間も同様な声で「チンチリリ」と短 く鳴

く。南ろくのやぶのある場所で冬季に見かける。

(17)ツ グミ科の鳥

ジョウビタキは10月 ころ、中国北部やサハリンなどから冬鳥と

して渡ってくる。渡来直後はなわばりを決めるために数羽で争う
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姿が見られるが、間もなく行動圏が定まって、その中で単独生活をするようになる。平地から山地の農耕地・

河原 。公園・庭先などに出てきて抗や屋根、電線などに止まり「ヒッヒッカ、カッ」と鳴きながら地上にい

る小虫などを探している。雄は頭が銀色で顔が黒 く、胸から腹、下腹部にかけて美しい橙色をしている。

ルリビタキは、亜高山帯から高山帯にかけての針葉樹林中で繁殖し、冬季には山ろくに移ってきて暗い斜

面や渓流沿いのやぶで越冬する。雄は名前のように頭から背中、尾にかけて美しいるり色をしており、脇腹

が橙色である。日が昇って地面が暖まると、日溜りにやってきて地上にいる小虫を探す。九山公園上部の林

縁では、美しい色の雄とよく出会ったので、写真撮影を楽しむことができた。

トラツグミは全身が虎の斑に似た模様のある′専で、大

きさはムクドリくらいである。山地のよく茂った林に住

み、ここで繁殖する。この鳥は夜間に消え入るような不

気味な声で「ヒーヒョー」と鳴くため妖怪騒ぎを巻き起

こすこともある。

冬季になると山ろくの公園や人家付近にもやって来て、

ごみ捨て場でミミズなどを探したり、ヒメリンゴの実を

ついばんだりする。数は少ないが注意していれば見つけ

ることもできる。

アカハラは山地の明るい林で繁殖し、秋冬には山ろく  
第225図  トラツグミ

の林に下りてくる。警戒心が強く、人が近づくと「キョッキョッ」と高い声をあげて飛び去る。名前のよう

に腹が赤く、中央部だけが白い。主に暗い林のなかでミミズなどを探していることが多い。岩殿山では北側

斜面の林で見かけた。

シロハラは腹側が汚白色の鳥で、冬鳥として低地や低山の暗い林に渡ってくる。アカハラと同様に暗い林

のなかにいて、開けた場所にはなかなか出ないが、夕刻ごろなどになると庭先ののピラカンサやウメモドキ

の実をついばみにやってくることもある。岩殿貯木場付近で 1羽を目撃した。

ツグミは冬`鳥 としてシベリア方面から大群で渡ってくる。渡来後は小さな群れに分かれて行動するが、厳

冬期ごろから次第に単独生活をするようになる。農耕地や河原などで小虫や雑草の実などを探しているが、時

に人家の庭先にも現れてウメモドキやナンテン、ピラカンサの実などをついばむこともある。地上にいるこ

とが多く、人が近づくと「クワックワッ」と二声ずつ鳴いて飛び去ることが多い。この地域では普通に見ら

れる。

(18)ウ グイス科の鳥

ウグイスは冬の間平地に下りて来て越冬しているが、 3月 末ころから繁殖期に入り、それまでの「チャッ

チャッ」という地鳴きから一転して「ホーホケキョ」という美しいさえずりを始める。巣は低山のやぶやサ

サ原の中につくる。気温が高くなってくるとそれまで生活してい

た場所から高い場所へと移動していき、真夏には亜高山帯あたり

まで上って生活する。

ウグイスが好んで生活する場所は伐採後の低木林の下生えの中

で、深い森林中や開けた林などにはすまない。

センダイムシクイは夏鳥として 4月 下旬ころ南の国から渡って

くる。低山の落葉広葉樹林にすみつき、ここで繁殖する。「チョ

チョビィー、チチョチョビイー」というさえずり声は「焼酎一杯

ぐいっ―」と聞きならされていて、愛鳥家の間には人気がある。岩 第 226図  ウグイス
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殿山の北側や北西側の広葉樹林中で鳴き声を耳にする。

(19)ヒ タキ科の鳥

キビタキは夏鳥として 5月 ころ南の国から渡ってきて、

側は鮮やかな責色をしている。鳴き声も美しく、ピッコ

岩殿山では北西部の林で鳴き声が聞こえた。

オオルリは夏鳥としてキビタキと同じころ南の国から渡って

くる。沢沿いの林や崖のある山地にすみつき、なわばりをつく

る。雄では頭から背中、尾にかけて美しいるり色をしており、

顔や喉は黒く、腹が白い。姿も美しいが鳴き声もすばらしく、

人気の高い鳥で、密猟で捕獲されることもある。さえずり声は

「ピーリーリー、ポイヒイーピピ、ピールリピールリ、ジェ」な

どと複雑に鳴く。この地域では数が少なく見る機会は少ない

が、北西側の広葉樹林中でさえずり声が聞かれた。巣は崖の窪

みに障を使ってつくり、 4～ 5羽の雛を育てる。

(20)シ ジュウカラ科の鳥

シジュウカラは林のあるところならどこでも見られる留鳥で、頭や顔が黒く頬が白い。また、喉から腹、尻

にかけて黒いネクタイ様の帯がみられる。繁殖期以外は群れでいることが多く、秋冬にはヒガラやメジロ、コ

ゲラなどと混じって大群をつくる。 4月下旬ころからさえずり始め「ツピーツピーツピー、ッッピィー」な

どと明るい声でよく鳴く。シジュウカラ 1羽が年間補食する木の

害虫の数は、約15万匹といわれており、森林のレンジャーとも呼

ばれている。本の洞や建物の隙間にコケを運び入れて巣づくをし

雛を育てる。

ヒガラはシジュウカラよりは少し小さく、頭に短い冠羽がある。

また喉には蝶ネクタイ様の黒帯があるので区別できる。生息環境

はシジュウカラと同様であるが、針葉樹林の方を好む。シジュウ

カラに次いで数も多く、冬季には里山に集まって林の中を巡回し

ながら餌を探している。新宮洞くつから秋葉神社に通ずる登山道

沿いのアカマツ林には特に数が多い。

ヤマガラはスズメ大の鳥で、シジュウカラの仲間では色彩が最もカラフルな鳥である。雄雌同色で、頭は

黒とうす黄色の斑、背と腹は茶褐色、肩と翼は青灰色である。主に常緑広葉樹に生息するが、落葉樹の林に

も姿を見せる。繁殖期にはゆっくりとしたテンポで「ツーツーピー、ッーッーピー」と繰り返してさえずる。

ここでは、北斜面の落葉広葉樹に少数が飛来する。

(21)エナガ科の鳥

エナガは体が13.5cmと 小さいが、体の長さくらいの長い尾をもっている。背は黒とブドウ色で腹側は白く、

下腹はブドウ色をしている。全体は白っぽく、ふわふわした感じの鳥である。 3月 下旬ころから繁殖をはじ

め、群をクモの糸で綴ったラクビーボールのような形の巣をつくる。巣づくりの時は、番以外の仲間も協力

して巣を完成させる (ヘルパー制)習性がある。針葉樹林中にもいて、小群で虫を探しあるく。全山に分布

するが多くはない。

(22)メ ジロ科の鳥

メジロは広葉樹林を好んですんでいる留鳥で、頭から背、尾にかけて美しいオリーブ色をしている。春に

広葉樹林にすみつく。雄では頭や背、尾が黒く、腹

口の様な音色で長くさえずる。

第 227図 キビタキ

第228図 シジュウカ
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はサクラやツバキなどの花の蜜に集まり、秋にはイチヂクやカ

キの実に群れる。繁殖期には「チーチュル、チーチュル、チチ

ルチチル」などと美声を張 りあげてよく鳴く。秋から冬にかけ

ては、シジュウカラやエナガ、ヒガラなどと混群になり、林の

中を巡回している。ここではヨナラなどの多い宮向の林で特に

多く見うけられる。

(23)ホ オジロ科の鳥

1禁

綴

麓すす基
ホオジ回は頭や背、尾にかけて茶褐色で、そのなかに黒い縦

斑のある地味な色彩の鳥である。一見してスズメによく似てい

るので、野外では誤認することが多い。秋から冬にかけては、

数羽で群れをつくり、道端の雑草の実をついばんでいることが多

く、人が近づくといち早く飛び立ち、遠くへ逃げてしまう。この

鳥のさえずり声は大変有名で、春先になるとよく目につく高い枝

で美声を張り上げて「チョッピーチリーチョ」などと繰り返し鳴

く。そのため「一筆啓上仕り候」のほか、たくさんの聞きなしが

ある。林内にはすまず、主に開けた場所や林縁でよく見られる。

ここでは、ふもとの林や丸山公園でさえずっている雄を何度も

日撃した。

カシラダカはホオジロによく似た色彩の鳥で一見して見違える

こともあるが、ホオジロが留鳥に対して、この鳥は冬鳥として10

月ころ北国から渡ってくることで区別できる。またホオジロは冬

でも小群で行動するが、カシラダカは10～ 15羽以上もの大群でい

ることでも識別できる。農耕地や低木林・林縁などに群れていて、

地上で餌をついばんでいるのを見かける。ここでは、ふもとの林

縁でよく見られる。

アオジは、頭と頬が緑灰色で、背中は緑褐色、腹側は責緑色を

している。夏の間は標高1000m付近の林にすんでいるが、冬季は

ふもとへ下ってきて越冬する。暗いやぶの中をくぐりなが ら、

「ツッ、ツッ」と小声で鳴いて餌を拾っていることが多い。この地

域で見られるのは冬の間だけで、やぶのある場所に限られる。

(24)ア トリ科の鳥

カワラヒワは、体がオリーブ褐色で翼と尾が黒 く、その

つけ根に責色の帯が見られる。大きさはスズメくらいで、光

の当たり方で黒っぽく見える時は、スズメと誤認しやすい。

また、河原などに群れているので見過ごしてしまうことも

多い。初夏のころになると、高枝や電線に止まってセミの

ような鳴き声で「ジューイ」と長くさえずる。普段の地鳴

きは「キリリ、コロロ」と軽快な声でよく鳴く。山林にも

人家付近にも普通にみられる鳥で、スズメに次いで数も多

ヤヽ。

第 229図  メジロ

第230図 ホオジロ

第 231図  カシラダカ

第 232図 カワラヒワ
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マヒワは冬鳥として10月 ころ北方から渡ってくる。いつも群れで生活していて、ハンノキやスギの実など

をついばんでいる。頭から腹にかけての黄色がよく目立つため識別は容易である。しかし、数は少なく、こ

の地域でも見かける機会は少ない。

べニマシコは冬鳥としてマヒワと同じころ渡ってくる冬鳥である。名前のように雄では全身が薄紅色で、嘴

は短かい。数羽の小群でやぶの中をくぐりながら、地上に落ちた雑草の実などを拾って食べている。その間

はお互いの居場所を確認するため、絶えず小声で鳴き交ってコミュニケーシヨンをしている。鏡岩の下方の

やぶの中では、この鳴き声がよく聞かれた。

ウツは夏の間高い山の針葉樹林中で生活している鳥であるが、秋から冬にかけては山ろくから山地の山に

下りて来て群れで生活するようになる。春先には平地の公園にも姿を見せ、サクラの花芽 (曹)をついばん

だりする。

このためサクラの開花に影響が出たりして問題になることもある。この地域でも、九山公園にはたくさん

のサクラが植えてあるので、年によって被害を受けることもある。ウソの地鳴きは、人の口笛にそっくりで

「ヒッフッ」と鳴く声でよく踊されることがある。雄では頭が黒く、背中や肩は灰白色で翼は黒い。頬と喉が

赤く、このィ鳥のチャームポイントになっている。この地域では九山公園や奥多摩沿道のサクラの木に群れて

いる。

イカルはムクドリ大のPで、顔や頭が黒く、太い嘴が特徴で、黒い翼の一部に白斑があり、飛んでいる時

にこれがよく目立つ。鳴き声は「キヨコキーキー、キヨコキーキー」と美しくよく通る声でさえずる。 6月

の調査の折に鏡岩の下で岸壁に大きく反響して聞こえるイカルの声に耳を疑ったことがある。イカルは冬で

も気温が高い日中には囀ることがある。この付近の林内では繁殖もしているらしく、調査に赴く度によく出

会った。

シメは10月 ころ北国から渡ってくる冬鳥で、イカルのように太い嘴と

ずんぐりとした体型が特徴である。最近はシベリア地区の開発などの影

響で数が減ってきて、日本への渡来の数も少なくなっている。越冬中は

単独でくらしており、落葉広葉樹の林でカエデやシデ、マツの実のほか

枯れ葉などをついばんでいる。春の渡 りの前には群れをつ くり、北国ヘ

と旅立つ。ここでは南ろくの広葉樹林で姿を見ることができる。

(25)ハ タオリドリ科の鳥

スズメは人家のあるところならどこでもすみついている。繁殖期には

屋根瓦の下や建物の隙間に巣づくりして雛を育てる。秋になると成長し

た雛を連れて大きな群れをつくり、農耕地や河原でくらすようになる。

この時期に稲などに食害を与えることもあるが、年間の餌の種類は大

部分が雑草の実と虫である。

(26)ム クドリ科の鳥

ムクドリは、この地方で俗に “ギャーギャァー"と 呼ばれていて、果樹や農作物の害£扱いされている鳥

である。繁殖期には人家の屋根や戸袋の隙間にたくさんの巣材を運び入れて巣造りをするので嫌われるが、こ

の鳥が一年間に補食する害虫の数は約10万匹であり、農業に役立っていることも見逃せない事実である。こ

の地域では、ふもとの農耕地に群れていることが多い。また、クワの実が熟するころになるとその実をつい

ばみにやってくる。

(27)カ ラス科の鳥

カラスには、IItの細いハシボツガラスと、嘴の大いハシブトガラスがいる。この地域では前者がほとんど

第 233図  シメ
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で、農耕地をはじめ、河川敷・山林・市街地など、どこでも普

通に見られる。

最近ではその数も増えてきて、ゴミ場に集まったり、小鳥の

卵や雛を食い荒すなどのいたずらが横行してきて、自然の生態

系に悪影響を及ぼすようになった。現状では馬区除する良策がな

いため、どこの地域でも対策に苦慮している。

カケスは、低山の林に多く、林の中で「ジャージャーJと 鳴

く声をよく耳にする。体はぶどう色で、頭は白地に黒の縦斑が

ある。飛ぶときに翼の一部と腰の白い部分がよく目立つ。低山

で繁殖するが、 8月 ころからは群れをつくって行動するようになる。秋になると低山から平地へ漂行し、翌

春ころまでここで過ごす。岩殿山では、この時期に最もよく観察できる。

第 3節 両生類

両生類の生活は、水に大きく依存していることから、水源から離れた地域での生息はかなり制約されるが

カエルの仲間では、産卵場所と生活場所が離れている種類もあるので、移動の時期を知って調査をすすめれ

ば予想外の分布を把握することができる。しかし、種のほとんどは夜行性であるため、その実態を明らかに

することは極めて困難である。またほかの動物ようにフィールドサインを残すこともないので、聞き取り調

査や文献調査に頼らざるを得ない。

(1)カ エルロ

ヒキガエル (ヒ キガエル科)は、ふつう“ガマガエル"と

してよく知られている。大月市付近に生息するものは、特

にアズマヒキガエルで、日本在来のカエルの中では最大で

ある。

体長は 9～15cmであり、鼓膜がはっきりしている。繁殖

期以外はあまり水に入らず、主として陸上生活をし、日中

は草むらや倒木の下に潜み、夜間に活動をはじめ、昆虫や

小動物を盛んに摂食する。

繁殖期は4月 下旬で、山道の水溜りをはじめ池・沼・川

岸わきの止水などに、付近の山から集まってきた個体が大

集団となり「ガマ合戦」と呼ばれる産卵風景を展開する。こ

の付近では岩場や急峻な斜面を除いた落葉広葉樹林の林床

にいることが多く、やや湿気の高い場所で見つかる。

ヤマアカガエル (ア カガエル科)も 山沿いの地域に住む

カエルでこの地域では単に “アカガエル"と 呼んでいる。

晩春から秋までは、主に森林の地上で生活していて、晩

秋になると森林から産卵場所に移動するものが多い。この

カエルは産卵期が早く、 3月 には既に産卵を終え、その後

再び冬眠にはいる。繁殖期以外は山林の落葉の多い林床に
第 236図  ヤマアカガエル

いて、人が近づくと、あわてて飛び出すことが多い。この付近では北西側の広葉樹林中に生息している。

第 234図  カケス

第 235図  アズマヒキガエル

鍮

-256-



アマガエル (アマガエル科)は、平地や低山に住むカエルで、体色を変えることでよく知られている。 5

月～ 7月 にかけて水田や水たまりに産卵し孵化した幼生は夏まで水中で過ごすが、体重が0.5gほ どに成長す

ると陸に上って生活するようになる。夕立が来る前兆に「クエックエックエックエッ」とよく鳴くので生息

場所がわかる。地上にいることは希で、低木や草の上で生活している。乾燥の激しい場所を除けば、どこで

も普通に見られる。

第 4節  は虫類

(1)ト カゲロ

ニホンカナヘビ (カ ナヘビ科)は、 トカゲによく似ていて、こ

の地方では “カナビッチョ"と 呼んでいる。姿や形はトカゲと同

様だが体の表面がかさかさした感じの鱗で覆われているので区別

できる。また尾が大変長い。主にやぶと草地の入り混じったと所

にすみ、草木の陰にかくれているが、日射しが増してくると日光

浴をするために出てくることが多い。日陰の森林中にはすまず、日

当たりの良い場所を好んで生活している。岩殿山では南ろくのや

ぶで見られる。

三ホントカゲ (ト カゲ科)は背面の鱗がなめらかで光沢がある

ことで、前種と容易に区別できる。                コ~Ψ `申 ′ソノ ~

生息場所はカナヘビと同じ場所で、時に混棲していることもある。やはり南ろくの日だまりでよく見られ

る。

(2)ヘビ亜目

アオダイショウ (ナ ミヘビ科)は、日本の本上では最大のヘビで、成長すると2mに なるものもいる。全

身が褐色を帯びたオリープ色で、その中にうす黒い四本の縦条が見られる。胴の横断面がかまぼこ形をして

いるため腹面の両側が角張っていて、ここをひっかけて樹に上ることができる。ネズミ類の天敵で、ネズミ

の駆除に役立っているが、小鳥の卵や雛などもよく補食する。山林や草地、人家付近にもすんでいて、どこ

でもよく見られる。

特に岩場の多い西斜面ではよく出現する。

シマヘビ (ナ ミヘビ科)は麦わら色の背に4本の黒褐色の縦条のあるヘビで、平地から低山にかけての森

林や河原などにすんでいる。敏感なヘビで、人気を感じると素早く逃げてしまうことが多い。主な食物は両

生類や爬虫類であるが、小鳥や小型ほ乳類も補食する。日当たりの良い場所ではトカゲを追いまわしている

姿をよく見る。

気が荒く、人が追いつめると体をくねらせて攻撃ポーズ

をとり咬みついてくることもある。

やはり南ろくの日当たりの良い場所で見られる。

ジムグリ (ナ ミヘビ科)は背面が暗褐色の地に小さな黒

斑のあるヘビで、クリーム色の腹側には角張った黒斑が見

られる。臆病な性質のため、人気がするといち早く物陰に

潜りこんでしまう。

食物はネズミ類やヒミズで、ヒキガエルなどは補食しな

第237図 カナヘビ

第 238図  シマヘビ
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い。上に潜りやすいように、下あごが後退し、上あごの前縁がこれに覆いかぶさっているほか、頚部もくび

れていない。ここでは北東斜面の暗い林のなかで見られる。

ヤマカガシ (ナ ミヘビ科)は山林の沢沿いにいることが多く、

から秋にかけては活動が活発になり、山道に現れることもあ

る。追いつめたりすると体の前部をもち上げて頚を平たくし、

攻撃ポーズを見せる。頚部には、有毒な波がたまっている頚腺

があり、深く咬みついた場合には奥歯に沿ってこの波が注入さ

れることもあり、極めて危険である(唆症被害によって死亡し

た例もある)。 山林内では大きなヒキガエルをくわえて動けな

くなっているヤマカガシによく出会う。この地域では岩場以外

の山林中に分布している。

主にカエルや小魚などを捕食している。夏

ニホンマムシ (マムシ科)1ま有名な毒ヘビであるが、数は少  第239図 ヤマカガシ

なく性質もおとなしいヘビであるから、むやみに恐れることはない。しかし、鼻孔と限の間にある筒はピッ

ト器官と呼ばれ、0.ユ℃の温度差を感知する赤外線レーダーの役目をもち、僅かな温度差を感じた場合でも反

射的に咬みつくので踏みつけたりしないよう注意しなければならない。この地域では岩場も多く、冬眠場所

として適しているので、山歩きには注意が必要である。

第 5節 昆虫類

昆虫類は、種類や数が多く、発生期も一様ではないので短時間

の調査でその生息状況を把握することはできない。昆虫のなかで

も最も人気のあるクワガタムシでさえ、日本で25種が知られてお

り、その全種類を採集するだけでも10年 くらいはかかる。従って、

ここで紹介する昆虫は、よく知られている蝶類・セミ類・甲虫類

の一部を、主として文献に依り紹介するにとどめたい。

(1)蝶 類

アゲハチョウ科では、キアゲハ、アゲハをはじめクロアゲハ、オ

ナガアゲハ、カラスアゲハなどが分布すると思われる。

シロチョウ科では、モンキチョウ、キチョウ、ツマグロキチョ

ウ、モンシロチョウ、スジグロチョウなど。

マダラチョウ科では、アサギマグラ (秋季)。

テングチョウ科では、テングチョウ (6月 頃)。

ジャノメチョウ科では、ヒメウラナミジャノメ、ヒメジャノメ、

ヒカゲチョウ、クロヒカゲ、キマグラヒカゲなど。

タテハチョウ科では、ゴマグラチョウ、オオムラサキ、スミナ

ガシ、イチモンジチョウ、コミスジ、サカハチチョウ、アカタテ

ハ、ルリタテハ、ウラギンヒョウモン、ギンボシヒョウモン、ウ

ラギンスジヒョウモン、ヒョウモンチョウなど。

シジミチョウ科では、ウラゴマグラシジミ、ウラナミアカシジ

ミ、ミドリシジミ、オオミドリシジミ、フジミドリシジミ、カラ

第 240図 アサギマダラ

第 241図  ウラギンヒョウモン
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スシジミ、 トラフシジミ、キマグラルリツバメ(県指定天然記念物)、 ゴイシシジミ、ベニシジミ、ヤマトシ

ジミ、ルリシジミ、ツバメシジミ、ミヤマシシジミ、ゴマシジミ、ウラギンシジミなど。

セセリチョウ科では、ダイミョウセセリ、イチモンジセセリ、チヤバネセセリ、チヤマダラセセリ、ミヤ

マセセリ、ギンイチモンジセセリ、コチヤバネセセリ、オオチヤバネセセリなどである。

(2)セ ミ類

ニイエイゼミをはじめ、アブラゼミ、ハルゼミ、ミンミンゼ

ミ、ヒグラシ、ツクツクボウシなど。

(3)甲虫類

カブトムンをはじめ、ルリクワガワタ、チビクワガタ、ミヤ

マクワガタ、ノコギリクワガタ、コクワガタ、ヒラタクワガタ、

オオクワガタなど。

カミキリムシの仲間では、アカハナカミキリ、ノコギリカミ

キリ、ヒラタカミキリ、 トラフカミキリ、ヨツスジハナカミキ

リ、キボシカミキリ、エグリトラカミキリなど。

参考文献

第 242図  オオクワガタ
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第 5編 岩殿山研究の総括

本編では今回の岩殿山研究の総括を述べてみたい。まず、調査は大月市教育委員会から委嘱をうけた考古

学、城郭史、文献史学、民俗学、建築史、都市史、仏教彫刻史、地球科学、植物学、動物学などの研究者が

岩殿山を総合的に科学しようと「岩殿山総合学術調査会」(清雲俊元会長)を立上げ、平成 7年度から平成 9

年度まで3ケ 年にわたって精力的に調査に取り組んだ。各研究分野とも現在確認できる全ての資史料を駆使

し、かつ分析・解析を試み、可能な限り岩殿山の全貌に迫った。その報告書が本書である。

特にこれまでの歴史研究に加え、岩殿山という自然体系にも範囲を拡げ、地形、地質、植物分布、動物生

態調査も並行して実施し、これが集大成されるに至ったことは本県における歴史研究の上でも学史に残る総

合調査の一つとなった。調査の方法、手順については第 1編第 2章でふれている。

さて岩殿山は、岩肌を露出、かつそびえ立つ堂々とした偉容を誇り、その自然景観は正に壮観であり、古

代から山岳4多験道場の宗教的な聖地としての「場」となったが、その理由は現地に立つと容易にうなずける。

また、後の戦国期には山頂に山城としての機能をもった時代があり、これが後に「岩殿山=岩殿城」とし

て前面に押し出され、城郭だけ突出してきた感がある。また研究の方も城郭研究が先行してきた経緯がみら

れる。

岩殿城に関わる歴史研究は、主なものを拾うと、これまでに小林利久 (1967)、 柴辻俊六 (1974・ 1988)、 中

沢信吉 (1978)、 鈴木美良 (1986)、 小峰裕美 (1987)、 堀内亨 (1988)等 によって行われており、それらをふ

まえ萩原三雄 (1989)は総括的に「岩殿城の史的一考察」(山梨県考古学論集Ⅱ)と して取りまとめた。その

論文の中で「なぜ小山田氏本城説が深く浸透し定着してしまったのか。根拠が薄いにもかかわらず 属甲斐国

志』以来の通説としてその枠を越えずに追随する歴史研究のあり方と姿勢は、そろそろ見直しせざるを得な

い時期に来ている」と述べているが、今回の調査は、その見直しをも包括した総合調査で大きな意義があっ

た。

岩殿山関係については一次的な直接資料が少ない中で、これまでに確認されている歴史史料 (文献史料、地

誌、絵図など)と 、さらに新たな資料の収集を行い、さらには考古学による発掘調査を実施し、遺構や遺物

資料など新たに加え、詳細に分析が試みられた。

調査の結果は、第 1編序章につづき、第 2編で「岩殿城の研究」報告がされている。その中の第 1章研究

略史では、小山田氏要害説が定着した経緯に触れ、また武田氏築城・経営説が提起されるに至った状況、さ

らに岩殿城研究が「一次的な文献資料が極めて少ない中で、歴史解釈されてきたが、これからは発掘調査の

結果をふまえ慎重に検討していく必要がある」 (数野雅彦)と いう現状認識がまず示されている。

第 2章で岩殿城の歴史環境に触れ、第 3章では岩殿城の縄張について、特に頂上部分の縄張は地形実測図

をもとに現地踏査の情報を加え、今回新たに作成 (第 1図・第 2図)され、城郭の構造や通路などが検討さ

れた。築城にあたって山頂を改変しているものの自然地形を生かした縄張となっていることが確認された。

本城は当初小山田氏の本城とされ、その後武田氏直轄と位置づけられ、さらに天正10年武田氏
・vin亡後の甲

斐国領有をめぐる徳川氏と後北条氏の戦いの際に、一時的にこの地域が後北条氏に制圧されたことから幾度

かの改変が想定され、こうした情勢も視野に入れて、この城の縄張や構造を再度考える必要があるとした

(畑大介)。 そして飯村均氏が言われる山城ができる「場」として聖地が選ばれるケースがあるというとおり、

岩殿城は前提となる円通寺の信仰空間を取り込む形で縄張構成されているところに特徴があるとしている。

第 4章では岩殿城の考古学調査報告がされているが、今回の総合調査ではじめて試掘調査が実施された。発
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掘現場の通常山頂部と呼ばれるところは、標高610m前後の西側と635mほ どの東側との 2つのピークがみら

れ、その鞍部にあたる位置で、『甲斐国志』ではこの山頂部に「一ノ堀」「ニノ堀」「本城」「馬場」「大門口」

「蔵屋敷」「亀ヵ池」「揚木戸門」などの伝承があるが、今回の試掘調査は、それら伝承のなかの遺構確認が大

きな課題であった。現在遺構が存在し確認できるものは 2つの壕 (一ノ堀・ニノ堀)と湧水池 (亀ヵ池)の

みで、他は地形や伝承によって比定されているだけ、という現状をふまえ、試掘調査は平成 8年度に「蔵屋

敷」と伝えられる山頂の平坦部で始まった。また「亀ヶ池」とみられる池の試掘調査も行った。

「蔵屋敷」と伝えられる山頂部からは、出土遺物がみられ、平成 9年度も引き続きその周辺を拡張し調査し

た。発掘地点は広い平坦地のごく一部であるが、何らかの遺構が狙える場所にトレンチを設定したものであ

る。

亀ヶ池は『甲斐国志』には「池ニツ常二水ヲ湛エテ…」とあって、一つが「亀ケ池」、もう一つが「馬洗水」

とあり、二つで「亀ケ池」と言われているところの発掘調査であった。

平成 8、 9年度に行われた「蔵屋敷」と伝えられる山頂平坦部の調査では第 6図の状態で遺物の分布と弧

を描いた竪穴状遺構を確認。また「亀ヶ池」については第 5図の遺構が検出された。

山頂平坦部からの遺物は陶磁器片計117点 と粒状の炭化集塊 2点で、陶磁器の中には瀬戸祖母懐の茶壺が

ほぼ完形に近い状態まで復元された。祖母懐の茶壼は山梨県内の出土例として韮崎市の新府城跡、下部町の

湯之奥中山金山遺跡にみられる。

遺物的には14世紀前半の常滑の甕、16世紀前半の染付碗、16世紀中葉の瀬戸・美濃産の天目茶碗、16世

紀後葉の上志戸呂系がみられる。また銭貨は初鋳が11世紀初頭の北宋銭のみ数点がみられた。中世後期や末

期の遺跡からは明銭の「洪武通宝」や「永楽通宝」などが出土する例が多いが、この調査区からは確認され

ていない (畑大介)。 そして粒状の炭化塊はすべてアワであった (新山雅広)。

試掘調査で得られた成果と課題については、広い山頂鞍部の中で、幅 lmの トレンチはあまりにも規模が

小さすぎた感があるとしながらも(杉本正支)、 表土が予想外に厚かったこと、ローム層が良好な堆積状態で

あったことが確認できたことは、将来本格的な発掘調査が実施されたときに、遺構などの発見に期待が残さ

れた。

今後の考古学調査の課題として『甲斐国志」にある地名の比定や機能の検証、山頂部における修験道の痕

跡の確認など、残された課題は多い。城域内の地名についても「池」など遺構が残るものはともかく、根拠

が示されないまま場所が比定され、正面という意味の「大手」に「門」があったことになっているが、この

ような実態とともに、必要以上の美化は問題が多く「天守閣を備えた居城」と思い込んでしまう人はかなり

多い。今後、岩殿山の実態を整理していく上でも、それぞれの名称を整理し、明確な検証が研究の発展につ

ながる前提としている (杉本正文)。

この他、発掘調査は岩殿山南面下方にある、通称「丸山」の公園整備の一環として調査が行われた (第 13

図)。 自然に残された地形を利用し、肩から裾にかけ人為的に形を整えていたが、時期を決定づける出土遺物

はみられなかった。

また岩殿山の635mの東側山頂には、約300∬の平坦地があるが、現状は電波中継アンテナの鉄塔用地や、

大月市の防災無線中継局舎やアンテナが設置されているが、現状が維持されている約32だを対象に発掘調査、

鉄塔新設予定地から6カ所の穴が確認された (第 15図 )。 この穴は柵であったと推測される。時期を示す遺

物の出土はなかったが山岳修験に関する可能性は低く、城郭関連の施設痕とみられる (杉本正文)。

第 5章は岩殿山麓の集落空間構成に関する研究報告がまとめられている。その第 1節では集落の分布と特

徴に触れているが、桂川と葛野川に挟まれた岩殿山の山麓には浅利・強瀬・岩殿・畑倉などの集落が点在し

(第16図 )、 近世以降、いずれも山間部の純農村的な集落となっているが、その中でも強瀬は、猿橋から花咲
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へ抜ける甲州道中の脇往遠に位置する「宿」系の集落として、また岩殿は岩殿山七社権現等の「門前」系の

集落としてやや特殊な位置を占めていたと考えられるとしている (伊藤裕久)。 資料的には旧賑岡村 (強瀬
。

岩殿・畑倉地区)の地籍図、都留郡賑岡市卜之内強瀬組全図 (絵図史料)、 岩殿城跡を描いた近世絵図などから

解析を進め、また『甲斐国志』巻之十九、村里部にみられる文化 3年頃の集落規模と近世後期における集落

規模を比較し、平坦地に多くの田畑をもつ畑倉村が大きくなっている姿を確認、さらに近世初頭の検地では、

岩殿・畑倉は強瀬に属し「小畦村」と称され、文禄 3年及び慶長15年の村高は小畦村589.460石 、浅利村77.850

石。それが寛文 9年の検地では強瀬村 200.355石、岩殿村 69.463石、畑倉村 304.346石 となっており、分村し

ていることが確認できた。

これらの集落群は、古代に建立され15世紀以降に発展した岩殿山円通寺及び岩殿明神 (七社権現)の周辺

集落として、中期末期には既に成立していたことを明らかにした (伊藤裕久)。

特に強瀬村は永正17年に大破した円通寺再建・復興で有力住民から寄進があったことから、岩殿山円通寺

に密接に関係した集落として、16世紀初期にはかなり発展した集落が形成されていたと推定。またこれらの

集落と戦国期における岩殿城との関係については直接的な文献史料はないが、第 2節集落空間構成の復原的

考察において、強瀬 (「宿」系集落)、 岩殿 (「 F]前」系集落)と して空間構成が特徴づけられると分析してい

る (伊藤裕久)。

その第 2節集落空間構成の復原的考察では、 1で強瀬集落形態―「宿」系集落―を詳細に分析し、(1)で集

落空間構成の特徴を考察し、 (2)では絵図史料から集落空間構成の復原的考祭が試みられている。小学名、御

所、寺社の立地、上組・下組の分布と屋敷形態まで解析している。 2では岩殿の集落形態―「門前」系集落

―に触れ、(1)集落空間構成の特徴、(2)明治初期の宅地構成まで触れている。

そしてこの章の「まとめ」では、岩殿の集落空間構成について復原的考察を加えた。極めて断片的な史料

の分析であるが、近世初期以前の岩殿集落は、円通寺の境内に成立した小規模集落であったことが推定され

る。その集落形態は、近世初期に成立した常楽院・大坊の屋敷を中心に、南北往還に至るまでの参道の両側

に集中している。寛文期以降、18世紀中頃までには南北往還の東側や南沢を隔てた中丸地区などの「年貢地」

に多くの新屋敷が設立され、集落の大規模な拡張が行われていることが判明したと述べている (伊藤裕久)。

総合調査の大きな成果である。

第 3節では、古絵図や検地帳の照合、現地踏査などが行われ「御所」の存在が明らかになったが、この御

所の性格を探るべく試掘調査が行われた。ただし「御所」に該当する地点は精密機械工場敷地内となってい

るため、明らかに御所から外れた隣地であるが、何かの手がかりが得られる可能性を追って、隣接する休耕

地を選定、試掘を行った (第 47・ 48・ 49図 )。 出土した遺物は平安時代の必、奏の破片で中世の陶磁器などは

みられなかった。

第 6章は岩殿城の伝説・伝承ということで民俗学の立場から取り組んだ。岩殿山周辺には永い歴史を物語

る数多い伝説・伝承・民話が残されている。これらには岩殿山や岩殿城に関わる歴史像が見え隠れしている。

第 7章では岩殿城周辺の城郭について触れている。この中で桂川流域の城郭を武田家滅亡以前の戦国時代

に築かれたとしているが、武田家減亡後の天正壬午の戦いで甲斐国内の城郭が築造・改修された可能性が極

めて高く、県内の城郭を考察する場合、天正壬午の戦いが大きな画期の一つとしてとらえることが重要だと

している (山下孝司)。

第 8章は岩殿城研究の考察で、今回の岩殿城調査の史的意義と今後の課題が述べられている。当初から予

期していたが直接的な資史料に欠け、今回の総合調査においても明らかにできなかった点は少なくなかった。

しかし全体測量などつうじ規模や構造がより鮮明になった。また蔵屋敷といわれる山頂平坦部での出土資料

は、今後の全容解明の重要な糸日として評価される。特に出土遺物からみると16世紀半ばには岩殿城が存在
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していたことが明らかとなった。そして本城の立地が山岳修験の場である円通寺等の聖域内に存在する意義

が取り上げられている。さらに本城の眼下に広がる集落が、今回新たに解明されたことは特筆される。今後

資史料の蓄積と動向をみながら息長く論ずべきだろうと述べられている (萩原三雄)。

第 3編は旧円通寺の研究報告がされている。第 1章旧円通寺の立地と歴史環境では、10世紀前半には存在

し、修験の中心的寺院で、岩殿山の自然環境が修行に適していたところであった。寺域は修行を考えれば全

山に及んだとみられる。円通寺の解明は、都留郡の歴史的空白である古代から中世を埋める手がかりにつな

がるとしている (福田正人)。

第 2章は旧円通寺の歴史にふれている。岩殿山南東麓に伽藍を配した天台系修験の寺院で、「甲斐国志史料」

の永正17年 (1520)の棟札によれば大同元年 (806)の建立。円通寺は七社権現を中心に観音堂、二重塔、新

宮などがあり、その別当寺として常楽坊、大坊があり、大坊には真蔵院が存在したと言われている。

第 3章では旧円通寺の研究略史に触れているが、1000年以上に及ぶ年月を経ながらその起源と盛衰の経過

は判然としていない。理由は旧円通寺に関する十分な調査と研究がごく最近までなされなかったことによる。

また残存する有力資料も僅少であることを一因としている (井上豊)。 昭和 43年の大月市史編纂にともなっ

て円通寺に関する研究が始まったといわれるように旧円通寺研究は、正にその緒についたばかりの状態にあ

る。

第 4章は旧円通寺の考古学調査報告である。第 1節は試掘調査を行った三重塔跡であるが、現存する絵図

(第 67図 )と現在の地形図を検証し位置を特定し、麓部分の観音堂 。三重塔などが配置されていた区域を封

象とした。しかし現地は国道139号、市道宮古橋線に分断され、また住宅などの建物で、境内とみられる平

地もコンクリートで覆われるなど、長い年月での改変が大きく、試掘地点はわずかな平地に限られた。また

調査結果でも三重塔に関連する礎石、基壇などの確認はできなかった。出土した陶磁器は大半が細片で復元

できる資料はなかったが、18世紀代の備前系染付九碗で車花文が施されたもの、灰釉を施釉した瀬戸・美濃

系の陶器碗や、18世紀後半のもの、さらには現代のものに及んでいる。これらは考古学調査の成果である。

また調査区から銅銭と鉄銭の「寛永通宝」、鉄銭の「永楽通宝」と「文久永宝」など銭貨の出土があった。

「寛永通宝」のうち最古銭は寛文 8年以降の文銭で、その前の古寛永はみられず、これがこの地点の時期的な

側面を反映していると推測している (畑大介)。

第 2節の新宮洞窟 (第 74図)は、現在コンクリート製の祠の台座と石仏 2外 (いずれも馬頭観音)の人工

物がある。洞窟内には天上から剥がれた礫岩塊がいくつかみられる。この中へ 2× 4mの小 トレンチをいれ

調査し4点ほどの遺物を採集した。18世紀後半頃の備前系の染付筒形碗、18世紀後半～19世紀前半の鉄釉が

かかった瀬戸・美濃のペコカン徳利、18世紀の備前系の白磁の瓶 (徳利)、 それに明治15年以降の瀬戸・美

濃の酸化コバルトの型紙絵付碗などである。これらから、ここが江戸時代に何らかの信仰対象の場となって

いたことが確認できた (杉本正文)。 しかし、この場所は地形的・地質的条件から危険がともない、発掘調査

は非常に困難なところである。

第 5章旧円通寺の諸建築では、円通寺の建築構成に関して報告されているが、円通寺伽藍の造営とその後

の経緯について、これまでの史料記載を明らかにする必要があるとした上で、『甲斐国志』の記載事実の見直

しを図りながら、建造物の検証が行われている(渡辺洋子)。 全ての建造物に解析が加えられており、今回の

調査の成果が反映されている。

第 6章では、旧円通寺の彫刻に触れている。真蔵院境内の収蔵庫に納められた木造十一面観音像二赤と木

造七社権現像七外 (県指定文化財)の九赤の調査が行われた。これらは『甲斐国志』に、円通寺より伝えら

れた像とされ、今回の総合調査で再吟味されたことは大きな成果として残ったといえる。第 7章で岩殿山の

北麓にある洞窟の新宮洞窟にふれている。東側の七社権現の洞窟とほぼ同じ頃、同じ職能をもった別院があっ
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たと推定されているが、資料が少なく研究も手つかずの状況にあった。今回の調査では『甲斐回志』以前の

資料に着目し調査が進められた(井上豊)。 第 8章では旧円通寺蔵大股若経にふれているが、岩殿の真蔵院に

はかつての円通寺に伝来された600巻が、現在533巻 (大月市指定文化財)残されている。般若経には智感に

よって開版された「智感版」と近江守護佐々木氏頼により康暦元年に刊行された「崇永版」から成り、表紙

には「大般若波羅蜜多経巻第○○」の木版による外題を記した紙が添付され、その下に「岩殿山」との墨書

が記されている。これが永年の使用で外題を記した紙を失い、墨書も判読不明までに摩減したものも少なく

ない。「岩殿山」が確認できたのは333巻、うち四七九には「岩殿山円通寺」とあった。これらはす
べて円通

寺に関わるものとして評価された (秋山敬)。 別編第 2章で旧円通寺蔵大般若経刊記・墨書一覧が添付されて

いる。また円通寺本の成立事情を物語るのみでなく、智感版・崇永版の存在形態や版経の地方受容の問題を

考える上で、興味深い視点を与えるものとして今後の検討が期待されるとしている(秋山rJA)。 第 9章は旧円

通寺研究の考察で清雲俊元によってまとめられている。さらに、別編の第 1章では岩殿城及び諸宗教施設
・岩

殿市など岩殿山にかかわる文献資料を集成した (堀内亨)。

さて第 4編は今回の総合調査の特筆で「岩殿山の自然」として第 1章で岩殿山の地形
。地質にふれている。

第 1節は岩殿山の地形・地質的位置を解説、第 2節で岩殿山の地形・地質にふれ、第 3節では岩殿山周辺の

自然遺産と自然災害に及んでいる。第 2章は岩殿山の植物で、第 1節で植物相の概要、第 2節で植物分布の

構成要因、第 3節で登山道に沿って見られる植物、第 4節で植生、第 5節で注目すべき植物、第 6節で植物

目録が一覧されている。第 3章では岩殿山の動物にふれ、第 1節獣類、第 2節鳥類、第 3節両生類、第 4節

は虫類、第 5節昆虫類までが総合調査の中で行われた。

岩殿山の一枚岩に見える景観も構造的には極めて複雑、不整合といわれる断層の露頭などが観察でき、ま

た岩殿山の下、高月橋直下に見られる岩盤など、学習材料の宝庫としてとらえられる。その地形の上に成り

立っている岩殿山には、数多い植物相と動物相が観察できるが、この豊かな自然という歴史舞台の上で展開

された旧円通寺の歴史、岩殿城の歴史を重ね合わせると、この自然遺産・文化 (歴史)遺産は、地域の尊い

宝であり、観光資源でもある。地域の皆さんが誇りに思い、この環境を壊すことがないように大切に守り、子

供達に語 りつないでいくことで、地域の豊かな発展につながっていくと考えられる。 (谷ロー夫)
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バ
、
前

ハ
桂
川
ヲ
隔
テ
、
大
月

・
駒
橋

・
殿
上

・
猿
橋
等
ノ
諸
村
眼
下
二
連
り
、
北
ハ
畑
倉

・
奥

山
、
又
東
南
二
岩
殿
・
強
瀬
ノ
諸
村
山
下
二
在
り
、
周
回
凡
三
十
町
余
、
又
北
ノ
方
堀
岸

ヨ
リ
半
町
許
登
リ
テ
平
地
ア
リ
、
出
丸
卜
云
、
小
山
田
氏
ノ
比
ハ
、
此
山
上
二
士
多
ク
在

呑
セ
シ
ナ
ル
ベ
シ
、
軍
鑑
二
駿
河
二
久
能
、
甲
州
二
岩
殿
、
上
州
二
吾
妻
、
三
所
ノ
名
城

ト
ア
リ
、
武
田
家
ヨ
リ
モ
番
兵
ヲ
加
へ
置
シ
ヤ
ラ
ン
、
童
謡
二
岩
殿
山
で
国
み
れ
は
国
こ

ひ
し
矢
立
の
杉
か
み
え
候
、
此
謡
ハ
久
シ
ク
在
香
二
倦
ミ
故
郷
ヲ
思
フ
サ
マ
ナ
ル
ベ
シ
、

小
山
田
ハ
中
津
森
、
又
谷
村
二
居
館
ア
リ
、
此
山
ヲ
バ
要
害
二
構
ヘ
タ
リ
、
行
程
凡
三
里
、

〔巻
七
二
　
（神
社
部

一
七
下
し

一
、
岩
殿
七
社
権
現
―
岩
殿
村
―
　
本
村
産
神
、
祭
礼
七
月
十
七
日
、
別
当
本
山
修
験
常
楽

院
、
事
見
仏
寺
部
、
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〔巻
九
〇
　
（仏
寺
部

一
七
下
し

一
、
岩
殿
山
円
通
寺
―
岩
殿
村
―
　
黒
印
寺
領

一
町
人
段

一
畝

一
歩
、
堂
敷
地
七
百
五
十
坪
、

本
専
十

一
面
観
音
、
行
基
作
、
別
堂
本
山
修
験
常
楽
院

・
大
坊
、
相
伝
大
同
元
年
創
造
棟

札
ア
リ
、
如
左
、

〔同
〕

棟
札
之
事
　
行
基
菩
薩
建
立
、
大
銅
元
年
以
来
到
永
正
十
七
年
、
依
而
及
大
破
、
灸
上
総

国
住
僧
賢
覚
阿
閣
梨
為
本
願
、
進
万
民
之
処
、
少
破
修
理
畢
、
拇
而
御
奉
加
之
事
、

（小
山
田
）

鳥
目
百
匹
武
田
左
衛
門
大
輔
信
友
、
駒

一
匹

。
太
刀

一
腰
当
郡
主
護
平
信
有
、
駒

一
匹

。

太
刀

一
腰
平
藤
丸
上
之
奉
行
、
駒

一
疋
・
太
刀

一
腰
藤
原
道
光
下
之
奉
行
、
太
刀

一
腰
源

実
次
、
駒

一
疋

・
太
刀

一
腰
継
吉
、
駒

一
疋

・
太
刀

一
腰
藤
原
実
吉
、
駒

一
疋

・
太
刀

一

腰
藤
原
長
吉
、
駒

一
疋
・
太
刀

一
腰
源
恵
長
、
駒

一
疋
源
重
胤
、
駒

一
疋
家
重
、
三
百
文

白
洲
信
重
、
弐
百
文
内
匠
助
長
吉
、
五
百
文
其
時
当
郷
御
代
官
長
沼
以
秀
、
五
百
文
奥
秋

神
右
衛
門
尉
長
吉
、
三
百
文
牛
田
若
狭
守
、
二
百
文
奥
秋
大
蔵
、
百
文
禅
佑
、
五
百
文
強

瀬
四
郎
三
郎
、
一扉
之
本
願
志
村
左
近
進
長
吉
、
駒

一
疋
強
瀬
六
郎
右
衛
門
、
同
所
三
百
文

人
郎
右
衛
門
、
三
百
文
藤
崎
匠
勝
右
衛
門
、
―
按
二
行
基
者
、
天
平
十

一
年
二
月
二
日
入

寂
、
年
八
十
二
、
先
大
同
元
年
己
二
五
十
八
年
、
時
代
大
二
違
ヘ
リ
、
然
レ
ド
モ
古
来
斯

ク
伝
説
ス
レ
バ
、
其
頃
ノ
創
造
タ
ル
ベ
ン
、
塔
ノ
升
形
ニ
モ
、
承
平
三
年
七
月
廿
五
日
、
大

檀
那
孝
阿
禅
尼
ト
ア
レ
バ
、
旧
刹
タ
ル
コ
ト
可
知
、
―

○
秋
元
氏
修
理
棟
札

岩
殿
山
棟
札
之
事
　
行
基
菩
薩
御
建
立
、
大
銅
元
年
以
来
到
永
正
十
七
年
、
依
而
及
大
破
、

灸
武
田
左
衛
門
大
輔
信
友
修
理
畢
、
其
後
到
承
応
三
甲
午
年
破
損
、
依
而
隻
当
郡
主
秋
元

越
中
守
富
朝
公
修
理
畢
、
灸
奉
行
町
田
五
左
衛
門
尉
、
承
応
三
甲
午
天
人
月
吉
辰
、
大
工

奉
行
竹
田
小
右
衛
門
、
大
工
頭
花
田
長
右
衛
門
、
棟
梁
花
田
助
右
衛
門
、
別
当
権
大
僧
都

明
賢
法
印
、
権
大
僧
都
明
尊
法
印
、

〔同
〕

行
基
菩
薩
御
建
立
、
大
銅
元
年
以
来
永
正
十
七
年

・
承
応
三
稔
両
度
破
損
、
其
後
貞
享
二

乙
丑
年
及
破
損
処
、
当
郡
主
秋
元
摂
津
守
喬
朝
公
修
理
畢
、
普
請
奉
行
近
藤
重
兵
衛
、
子

時
貞
享
二
乙
丑
四
月
吉
辰
、
城
代
高
山
伝
右
衛
門
繁
文
、
別
当
常
楽
院
高
賢

・
高
尊
、

唐
銅
灯
籠
二
掛
、
奉
納
岩
殿
山
観
音
堂
、
願
主
従
四
位
下
行
谷
村
侍
従
但
馬
守
藤
原
朝
臣

秋
元
喬
朝
、
宝
永
甲
申
年
十

一
月
十
七
日
、

絵
馬
二
面
、
狩
野
洞
元
邦
信
筆
、
奉
掛
御
宝
前
、
元
禄
十
年
丁
丑
関
二
月
五
日
、
戸
田
氏

忠
真
寄
付
、

○
寺
宝
　
大
般
若
経
六
百
巻
、
奉
施
入
甲
斐
州
都
留
郡
岩
殿
山
円
通
寺
、
応
永
六
年
己
卯

六
月
、
勧
進
僧
順
翁
有
勉
知
客
、
金
剛
仏
子
明
賢
、
十
三
百
廿
人
巻
尾
、
永
和
四
年
正
月

開
板
、
奉
施
入
七
所
大
権
現
御
宝
前
、
応
永
七
年
庚
辰
九
月
日
、
六
百
巻
尾
、
康
暦
元
己

未
入
月
七
日
開
板
、
応
永
八
年
極
月
十
三
日
下
着
摺
畢
、
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
円
通
寺
金

剛
仏
子
明
賢
、
同
甲
斐
国
都
留
郡
畠
倉
郷
岩
殿
山
円
通
寺
、
応
永
八
年
幸
巳
十
二
月
十
三

日
摺
下
畢
、
同
十
六
年
己
丑
潤
三
月
十
五
日
奉
供
養
、
経
函
二
蓋
記
云
、
永
正
六
年
己
巳

卯
月
唐
櫃
新
作
畢
、
―
　
十
六
善
神

一
幅
、
―
大
般
若
経
二
属
ス
レ
バ
、
是
亦
応
永
中
ノ

画
ナ
ル
ベ
シ
、
―
　
不
動
明
王
古
画
二
幅
、
老
梅
鷹
古
画
、
―
唐
画
無
名
、
十
　
三
重
塔

本
尊
釈
迦
、
脇
士
―
文
殊

孟
日賢
、
此
塔
初
建
立
ノ
マ
マ
、
修
復
ヲ
加
ル
耳
、
造
営
ノ
事

ナ
シ
、
―
　
升
形
二
経
文
ヲ
刻
、
末
二
承
平
三
年
七
月
十
五
日
、
大
檀
那
孝
阿
禅
尼
ト
ア

リ
、
此
人
何
人
タ
リ
シ
コ
ト
カ
不
詳
、
塔
南
二
旧
宅
ノ
址
ア
リ
、
比
丘
尼
屋
敷
卜
称
ス
、
相

伝
ヘ
テ
孝
阿
祥
尼
ノ
庵
室
ノ
跡
也
卜
云
、
又
古
塚
ア
リ
、
孝
阿
塚
卜
云
、
洪
鐘
―
古
鐘
、
形

今
鐘
卜
異
ナ
リ
文
字
ナ
ケ
レ
バ
、
時
代
不
詳
、
是
古
ノ
陣
鐘
ナ
リ
ト
云
、
―
　
岩
殿
七
社

大
権
現
、
―
伊
豆

。
日
光

・
箱
根

。
白
山

・
蔵
王

・
熊
野

・
山
王
―
　
神
体
木
像
、
各
長

七
尺
許
、
行
基
作
云
、
戸
帳
七
掛
、
金
欄
赤
地
、
小
山
田
左
兵
衛
尉
寄
附
、
裏
二
自
書
云
、

奉
懸
斗
帳

一
流
某
権
現
御
宝
前
、
永
禄
十

一
年
戊
辰
参
月
十
八
日
、
大
願
主
信
茂
敬
白
、
七

懸
皆
同
文
、
拝
殿
、
東
西
七
間
、
南
北
十

一
間
、
岩
幌
二
柱
ヲ
立
、
床
ヲ
張
り
、
天
丼
ハ

即
岩
ナ
リ
、
故
二
岩
殿
卜
号
ス
、
岩
上
ヨ
リ
細
流
滴
り
軒
ニ
ソ
ソ
グ
、
窓
中
ヨ
リ
畑
倉

・

葛
野
等
ノ
諸
村
ヲ
見
ヲ
ロ
シ
、
勝
景
タ
リ
、
社
地
竪
五
町
、
横
十
二
町
、
麓
ヨ
リ
登
ル
コ

ト
七
町
ニ
シ
テ
社
頭
二
至
ル
、
其
聞
秋
葉
権
現
ノ
小
祠
ア
リ
、
又
乳
妙
石
卜
云
石
ア
リ
、
婦

人
乳
ノ
出
ザ
ル
者
、
此
石
二
祈
レ
バ
其
験
ヲ
得
ル
ト
云
、
文
明
十
九
年
正
月
ノ
末
、
聖
護

院
道
興
准
后
、
此
山
二
参
詣
ア
リ
シ
コ
ト
、
回
国
雑
記
二
見
エ
タ
リ
、
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か
く
て
甲
州
に
い
た
り
ぬ
、
岩
殿
の
明
神
と
申
て
霊
社
ま
し
ま
し
け
り
、
参
話
し
て
歌

よ
み
て
奉
り
け
る
、

あ
ひ
か
た
き
此
岩
殿
の
神
や
し
ろ
　
世
々
に
朽
せ
ぬ
契
あ
り
と
は

是
ヨ
リ
又
登
ル
コ
ト
七
町
ニ
シ
テ
、
古
城
跡
ア
リ
、
古
跡
部

二
出
ス
、
凡
観
音
及
権
現
、
皆

行
基
ノ
建
立
ノ
由
相
伝
ナ
リ
、
正
説
不
詳
、
承
平
三
年
三
重
塔
建
立
ア
ル
時

ハ
是
ヨ
リ
前

寺
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
、
応
永

二
至
テ
大
野
村
ヨ
リ
大
般
若
経
ヲ
寄
附
シ
、
永
二
十
七
年
修
理
、

武
田
信
友
ヲ
始
、
当
郡
主
小
山
田
信
有
、
其
余
ノ
諸
士
皆
助
カ
ノ
コ
ト
ア
リ
、
永
禄
十

一

年

二
小
山
田
信
茂
戸
帳
奉
納
シ
、
慶
長
六
年
、
鳥
居
成
次
社
領
十
石
寄
進
ア
リ
、
秋
元
氏

二
至
テ
五
石
余
ノ
免
田
ヲ
給
り
、
合
テ
十
五
石
三
半
五
升
ノ
社
領
ト
ナ
レ
リ
、
又
承
応
三

年

・
貞
享
二
年
、
井
秋
元
修
造
ア
リ
、
至
今
其

マ
ヽ
ナ
リ
、
祭
礼
三
月
十
八
日

・
六
月
十

七
日
、
七
社
権
現
ノ
例
祭

ニ
テ
、
神
興
ヲ
昇
出
ス
、
新
宮
本
尊
十

一
面
観
音
、
脇
士
三
宝

荒
神

・
昆
沙
門
天
、
是
亦
行
基
ノ
作
卜
云
伝

フ
、
山
下
ノ
北
面

エ
ア
リ
、
巌
幌

二
柱
フ
立

テ
、
直

二
天
丼
ト
ス
ル
コ
ト
七
社
ノ
造
営
卜
同
ジ
、
冷
水
岩
上
ヨ
リ
落
、
殿
前

二
飛
流
シ

テ
数
十
丈
ノ
谷

二
落
、
甚
ダ
奇
観
タ
リ
、
炎
天
ノ
頃
、
此
洞
中
二
入
レ
バ
冷
気
冬
ノ
如
シ
、

○
鳥
居
久
五
郎
成
次
社
領
寄
附
状

一
通
、
武
田
太
郎
信
義
消
息

一
通
、

、
岩
殿
山
真
蔵
院
―
同
村
―
　
真
言
宗
末
木
村
慈
眼
寺
末
、
本
尊
千
手
観
音
、
脇
士
不
動

明
王

・
昆
沙
門
天
、
除
地
高
六
斗
六
升
、
此
寺
元
常
楽
院
ノ
内
庵
ナ
リ
、
故

二
常
楽
院
ヲ

開
基
ト
ス
、

＊
文
化
年
間

（
一
人
〇
四
～
一
人
）
に
編
纂
さ
れ
た
甲
斐
回
の
代
表
的
な
地
誌
。
甲
府
勤
番
支
配
松

平
定
能
編
。
全

一
二
三
巻
。

『大
日
本
地
誌
大
系
』

（雄
山
閣
）
所
収
本
に
拠
っ
た
。

（１
）
第
三
節
参
照
。

（２
）

承
応
三
年
銘
、
貞
享
二
年
銘
と
も
、
大
月
市
岩
殿
の
柳
原
明
文
家
に
現
存
す
る

（
『山
梨

県
棟
札
調
査
報
告
書
』
郡
内
Ｉ
∧
山
梨
県
史
資
料
叢
書
Ｖ
、　
一
九
九
五
年
）
。

（３
）

第
三
編
第
人
章
参
照
。

（４
）

大
月
市
岩
殿
の
北
条
明
直
家
∧
旧
常
楽
院
∨
に
現
存
す
る
。
第
三
節
所
収
。

答５
）
大
月
市
岩
殿
の
北
条
明
直
家
∧
旧
常
楽
院
∨
に
現
存
す
る
。
第
三
節
所
収
。

「甲
斐
叢
記
」
巻
九

巌
殿
山
城
趾
―
岩
殿
村
―
　
大
月
。駒
橋
二
駅
の
北
に
て
桂
川
の
岸
に
臨
み
、
絶
壁
数
十
丈
、

東
よ
り
西
へ
廻
り
て

一
片
の
巨
石
峙
ち
円
く
高
し
て
、
桶
を
建
た
る
が
如
く
、
四
方
崎
絶

た
る
孤
峯
な
り
、
麓
よ
り
上
る
事
七
丁
詐
に
し
て
七
所
明
神
の
祠
あ
り
、
此
よ
り
西
へ
旋

り
て
登
事
七
八
丁
に
し
て
厳
に
至
れ
ば
、
即
ち
城
跡
な
り
、　
一
の
注

・
二
の
涅

・
牙
城

・

馬
場

・
大
門
口
。
蔵
屋
鋪
等
の
地
名
遺
存
り
、
牙
城
の
南
少
許
下
て
上
木
戸
門
あ
り
、
岩

を
彗
て
柱
礎
と
な
し
た
る
痕
存
れ
り
、
又
池
二
つ
あ
り
、
大
早
に
も
涸
る
事
な
し
、
又
北

の
方
堀
岸
よ
り
半
町
許
登
て
平
地
あ
り
、
出
九
と
云
ふ
、
此
山
の
南
に
桂
川
あ
り
、
北
よ

り
東
南
へ
向
ひ
、
葛
野
川
回
環
り
流
れ
て
桂
川
に
会
ひ
、
西
は
大
堅
を
も
て
涅
と
な
せ
り
、

実
に
襲
険
の
固
と
い
ふ
べ
し
、
軍
鑑
に
駿
河
に
久
能
、
甲
州
に
巌
殿
、
上
州
に
吾
妻
、
三

所
の
名
城
な
り
と
云
へ
り
、
山
上
よ
り
望
め
ば
、
前
は
桂
川
を
隔
て
、
大
月

・
駒
橋

・
殿

上

・
猿
橋
等
の
諸
村
眼
下
に
連
り
、
北
は
畑
倉

・
奥
山
、
又
東
南
の
方
に
岩
殿

・
強
瀬
の

諸
村
山
下
を
擁
き
、
周
回
凡
三
十
町
余
、
小
山
田
氏
の
頃
は
此
山
上
に
多
く
の
香
兵
を
籠

置
、
武
田
家
よ
り
も
人
数
を
加
へ
ら
れ
し
事
あ
り
と
見
え
て
、
今
も
伝
る
童
謡
に
、
「岩
殿

山
で
国
見
れ
は
国
恋
し
矢
立
の
杉
か
見
え
候
」
と
い
ふ
は
、
久
し
く
存
呑
に
倦
て
故
郷
を

思
ふ
状
な
る
べ
し
、
小
山
田
氏
数
代
本
郡
を
領
し
て
、
中
津
森
又
は
谷
村
に
館
を
構
へ
、
此

山
を
は
要
害
に
せ
し
も
の
な
る
べ
し
、
其
頃
用
ゐ
し
陣
鐘
な
り
と
て
、
山
下
の
観
音
堂
の

辺
に
あ
り
、
銘
文
も
な
く
し
て
、
形
も
今
の
製
作
と
異
な
り
、

〇
七
社
明
神
　
伊
豆

・
箱
根

。
日
光

・
白
山

・
熊
野

・
蔵
王

・
山
王
、
七
座
の
神
を
配
せ
祀

る
、
神
体
は
木
像
に
て
、
各
長
七
尺
許
あ
り
、
行
基
僧
正
の
作
な
り
と
云
へ
り
、
岩
窟
の

中
に
柱
を
樹
て
、
床
を
張
て
、
祠
殿
と
せ
り
、
天
丼
は
自
然
の
一
片
岩
な
り
、
よ
り
て
岩

殿
と
い
ふ
と
ぞ
、
岩
尖
よ
り
細
流
の
落
る
事
雷
の
如
し
、
相
伝
へ
て
、
平
城
天
皇
大
同
元

年
の
鎮
座
に
て
、
創
造
の
棟
札
あ
り
と
い
へ
り
、
別
当
は
本
山
修
験
常
楽
院
な
り
、
又
大

坊
院

・
真
蔵
院
の
二
箇
寺
あ
り
て
、
相
と
も
に
こ
れ
を
司
祀
る
、
社
領
十
四
石
余
、
山
寺
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号
を
岩
殿
山
円
通
寺
と
い
ひ
て
寺
田

一
町
入
段
余
あ
り
、
行
基
僧
正
の
刻
め
る
観
世
音
を

本
尊
と
す
、
三
重
の
塔
あ
り
、
九
輪
の
下
の
升
形
に
銘
文
あ
り
、
承
平
三
年
七
月
十
五
日
、

大
檀
那
孝
阿
禅
尼
と
あ
り
、
―
此
塔
建
立
せ
し
時
の
儘
に
て
、
時
々
修
覆
を
加
る
の
み
也

と
云
へ
り
、
―
　
此
尼
何
人
な
り
け
む
、
詳
な
ら
ず
、
塔
の
南
に
比
丘
尼
屋
敷
と
い
ふ
処

あ
り
、
又
古
塚
あ
り
、
孝
阿
塚
と
云
ふ
、
塔
の
前
よ
り
北
西
へ
険
き
山
路
を
攀
隣
は
、
岩

殿
の
社
殿
に
至
る
、
又
山
下
の
北
向
に
新
官
あ
り
、
十

一
面
観
音
を
安
置
す
、
此
地
も
岩

窟
の
内
に
堂
を
建
て
、
自
然
の
岩
天
丼
あ
り
て
、
七
社
と
同
じ
造
構
な
り
、
冷
水
あ
り
、
岩

の
上
よ
り
堂
の
前
に
流
れ
て
数
十
丈
の
谷
に
落
つ
、
甚
奇
観
な
り
、
炎
暑
の
頃
も
、
此
の

窟
の
中
に
入
れ
ば
、
寒
慄
ば
か
り
の
寒
さ
を
覚
ゆ
と
な
り
、
峡
中
紀
行
日
、

大
月
又
有
橋
、
長
二
十
四
丈
五
尺
、
従
橋
上
東
北
望
、
長
嶺
連
亘
数
里
、　
一
巌
突
起
如
駐

背
亀
、
号
日
巌
殿
、
有
七
所
権
現
及
大
士
亀
、
皆
羽
流
所
奉
祠
云
、

か
く
て
甲
州
に
い
た
り
ぬ
、
岩
殿
の
明
神
と
申
て
霊
社
ま
し
ノ
ヽ
け
り
、
参
詣
し
て
歌
よ

み
て
奉
り
け
る
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
国
雑
記

あ
ひ
が
た
き
此
岩
殿
の
神
や
し
ろ
　
世
々
に
朽
せ
ぬ
契
あ
り
と
は

聖
護
院
准
后

よ
ろ
づ
代
に
か
け
て
し
め
け
む
岩
殿
の
　
名
の
み
は
い
は
と
共
に
く
ち
せ
ず
落
合
直
澄

甲
斐
の
国
つ
る
の
郡
岩
殿
山
を
見
て
、

吹
み
だ
る
峯
の
嵐
の
か
ぜ
を
い
た
み
　
き
そ
ひ
し
雲
の
行
方
し
ら
す
も
黒
川
春
村

石
畠
如
殿
拠
為
城
、
想
像
塁
崎
昔
日
営
、
寸
々
山
田
耕
岱
遍
、
路
人
猶
識
備
中
名
、

乙
事
耐
軒

此
詩
の
末
句
に
、
備
中
名
と
あ
る
は
、
伝
聞
の
誤
な
り
、

＊
大
森
快
庵
の
著
。
嘉
永
元
年

（
一
人
四
人
）
成
立
。
全
一
〇
巻
。

『甲
斐
叢
書
』
六
に
拠
っ
た
。

「甲
斐
名
勝
志
」
巻
五

〇
岩
殿
権
現
　
号
七
社
権
現
、
祭
神
―
熊
野

。
白
山

・
薬
王

。
日
光

・
伊
豆

・
箱
根

・
蔵
王
、

―
　
相
伝
、
平
城
天
皇
夫
同
元
年
鎮
座
也
、
岩
窟
の
中
に
有
各
木
像
、
長
七
尺
許
の
立
像

也
、
又
観
音
堂
有
て
、
三
重
の
塔
あ
り
、
九
輪
の
下
の
升
形
に
銘
文
有
、
承
平
三
年
七
月

十
日
、
大
比
丘
建
立
と
云
々
、
別
当
常
楽
院

。
大
坊
と
て
修
験
あ
り
、
社
領
十
四
石
、
此

辺
に
小
山
田
氏
の
城
跡
有
、
今
に
陳
鐘
有
、
小
山
田
氏
は
代
々
都
留
郡
を
領
す
る
事
久
し
、

天
正
十
年
、
武
田
氏
滅
亡
の
時
、
叛
逆
に
よ
り
て
、
織
田
氏
の
た
め
に
誅
せ
ら
れ
家
亡
ふ
、

＊
萩
原
元
克
の
著
。
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
成
立
。
全
五
巻
。

『甲
斐
叢
書
』
六
に
拠
っ
た
。

「甲
州
晰
」
巻
下

岩
殿
権
現
、
同
城
之
事

一
、
同
郡
岩
殿
山
大
権
現
は
、
人
皇
五
十
壱
代
平
城
天
皇
の
御
時
、
大
同
元
年
の
建
立
也
、
御

朱
印
社
領
井
縁
起
等
追
て
承
可
記
之
、
又
岩
殿
の
城
は
、
駿
州
久
能
山
、
上
上
州
吾
妻
、
甲

州
に
岩
殿
と
申
、
山
本
勘
助
か
見
立
の
三
つ
の
名
城
に
し
て
、
甚
瞼
岨
の
岩
石
な
り
、
四

方
共
に
要
害
且
し
き
城
に
て
、
山
の
頂
上
に
は
清
水
涌
出
る
、
此
水
の
流
に
て
麓
の
村
田

を
作
る
、
尤
先
年
の
石
す
へ
門
構
等
の
敷
石
も
御
座
候
由
申
之
、

＊
村
上
某
の
著
。
享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）
成
立
。
全
三
巻
。

『甲
斐
叢
書
』
二
に
拠
っ
た
。

「甲
陽
随
筆
」

岩
殿
権
現
、
同
古
城
之
事

一
、
都
留
郡
々
内
領
岩
殿
山
大
権
現
は
、
人
皇
五
十

一
代
平
城
天
皇
の
御
時
、
大
同
元
年
建

立
也
、
御
朱
印
社
領
並
縁
起
等
追
承
可
記
之
、
又
岩
殿
の
城
は
、
駿
州
久
能
山
。
上
州
吾

妻

・
甲
州
岩
殿
と
て
山
本
勘
介
晴
幸
入
道
道
鬼
が
見
立
の
三
ツ
の
名
城
の
内
に
て
、
甚
瞼

岨
の
岩
石
、
四
方
共
に
要
害
宜
城
に
て
、
又
山
の
頂
上
に
清
水
涌
出
、
此
水
の
流
に
て
麓

の
村
田
池
を
作
る
よ
し
、
先
年
の
城
郭
の
石
据
門
構
捕
石
等
今
以
て
有
之
、

＊
加
賀
美
遠
清
の
著
。
天
明
年
間

（
一
七
人
一
～
八
九
）
の
成
立
。
全
一
〇
巻
。

『甲
斐
叢
書
』
二
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に
拠
っ
た
。

「山
梨
県
地
誌
稿
」

〔賑
岡
村
誌
〕

山
岳
岩
殿
山
　
本
村
ノ
南
方

ニ
ア
リ
、
北

ハ
畑
倉
組

二
、
東

ハ
岩
殿
組

二
、
西

ハ
強
瀬
組

二
属
セ

リ
、
山
本

ハ
南
面
絶
壁

ニ
シ
テ
麓

二
桂
川
ヲ
帯
ヒ
、
頂

二
平
坦
ナ
ル
処
ア
リ
、
又
小
池
ア

リ
、
小
山
田
氏
ノ
城
蹟
ナ
リ
、
古
蹟
部

二
詳
カ
ニ
ス
、
兜
山
岩
石
突
起
シ
遠
望
ス
レ
バ
、

兜
ノ
形

二
似
ル
、
山
名
之
ヨ
リ
称
セ
ル
ナ
ラ
ン
、

神
社

子
ノ
神
社
　
村
社
、
々
地
東
西
六
間
、
南
北
七
間
、
面
積
四
拾
弐
坪
、
本
村
北
方
岩
殿
組
字

子
神
森

ニ
ア
リ
、
祭
日
九
月
十
四
日
、

寺
院

岩
殿
山
真
蔵
院
　
真
言
宗
東
大
代
郡

一
桜
村
慈
願
寺
末
派
、
寺
域
東
西
拾
間
五
尺
、
南
北
弐

拾
弐
間
、
面
積
弐
百
三
拾
人
坪
、
本
村
中
央
岩
殿
組
字
子
神
森

ニ
ア
リ
、

古
跡
岩
殿
城
路
　
岩
殿
山
ノ
西
七
町

ニ
ア
リ
、
北

ハ
峻
峻

ニ
シ
テ
攀
登
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
本
城

・
馬

場

。
大
門
口

・
蔵
屋
敷
等
ノ
地
名
存
セ
リ
、
二
池
ア
リ
、
常

二
水
ヲ
湛

へ
早
天
卜
雖
モ
涸

レ
ズ
、
此
城

ハ
小
山
田
氏
ノ
要
害

二
備
ル
所

ニ
シ
テ
、
駿
河
ノ
久
能
、
甲
斐
ノ
岩
殿
、
上

野
ノ
吾
妻
三
所
ノ
名
城
ヲ
以
テ
称
セ
ラ
レ
シ
所
ナ
リ
、

＊
明
治
十
七
年

（
一
人
人
四
）
成
立
。
全
五
二
冊
。
山
梨
県
が
各
村
に
書
き
上
げ
さ
せ
成
稿
し
た
地

誌
稿
本
。

第

二
節
　
紀
行

。
日
記
に
見
る
岩
殿
山

「廻
国
雑
記
」

か
く
て
甲
州
に
い
た
り
ぬ
、
岩
殿
の
明
神
と
申
て
霊
社
ま
し
″
ヽ
け
り
、
参
詣
し
て
歌
よ
み

て
奉
り
け
る
、

あ
ひ
か
た
き
此
岩
と
の
ゝ
神
や
し
る
　
世
々
に
朽
せ
ぬ
契
あ
り
と
は

猿
橋
と
し
て
川
の
底
千
尋
に
を
よ
び
侍
る
う
へ
に
、
三
十
余
文
の
橋
を
わ
た
し
て
侍
り
け
り
、

此
橋
に
種
々
の
説
有
、
昔
猿
の
わ
た
し
け
る
な
ど
、
里
人
の
申
侍
り
き
、
さ
る
こ
と
あ
り
け

る
に
や
、
信
用
し
が
た
し
、
此
橋
の
朽
損
の
時
は
、
い
づ
れ
に
国
中
の
猿
飼
ど
も
あ
つ
ま
り

て
勧
進
な
ど
し
て
渡
し
侍
る
と
な
ん
、
し
か
あ
ら
ば
そ
の
由
緒
も
侍
る
こ
と
あ
り
、
所
が
ら

奇
妙
な
る
境
地
な
り
、

名
の
み
し
て
さ
け
ふ
も
き
か
ぬ
猿
橋
の
　
し
た
に
こ
た
ふ
る
山
川
の
声

お
な
じ
心
を
あ
ま
た
詠
じ
侍
り
け
る
に
、

谷
深
き
そ
は
の
岩
ほ
の
さ
る
橋
は
　
人
も
梢
を
わ
た
る
と
そ
み
る

水
の
月
猶
手
に
う
と
き
さ
る
は
し
や
　
谷
は
千
ひ
ろ
の
か
け
の
川
せ
に

此
所
の
風
景
、
さ
ら
に
凡
景
に
あ
ら
ず
、
す
こ
ぶ
る
神
仙
逍
追
の
地
と
お
ぼ
え
侍
る
、

雲
霞
漠
々
渡
長
梯
、
四
顧
山
川
眼
易
迷
、

吟
歩
誤
令
疑
入
峡
、
渓
隈
残
月
断
猿
晴
、

お
な
じ
国
は
つ
か
り
の
里
と
い
へ
る
所
を
過
侍
り
け
る
、
折
ふ
し
帰
雁
の
鳴
け
る
を
聞
て
、

今
は
と
て
霞
を
分
て
か
へ
る
さ
に
　
お
ほ
つ
か
な
し
や
は
つ
か
り
の
里

亀
群
書
類
従
』
紀
行
部
）

「橘
屋
勘
右
衛
門
日
記
」

三
日
照
り
、
岩
殿
へ
参
詣
、
円
通
寺
入
日
、
観
音
堂
、
塔
三
重
、
同
礼
、
―
朝
日
さ
す
夕
目

か
ゝ
や
く
其
下
に
　
□
□
□
う
き
ね
の
□
□
な
る
ら
ん
―

―
峯
腹
、
七
社
権
現
、
中
ハ

白
山

・
熊
野

・
蔵
王

・
山
王
、
左
ハ
伊
豆

・
箱
根

・
日
光
、
以
上
七
社
、
堂
七
間
、
十
四
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間
、
北
口
岩
に
か
け
作
り
、
葛
野
川
音
無
川
似
た
り
、
頂
上
古
城
跡
、
用
水
池
に
て
、
南

富

。
花
崎

・
大
槻
、
東
ハ
駒
橋

・
小
あ
せ
・
猿
橋
、
北
ハ
か
つ
の
川

・
畑
く
ら

・
□
山
、

新
宮
三
社
造
り
、
七
間
、
三
間
、
天
丼
皆
岩
に
て
上
水
流
な
り
、
滝
□
□
な
り
、

（富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

「峡
中
紀
行
」
上

（寛
永
三
年
九
月
）

九
日
晏
発
、
過
駒
橋

・
大
月
二
駅
、
大
月
亦
有
橋
、
長
二
十
四
丈
、
従
橋
上
東
北
望
、
長
嶺

連
亘
数
里
、　
一
巌
突
起
、
如
駐
背
彙
、
号
日
巌
殿
、
有
七
所
権
現
及
大
士
亀
、
皆
羽
流
所
奉

祠
云
、
更
半
里
、
将
近
花
崎
駅
、
路
側
民
家
塔
上
、
見
如
白
憧
蓋
者
、
問
是
何
也
、
芙
蓉
峰

也
、

ミ
甲
斐
志
料
集
成
』

一
）

「並
山
日
記
」
巻

一

（嘉
永
三
年
二
月
）　
　
　
〔
駒

橋

〕　
　
　
　
　
〔宿
〕

十
五
日

（中
略
）
こ
ま
は
し
と
い
ふ
す
く
を
過
る
あ
ひ
た
ハ
、
右
に
そ
へ
る
川
の
む
か
ひ
に

〔
岩

殿

〕

か
の
小
山
田
の
何
か
し
か
要
害
の
あ
と

ゝ
い
ふ
な
る
い
は
と
の
山
な
か
く
そ
ひ
え
て
見
え
た

〔
谷
村
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
弥
生
〕

り

、

こ

の

を

や

ま

た

ハ

や

む

ら

の

城

主

と

聞

え

た

り

し

を

、

天

正

十

年

の

や

よ

ひ

は

か

り

、

〔主
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敵

〕

し
う
を
あ
さ
む
き
て
、
か
た
き
に
く
た
り
、
や
か
て
お
の
れ
さ
へ
こ
ろ
さ
れ
に
し
た
る
も
の

〔

叛

逆

〕

に
て
、
い
ミ
し
き
ほ
ん
き
や
く
の
し
れ
も
の
な
れ
ハ
、
名
を
き
く
た
に
に
く

ゝ
う
と
ま
し
き

を
、
や
ま
の
た
ゝ
す
ま
ひ
ハ
、
見
す
く
し
か
た
し
、
み
と
り
ふ
か
き
松
の
は
や
し
、
お
ほ
き

〔
巌
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
月
〕

な
る
い
は
ほ
と
、
も
の
た
ち
な
ミ
た
る
な
と
、
え
も
い
は
す
お
も
し
ろ
し
、
か
く
て
お
ほ
つ
き

に
い
た
れ
ハ
、
す
く
の
し
り
に
ち
ま
た
あ
り
て
、
左
の
ミ
ち
ハ
や
む
ら
を
へ
て
富
士
の
ふ
も

〔
吉
田
〕　
　
〔
河

口

〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔右
〕

と
よ
し
た

。
か
は
く
ち
に
い
た
る
か
た
と
そ
、
わ
れ

ハ
ミ
き
に
を
れ
て
、
や
か
て
長
き
は
し

〔
花

咲

〕

〔
初

狩

〕

を

わ

た

り

、

は

な

さ

き

。
は

つ

か

り

な

と

い

へ
る

す

く

と

も

を

過

ゆ

く

、

む

か

し

聖

護

院

の

〔
准
后
〕
　

〔
聖

〕

す
こ
う
の
ひ
し
り
の
お
ほ
つ
か
な
し
や
は
つ
か
り
の
さ
と
ゝ
な
か
め
さ
せ
給
へ
り
し
ハ
、
こ

の
さ
と
に
や
と
ら
せ
給

へ
り
し
ほ
と

ゝ
そ
、

（東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）

「
み
と
も
の
か
す
」
巻

一

十
八
日

（中
略
）
こ
ゝ
よ
り
少
し
西
の
き
し
を
つ
た
ひ
て
お
り
ゆ
け
は
、
桂
川
と
葛
野
川
と

出
あ
ひ
て
、
其
水
、
つ
き
出
た
る
い
は
ほ
の
間
を
、
右
左
に
ま
か
り
て
、
数
町
の
ほ
と
流
れ

く
た
り
て
、
猿
橋
の
岩
の
は
さ
ま
に
う
ち
そ
ゝ
く
あ
り
、
け
し
き
い
と
い
み
し
、

葛
野
川
水
の
し
ら
な
み
岩
こ
え
て
　
か
つ
ら
に
落
る
お
と
の
さ
や
け
さ

川
を
へ
た
て
ゝ
む
か
ひ
の
か
た
は
、
青
き
山
と
も
千
重
に
か
さ
な
り
て
、
そ
れ
よ
り
上
に
岩

殿
山
よ
こ
お
も
て
を
あ
ら
は
し
、
ふ
も
と
は
る
か
に
、
賤
か
家
と
も
の
ほ
の
か
に
見
え
わ
た

り
た
る
、
似
る
も
の
な
し
、
高
嶺
の
し
ら
雲
、
見
る
か
う
ち
に
け
し
き
立
か
は
り
ゆ
く
な
と
、

其
お
も
ふ
き
つ
く
し
か
た
し
、
岩
殿
山
は
こ
ゝ
よ
り
二
十
丁
は
か
り
に
し
て
、
む
か
し
武
田

の
士
、
小
山
田
信
茂
の
居
た
る
名
高
き
城
あ
と
な
れ
は
、
ゆ
き
み
ん
こ
と
を
厳
夫
に
そ
ゝ
の

か
せ
と
、
け
さ
の
ほ
と
雨
ふ
り
た
れ
は
、
小
車
の
露
も
深
く
や
侍
ら
ん
、
こ
と
に
雲
た
ち
ま

よ
ひ
て
、
又
も
降
出
つ
へ
き
空
の
さ
ま
と
見
ゆ
る
に
、
た
や
す
く
は
の
ほ
る
へ
く
も
あ
ら
す

と
と

ゝ
む
る
に
、
ひ
と
り
さ
か
し
た
ち
た
ら
ん
も
、
か
た
へ
に
く
き
も
の
な
れ
は
と
て
や
み

ぬ
、
う

へ
は
猿
橋
を
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御
く
る
ま
に
め
さ
せ
給

へ
り
、
こ
れ
よ
り
大
橋

駅
ま
て
は
、
路
た
ひ
ら
か
な
れ
は
な
り
と
そ
、
大
橋
駅
ま
て
十
四
五
丁
の
間
、
岩
殿
山
も
右

に
み
て
ゆ
く
、
近
く
な
る
ま

ゝ
つ
′く，
ヽ
見
る
に
、
此
山
大
な
る
巌
、
そ
の
い
た
た
き
に
奪
え

た
る
ほ
と
り
に
、
松
の

一
も
と
二
も
と
、
く
ね
り
か
ち
に
て
た
て
る
か
い
と
を
か
し
、

朝
あ
ら
し
岩
と
の
山
を
お
ろ
し
き
て
　
吹
こ
そ
か
へ
せ
た
ひ
の
衣
手

大
原
村
を
過
て
大
橋
駅
な
り
、
千
三
百
間
は
か
り
の
く
た
り
坂
あ
り
て
、
い
と
危
し
、
車
を

お
り
て
ゆ
く
、
お
り
は
て
た
る
所
に
川
あ
り
、
桂
川
の
源
に
て
、
大
月
橋
と
い
ふ
あ
り
、
こ
ゝ

も
い
と
け
し
き
よ
き
所
な
り
、
こ
と
し
五
月
に
此
橋
を
か
け
た
り
と
い
へ
り
、

３
甲
斐
志
料
集
成
』
こ
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第
三
節
　
「甲
陽
軍
鑑
」
な
ど
文
献
資
料
の
記
す
岩
殿
城

〔東
京
都

・
大
野
家
文
書
〕

○
武
田
家
朱
印
状

定

落
合
の
　
　
　
　
　
　
大
師
の
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
の

肺
継
鮪
門
　
　
言雅
叫
右
衛
門
　
人翻
拓
衛
門

勃

次
郎

　

　

噺
噺

右
衛
門
　

絣

虹
左
衛
門

馬

の

孫
右
衛
門
　
　
　
助
右
衛
門
　
　
　
新
七
郎
　
　
　
新
左
衛
門

右
拾
人
岩
殿
令
在
城
、
御
番
御
普
請
等
無
疎
略
相
勤
之
由
候
条
、
郷
次
之
御
普
請
役
被
成
御

赦
免
候
間
、
自
分
之
用
所
可
被
申
付
之
由
、
所
被
　
仰
出
也
、
拇
如
作
、

天
正
九
年
醇
　
　
　
　
土
屋
右
衛
門
尉

三
早
③
（喬
）
琵

荻
原
豊
前

○
須
藤
茂
樹

「武
田
氏
と
郡
内
領
に
関
す
る
一
史
料
」

（
『甲
斐
路
』
四
六
号
、　
一
九
人
三
年
）
に

拠
っ
た
。

「甲
陽
軍
鑑
」
巻
二
〇

〔十
三
、
勝
頼
公
甲
州
新
府
中
御
取
立
之
事
、
付
諸
寺
諸
山
甲
州
中
御
朱
印
之
事
〕

其
年
七
月
、
穴
山
殿
御
異
見
に
、
「信
長
・家
康
次
第
に
ふ
と
り
、
遠
州
き
と
う
ぐ
ん
も
、
は

や
当
三
月
、
家
康
に
と
ら
れ
給
ふ
、
そ
の
上
、
小
田
原
北
条
氏
政
、
敵
に
て
候
へ
ば
、
以
来

ハ
、
信
長

・
家
康

・
氏
政
ひ
と
つ
に
な
り
、
は
た
ら
き
申
さ
れ
候
ハ
ヾ
、
諸
方
の
御
敵
蜂
起

い
た
し
候
ハ
ん
事
、
う
た
が
ひ
な
し
、
左
様
に
候
ハ
ヾ
、
い
づ
れ
の
敵
に
む
か
ひ
給
ふ
事
も

な
る
ま
じ
く
候
、
越
後
と
御
い
つ
く
わ
候
て
も
、
謙
信
の
時
な
ら
ば
、
信
長

。
家
康

・
氏
政

三
人
に
も
、
か
ち
な
さ
る
べ
く
候
へ
ど
も
、
今
、
景
勝
ハ
わ
か
く
候
間
、
な
き
も
同
意
に
候
、

当
方
に
よ
き
御
城
を
壱
つ
、
御
か
ま
へ
あ
る
べ
く
候
、
信
玄
公
御
武
ゆ
う
、
私
な
ら
ざ
る
故
、

御
屋
敷
か
ま
へ
迄
に
て
御
座
な
さ
れ
、
甲
州
四
郡
の
う
ち
に
御
城
こ
れ
な
く
候
儀
は
、
信
玄

公
御
武
ゆ
う
と
申
す
内
に
、
か
い
り
き
を
以
、
如
此
、
さ
り
な
が
ら
、
信
玄
公
御
お
く
い
に

も
、
ひ
と
と
せ
、
て
る
と
ら
と
信
長
と
家
康
と
氏
康
御
存
生
の
時
、
小
田
原
よ
り
使
を
ま
わ

し
給
ひ
、
四
人
申
あ
わ
せ
た
る
と
き
こ
し
め
し
、
駿
河
に
久
野
、
甲
州
郡
内
に
ゆ
わ
ど
の
、
信

濃
に
あ
が
つ
ま
、
三
所
の
名
城
を
信
玄
公
御
覧
じ
た
て
ら
れ
候
は
、
御
ら
う
ぢ
や
う
あ
る
べ

き
と
の
事
な
り
、
其
時
、
謙
信
た
け
き
弓
と
り
ゆ
へ
、
四
人
く
み
て
信
玄
公
壱
人
を
仕
り
た

お
し
て
も
、
信
玄
ハ
四
人
が
け
と
、
末
代
ま
で
ゆ
わ
れ
て
ハ
と
て
、
謙
信
ぶ
ぢ
を
や
ぶ
り
候

二
付
而
、
何
事
な
く
候
、
次
と
し
、
氏
康
た
か
ひ
な
り
、
今
ハ
て
る
と
ら
の
様
な
る
弓
と
り
、

諸
方
の
大
将
に
も
こ
れ
な
く
候
」
と
穴
山
殿
仰
ら
る
ゝ
に
付
、
勝
頼
公
、
尤
と
思
召
、
同
年

七
月
よ
り
、
甲
州
に
ら
ざ
き
に
新
府
中
を
と
り
た
て
給
ふ
ハ
、
武
田
の
家
め
つ
き
や
く
の
本

な
り
と
ハ
、
の
ち
こ
そ
し
ら
れ
た
れ
、
”
如
作
、

〔廿
六
、
甲
州
く
づ
れ
の
事
〕

然
ば
、
御
ぞ
う
し
大
郎
信
勝
、
其
御
と
し
十
六
歳
な
れ
共
、
か
し
こ
く
ま
し
″
ヽ
て
仰
ら
る
ゝ

ハ
、
「勝
頼
様
此
新
府
中
を
取
た
て
給
ふ
事
、
甲
州

一
国
の
内
に
よ
き
城
の
な
き
事
、
信
玄
様

御
無
分
別
に
て
、
堀

一
重
の
屋
敷
か
ま
へ
に
御
座
候
つ
る
と
て
、
日
本
に
は
ゞ
か
り
、
か
ら

こ
く
ま
で
も
御
お
ぼ
へ
ゆ
ゝ
し
き
名
大
将
の
、
法
性
院
信
玄
公
を
ひ
に
御
ら
ん
ぜ
ら
れ
、
勝

頼
様
を
は
じ
め
奉
り
、
長
坂
長
閑

・
跡
部
大
炊
助

・
秋
山
摂
津
守

・
て
ん
き
う
、
各
、
信
玄

公
の
是
計
御
あ
や
ま
り
な
り
、
な
ど
ゝ
御
そ
し
り
な
さ
れ
候
て
、
此
城
を
と
り
た
て
、
半
造

作
と
あ
り
て
灸
を
す
て
給
ひ
、
古
府
中
へ
御
帰
り
あ
る
事
、
弓
矢
を
と
つ
て
の
悪
名
な
り
、
其

上
、
古
府
中
の
御
た
て
を
バ
こ
と
か
ヽ
く
ひ
き
や
ぶ
り
、
武
田
十
七
代
信
玄
公
迄
の
せ
ん
す
い

の
う

へ
木
共
に
、
ひ
と
か
へ
二
一か
へ
あ
る
、
名
を
つ
け
た
る
松
の
木
な
ど
を
、
き
り
す
て

給
ふ
ハ
、
あ
と
へ
御
心
の
こ
さ
れ
ず
し
て
、
此
城
へ
は
や
く
御
こ
し
あ
る
べ
き
、
と
あ
り
て

の
事
な
れ
ば
、
古
府
中
に
て
も
、
何
方
に
も
こ
も
り
な
さ
る
べ
き
所
あ
る
ま
じ
く
候
、
山
ご

や
な
ど
へ
入
た
ま
ハ
ん
よ
り
、
は
ん
造
作
の
新
府
に
て
御
切
腹
な
さ
れ
候
へ
か
し
、
此
段
に

な
り
、
い
づ
く
へ
ゆ
き
て
、
い
く
よ
の
さ
か
い
を
な
さ
れ
べ
く
候
哉
、
御
は
た
。
た
て
な
し

を
や
き
、
そ
こ
に
て
ぢ
ん
ぢ
や
う
に
御
切
腹
、
御
尤
に
候
、
但
か
や
う
の
ひ
き
き
り
回
ハ
、
た
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つ
て
我
等
申
に
く
き
儀
に
て
候
、
し
さ
ひ
は
、
此
信
勝
は
ゝ
に
付
、
信
長
に
も
ま
た
お
ひ
、
丞

之
助
に
も
ま
た
い
と
こ
な
れ
ば
、
い
さ
め
申
す
事
な
り
が
た
し
」
と
信
勝
様
仰
ら
れ
候
へ
共
、

勝
頼
公
を
は
じ
め
申
、
い
づ
れ
も
あ
い
さ
つ
も
仕
ら
ず
候
所
へ
、
真
田
阿
波
守
、
「あ
が
つ
ま

へ
御
ら
う
ぢ
や
う
な
さ
る
ゝ
や
う
に
」
と
申
こ
し
候
、
長
閑
分
別
に
、
「真
田
ハ
一
徳
斎
よ
り

三
代
め
し
つ
か
わ
る
ゝ
侍
大
将
な
り
、
只
御
普
代
の
小
山
田
兵
衛
尉
申
こ
す
、
甲
州
郡
内
の

岩
ど
の
へ
御
籠
城
し
か
る
べ
き
」
と
、
長
坂
長
閑
い
さ
め
申
す
に
ま
か
せ
、
勝
頼
公
新
府
を

御
た
ち
あ
り
、
古
府
中
へ
ひ
き
入
給
ふ
、
路
次
に
て
長
坂
長
閑
を
、
御
小
人
衆
、
「鑓
を
以
テ

た
ゝ
き
候
ハ
ん
」
と
申
候
、
し
さ
い
は
、
「ひ
ご
ろ
お
の
れ
に
、
き
り
ふ
を
お
さ
へ
ら
れ
た
る
」

と
て
如
此
し
、

〔廿
七
、
勝
頼
公
御
最
後
之
事
〕

小
山
田
兵
衛
尉
、
「郡
内
、
岩
ど
の
へ
い
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
申
す
に
付
、
鶴
瀬
ま
で
御
座

な
さ
れ
、
鶴
瀬
に
七
日
御
逗
留
な
り
、
か
し
お
う
の
ぢ
ん
く
わ
を
き
り
て
お
と
せ
、
と
あ
る

し
さ
ひ
ハ
、
か
し
お
う
源
氏
ち
や
う
ぼ
く
の
寺
な
り
、
と
あ
れ
ど
も
、
山
伏
ど
も
、
「左
様
仕

る
ま
じ
き
」
と
申
す
、
此
外
に
、
御
あ
し
も
と
よ
り
、
た
き
た
い
の
様
に
御
座
候
、
小
山
田

兵
衛
尉
、
鶴
瀬
よ
り
郡
内
の
か
た
に
、
き
ど
を
さ
い
げ
ん
な
く
仕
る
、
「是
ハ
い
か
ん
」
と
人
々

尋
候
へ
ば
、
小
山
田
ひ
く
わ
ん
ど
も
申
す
ハ
、
「岩
ど
の
へ
御
う
つ
り
候
、
即
時
に
小
日
を
も

つ
べ
く
候
」
と
申
す
、

又
、
小
山
田
人
左
衛
門
と
申
す
、
其
比
中
老
の
ほ
ま
れ
有
武
士
参
候
へ
ば
、
此
侍
ハ
勝
頼
公

御
ひ
そ
う
の
武
士
な
る
故
、
よ
ろ
こ
び
給
ひ
、
す
は
だ
に
て
ま
い
ら
れ
候
に
付
て
、
勝
頼
公

め
し
が
へ
の
御
具
足
を
く
だ
さ
れ
、
御
次
に
て
入
左
衛
門
、
其
御
具
足
を
き
申
候
、
「初
鹿
伝

右
衛
門
は
ま
い
ら
ず
候
や
」
と
御
尋
あ
る
、
伝
右
衛
門
、
か
わ
う
ら
と
申
ゑ
り
ん
寺
の
お
く

山
へ
、
入
候
に
、
「鶴
瀬

へ
参
る
べ
き
」
と
申
候

へ
ば
、
郷
人
共
、
「伝
右
衛
門
内
方
を
是

非
共
人
じ
ち
に
と
り
候
て
、
こ
し
申
ま
じ
く
候
、
も
し
む
り
に
御
越
候
ハ
ヾ
、
三
度
此
方

へ

よ
せ
申
す
ま
じ
く
候
」
と
こ
と
わ
り
候
て
、
そ
れ
に
て
も
ゆ
か
ば
、
こ
ろ
す
べ
き
も
や
う
な

る
故
、
伝
右
衛
門
鶴
瀬
へ
ま
い
ら
ず
候
、
い
づ
れ
の
山
ご
や
に
て
も
、
ミ
な
如
此
、

去
程
二
、
三
月
九
日
の
夜
、
右
の
小
山
田
人
左
衛
門
と
、
勝
頼
公
御
い
と
こ
武
田
左
衛
門
佐

殿
と
く
み
候
て
、
小
山
田
兵
衛
尉
人
じ
ち
を
う
ば
ひ
と
り
、
早
々
郡
内
へ
の
く
と
て
こ
し
ら

へ
た
る
小
日
よ
り
、
鉄
抱
を
う
ち
出
す
、
左
衛
門
佐
殿
ハ
、
小
山
田
兵
衛
尉
い
も
と
む
こ
な

り
、
人
左
衛
門
ハ
兵
衛
尉
い
と
こ
な
り
、
是
を
見
て
、
こ
と
か
ヽ
く
ち
り
、
御
と
も
衆
四
十
三

人
な
ら
で
な
し
、
鶴
瀬
の
む
か
ひ
、
た
の
と
ゆ
ふ
在
家
七
つ
入
つ
あ
る
所
へ
、
勝
頼
公
十
日

の
朝
御
つ
ぼ
み
あ
る
に
、
御
馬
の
く
ら
お
く
人
な
く
て
、
侍
大
将
の
う
ち
、
土
屋
宗
蔵
と
秋

山
き
の
か
ミ
お
き
て
ひ
き
出
す
、
か
め
の
か
う
の
御
持
鑓
な
ど
、
阿
部
加
賀
守
と
信
勝
公
御

も
り
の
、
ぬ
く
い
ひ
た
ち
の
か
ミ
と
し
て
か
つ
ぐ
、

も
と
よ
り
十

一
日
巳
の
刻
に
、
た
の
ゝ
お
く
、
天
目
山
の
郷
人
共
六
千
人
余
り
別
心
し
て
、
其

中
に
侍
は
、
辻
弥
兵
衛
大
将
に
な
り
、
勝
頼
公
へ
矢

・
鉄
抱
を
う
ち
か
け
奉
る
、
信
長
よ
り

の
う
つ
て
ハ
、
川
尻
与
兵
衛

・
滝
川
伊
与
、
都
合
五
千
に
て
せ
め
か
ゝ
る
、
郷
人
条
内
を
仕

り
、
う
ら
へ
ま
わ
す
、
三
度
つ
き
ち
ら
し
給
へ
ど
も
、
か
な
わ
ず
し
て
、
つ
ゐ
に
ほ
ろ
び
う

せ
給
ふ
、

「甲
陽
軍
鑑
末
書
」
上
巻

第
二
、
甲
州
流
儀
城
取
之
事
、

（中
略
）
御
分
国
二
て
名
地
ハ
、

一
、
駿
河
に
久
野
、
是
ハ
駿
河
先
方
庵
原
弥
兵
衛
、
駿
河
御
打
入
ノ
刻
、
信
玄
公
ヱ
申
上
ル
、

甲
州
郡
内
に
岩
ど
の
、
信
州
に
あ
が
つ
ま
、

「甲
陽
軍
鑑
末
書
」
下
巻
下
五

御
旗
本
座
備
之
事
、
是
は
馬
よ
り
下
り
て
の
備
な
り
、

付
、　
一
、
御
直
参
衆
は
御
前
罷
在
事
、
二
、
同
心
馬
乗
は
我
馬
の
置
所
に
罷
在
事
、
三
、
右

ハ
馬
乗
の
様
子
、
如
此
事
、
以
上
、

人
数
手
分
、
手
組
、
備
定
外
な
ら
し
、
九
ヶ
条
之
事
、

第

一
、
小
田
原
よ
り
、
助
五
郎
殿

・
右
衛
門
佐
殿
両
人
之
質
に
越
給
、
甲
州
郡
内
ゆ
わ
殿
に
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指
置
被
成
候
、
又
、
大
藤

・
笠
原

・
清
水
三
頭
、
何
時
も
進
上
可
申
と
有
て
、
右
の
三
人
甲

府
へ
参
、
北
条
家
の
隙
を
閉
参
と
、
被
申
付
候
と
て
、
馬
場
美
濃
、
与
の
契
約
仕
り
、
罷
帰

候
故
、
深
沢

。
上
の
原
に
留
守
居
少
宛
被
置
、
是
ハ
小
山
田
弥
三
郎
、
与
衆

・
被
官
衆
、
少

宛
指
置
候
故
、
深
沢
城
代
駒
井
右
京
も
、
御
旗
本
へ
参
也
、
依
其
、
此
習
に
ハ
、
小
田
原
北

条
家
の
境
に
、
人
数
多
ク
不
入
事
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
甲
陽
軍
鑑
大
成
し

本
文
編

「理
慶
尼
記
」

と
き
う
つ
り
、
う
ん
め
い
つ
き
は
て
た
も
ふ
に
や
、
き
そ
ど
の
む
ほ
ん
の
お
こ
し
、
お
わ
り

の
く
に
を
だ
の
か
づ
さ
の
か
み
の
ぶ
な
が
へ
ち
う
し
、
さ
る
あ
い
だ
、
ミ
や
こ
の
せ
ひ
を
引

ぐ
し
、
き
そ
ど
の
を
さ
き
と
し
て
、
う
つ
て
く
だ
り
、
天
正
十
年
ミ
づ
の
ゑ
う
ま
三
月
十

一

日
に
、
た
の
ゝ
山
辺
の
か
つ
せ
ん
に
、
う
ち
ま
け
た
ま
ふ
ぞ
あ
わ
れ
な
り
、
御
い
た
わ
し
や

な
、
む
げ
な
く
も
、
御
う
ち
の
人
の
か
わ
ら
ず
ハ
、
た
と
ゑ
天
下
ぜ
い
き
た
る
と
も
、
五
と

せ
十
年
の
そ
の
う
ち
ハ
、
か
ゝ
る
ほ
ど
に
ハ
ま
し
ま
さ
じ
、
彼
か
つ
よ
り
と
も
ふ
せ
し
は
か
心

た
け
だ
の
い
ゑ
な
れ
ば
、
人
に
は
す
ぐ
れ
て
ま
し
ま
せ
ど
、
御
内
の
さ
ふ
ら
い
、
こ
と

く
心
か
わ
り
を
、
も
ふ
さ
れ
け
れ
ば
、
ち
か
ら
に
を
よ
ば
せ
た
ま
わ
ず
、
さ
れ
ど
も
、
た
て

を
御
ま
く
ら
と
、
さ
だ
め
さ
せ
た
ま
へ
て
、
い
づ
か
た
へ
も
、
お
ち
さ
せ
た
ま
ふ
べ
き
御
心

は
、
ゆ
め
ほ
ど
も
ま
し
ま
さ
ざ
り
し
に
、
こ
ゝ
に
く
に
う
ど
お
や
ま
だ
と
も
ふ
せ
し
人
、
は

は
の
に
か
う
を
、
人
ぢ

ゝ
に
と
ら
れ
ま
い
ら
せ
、
そ
れ
か
へ
さ
ん
が
は
か
り
こ
と
に
お
ふ
せ

は
、
さ
こ
そ
ふ
ら
へ
ど
も
、
御
身
を
ま
た
く
も
り
た
ま
へ
、
み
づ
か
ら
が
あ
り
所
、
つ
る
の

こ
ふ
り
、
ゆ
わ
ど
の
さ
む
と
申
は
、
お
よ
そ
天
下
が
む
き
候
と
も
、
ひ
と
も
ち
も
つ
べ
き
山

に
て
あ
り
、
そ
れ
へ
御
こ
し
し
か
る
べ
き
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
か
つ
よ
り
き
こ
し
め
さ
れ
、
こ

は
く
ち
お
し
き
と
い
う
こ
と
や
、
か
つ
よ
り
せ
つ
な
る
間
も
、
こ
ん
じ
や
う
に
あ
ら
ん
ほ
ど
、

か
た
き
に
う
し
ろ
を
見
す
べ
き
か
、
こ
れ
に
て
ま
ち
あ
わ
ん
と
、
大
き
に
御
は
ら
た
ゝ
せ
た

ま
ふ
に
、
小
山
田
か
さ
ね
て
も
ふ
さ
れ
け
る
ハ
、
お
そ
れ
な
が
ら
も
ふ
す
な
り
、
い
の
ち
を

ま
と
う
も
つ
か
め
は
、
か
な
ら
ず
ほ
ふ
ら
ひ
に
お
ふ
と
つ
た
へ
き
く
、
彼
山
に
こ
も
り
ま

は
ゞ
、
御
よ
に
出
さ
せ
た
も
ふ
事
ほ
ど
ハ
あ
ら
じ
と
、
も
ふ
さ
れ
け
れ
ど
も
、
御
へ
む
じ
の

な
か
り
け
れ
ば
、
小
山
田
な
み
だ
を
な
が
し
も
ふ
さ
れ
け
る
は
、
御
た
い
し
や
う
は
、
さ
こ

そ
ま
し
ま
す
と
も
、
み
だ
い
ど
こ
ろ
、
い
ま
だ

つ
ば
み
て
は
る
ま
ち
た
ま
ふ
、
こ
ず
ゑ
の
花

の
わ
か
君
さ
ま
、
か
れ
と
申
こ
れ
と
い
う
、
あ
ま
り
に
御
心

つ
よ
く
も
、
お
り
に
よ
り
し
も

の
を
と
か
き
く
ど
き
申
け
れ
は
、
か
つ
よ
り
げ
に
も
と
お
ぼ
し
め
し
、
御
た
て
に
ら
ざ
き
を

出
さ
せ
た
ま
ふ
、
い
た
わ
し
や
な
、
御
た
び
ど
こ
ろ
の
た
て
ゑ
う

つ
ら
せ
た
も
ふ
、
御
う

つ

り
の
と
き

ハ
、
こ
ん
ご
ん

。
し
ゆ
ぎ
よ
く
を
ち
り
は
め
た
る
こ
し
く
る
ま
、
あ
た
り
も
か
ゞ

や
く
ば
か
り
に
て
、
御
供
の
衆
か
ず
し
ら
ず
、
こ
ぶ
よ
り
し
ん
ふ
の
そ
の
間
、
三
百
よ
て
う

と
も
ふ
せ
し
を
、
よ
ひ
つ
る
さ
し
つ
る
う

つ
ら
せ
た
も
ふ
、
比
は
十
二
月
十
四
日
な
り
し
に
、

あ
く
る
や
よ
ひ
三
日
に
は
、
か
く
な
ら
せ
た
も
ふ
と
て
、
御
な
ご
り
お
し
く
や
、
お
ぼ
し
め

す
、
（中
略
）
や
よ
ひ
四
日
に
は
、
こ
ま
こ
ふ
よ
ハ
み
が
や
ど
ゑ
つ
き
た
ま
ふ
、
小
山
田
心
が

わ
り
に
、
お
も
ひ
け
る
や
う
は
、
よ
き
ぢ
こ
く
も
な
し
、
は

ゝ
も
ろ
と
も
に
、

つ
る
の
こ
ほ

リ

ヘ
ゆ
か
ば
や
と
お
も
ひ
し
所
に
、
て
き
み

へ
け
る
と
申
き
た
り
け
れ
ば
、
六
日
の
く
れ
が

た
に
、

つ
ち
や
を
さ
う
し
や
と

い
た
し
、
こ
れ
に
御
入
候
こ
と
、
か
く
ご
の
ほ
か
に
て
候
な

り
、
か
の
つ
る
の
こ
ふ
り
ゆ
わ
ど
の
さ
ん
ゑ
、
御
こ
し
し
か
る
べ
き
な
り
と
、
御
申
た
の
み

た
て
ま

つ
り
候
、
又
つ
い
て
は
、
ミ
つ
か
ら
は

ゝ
の
御
い
と
ま
の
事
よ
き
よ
ふ
に
た
の
み
入

な
り
、
も

つ
と
も
の
お
ふ
せ
な
ら
バ
、
御
さ
き

へ
ま
か
り
こ
し
、
御
だ
い
所
の
御
ざ
の
ま
を

も
し
つ
ら
い
、
御
む
か
ひ
に
ま
い
る
べ
し
と
申
け
れ
ば
、
そ
の
よ
し
つ
ち
や
申
あ
げ
ら
れ
け

る
に
き
こ
し
め
し
、
い
や
ノ
ヽ
と
お
ぼ
し
め
し
け
れ
ど
も
、
か
の
も
の
ゝ
心
を
そ
こ
ね
じ
と
お

ぼ
し
め
し
、
と
も
か
く
も
と
仰
け
れ
バ
、
母
も
ろ
と
も
に
七
日
の
よ
わ
に
ま
ぎ
れ
ゆ
き
て
、
御

む
か
い
に
ま
ゐ
る
か
と
、
ま
ち
さ
せ
た
ま

へ
ど
、
其
ま

ゝ
見
ゑ
ざ
り
け
れ
ば
、
こ
な
た
よ
り

御
む
か
い
を
こ
さ
れ
た
も
ふ
所
に
、
さ

ゝ
こ
の
と
う
げ
に
あ
ま
た
の
物
の
ふ
ぢ
ん
ど
つ
て
ふ

せ
ぎ
、
つ
る
の
こ
ふ
り

へ
い
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
御

つ
か
い
罷
か
ゑ
り
、
此
よ
し
も
ふ
し
あ
ぐ

る
、
か
つ
よ
り
き
こ
し
め
し
、
か
の
も
の
に
た
ば
か
ら
れ
し
こ
と
の
口
を
し
さ
よ
と
、
て
ん

に
あ
が
り
、
ち
に
し
づ
ミ
、
御
は
ら
た

ゝ
せ
た
ま

へ
ど
か
な
わ
ず
、
お
や
ま
だ
心
が
わ
り
の

よ
し
を

つ
た

へ
き

ゝ
、
御
ぢ
ん
に
ハ
は
か
に
さ
わ
ぎ
た
ち
、
あ
た
り
の
い
ゑ
に
火
を
か
く
れ

バ
、
あ
る
に
あ
ら
れ
ぬ
御
あ
り
さ
ま
、
め
も
あ
て
ら
れ
ぬ
け
し
き
な
り
、
げ
に
り
や
う
け
ん
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の
な
き
あ
ま
り
に
、
天
目
山
へ
御
こ
し
な
さ
れ
、
ひ
と
も
ち
も
た
バ
や
と
お
ば
し
め
し
、
す

で
に
こ
ま
こ
ふ
を
出
さ
せ
た
も
ふ
、　
　
　
　
　
　
　
（天
保
八
年

〔
一
人
三
七
〕
版
本
）

「朝
野
旧
聞
哀
藁
」

〔東
照
宮
御
事
蹟
　
第

一
六
人
〕

鳥
居
彦
右
衛
門
元
忠

・
平
岩
七
之
助
親
吉
に
甲
斐
国
の
守
禦
を
命
せ
ら
れ
、
元
忠
を
し
て
岩

殿
城
に
―
甲
斐
国
都
留
郡
に
あ
り
―
居
ら
し
め
給
ひ
、
郡
内
を
―
同
国
同
郡
―
賜
り
て
、
軍

功
を
賞
せ
ら
る
、

御
年
譜
日
、
十

一
日
、
命
鳥
居
元
忠

・
平
岩
親
吉
、
護
甲
州
、

同
附
尾
日
、
十

一
日
、
賜
郡
内

一
二
万
石

一
終
鳥
居
彦
右
衛
門
、
令
居
岩
殿
城
、

松
平
物
語
日
、
家
康
公
、
甲
州
を
治
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
則
郡
内
を
ハ
、
鳥
居
彦
右
衛
門
に

下
し
た
ま
ふ
、
是
よ
り
彦
右
衛
門
ハ
岩
殿
の
城
へ
移
居
る
、
其
時
の
命
に
宣
ハ
、
是
汝
銀

鉾
の
力
に
依
と
云
々
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
し

第
四
節
　
文
書
資
料
に
見
る
山
内

・
山
麓
の
宗
教
施
設

〔大
月
市
岩
殿
・
北
条
明
直
家
∧
旧
常
楽
院
Ｖ
文
書
〕

①
武
田
義
信
書
状

（懸
紙
ウ
ハ
書
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
太
郎

〔仙
〕

勝
泉
院
　
　
　
義
信
　
」

（端
裏
切
封
）

「

（墨
引
）

」

就
修
験
中
之
儀
、
　
尊
翰
黍
存
知
候
、
向
後
相
応
之
御
用
被
仰
下
候
者
、
不
可
存
疎
略
之
趣
、

宜
被
洩
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十
二
日
　
　
義
信

（花
押
）

〔仙
〕

勝
泉
院

○

「甲
斐
国
志
」
巻
九

一
（修
験
）
は
、

「都
留
郡
岩
殿
山
修
験
常
楽
院
所
蔵
」
と
し
て
本
文
書
を

書
写
し
、

「按
二
澄
存
大
僧
正
此
頃
本
州
来
ル
コ
ト
軍
鑑
ニ
モ
見
タ
リ
」
と
考
証
し
て
い
る
。

②
鳥
居
成
次
判
物

以
上
、

為
岩
殿
山
社
領
、
拾
石
之
所
令
進
納
者
也
、
”
如
作
、

慶
長
六
年
　
　
鳥
居
久
五
郎

八
月
十
八
日
　
　
　
成
次

（花
押
）

常
楽
坊

③
岩
殿
山
由
緒
書
上

（表
紙
）

「　
甲
斐
国
都
留
郡
岩
殿
山
由
緒
書
上
帳

常
楽
院
　
」

元
除
地
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
国
都
留
郡
岩
殿
村

一
、
高
拾
三
石
三
斗
六
升
三
合
　
　
　
　
　
七
社
領

内
三
石
七
斗
四
升
七
合
　
　
　
　
屋
敷

鋪
亜
牒
朔

大
同
元
年
行
基
菩
薩
建
立

熊
野
権
現

一
、
七
社
権
現
宮
　
樋
朗
　
　
　
内
神

紬
榊
緋
朔
　
但
木
像

祭
日
三
月
十
八
日

上
ハ
月
十
七
日
　

岬
引
雁
期
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同
社
地
　
　
鰊胴枇刊間

同
山
林
　
　
腿樋到町

十

一
面
観
音
堂
町
醐
　
　
　
内
仏
木
像

同
堂
地
　
　
七
百
五
拾
坪

一
、
三
重
宝
塔
　
　
陸
醐
　
　
　
内
工
駆
期
雛
醐

孝

是
者
、
若
狭
国
康
阿
禅
尼
、
承
平
三
年
建
立
、

一
、
同
敷
地
　
　
右
観
音
七
百
十
坪
之
内
二
建
立

一
、
鐘
楼
　
　
　
九
尺
四
面

　

〔内
じ

一
、
同
敷
地
　
　
右
七
百
五
十
坪
之
二
建
立

北
麓

一
、
千
手
観
音
堂
苅
腑

同
堂
地
　　棘胴勧剤間

同
山
一林
　　腿琉咄

常
楽
院
立
家
計
酷
制
半

一
、
同
表
門
　
　
一一
醐
半

内
仏
木
像
前
立
三
宝
荒

但
岩
幌

一 一 東 一 ` ｀ 麓   ｀

但
岩
幌

但
杉
檜
松
立
木

但
草
屋
根

但
見
捨
地

但
柿
屋
根

但
草
屋
根

但
杉
檜
之
立
木

但
草
屋
根

但
柿
屋
根

同
裡
門
　
　
妖駅

同
土
蔵
　
　
一一醐半

同
厠
　
　
　
一一醐半

施
主

大
般
若
経
開
板
之
名

十
六
善
神
掛
物

同同同
開
板
施
主
名

同  同

但
板
屋
根

但
板
葺

（
マ
マ
）

但

惣
奉
行
人
別
三
百
内
大
檀
那

兵
部
大
輔
正
五
位
下
平
朝
臣
氏
重

貞
治
五
年
丙
生

一月
日

一
幅

大
股
若
経

一
部
六
百
巻

為
宿
願
開
板
畢

永
徳
三
年
八
月
十
五
日

左
兵
衛
督
氏
満

此
経
板
喜
捨
施
入

江
州
佐
々
木
新
入
幡
宮
専

為
上
酬
四
恩
下
資
三
有
無

辺
法
界
広
大
流
通
者

　

　

〔也

康
暦
元
年
己
未
人
月
七
日
、
幹
縁
比
丘
勝
源

願
主
当
国
大
守
害
薩
戒
弟
子
崇
永

吉
良
兵
部
大
輔
頼
治

永
徳
元
酵
六
月
日
、
有
之

参
河
守
平
朝
臣
氏
宗
、
有
之

町
野
近
江
守
法
名
源
城
、
有
之
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一
、
金
欄
戸
張
七
釣

一
、
金
灯
籠
　
ニ
ツ

一
、
金
地
額
　
一
一面

一
、
馬
具

一
、
薙
刀
　
　
一
振

一
、
梵
鐘
　
　
一
ツ

卜箸は郊田不動尊
　
一幅　職嗣節鞠縛卜号、

［　棟札之駒）

棟
札
之
写

御
書
附
之
写

武
田
大
郎
義
信
公
御
書
翰
之
写

徳
川
秀
忠
公
書
翰

〔恒
〕
垣

例

祈

祷

之

札

井

條

十

筋

被

相

送

之

候

、

欣

悦

之

至

候

、

猶

酒

井

右

兵

衛

大

夫

可

申

候

、

一一一一口
、

十
月
十
八
日
　
　
秀
忠
御
判

武
田
不
動
尊
卜
号
、

（付
箋
）

山田

「

一
、
不
動
尊
画
像
　
一
幅
　
　
　
　
晴
信
公
奉
納

武
田
太
郎
義
信
公

一
、
般
若
十
六
善
神
画
像
　
一
幅
　
御
奉
一納

京
都
勝
仙
院
様
ヨ
リ

一
、
神
変
大
菩
薩
木
像
　
　
　
　
　
七
社
権
現
江
奉
納
　
　
　
」

一

是
者
、
小
山
田
出
羽
守
信
茂
公
奉
納

永
禄
十
三
年

願
主
従
四
位
下
谷
村
侍
従
但
馬
守

藤
原
朝
臣
秋
元
喬
朝

寛
永
甲
申
年
十

一
月
十
七
日
、
有
之
候
、

戸
田
氏
忠
真
寄
附

元
禄
十
年
丁
丑
関
二
月
五
日
、
銘
有
之
候
、

秋
元
但
馬
守
様
ヨ
リ
拝
領

小
山
田
信
茂
公
ヨ
リ
拝
領

小
山
田
信
茂
岩
殿
山
在
城
頃

陳
鐘
故
而
、
無
銘
シ
テ
摺
疵
有
之
候
、

（
５
）

奉
加
帳

、
郡
中
触
下
之
修
験
三
十
ヶ
院
有
之
候
、

、
七
社
大
権
現
、
大
同
元
年
建
立
ヨ
リ
、
到
明
治
五
壬
申
年
、
凡
千
六
拾
八
年
、

、
三
重
宝
塔
、
承
平
三
癸
丑
二
月
建
立
ヨ
リ
、
到
明
治
五
年
迄
、
汎
九
百
四
十

一
年
、

右
者
、
御
尋
二
付
、
曲
緒
奉
書
上
候
、
己
上
、

明
治
五
年
四
月
日
　
　
　
　
　
　
殿
細
囃
離

山
梨
県

谷
村
御
庁

一
、
護
摩
具
　
　
一
一面
　
　
但
真
鍮

一
、
曲
禄
　
　
　
ニ
ツ

一
、
長
柄
傘
　
　
一
一本

一
、
槍
　
　
　
　
士τ
本
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一
、
水
帳
　
　
　
士τ
札
　
　
但
元
除
地
帳

一
、
大
小
刀
　
　
四
腰

右
者
、
御
尋
二
付
、
什
物
取
調
書
上
候
、
已
上
、

岩
殿
村

天
台
宗

明
治
六
癸
酉
十
二
月

常
楽
院

同
村
　
　
　
明

旦
不
大
坊

鴛
籠

二
挺

柳
沢
甲
斐
守
書
翰

壱
通

十
二
天
画
像

十
二
幅
　
寄
附
柳
沢
甲
斐
守

三
十
六
童
子
画
像

七
幅

御
水
帳

壱
帳

舟
橋
三
位
師
賢
卿
真
筆
色
紙
　
士τ
枚

桶
測
灯
籠
　
　
　
　
一
一釣
　
　
寄
附
下
谷
村
川
口
善
兵
衛

三
条
皇
太
后
宮
権
大
夫
実
万
卿
直
筆
色
紙
　
士τ
枚

右
者
、
御
尋
二
付
、
什
物
取
調
書
上
候
、
己
上
、

岩
殿
村
天
台
宗

明
治
六
癸
酉
十
二
月
　
　
　
　
　
常
楽
院
明
雄

同
村
曇
本
大
坊

高
順

副
戸
長
森
代
造

戸
長

仲
九
甚
兵
衛

権
令
藤
村
紫
朗
殿
代
理

山
梨
県
参
事
富
岡
敬
明
殿

註

（１
）

第

一
節

「甲
斐
国
志
」
巻
九
〇
の

「岩
殿
山
円
通
寺
」
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

本
文
は
省
略
し
た
。

（２
）

（１
）
に
同
じ
。

（３
）
前
項
に
収
め
た
の
で
、
本
文
は
省
略
し
た
。

（４
）

（３
）
に
同
じ
。

（５
）

（１
）
に
同
じ
。

〔大
月
市
岩
殿

・
北
条
熱
実
家
∧
旧
大
坊
Ｖ
文
書
〕

④
佐
久
間
三
休
判
物

以
上
、

郡
中
よ
り
熊
野
参
詣
之
輩
、
貴
践
本
．先
達
江
為
無
届
罷
上
事
、
従
京
都
御
理
付
、
御
城
よ
り

堅
御
法
度
被
仰
付
候
、
為
其
常
楽
坊
へ
御
直
判
被
遣
候
、
在
々
肝
煎
衆
兼
日
村
中
へ
可
申
付

候
、
自
然
先
達
へ
為
無
相
届
罷
上
者
、
船
津

・山
中
・黒
野
田
口
々
に
て
押
申
候
間
、
先
達
よ

り
手
形
被
取
可
罷
上
候
様
二
堅
可
申
付
候
、
以
上
、

慶
長
十
弐
年

丁
未

三
休

（花
押
）

〔大
月
市
強
瀬

。
中
村
和
夫
家
文
書
〕

⑤
鳥
居
成
次
判
物

従
当
郡
熊
野
参
詣
之
者
共
、
如
前
代
先
達
へ
相
届
可
致
参
詣
候
、
京
都
よ
り
御
理
候
間
、
常
楽

坊
二
申
付
候
者
也
、

慶
長
十
二
年
　
　
鳥
居
土
佐
守

関
四
月
十
六
日

郡
中随
静
衆
参
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未関
四
月
十
四
日
　
　
　
成
次

（花
押
）

郡
榊
野
参
詣
者

第
五
節
　
文
献
に
見
る

「岩
殿
市
」

「甲
斐
回
志
草
稿
」
∧
森
嶋
本
Ｖ

〔ザ
〕

一
、
連
雀
商
人
ノ
由
来
書
―
抱
腹
二
堪
タ
ル
書
ナ
カ
ラ
、
年
暦
ノ
久
キ
物
ナ
レ
ハ
載
ル
ー

葛
野
村
忠
右
衛
門
所
持

本
ノ
マ
ヽ

一
、
伴
林
諸
伴
沐
開
ヨ
リ
し
て
、
此
方
ハ
し
か
の
な
か
れ
の
子
孫
と
申
ハ
、
あ
き
人
の
事
な

ム
田
フ
、

一
、
彼
し
か
の
な
か
れ
の
あ
き
人
、
庁
詞
田
国
ヱ
渡
り
、
工
院
ヱ
懸
御
日
に
、
熊
野
権
現
ヲ
日
本

ヱ
も
ち
申
、
日
本
の
王
院
懸
御
目
に
申
、
か
の
し
か
の
な
か
れ
の
あ
き
人
、
大
み
ね
を
ふ
ミ
わ

け
申
て
、
か
の
れ
ん
し
や
く
あ
ま
リ
ニ
た
ん
と
ノ
ヽ
お
ほ
し
め
し
、
大
み
ね
二
納
申
、
七
日
七

夜
こ
も
り
申
候
、
同
年
こ
も
リ
ヮ
い
た
し
度
存
候
へ
共
、
大
あ
く
の
身
に
候
ヘ
ハ
、
山
あ
れ
申

候
間
、
ま
か
り
下
候
、

一
、
日
本
は
し
ま
り
候
て
、
四
ツ
や
く
所
の
事
ハ
、

一
、
大
坂
の
せ
き
、　
一
、
つ
く
し
の
あ
か
み
か
せ
き
、　
一
、
東
か
い
道
す
る
か
き
よ
み
ヶ

せ
き
、

本
ノ
マ
ヽ

一
、
大
し
う
に
て
ハ
ニ
し
よ
の
せ
き
な
り
、
い
つ
れ
も
み
や
け
を
つ
か
ひ
申
候
は
う
な
り
、

此
間
不
読
、
本
ノ
マ
ヽ

む
ま

に
二
人

一
二
三
み
や
、

一
、
彼
れ
ん
し
や
く
の
事
、
た
つ
の
回
ハ
、
熊
野
権
現
の
御
す
か
た
也
、

一
、
左
の
御
む
す
ひ
ハ
、
金
剛
か
い
の
御
す
か
た
な
り
、

一
、
右
御
む
す
ひ
ハ
、
た
い
そ
う
か
い
の
御
す
か
た
な
り
、

※
一
、
中
の
む
す
ひ
ハ
、
日
月
の
御
す
か
た
也
、

一
、
ほ
そ
ひ
き

ハ
、
ふ
と
う
の
は
く
の
な
わ
、
同
道
な
り
と
も
申
な
り
、

一
、
は
か
り
と
申
候

ハ
、
天
下
を
ひ
や
う
す
る
也
、

（行
）

一
、
日
月
七
や
や
う
、
九
や
う
、
廿
人
宿
な
り
、

一
、
北
と
の
七
星

ハ
、　
一
、
日
ノ
曜
、
本
地
ふ
と
う
、

ひ
ん
ろ
う
ノ
星
、　
一
、
月
曜

ハ
、
本
地
釈
迦
、

こ
も
ん
ノ
星
、　
　
一
、
火
曜

ハ
、
本
地
千
手
、

ゑ
い
ほ
ん
ノ
星
、　
一
、
水
曜

ハ
、
本
地
馬
と
う
、

も
ん
こ
く
星
、　
　
一
、
土
曜

ハ
、
本
地
み
ろ
く
、

ふ
こ
く
星
、　
　
　
一
、
金
曜

ハ
、
本
地
こ
く
う
そ
う
ほ
く
ん
し
や
う
な
り
、

一
、
南
と
の
七
し
や
う

　
　
一
、
大
に
ん
し
や
う

　
一
、
小
に
ん
し
や
う

一
、
大
ち
く
し
や
う

　
一
、
小
ち
く
し
や
う

　
一
、
い
し
や
う

一
、
神
し
や
う
　
　
　
一
、
か
く
し
や
う
な
り
、

一
、
九
曜
ノ
次
第
、
羅
曜
星
、
土
曜
星
、
水
曜
星
、
日
曜
星
、
火
曜
星
、
計
都
星
、
月
曜
星
、

木
曜
星
也
、

一
、
廿
人
宿
ノ
次
第
　
し
つ
。
へ
き

。
け
い
。
ろ
う

。
い
ゝ
・
は
う

。
ひ
つ
。
し
つ
。
さ
ん

。

せ
い
。
き
い

。
り
う

。
し
や
う

。
ち
や
う

。
よ
く

。
ち
ん

。
か
つ
。
か
う

。
て
い

。
ほ
う

。

し
ん

。
ぎ

・
斗

・
女

。
こ

。
き
、
し
つ
へ
き
け
い
星
也
、

一
、
は
か
り
の
ぎ
、
は
し
め
て
ハ
た
か
は
か
り
を
も

つ
か
ひ
申
候
、

一
、
は
か
り
の
ら
む
し

ハ
、
日
月
の
御
す
か
た
也
、

一
、
こ
の
は
か
り
の
儀

ハ
、
天
下
の
ほ
し
の
こ
と
く
也
、

一
、
さ
う
は
か
リ

ハ
、
日
月
の
御
す
か
た
な
り
、

一
、
は
か
り
の
大
事
大
方
也
、

一
、
あ
き
ん
と

ハ
、
あ
き
な
い
は
し
ま
り
に
ハ
、
た
か
を
も
馬
を
も
売
可
申
候
、

一
、
ふ
つ
と
か
た
十
二
人
あ
き
人
也
、

一
、
の
と
あ
と
う
十
六
人
あ
き
人
也
、

一
、
あ
さ
ほ
か
た
十
四
人
あ
き
人
也
、

一
、
森
口
汁
六
人
あ
き
人
也
、
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本
ノ
マ
ヽ

一
、
あ
き
人
の
こ
ん
ほ
ん
は
、
八
十
八
人
、
以
上
よ
ほ
也
、

一
、
日
本
の
に
し
ひ
か
し
ノ
道
の
か
す
、
二
せ
ん
八
百
七
十
三
行
、

一
、
北
南
ノ
道
の
数
、
五
百
十
里
、
こ
れ
は
大
か
た
也
、

一
、
日
本
の
人
数
ハ
四
拾
三
ヲ
ク
三
千
五
百
五
拾
弐
人
、
是
ハ
大
方
也
、

文
安
元
年
却
正
月
吉
日
　
　
加
津
野
主
清
右
衛
門
尉

清
右
衛
門
ハ
、
即
忠
右
衛
門
力
先
祖
ナ
リ
、
古
ヘ
ハ
此
家
連
雀
商
人
ノ
頭
ニ
シ
テ
、
毎
歳

三
月
十
八
日
、
岩
殿
祭
礼
ノ
市
町
ヨ
リ
役
銭
ヲ
取
シ
ト
也
、
後
世
廃
シ
テ
唯
市
見
世
へ
神

酒
ト
テ
酒
ヲ
配
分
ス
レ
ハ
、
商
人
ヨ
リ
モ
初
穂
卜
称
シ
テ
少
分
ノ
銭
ヲ
贈
ル
、
此
モ
亦
近

世
止
り
、
此
書
無
用
ノ
長
物
ナ
カ
ラ
、
年
歴
ノ
古
キ
ニ
メ
デ
ヽ
、
此
二
出
ス
、

（都
留
市
教
育
委
員
会
蔵
）

○

「甲
斐
国
志
草
稿
」

〔柏
木
本
〕
で
は
、
※
を
付
し
た
条
の
次
に
、
次
の
一
条
を
記
す
。

一
、
ゆ
た
ん
と
申
も
、
熊
野
権
現
の
御
す
か
た
な
り
、

「甲
州
年
中
行
事
」

岩
殿
の
市
　
維
新
以
前
、
大
月

・
初
狩

・
猿
橋
地
方
へ
か
け
て
の
只

一
つ
の
市
と
し
て
岩
殿

の
市
な
る
も
の
あ
り
、
旧
三
月
十
八
日
に
之
を
行
ひ
、
当
日
は
岩
殿
二
院
の
祭
日
に
当
り
、
遠

近
よ
り
群
を
為
し
て
集
り
来
り
、
各

一
年
中
入
用
な
る
日
用
品
。道
具
等
を
買
ひ
求
め
た
り
、

南
北
都
留
は
凡
て
此
市
に
出
か
く
る
が
例
な
り
き
、
商
人
は
各
国
よ
り
集
り
、
越
前
の
鎌
屋
、

九
州
の
椀
屋
、
江
州
の
鍬
ま
ん
が
、
武
州
の
竹
屋
等
な
り
、
倉
庫
二
ヶ
あ
り
、　
一
つ
は
浄
楽

院
の
前
、　
一
つ
は
今
の
奈
良
好
太
郎
氏
の
前
に
あ
り
、
市
日
以
外
平
日
は
、
品
物
を
此
の
二

倉
庫
に
蔵
め
、
商
人
各
国
に
引
取
り
て
後
、
両
家
に
て
費
用
を
と
り
て
之
を
管
理
し
、
平
日

は
更
に
此
を
開
か
ず
、
商
人
の
初
め
は
椀
屋
権
十
郎
が
椀
を
売
り
初
め
た
る
よ
り
な
り
と
ぞ
、

又
市
の
当
日
は
賭
博
あ
り
、
山
の
曲
り
角
に
芝
道
を
張
り
、
参
詣
人
は

一
文
に
て
四
文
と
れ

る
と
称
し
、
盛
に
賑
ひ
た
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
甲
斐
志
料
集
成
』

一
三
）

（堀
内
　
一号
）

-306 (17) 一



第
二
章
　
旧
円
通
寺
蔵
大
般
若
経
刊
記

・
墨
書

一
覧

凡
例
　
。
こ
の
一
覧
に
は
現
存
す
る
全
巻
の
他
、

『甲
斐
国
志
』
に
載
る
銘
文
も
記
録
し
て
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
注
記
し
た
。

・
「刊
記
」
欄
は
、

（首
題
下
）
と
注
記
し
た
も
の
以
外
は
尾
題
下
若
し
く
は
そ
の
周
辺
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、　
一
行
内
の
一
字
明
け
は
改
行
を
意
味
し
て

い
る
。

。

「
墨
書
」
欄
に
は
、
首
題
よ
り
前

の
、

い
わ
ゆ
る
袖
書
相
当
分
に
記
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

（袖
）
、
経
典
の
行
間
に
記
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

（行
間
）
と
注
記
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
注
記
を
伴
わ
な
い
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
尾
題
周
辺
の
い
わ
ゆ
る
奥
書
相
当
部
分
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、　
一
行
内
の
一
字
明
け
が
改
行
を
意

味
し
て
い
る
の
は
、

「刊
記
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
巻
二
・
五
九
五
に
は
後
筆
が
あ
る
が
、
内
容
か
ら
明
ら
か
に
区
分
で
き
る
の
で
、
あ
え
て
表
示
し
な
か
っ

た
。

。
「行
間
人
名
」
欄
は
、
経
典
の
途
中
の
柱
部
分
若
し
く
は
空
白
部
分
に
記
録
さ
れ
る
刊
記
で
あ
る
。
Ｔ

」
で
区
分
し
、
別
行
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
な

お
、
こ
の
欄
で
の
一
字
明
け
は
、
同

一
行
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
間
に
空
白
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

。
「施
入
」
欄
に
は
、
記
載
文
言
を
Ａ
～
Ｇ
の
符
号
を
用
い
て
表
示
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
奥
書
相
当
部
分
に
あ
る
場
合
は

「奥
」
、
袖
書

・
奥
書

相
当
部
分
両
方
に
見
え
る
場
合
は

「袖

。
奥
」
と
注
記
し
、
注
記
を
伴
わ
な
い
も
の
が
袖
書
相
当
部
分
で
あ
る
。

Ａ
　
奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺

Ｂ
　
奉
施
入
七
所
大
権
現
御
賓
前

Ｃ
　
奉
施
入
七
所
権
現
御
賓
前

Ｄ
　
奉
施
入
岩
殿
山
七
所
大
権
現
御
賓
前

Ｅ
　
奉
施
入
岩
殿
山
七
所
権
現
御
賓
前

Ｆ
　
奉
施
入
岩
殿
七
所
大
権
現
御
賓
前

Ｇ
　
奉
施
入
岩
殿
七
所
権
現
御
賓
前

Ｈ
　
奉
施
入
七
所
権
現
回
通
寺

こ
れ
以
外
に
、
首
題
下
に

「岩
殿
山
園
通
寺
」
の
墨
書
が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
欠
く
巻

・
書
写
巻

（巻
二
六
二
～
二
七
〇
）
を
除
け
ば
、
巻
三
五
七
以
外
の
全
巻
に
記
録
さ
れ
る
の
で
、

注
記
は
割
愛
し
た
。
な
お
、
同
文
言
を
行
間
に

一
～
十
数
箇
所
に
わ
た
つ
て
記
録
す
る
が
、
全
巻
に
わ
た
る
の
で
、
こ
れ
も
注
記
を
省
略
し
た
。

表
紙
の
外
題
下
に
あ
る

「岩
殿
山
」
の
墨
書
は
全
巻
に
わ
た
る
た
め
、
個
別
に
は
特
に
注
記
し
な
か
っ
た
。
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一
四 九 八 七 五 四

巻

数

勧
進
沙
門
智
感

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
三
年
賊
四
月
十
六
日

（首
題
下
）

「勧
進
沙
門
智
感
」

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
二
年
七
月
十
五
日

延
文
二
年
四
月
五
日
　
勧
進
沙
門
智
感

此
巻
者
寂
初
之
助
縁
　
荒
川
讃
岐
房
元
果
書
之

］
年
六
月
十
五
日

［

（首
題
下
）

「勧
進
沙
門
智
感
」

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
二
年
師
正
月

一
日

文
和
五
年
輌
五
月
日
　
勧
進
沙
門
智
感
敬
誌

干U

記

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
回
通
寺
勧
進
僧
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
有
迪
知
客
」

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
聖
有
迪
知
客
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴

一

通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
部
岩
殿
山
国
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

険
役
僧
真
榮
（花
押
）

立
花
氏
秀
重
（花
押
）

皇
壁

書

上
心
禅
尼

・
卜
部
家
光

・
沙
弥
契
道

・
沙
弥
理
慶

・
村
串
弾
正
左
衛
門
尉

盛
貞

・
伯
者
国
日
野
郡
司
道
舜

・
榎
下
如
春

・
伯
者
国
日
野
郡
司
妻
琲
性

・
菩
薩
戒
尼
善
法

。
東
遠
江
孫
次
郎
平
胤
氏

上
紹
介
平
胤
重

・
右
衛
門
尉
源
秦
貞

・
平
宗
信

。
右
衛
門
尉
源
氏
政

・

薩
戒
尼
妙
心

・
幸
阿
旅
陀
佛

・
菩
薩
戒
尼
如
幸

・
慶
尊

。
善
阿
　
理
阿

兵
部
大
夫
常
高

・
藤
原
宗
重

遊

平
鶴
壽
丸

・
采
山
新
左
衛
門
入
道
円
盛

・
左
衛
門
尉
藤
原
長
宗

沙
旅
行

一
・
沙
弥
乗
金

。
上
紹
介
平
宗
重

・
左
衛
門
尉
平
宗
信

・
書
薩
戒

尼
妙
智

・
善
薩
戒
尼
尚
河

。
十
住
心
院
上
人
園
海

。
源
幸
鶴
女

沙
弥
性
阿

・
此
巻
元
果
書

・
菩
薩
戒
尼
希
法

・
菩
薩
戒
尼
如
月
桂
庵

。
前

駿
河
守
藤
原
行
春

。
安
藝
守
忠
泰
聖
勇

・
岡
部
次
郎
左
衛
門
尉
小
野
好
景

・
此
巻
元
果
書

此
板
元
果
書

・
周
防
権
守
平
豊
政

・
鏡
之
西
之
根
者
希
法

・
左
衛
門
尉
正

貞

・
沙
旅
道
性

・
此
板

一
枚
元
果
書

・
散
位
藤
原
朝
臣
基
胤

・
出
羽
守
小

野
重
紀

・
沙
旅
行
阿

・
下
野
守
真
轄

・
菩
薩
戒
尚
河

。
小
俣
宮
内
大
輔
源

義
弘

・
富
士
興
法
寺

一
和
尚
行
覺

・
源
熊
王
丸

・
藤
原
氏
女
　
清
原
氏
女

小 妙
野 義
道
榮 妙
・ 宜

・
沙
弥
有
阿

・
祐
覺

・
沙
林
禅
忍

・
清
原
高
泰

・
左
衛
門
尉

前
周
防
守
源
貞
頼

・
藤
原
氏
女

・
左
衛
門
尉
氏
嗣

右
衛
門
尉
橘
知
幸

・
即
入
道
時
阿
弥

守
泰
規

・
藤
原
氏
女

・
沙
旅
道
範

・
・
沙
旅
道
重

・
修
理
亮
員
重

・
信
濃

菩
薩
戒
尚
河

住
高
安
比
丘
慶
芳

・
但
馬
守
滋
野
泰
兼

・
左
衛
門
尉
光
行

・
左
衛
門
尉
光

兼

・
橘
氏
女

・
菩
薩
戒
了
印

・
藤
原
盛
回

・
滋
野
氏
女

・
下
野
守
貞
幹

・

菩
薩
戒
成
心

・
蔵
門

行

間

人

名

B
施

入

表
紙
欠

書
写
部
分

混
じ
る

備

考
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二
人

二
七

一
一上ハ

二
五

二

四
一
一二

一
九

一
七

一　
一ハ

一
五

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
六
年
鮮
二
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
年
破
十
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
年
鼓
十
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　
廷
文
五
年
教
十
月
七
日

延
文
五
賠
十
月
日
　
勧
進
沙
門
智
感

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
年
薇
十
月
日

沙
門
智
感
　
延
文
五
年
薮
六
月

一
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
年
賠
二
月

一
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
四
年
十

一
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
四
年
十
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
四
年
五
月
十
八
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
段
山
鳳
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年

妃
六
月
日

甲
斐
園
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
凰
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

菩
薩
戒
尼
桂
奄

・
菩
薩
戒
尼
如
讃

沙
旅
祐
阿

滋
野
氏
女
滑
桂

・
沙
旅
智
阿

・
比
丘
尼
真
如

・
海
上
徳
壽
丸

・
沙
淋
理
慶

結
城
三
郎
兵
衛
尉
藤
原
民
重

・
平
行
賃

・
兵
庫
助
清
原
教
熙

畠
山
散
位
國
熙

・
外
記
大
夫
清
原
熙
隆

・
源
宗
重

上
総
守
源
範
氏

・
伊
与
守
源
直
氏

藤
原
範
藤

・
為
證
道
妙
榮

。
明
壽

・
空
園
　
蓮
念
　
園
鏡

・
僧
照
阿

教
阿

・
弾
正
忠
藤
原
宗
明

左
衛
門
尉
國
重

・
僧
貸
蔵

・
尾
張
守

如
春

。
希
草
　
清
本

・
光
智
　
覺
園

沙
弥
道
恵

。
明
宗
　
明
玄

・
比
丘
尼

畠
山
散
位
源
清
義

・
隼
人
正
入
道
沙
弥
善
照

・
畠
山
散
位
國
熙

・
遊
佐
左

衛
門
尉
國
重

・
笛
根
別
営
定
費

・
神
保
左
衛
門
尉
親
久

・
畠
山
龍

一
丸

・

畠
山
龍
若
丸

・
安
冨
因
幡
入
道
道
轍

・
平
氏
女

・
河
越
弾
正
少
輔
平
直
重

・
沙
弥
心
省

・
僧
道
巳

・
沙
旅
藤
可

・
神
保
孫
次
郎
惟
宗
氏
久

菩
薩
戒
女
明
秀

・
沙
沐
道
誓

・
権
少
僧
都
定
助

・
為
豊
岳
行
阿
禅
門
源
宗

治

・
菩
薩
戒
女
浮
回

・
東
平
松
千
代
丸

・
仁
田
通
典
居
士

・
金
山
藤
内
藤

原
国
泰

・
児
玉
大
河
原
左
衛
門
尉
信
貞

・
沙
弥
積
阿

・
畠
山
散
位
源
清
義

・

畠
山
張
尾
守
源
義
深

・
篤
生
阿
　
瀞
心

・
菱
木
次
郎
藤
原
盛
家

・
古
尾
谷

刑
部
大
輔
義
量

・
平
氏
女

源
金
王
丸

・
源
鶴
壽
丸

・
稲
塔
比
丘
良
守

・
菩
薩
戒
尼
明
清

。
平
徳
壽
丸

。

高
石
次
郎
入
道
宗
安

・
沙
体
定
放

・
相
馬
掃
部
助
貞
重

・
角
慈
禅
禅
門
沙

沐
妙
禅

・
中
村
伊
豆
入
道
光
阿

。
長
井
修
理
亮
宏
永
居
士

。
菩
薩
戒
女
滞

桂

・
沙
旅
心
宗

・
嶽
別
営
僧
都
賢
秀

・
前
安
藝
守
朝
里

表
紙
欠
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四

四

四

三

四

二

四

一

四

〇

三
九

三

八

三
七

一一一エハ

一二
五

三

四
一一一一一一

三

〇
二
九

貞
治
一
一年
三
月
日

貞
治
二
腰
二
月
日

貞
治
二
嬢
二
月
日

貞
治
二
嬢
二
月
日

比
丘
智
感

康
安
元
諄
九
月
日
　
勧
進
智
感

康
安
元
年
鮮
九
月
日
　
勧
進
智
感

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
六
年
辞
六
月
日

化
縁
比
丘
智
感

延
文
六
年
畔
二
月
日
　
勧
進
沙
門
智
感

延
文
六
年
群
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
年
薮
五
月

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
庚
子
　
九
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
延
文
六
年
学
四
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
」
×
４
　

「甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）
「鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」
×
５

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）
「鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
」
×
５

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
」
×
２

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年

妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

菩
薩
戒
尼
性
光

比
丘
徳
昌

・
為
道
存
道
源

・
為
沙
旅
性
阿
浄
心

。
平
徳
壽
丸

・
隔
田
次
郎

左
衛
門
尉
忠
光

・
理
慶

乙
連
左
衛
門
尉
金
増

・
沙
弥
道
光

菩
薩
戒
尼
自
信

・
菩
薩
戒
尼
妙
騨

道
西

・
妙
恵
比
目
若

・
沙
旅
道
西

比
丘
尼
宗
喜

・
比
丘
尼
修
心

・
沙
旅

菩
薩
戒
尼
見
良

神
保
次
郎
惟
宗
基
久

・
神
保
三
郎
惟
宗
清
久

固

・
知
性
巳
大
浄
真
虎
松

・
菩
薩
戒
尼
明
徳

法
印
有
賃

・
菩
薩
戒
尼
宗

阿
原
口
應
祥

高
山
左
近
脂
監
重
行

・
連

一　
妙
法

。
沙
門
β
琳

・
権
律
師
通
盛

僧
都
賞
宴

・
菩
薩
戒
尼
喜
阿

・
白
江
入
道
妙
呂

権

小

稲
生
左
衛
門
尉
宗
信

・
為
二
親
源
氏
女
紅
梅

遊
佐
左
衛
門
尉
國
重

・
為
回
阿
憲
重

・
沙
旅
行
阿

・
源
孝
王
女

・
畠
山
鶴

壽
丸
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エハ
　
一

六

〇

五

人

五

七
五
六

五

五
五
四

五

三

五

二

五

一

四
九
四
八

四
七

四
六

四
五

康
安
二
狂
八
月
日

康
安
二
駈
六
月
日

康
安
二
狂
六
月
日

勧
進
比
丘
智
感
　
康
安
二
牡
五
月
日

勧
進
智
感
　
康
安
二
狂
二
月
日

勧
進
智
感
　
康
安
二
狂
二
月
日

貞
治
二
嬢
二
月
日

貞
治
二
年

娠
二
月
日

勧
進
智
感
　
康
安
二
駈
四
月
日

貞
治
二
嬢
七
月
日

貞
治
弐
季

嫉
六
月

日

貞
治
二
媛
六
月
日

貞
治
二
媛
五
月
日

貞
治
二
三
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺

（行
間
）

「岩
殿
寺
」

勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
姫
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
閾
逮
綿
柳
艤
漸
脚
脚
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
固
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
園
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」

「甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
」

右
衛
門
尉
平
景
良

・
性
寛
監
寺

沙
旅
重
阿

沙
旅
聖
朝

。
高
山
尾
張
守
重
俊

岩
松
治
部
大
輔
源
直
國

阿
閣
梨
隆
厳

高
山
右
京
亮
平
公
重

・
平
徳
壽
丸

・
三
川
入
道
道
遊

・
土
佐
入
道
道
意

菩
薩
戒
尼
清
壽

宮
根
別
営
定
賃

・
斯
波
法
印
志
元

。
大
夫
律
師
重
憲

・
善
薩
戒
尼
如
寛

・

妙
光
禅
尼

・
沙
弥
世
高

・
高
出
宗
祐

・
源
氏
幸
女

・
妙
国
禅
尼

・
権
禅
師

隆
賢

・
比
丘
尼
日
林

・
法
橋
有
順

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

嬢
表
紙

巻
頭
欠
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七

八

七

七
七
六

七

五

七

四

七

三

七

二

七

一

七
〇

六
八

六

七
エハ
エハ

六

五

六

四
一ハ
一二

エハ
一
一

貞
治
二
嫉
十
月
日

貞
治
二
嫉
九
月
日

貞
治
二
嬢
十
月
日

貞
治
二
嬢
八
月
日

貞
治
二
媛
八
月
日

貞
治
二
嬢
九
月
日

貞
治
二
嬢
七
月
日

貞
治
二
媛
七
月
日

貞
治
二
媛
正
月
日

康
安
二
壬
寅
十

一
月
日

康
安
二
雅
十

一
月
日

康
安
二
狂
十
月
日
智
感

康安二狂溜脚日

康
安
二
を
八
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
如
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
周
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
国
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
比
丘
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」
×
２

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」
×
２

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
園
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」
×
２

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」
×
３

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
主
岩
殿
山
回
通
寺

上
椙
左
近
蔵
人
藤
原
憲
英

書
薩
戒
善
性
禅
尼

沙
旅
妙
回
禅
門

・
善
薩
戒
妙
本
禅
尼

左
衛
門
尉
三
善
忠
光

沙
淋
聖
會

舟
妙
道
　
沙
弥
宗
顧

・
左
衛
門
尉
三
善
康
忠

・
高
野
山
西
塔
勧
進
聖
珠
阿

菩
薩
戒
尼
浄
意

左
衛
門
尉
景
安

・
菩
薩
戒
尼
明
阿

・
小
代
弾
正
左
衛
門
尉
政
行

左
衛
門
尉
三
善

・
散
位
源
義
政

善
薩
戒
尼
如
寛
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九

五

九

四

九

二

九

二

九

一

九

〇
八
九

八
七

八
六

八
五

八
四

人
三
八
二

八

一

七

九

貞
治
三
即
六
月
日

貞
治
三
即
六
月
日

貞
治
三
即
五
月
日

貞
治
三
即
五
月
日

貞
治
三
卿
六
月
日

貞
治
三
即
二
月
日

貞
治
三
即
二
月
日

貞
治
三
卿
二
月
日

貞
治
三
卿
二
月
日

貞
治
三
即
二
月
日

貞
治
三
脚
正
月
日

貞
治
三
即
正
月
日

貞
冶
媛
十
二
月
日

貞
治
武
年
孵
十
二
月
日

貞
治
二
媛
十
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「甲
斐
州
岩
殿
山
回
通
寺
」

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
目
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
回
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
容
　
應
永
六
年
姫
六
月
日

（袖
）

「鶴
郡
奉
施
入
岩
殿
山
鳳
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
閾
瀧
樫
珈
嚇
薪
脚
蜘
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
閾
瀧
迎
珈
嚇
納
脚
蜘
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
闘
瀧
潮
珈
崎
結
脚
蜘
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
閾
瀧
樫
珈
嚇
薪
脚
蜘
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
閾
瀧
迎
珈
噂
結
脚
蜘
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
公
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
姫
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

藤
原
家
光

比
丘
道
観

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

・ A
奥 袖

・ A
奥 袖
・ A
奥 袖

Ａ
奥 ・Ａ轍

Ａ
奥

Ａ
袖
・
奥

Ａ
奥
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一
一
二 ○

○
九

一
〇
八

一
〇
六

一
〇
五

一
〇
四

一
〇
三

○
一
〇
〇

九

九
九
八

九

七

九

六

貞
治
四
陀
五
月
日

貞
冶
四
陀
三
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　
延
文
五
年
六
月
日

貞
治
四
陀
三
月
日

貞
治
三
即
正
月
日

貞
治
四
盟
二
月
日

貞
治

三

脚
十

二
月

日

貞
治
三
即
十
二
月
日

貞
治
三
邸
十
月

貞
治
三
卿
十

一
月
日

貞
治
郡
九
月
日

貞
治
三
即
九
月
日

貞
治
三
即
七
月
日

貞
治
三
即
七
月
日

貞
治
三
即
七
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客

（行
間
）

「奉
施
入
岩
殿
山
園
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
迪
知
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

菩
薩
戒
尼
法
観

・
書
薩
戒
尼
如
寛

・
書
薩
戒
尼
契
壽

・
善
薩
戒
尼
明
光

・

沙
旅
道
誓

・
相
模
守
藤
清
氏

・
沙
旅
心
省

・
武
蔵
守
源
義
深

・
散
位
清
義

。
菩
薩
戒
尼
真
方

・
散
位
源
国
熙

・
菩
薩
戒
尼
希
芳

・
沙
旅
聖
法

・
菩
薩

戒
尼
固
観

・
前
安
藝
守
朝
里

岩
松
治
部
大
輔
直
國

・
沙
旅
覺
恵

・
伊
丹
見
車
阿

・
書
薩
戒
尼
今
阿

従
五
位
下
中
務
小
輔
源
朝
臣
詮
持

従
四
位
下
左
京
大
夫
源
直
持
朝
臣

・
源
家
脂

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

Ａ
奥

表
紙
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一
二
九

一
二
人

一
二
七

一
一
三

一
二
五

一
二
四

十
一
一三

一
一
一二

一
一
一
一 九 八 七 五 四

貞
治
六
粁
正
月
日

貞
治

五

額
十

一
月

日

貞
治
六
年

粁

五
月

日

貞
治
五
輌
十
二
月
日

貞
治
五
柄
十
二
月
日

貞
治
五
柄
八
月
日

貞
治
五
輌
五
月
日

貞
治
五
獅
五
月
日

貞
治
五
獅
八
月
日

貞
治
一一臣
九
月
日

貞
治
四
十
月

一
日

貞
治
四
本

陀
七
月
日

貞
治
第
四
臣
二
月
日

貞
治
〓年
配
九
月
日

貞
治
一一年

乙
巳

七
月
日

貞
治
陀
四
五
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
聖
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

沙
淋
道
般

・
兵
庫
允
藤
原
重
綱

・
冨
部
左
近
蔵
人
信
兼

・
兵
庫
允
藤
原
重

紀 斎
藤
四
郎
左
衛
門
尉
基
親

・
高
泉
三
河
守
高
乾

源
氏
幸
女

・
沙
沐
浮
永

・
沙
旅
道
仙

勝
田
美
作
入
道
静
光

・
三
善
康
雄
法
師
源
勝

・
冨
部
小
外
記
重
行

・
澁
谷

因
幡
守
直
国

笛
根
別
営
法
印
定
賃

・
紀
五
沙
旅
妙
道

大
田
下
野
権
守
入
道
行
尊

・
河
内
守
貞
重

・
安
藝
守
清
恒

沙
旅
蓮
廣

生
刷
伊
賀
守
家
継

・
甲
斐
守
顧
貞

。
近
江
守
清
長

・
源
千
代
鶴

・

氏
家
左
衛
門
尉
持
継

・
氏
家
十
郎
兼
継

・
伊
豆
守
清
顕

・
飛
騨
守
親
家

丹
後
三
郎
平
清
宗

・
前
肥
後
守
藤
原
烏
春

・
笛
根
別
営
法
印
定
賃

明
照

・
因
幡
守
貞
治

・
沙
淋
光
哲

沙
淋

書
薩
戒
如
寛

・
菩
薩
戒
尼
如
寛

。
桑
門
應
祥

為
聖
紹
二
親
所
志
聖
霊
　
藤
原
國
家

・
為
道
永
妙
性
性
了
　
修
理
亮
経
英

源
松
鶴
丸

三
賓
弟
子
世
高

安
威
左
衛
門
入
道
性
威

。
笛
根
別
営
法
印
定
貸

・
紀
五
沙
旅
妙
道

為
如
日
聖
紹
念
阿
沙
旅
祐
清

表
紙
欠
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一
四
五

一
四
四

一
四
三

一
四
二

一
四

一

一
四
〇

一
三
九

一
三
八

一
三
七

一
一三

一
三
五

一
三
四

一
一一一一一一

一
言
一
一

一
三
〇

應
安
元
年
六
月
十
八
日

貞
治
六
年

紅
十
二
月
日

貞
治
六

痛
十
二
月
日

貞
治
七
破
正
月
日

貞
治
六
粁
二
月
日

貞
治
六
莉
十
月
日

貞
治
六
粁
九
月

一

應
安
三
年
十
二
月
日
　
勧
進
比
丘
智
感

貞
治
六
年
十

一
月
日

貞
治
六
莉
七
月
日

貞
治
六
灯
五
月
日

貞
治
六
莉
四
月
日

貞
治
六
粁
三
月
日

貞
治
六
莉
二
月
日

貞
治
六
年

莉
七
月
日

貞
治
六
莉
二
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

（袖
）

「甲
州
都
留
郡
岩
殿
山
園
通
寺
什
物
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
比
丘
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
□
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺

［　
］
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

沙
旅
醇
助

・
左
衛
門
尉
平
時
義

・
沙
淋
性
明

・
沙
弥
行
阿

芳
賀
隼
人
正
盛
重

菩
薩
戒
尼
如
寛

菩
薩
戒
尼
妙
轡

蓮
心

・
沙
淋
法
義

書
薩
戒
女
性
瑞

河
手
左
衛
門
入
道
聖
径

岡
屋
安
藝
守
棟
藤

・
営
根
別
営
法
印
定
賃

・
沙
称
道
誉

沙
沐
道
回
　
菩
薩
戒
尼
妙
及

・
兵
庫
助
幹
重

下
部
破

損 巻
頭
欠
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一　
エハ
一
一

一　
上ハ
　
一

一
六
〇

一
五
九

一
五
人

一
五
七

一
五
六

一
五
五

一
五
四

一
五
三

一
五
二

一
五
〇

一
四
九

一
四

八

一
四
七

一
四
六

應
安
元
械
十
二
月
日
　
比
丘
智
感

比
丘
智
感
　
應
安
元
破

化
縁
比
丘
智
感

化主比丘躙

應
安
元
戊
申
十
月
日
　
化
主
比
丘
智
感

應
安
元
破
十
月
日
　
勧
進
智
感

智
感
　
應
安
元
年

械
七
月
日

應
安
元
年
　
八
月
日
化
主
比
丘
智
感

比
丘
智
感
　
應
安
元
械
八
月
日

應
安
元
破
十

一
月
日
　
比
丘
智
感

應

安

元

年

械

五

月

日

貞
治
七
破
三
月
日

貞
治
七
年
二
月
日

貞
治
七
年

械
三
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
元
囀
五
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
勧
進
聖
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
公
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
迪
公
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
爺
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
　
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
聖
順
翁
迪

［　
］
　

應
永
六
年
配

「

（袖
）

「甲
州
都
留
郡
岩
殿
山
国
通
寺
什
物
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
勧
進
僧
順
翁
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

沙
弥
妙
道

沙
称
聖
林

沙
旅
法
松

沙
旅
聖
會

如
意
寺
住
持
比
丘
尼
了
意

・
高
山
曳
崇
丘

上
椙
弾
正
少
弼
朝
房

佐

々
木
信
濃
守
入
道
蘊
皐

損 下
部
破
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一
八

二

一
八

一

一
八

〇

一
七
九

一
七
六

一
七
五

一
七
三

一
七
二

一
七

一

一
七
〇

一
六
九

一
六
七

一　
エハ
エハ

一
六
五

一
六
四

一　
とハ
〓
一

化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

貞
治
第
四
Ｍ
十

一
月
日

貞
治
四
臣
十
月
日

貞
治
四
陀
九
月
日

貞
治
四
盟
九
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
應
安
二
配
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感

化縁比丘翻

化縁比丘躙

化
縁
比
丘
智
感

應
安
二
配

一
一月
日
　
比
丘
智
感

應
安
二
配
正
月
日
　
比
丘
智
感

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
願
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
僧
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
沙
門
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
勧
進
聖
順
翁
有
迪
知
客
　
應
永
六
年
妃
六
月
日

散
位
直
國

笛
根
別
営
法
印
定
賞

右
京
大
夫
源
朝
臣

・
芳
賀
隼
人
正
盛
童

・
沙
淋
長
信

・
大
河
内
源
蔵
人
頼

秋 妙
智
大
師

岩
松
禅
師
勝
阿

・
右
衛
門
尉
春
好

・
左
衛
門
尉
賓
泰

・
角
亡
父
行
全
　
沙

旅
行
欽
・土
屋
備
前
入
道
禅
勝
・中
務
大
輔
源
朝
臣
・岩
松
治
部
大
輔
直
国
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二
〇
〇

一
九
九

一
九
八

一
九
七

一
九
六

一
九
五

一
九
四

一
九
二

一
九

一

一
八
九

一
八

八

一
八
七

一
八

六

一
八

五

一
八
四

一
八
三

化
主
比
丘
智
感

化
主
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

化
主
比
丘
智
感

應
安
二
配
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

比
丘
智
感

比
丘
智
感

化縁比丘翻

化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廊
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
厠
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
　
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騰
剤
卸
特
瑚
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
凰
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騰
剤
瑚
衛
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
隧
Ⅷ
帥
衛
劇
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

沙
旅
法
松

沙
旅
妙
道
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二

一
九

二

一
七

一
一
一
エ

二

一
五

二

一
四

一
一
一
一一一

一
一
一
二

一
一
一
一

二

一
〇

二
〇
七

二
〇
五

二
〇
二

二
〇

一

智
岩
比
丘
智
感
　
遍
募
旦
越
刊
行

應
安
三
庚
成
二
月
日
　
化
主
智
感

應
安
元
破
六
月
日

化
縁
比
丘
智
感

貞
治
六
灯
六
月
日

惣
奉
行
人
別
三
百
内
大
檀
那

兵
部
大
輔
正
五
位
下
平
朝
臣
氏
重

貞
治
五
年
柄
二
月
日

惣
奉
行
人
別
三
百
内
大
檀
那

正
五
位
下
行
兵
部
大
輔
平
朝
臣
氏
重

貞
治
六
年
村
三
月
日

惣
奉
行
人
別
三
百
内
大
檀
那

正
五
位
下
行
兵
部
大
輔
平
朝
巨
氏
重

貞
治
四
年
陀
十

一
月
十
六
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
凰
通
寺
騰
Ⅷ
帥
締
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騰
�
帥
麟
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
目
通
寺
騰
Ⅷ
瑚
勝
醐
燿
月
日

甲
菱
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
騰
Ⅷ
帥
締
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騰
剤
帥
鰯
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
隣
�
帥
謗
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應

永

七

歳

師

九

月

日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
年
廊
九
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
節
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騰
迦
嘲
衛
硼
燿
月
□

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
騰
潮
帥
締
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
騰
迦
帥
諦
瑚
燿
月
日

沙
沐
道
意

沙
旅
浄
勇

平
千
代
駒

・
善
薩
戒
尼
術
智

正
五
位
下
行
兵
部
大
輔
平
氏
重

・
平
氏
女

・
春
駒
丸

平
氏
女

・
平
千
代
駒
丸

・
菩
薩
尼
妙
阿

従
五
位
下
行
兵
部
大
輔
平
氏
重

・
菩
薩
戒
女
平
氏
女

・
千
代
駒
丸

・
春
駒

丸

・
菩
薩
戒
尼
妙
心

・
左
衛
門
尉
満

A A A A A A A A A A A A A
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一
一一一一エ

二
三
五

二
三
四

一
一一一一一一一

一
一三
二

一
一一一一
一

一九 一八

三

二

七

一
一一
一エハ

三
二
五

二
二
四

一
一一
一三

一
一一
一
二

一
一
一
一
一

二
二
〇

應
安
第
四
五
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
四
卯
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
四
卯
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
四
年
二
月
日
　
勧
進
比
丘
智
感

應
安
四
年
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

智
岩
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感

應
安
三
年
十

一
月
日
　
勧
進
比
丘
智
感

應
安
三
嫉
十

一
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
三
販
九
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
三
年
販
十
二
月
日
　
比
丘
智
感

應
安
三
厳
九
月
日
　
比
丘
智
感

應
安
三
年
嫉
九
月
日
　
比
丘
智
感

應
安
三
年
卯
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
主
比
丘
智
感
　
命
工
板
行

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
年
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
年
繭
九
月

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
周
通
寺
闘
瀧
発
剣
嘲
痔
劇
暇

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
閾
瀧
樫
珈
嚇
結
脚
蜘
客

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
隣
Ⅷ
嘲
辟
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
騰
Ⅷ
帥
賠
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

（行
間
）

「鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
年
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
隧
迦
帥
衛
瑚
燿
月
日

沙
禰
法
松

源
基
清

・
長
賢

聖
賢

・
帝
宮
九

・
菩
薩
戒
回
竺

沙
林
法
松

沙
旅
法
松

菩
薩
戒
如
性

・
沙
旅
希
俊

沙
林
希
俊

沙
祢
道
恒

A A A Ａ
袖
・
奥

Ａ
袖
・
奥

Ａ
袖
・
奥

A A A A A A A A A A
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二
五
二

二
五

一

二
五
〇

二
四
九

二

四

人

二
四
七

二
四
六

二
四
五

二
四
四

二
四
三

二
四
二

二
四

一

二
四
〇

二
三
九

二

三

人

二
三
七

應
安
第
六
醸
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
六
酸
正
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

沙
門
智
感
　
應
安
六
年
六
月
日

應
安
第
六
酸
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
託
十

一
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
覺
八
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
五
五
月

一
日
　
願
主
比
丘
智
感

應
安
第
五
斑
十
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
一
正
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
丑
卯
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
託
正
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
五
斑
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
四
碁
十

一
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
五
年
一
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
四
碁
九
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
四
六
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
爾
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
年
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
雨
九
月
日

果
證
院
殿
贈
二
品
雪
庭
大
藤
定
尼
淑
戻

沙
旅
騨
正

・
沙
弥
道
浄

菩
薩
戒
尼
如
元

・
沙
弥
道
超

・
沙
弥
慶
恩

沙
弥
妙
道

沙
弥
道
誕

A A A A A
Ａ
袖
・
奥 A A A A A A A
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二
七
〇

二
六
九

二

六

人

一
一二ハ
エハ

二
六
四

一
一とハ
〓
一

一
一エハ
一
一

二
六
〇

二
五
九

二
五
八

二
五
七

二
五
六

二
五
五

二
五
四

二
五
三

（墨
書
）

（墨
書
）

（墨
書
）

（墨
書
）

（墨
書
）

（墨
書
）

（墨
書
）

永
和
四
械
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
六
曖
十
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
六
撃
八
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
六
醸
七
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
六
撃
八
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
六
醸
六
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
第
六
撃
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

文
明
九
年
町

［

］
賓
山
隻
禅
珍
六
十
九
歳
書
之

文
明
九
年
町
八
月
日
賓
山
隻
禅
珍
書
之

（行
間
）

「岩
殿
山
常
住
也
」

（経
文
と
同

一
筆
跡
）

文
明
九
年
町
八

［

文
明
九
年
酎
八
月
日
賓
山
隻
禅
珍
書
之
六
十
九
歳

（付
箋
）
「往
昔
猿
椅
々
下
の
龍
神
に
奪
は
れ
し
　
も
の
一
面
を
補
写
し
た
る

者
と
云
ひ
　
俸
ふ
」

文
明
九
稔
龍
集
可
六
月
七
日
　
筆
者
慶
久
洸
穎
　
姦
頃
有
此
経
失
却
酬
起
誠
心

書
痛
之
謹
　
奉
寄
進
国
通
寺
必
焉

一
生
歓
惧
二
生
成
弁

（行
間
）

「沙
門
慶
久
書
」

（経
文
と
同

一
筆
跡
）

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
朧
潮
倒
緩

師
九
月
日

甲
斐
州
岩
殿
山
国
通
寺
朧
潮
倒
緩
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
籐
潮
倒
緩
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騰
Ⅷ
帥
締
劇
浮
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騨
潮
倒
鰐
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騨
漸
制
緩
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
陣
潮
督
潮
醸
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
騰
潮
醐
講
硼
燿
月
日

築
迫
源
義
有

・
沙
弥
騨
正

・
善
薩
戒
尼
了
義

・
沙
弥
能
阿

為
静
寂
禅
門
菩
提
如
心
彫
此
板

角
慈
父
幽
戻
友
心

A A A A A A A A

首
尾
欠

首
尾
欠

首
尾
欠

前
半
部

欠 表
紙

・

末
尾
欠

巻
首

一

折
分

表
紙
欠

-289 (34) 一



二

人

八

二
八
七

二

八

六

二

八

五

二

人

四

二

人

三

二

八

二

二
八

一

二
八
〇

二
七
九

二
七
七

二
七
六

二
七
五

二
七
四

二
七
三

二
七
二

永
和
第
二
廟
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
元
に
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
元
に
十

一
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
八
厄
十
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
八
躯
九
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
元
厄
六
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
元
年
に
六
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
八
年
拒
六
月
日
　
比
丘
智
感

應
安
八
に
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
八
躯
五
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
八
厄
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
人
に
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
八
厄
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
七
郊
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

應
安
七
却
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

幹
縁
比
丘
智
感
　
太
歳
醸
應
安
六
九
月
八
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
願
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

應
永
七
歳
廟
九
月
日

沙
淋
貞
国

A A A A A A A A A A A A A A A A

損 表
紙
破
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三
〇
七

三
〇
五

三
〇
四

三
〇
三

三
〇
二

三
〇

一

三
〇
〇

二
九
九

二
九
八

二
九
六

二
九
五

二
九
三

二
九
二

二
九

一

二
九
〇

二
人
九

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
三
爾
年
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
和
三
繭
年
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

本ヽ
和
三
師
年
九
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
三
年
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
三
年
七
月
日

永
和
二
師
七
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
二
丙
辰
七
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
三
師
六
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
二
師
五
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
三
師
四
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
二
師
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
三
廟
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
元
に
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
二
繭
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
厠
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
籐
潮
倒
購
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騰
Ⅷ
醐
鱗
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
周
通
寺
騰
Ⅷ
帥
麟
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騰
Ⅷ
帥
鱗
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騰
Ⅷ
帥
謡
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
随
Ⅷ
帥
謡
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騰
潮
瑚
縮
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
騰
Ⅷ
帥
講
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
購
渕
醐
絣
硼
燿
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
騰
剤
帥
締
硼
燿
月
日

1

沙
弥
妙
道

A A A A A A A A A A A A A A A A

巻
尾
欠

-287(36)一



三
二
五

三
二
四

一一一一
一三

〓
一一
一
一

三
二
〇 九 八

三

一
七 五

一二
一
四

〓
一
一
二 ○

三
〇
九

三
〇
八

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
四
敬
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
和
四
敬
正
月
日

勧
進
沙
門
智
感
　

本ヽ
和
四
年
二
月
日

永
和
三
研
十
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
三
団
十
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
和
三
団
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

本ヽ
和
三
研
人
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
和
三
Ｗ
七
月
日

永
和
三
町
五
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　

本ヽ
和
三
断
卯
月
日

永
和
三
断
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
三
研
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　

本ヽ
和
三

団
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
和
三

研
正
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
二
廟
年
十
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
二
廟
年
十

一
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

（裏
表
紙
）

「寿
徳
院
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
厠
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳

師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
□

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

浄
園

・
法
明

嬉
妙
道
宗
顕

・
為
二
親
智
阿

・
沙
弥
縛
正

沙
旅
崇
貞

A A A A A A A A A A A A A A A A
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三
四
四

三
四
三

三
四
二

三
四
〇

三
三
九

三
三
七

一一三
二
エハ

三
二
五

三
三
四

一一一一一一一一一

一一一一一一
一

三
二
〇

三
二
九

三

二

人

三
二
七

一二
一
一エハ

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
和
五
紀
壬
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
元
紀
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
和
五
紀
四
月
日

永
和
五
紀
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
和
五
紀
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

本ヽ
和
四
敬
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
和
四
敬
九
月
日

永
和
四
械
十

一
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
永
和
四
敬
八
月
日

永
和
四
敬

四
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
四
絨
七
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

勧
進
沙
門
智
感
　
本ヽ
和
四
年
二
月
日

永
和
四
微
〓
一月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
和
三
年
十
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
願
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

應
永
七
歳
師
九
月
日
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

應
永
七
歳
廟
九
月
日
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢

甲
斐
州
鶴
邪
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

應
永
七
歳
廟
九
月
日
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
願
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

沙
弥
道
覺

道
哲
醇
門

・
沙
弥
蓬
佛

・
藤
通
藤
門

・
沙
旅
鏡
妙

沙
弥
浄
善

A A A A A A A A A A A A A A A A
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三
六
〇

三
五
九

三

五

人

三
五
七

三
五
六

三
五
五

三
五
四

三
五
三

三

五

二

三
五

一

三
五
〇

三
四
九

三
四
八

三
四
七

三
四
六

三
四
五

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
較
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
帳
七
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
頓
五
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
鞭
五
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
帳
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
頓
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
破
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
帳
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
帳
三
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
元
紀
十
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
元
紀
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
元
紀
九
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
元
紀
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
和
五
紀
五
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

水ヽ
和
五
紀
五
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
　
庁
永
七
歳
廟
九
月
日
律
師
明
賢

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廊
九
月
日

應
永
七
歳
師
九
月
日
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢

應
永
七
歳
繭
九
月
日
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
金
剛
佛
子
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

町
野
信
濃
入
道
濠
善

C C C C C C C C C A A A A A A

表
紙
欠
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三
七
九

三
七
八

三
七
大

三
七
五

三
七
四

三
七
二

三
七
〇

三
六
九

三
六
人

三
六
七

一二
エハ
エハ

三
六
五

三
六
四

一二
二ハ
　
一

化
縁
比
丘
智
感
　

本ヽ
徳
元
畔
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
元
畔
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
徳
元
畔
六
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
徳
元
年
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

水ヽ
徳
元
畔
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
徳
元
五
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
畔
正
月
日

康
暦
三
畔
四
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
三
騨
三
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
三
畔
三
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
三
畔
三
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
三
畔
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
三
畔
正
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
較
十
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
暦
二
帳
十
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
願
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
繭
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳

廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

（紙
背
）

「桂
林
住
持
比
丘
禅
奥
三
栄
隻
元
松
天
文
十
九
庚
成
自
如
月
晦
日

至
五
月
三
日

一
心
韓
讀
其
情
旨
大
檀
那
小
山
田
出
羽
守
　
信
有
営
病
早
は
韓
禍

為
祥
之
翻
也
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
爾
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

沙
弥
等
忠

徒
智
禅
尼

沙
弥
禅
助

町
野
信
濃
入
道
浄
善

。
上
椙
中
務
少
輔
沙
弥
騨
助

萱
岐
弾
正
大
夫
入
道
希
廣

A C C A A A C C C A C C C C C

-283 (40) 一



三
九
六

三
九
五

三
九
四

三
九
三

三
九
二

三
九

一

三
九
〇

三
八
九

三
人
八

三
八
七

三

人

六

三

八

五

三

人

四

三

人

三

三
人
二

三
人

一

永
徳
三
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　

水ヽ
徳
二
雌
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
徳
二
妊
十
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
二
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
徳
二
雌
七
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

永ヽ
徳
二
雌
六
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
二
雌
六
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
徳
二
妊
九
月
日

永
徳
二
妊
二
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
二
妊
六
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

水ヽ
徳
二
雌
五
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
二
妊
五
月
日

永
徳
二
雌
三
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

永
徳
二
三
月
□
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
二
年
二
月
日

永
徳
二
煙
正
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
周
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廊
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
オ
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
繭
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
應
永
七
歳
庫
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
厠
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
山
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月

比
丘
天
秀
庵
主

左
兵
衛
督
源
朝
臣
氏
満

・
源
壽
王
九

・
烏
宗
光
醇
門
　
浄
典

・
上
椙
鶴
壽

丸 千
町
左
衛
門
大
夫
大
江
公
忠
法
名
乾
光

沙
弥
得
硫

。
散
位
三
善
憲
連

烏
妙
国
碑
尼
願
主
雲
台

左
兵
衛
督
源
朝
臣
氏
満

A A A A A A A A A A A A A A A A

巻
首
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四

一
五

四

一
四

四 四

一
二

四

一
一

四

一
〇

四
〇
九

四
〇
七

四
〇
六

四
〇
五

四
〇
三

四
〇
二

四
〇
〇

三
九
八

三
九
七

化
縁
比
丘
智
感
　
至
徳
四
年
七
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
徳
三
暮
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
徳
三
碁
十

一
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

水ヽ
徳
三
森
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
至
徳
三
瑯
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
至
徳
三
獅
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
至
徳
二
髭
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
至
徳
三
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
至
徳
二
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
徳
四
正
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
徳
三
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
永ヽ
徳
二
十
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
三
正
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　

水ヽ
徳
二
妊
十
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
周
通
寺
声
永
七
歳
顧
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
七
歳

厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳

顧
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
顧
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
廟
九
月
日

平
氏
女
犬
御
前

高
麗
大
炊
助
頼
秋

高
麗
亀
松
丸

・
平
氏
女
千
代
御
前
分

町
野
信
濃
入
道
沙
弥
浄
善

・
出
口
大
蔵
大
夫
延
興

・
町
野
信
濃
入
道
沙
弥

浄
善

・
町
野
信
濃
入
道
沙
弥
浄
善

・
貴
志
掃
部
助
久
豊

・
町
野
信
濃
入
道

沙
弥
浄
善

龍
崎
弾
正
忠
有
泰

・
源
昌
王
丸

平
野
掃
部
助
藤
原
高
宗
宇
都
宮
住

妙
賢

・
沙
旅
浄
善

・
為
浄
治
禅
尼

汗
典

沙
淋
道
景

・
畠
山
右
馬
頭
義
清

・
沙
旅
浄
善

・
町
野
信
濃
入
道
沙
弥
浄
善

大
石
遠
江
入
道
聖
顕

沙
弥
希
道
俗
名
上
田
源
蔵
人
源
親
忠

・
源
氏
女
法
名
昌
赤
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四
三
二

四
三

一

四
三
〇

四

一
一九

四

二

八

四
二
七

四
二
六

四
二
五

四
二
四

四
二
三

四
二

一

四
二
〇

四

一
九

四

一
八

四

一
七

四

一
六

應
永
四
年
二
月
日
　
化
縁
比
丘
法
亀

化
縁
比
丘
智
感
　
明
徳
二
幸
未
正
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
明
徳
元
鞍
八
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
康
應
二
庚
午
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
嘉
慶
二
配
五
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
嘉
慶
三
配
三
月
日

縁
比
丘
智
感
　
嘉
慶
三
配
二
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
嘉
慶
二
賊
十
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
嘉
慶
二
戊
辰
八
月
日

至
徳
改
元
七
月
日
　
化
縁
比
丘
智
感

化
縁
比
丘
智
感
　
明
徳
元
較
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
嘉
慶
二
年
四
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
本ヽ
徳
第
四
卯
月
日

化
縁
比
丘
智
感
　
水ヽ
徳
第
四
二
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
厳
九
月
日

（行
間
）

「奉
施
入
七
所
大
権
現
御
賓
前
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳

厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
麒
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
麒
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
聯
湘
倒
麒
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
聯
潮
制
麟

厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
七
歳
顧
九
月
日
　
律
師
明
賢

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
那
岩
殿
山
周
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
應
永
七
歳
師
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

吉
良
上
総
兵
部
大
輔
治
家

。
明
徳
二
年
末
夏
沙
弥
浄
善

・
秋
沙
弥
浮
善

三
善
季
康

・
明
徳
元
冬
沙
旅
群
善

・
三
善
季
康

・
明
徳
二
年
未
春
沙
弥
浄

圭
ロ

康
應
二
夏
沙
弥
澤
善

源
壽
王
丸

・
康
應
二
春
沙
弥
浄
善

・
冬
沙
弥
浄
善

秋
沙
旅
β
善

源
頼
治

夏
沙
弥
浮
善

冬
町
野
信
濃
入
道
沙
沐
浄
善

・
孫
次
郎
景
村

・
春
沙
旅
浄
善

町
野
信
濃
入
道
沙
林
浮
善

。
大
喜
丹
後
守
光
昌

三
善
季
康

。
明
徳
元

庚
午

秋
沙
沐
浄
善

為
得
硫
禅
門

・
町
野
彦
太
郎
康
久

・
藤
原
妙
燈

・
沙
旅
浄
善
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四
四
九

四
四
人

四
四
七

四
四
六

四
四
五

四
四
四

四
四
三

四
四
二

四
四

一

四
四
〇

四
三
九

四
三
人

四
三
七

四
三
六

四
三
五

四
三
四

應
永
四
∬
十
月
日
　
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
四
年
十
月
日
　
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
四
年
六
月
日
　
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
四
年
二
月
日
　
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
三
年
六
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
三
年
二
月
化
縁
比
丘
法
亀

化
縁
比
丘
法
亀

化
縁
比
丘
智
感
　
明
徳
三
二
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
声
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
辰
丙
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
麟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

秋
沙
旅
浄
善

夏
沙
淋
滞
善

・
為
先
考
正
昨
大
徳
退
善
平
時
縄

春
沙
弥
浄
善

兵
庫
丞
三
善
季
康

・
冬
沙
弥
浮
善

秋
沙
弥
滑
善

・
布
施
兵
庫
泰
季
康

前
丹
後
守
光
昌

・
夏
沙
旅
浄
善

沙
弥
浄
善

吉
良
頼
治

・
源
頼
治

吉
良
頼
治

吉
良
上
捻
兵
部
大
輔
頼
治

夏
沙
祢
瀞
善

C C C C C C C C C B B B B B B B

-279(44)一



ｍ呻
エハ
エハ

四
六
五

四
六
四

四
六
三

四
六
二

四
六
〇

四
五
九

四
五
八

四
五
七

四
五
六

四
五
五

四
五
四

四
五
三

四
五
二

四
五

一

四
五
〇

應
永
六
年
二
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
卯
三
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
年
正
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
戊
コ
十
二
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
年
十

一
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
戊
コ
九
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
戊
コ
五
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
戊
コ
六
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
成
コ
五
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
戊
コ
聞
四
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
年
三
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
年
卯
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
年
四
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
年
二
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
年
正
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
四
十
二
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
顧
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
顧
廠
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
　
應
永
七
歳
師
九
月
日

卯
春
沙
弥
浄
善

冬
沙
弥
浄
善

夏
沙
弥
浄
善

冬
沙
弥
β
善
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四

八

五

四
人
四

四
人
三

四
八
二

四
人

一

四

八

〇

四
七
九

四

七

八

四
七
七

四
七
六

四
七
五

四
七
四

四
七
二

四
七

一

四
七
〇

四
六
八

應
永
七
庚
辰
五
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
七
厳
三
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
如
六
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
如
五
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
如
四
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
妃
二
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
如
二
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
如
三
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
卯
三
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
妃
九
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
己
如
十
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
五
戊
コ
十
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
年
六
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

應
永
六
年
三
月
日
化
縁
比
丘
法
亀

声
永
七
歳
顧
九
月
日
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
應
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
顧
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
麟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
　
声
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庫
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
麟
九
月
日
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五
〇
二

五
〇
〇

四
九
九

四
九
八

四
九
七

四
九
六

四
九
五

四
九
四

四
九
二

四
九
二

四
九

一

四
九
〇

四
人
九

四

人

人

四
八
七

四
人
六

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
戸
永
人
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
顧
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
風
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
廟
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
師
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
厳
九
月
日

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
声
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
七
歳
厳
九
月
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
周
通
寺
律
師
明
賢
應
永
七
歳
厳
九
月
日
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五
二
〇

五

一
九

五

一
八

五

一
七

五

一
六

五

一
五

五

一
四

五 五

一
一
一

五

一
一

五

一
〇

五

〇

八

五
〇
六

五
〇
五

五
〇
四

五
〇
三

開
板
用
光

開
板
妙
芳

開
板
永
顧

開
板
源
殊

開
板
崇
祥

開
板
源
念

開
板
玄
仙

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
声
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庫
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庫
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
八
歳
叫
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
庁
永
人
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庫
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
　
了

（裏
表
紙
）

「壽
徳
院
」

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
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五
三
人

五
三
六

五
三
五

五
三
四

五
三
三

五
三
二

五
三

一

五
三
〇

五
二
九

五

二

人

五
二
七

五
二
六

五

一
一四

五
二
ご
一

五
三
二

五
二

一

開
板
明
意

開
板
崇
祥

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庫
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
人
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
人
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
人
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
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五
五
五

五
五
四

五
五
二

五
五

一

五
五
〇

五
四
九

五
四
八

五
四
七

五
四
六

五
四
五

五
四
四

五
四
三

五
四
二

五
四

一

五
四
〇

五
三
九

開
板
道
観

開
板
浄
用

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月

［

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
声
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳

畔
極
月
十
三
日
下
着

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
極
月
十
三
日
下
着
了

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
固
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
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五
七
二

五
七

一

五
七
〇

五
六
九

五

六

八

五
六
七

〓五
エハ
上ハ

五
六
五

五
六
四

五
六
三

五
六
二

五
六
〇

五
五
九

五
五
八

五
五
七

五
五
六

開板副囀

開
板
浄
用

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
目
通
寺
声
永
八
歳
畔
巳
辛
極
月
十
三
日
下
着
了

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月

［

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
声
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
声
永
八
歳
眸
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
□
　
甲
斐
州
鶴

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
醇
極
月
十
三
日
下
着
了
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五
人
六

五
八
五

五

人

四

五

人

三

五

人

三

五

人

一

五
人
○

五
七
九

五
七
六

五
七
五

五
七
四

五
七
三

開板蜂囃
開板斃職

開
板
彦
二
郎

開
板
浄
印

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
明
賢
　
應
永
八
年
辛
巳
十
二
月
十
三
日
下
着
　
同

十
六
日
善
神
書
下
申
畢
　
　
（行
間
）

「甲
斐
国
鶴
郡
岩
殿
」

「金
剛
佛
子
明

賢
」

「岩
殿
山
」
×
２

「都
留
郡
岩
殿
」

「回
通
寺
」

甲
斐
国
都
留
郡
岩
殿
山
園
通
寺
住
侶
明
賢
　
應
永
八
年
辛
巳
十
二
月
十
三
日
自

近
江
国
下
着
　
　
　
　
（行
間
）

「岩
殿
山
」

「回
通
寺
」

「鶴
郡
岩
殿
山
」

「金
剛
佛
子
明
賢
」

「鶴
郡
岩
殿
」

「甲
州
岩
殿
山
」

金
剛
佛
子
明
賢
　
甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
別
営
明
賢
　
應
永
八
年
辛
巳
十

二
月
十
三
日
下
着

（行
間
）

「園
通
寺
」

「甲
州
岩
殿
山
」

「鶴
郡
岩
殿
」

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
住
持
明
賢
　
應
永
八
年
幸
巳
十
二
月
十
三
日
自
近

江
佐
々
木
下
着

（行
間
）

「金
剛
佛
子
明
賢
」

「回
通
寺
」
×
２

「岩
殿
山
」
×
４

甲
斐
國
都
留
郡
岩
殿
山
鳳
通
寺
律
師
明
賢

近
江
下
着
　
　
　
　
（行
間
）

「園
通
寺
」
應
永
八
年
辛
巳
十
二
月
十
二
日
自

「甲
州
岩
殿
山
」

甲
斐
国
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
住
持
明
賢
　
應
永
八
年
辛
巳
十
二
月
十
三
日
自
近

江
佐
々
木
下
着
　
　
　
　
（行
間
）

「岩
殿
山
」
×
３

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
国
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

岩
殿
坊
主
ハ
天
下

一
之
し
ち
也

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了
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経
箱
蓋

六
〇
〇

五
九
九

五
九
八

五
九
七

五
九
六

五
九
五

五
九
四

五
九
三

五
九
二

五
九

一

五
人
九

五
人
八

五
八
七

康
暦
元
己
未
八
月
七
日

開
板
妙
芳

永
正
六
年
己
巳
卯
月
唐
櫃
新
作
畢

応
永
八
年
極
月
十
三
日
下
着
擦
畢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
円
通
寺
金
剛
仏
子
明

賢
　
同
甲
斐
回
都
留
郡
畠
倉
郷
岩
殿
山
円
通
寺
　
応
永
八
年
辛
巳
十
二
月
十
三

日
擦
下
畢
　
同
十
六
年
己
丑
潤
二
月
十
五
日
奉
供
養

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
別
営
明
賢

（行
間
）

「金
剛
佛
子
明
賢
」

應
永
八
年
畔
十
二
月
十
三
日
下
着

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
應
永
八
歳
辛
巳
極
月
十
　
一一一日
下
着
了

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
園
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
眸
極
月
十
三
日
下
着
了

甲
斐
州
鶴
那
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着
了

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

元
文
五
庚
申
天
　
十
月
吉
日
　
天
下
御
用
附
険
役
人
高
山
氏
　
同
立
花
氏
秀
重
（花
押
）

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
風
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
瞬
極
月
十
三
日
下
着

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
律
師
明
賢
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
庁
永
八
歳
畔
極
月
十
三
日
下
着
了

律
師
明
賢
　
甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
應
永
八
歳
辛
巳
極
月
十
三
日
下
着
了

甲
斐
回
都
留
郡
岩
殿
山
国
通
寺
明
賢

（行
間
）

「金
剛
佛
子
明
賢
」
×
２

「岩
殿
山
」

應
永
八
年
畔
十
二
月
十
三
日
招
下
作
畢

「甲
斐
回
」

「鶴
郡
内
」

「園
通
寺
」

甲
斐
國
鶴
郡
岩
殿
山
回
通
寺
別
営
明
賢
　
應
永
八
年
瞬
極
月
十
三
日
下
着

（行
間
）

「金
剛
佛
子
明
賢
」

「岩
殿
山
」

甲
斐
州
鶴
郡
岩
殿
山
風
通
寺
別
営
明
賢
　
應
永
八
年
辛
巳
十
二
月
十
三
日
下
着

（行
間
）

「金
剛
佛
子
明
賢
」

「岩
殿
山
」

「回
通
寺
」

「甲
斐
国
岩
殿
山
」
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国
志

国
志

角
朱
印

×
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図版 1

第 1調査区全景 (調査前)

第 1調査区溝確認状況 第 1調査区完掘状況



図版 2

第 2調査区池内部現況

第 2調査区全景

第 2調査区池北壁断面

第 3調査区全景



図版 3

第 3調査区トレンチ設定状況

第 4調査区トレンチ設定状況

第 4調査区発掘調査風景



第 4調査区北東コーナーテラス確認状況

第 4調査区堅穴状遺構確認状況

第 4調査区竪穴状遺構断面



図版 5

第 4調査区完掘状況

御所平調査区全景

御所平遺物出土状況

御所平礫出土状況



図版 6

新宮洞窟作業風景

新宮洞窟調査区全景
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新宮洞窟調査区完掘状況



山頂・防災無線中継局舎改良予定地 (調査前)

図版 7

丸山完掘状況

山頂・防災無線中継局舎改良予定地柱穴完掘状況



図版 8

3     1

出土した炭化種実 (ス ケールは 1～ 3が l mln、 4が l cm)
1～ 3 アワ、炭化胚乳、試料A 4.ア ワ、炭化胚乳 (塊状)、 試料B



図版 9

岩殿城跡出土近世、近 。現代陶磁器 (外面)

岩殿城跡出土近世、近 。現代陶磁器 (内面)



図版 10

御所平出土近世、近 。現代陶磁器 (外面)

御所平出土近世、近 。現代陶磁器 (内面)



図版 11

旧円通寺二重塔跡出土近世、近 。現代陶磁器 (外面)

旧円通寺二重塔跡出土近世、近 。現代陶磁器 (内面)



図版 12

新宮洞窟出土近世、近・現代陶磁器 (外面)

新宮洞窟出土近世、近・現代陶磁器 (内面)



図版 13

木造十一面観音像(I) 木造十一面観音像(Ⅱ )

木造七社権現立像



図版14

1-1月 日貝化石 (′97.11.7県指定天然記念物、

以下15ま で同じ)

1-3月 日貝化石

1-6月 日貝化石

1-2月 日貝化石

1-5月 日貝化石

2-1ビ ノスガイ化石

2-2ビ ノスガイ化石 2-3ビ ノスガイ化石



2-4ビ ノスガイ化石

2-6ビ ノスガイ化石

2-8ビ ノスガイ化石

図版 15

2-5ビ ノスガイ化石

2-7ビ ノスガイ化石

2-9ビ ノスガイ化石

3-1ム カシカシパンウニ化石 3-2ム カシカンパンウニ化石



図版16

3-3ム カシカシバンウニ化石

3-5ム カシカンパンウニ化石

4-2マ テガイ化石

3-4ム カシカンパンウエ化石

4-1マ テガイ化石

4-3マ テガイ化石

4-4マ テガイ化石 5バイ化石
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10タ ケノコガイ化石

6チヂワバイ化石
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13-3ツメタガイ
化石

11サザエ化石

7ム ラサキイガイ化石

9オウムガイ化石

図版 17
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14ブナ化石 15生痕化石
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